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探究につながる
詳しい記述

『歴史総合』
歴総707

見開き47テーマ
ビジュアルで楽しく学ぶ

『わたしたちの歴史』
歴総709

学習指導要領 大項目（Ａ～Ｄ）のねらい
　前近代の歴史を内容とする大項目ＡからＣまでにおい
ては、多様な資料を効果的に活用して、歴史を考察し
表現し、「歴史総合」で育んだ歴史の学び方を活用しつ
つ、我が国の歴史の展開や伝統と文化への理解を深め
ます。
　近代・現代の歴史を内容とする大項目Ｄにおいては、
「歴史総合」で獲得した概念やこの科目の前近代の学習
とのつながり、前近代の学習で成長させた歴史を考察す
る力を活用し、歴史に関わる諸事象相互の関係性や、
地域と日本、世界との関係性などを構造的に整理して理
解し、さらに現代の日本の諸課題について多面的・多角
的に考察、構想します。

学習指導要領 中項目（⑴～⑶および⑷）の構成
　大項目の時代区分にはそれぞれ中項目が紐づきます。
（1）では、時代の転換を歴史的環境から考察して生徒が
問いを表現し、（2）では資料を活用して仮説を立て、（3）
では主題を設定して、事象の意味や意義、関係性など
を考察し、歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の画期を
表現する学習で構成されています。
　（4）は「日本史探究」のまとめとして、現代の日本の
課題の形成に関わる歴史と展望について、多面的・多角
的に考察、構想し、その結果を表現します。

　「歴史総合」の学習によって身に付けた資
質・能力を基に、我が国の歴史の展開に関わ
る諸事象について、地理的条件や世界の歴史
と関連付けながら総合的に捉えて理解すると
ともに、事象の意味や意義、伝統と文化の特
色などを考察し、よりよい社会の実現を視野
に、歴史的経緯を踏まえて、現代の日本の課
題を探究する科目です。

山川出版社の「歴史総合」は近現代の日本史・世界
史を相互に関連付けながら、バランスよく記述して
います。日本史・世界史それぞれの大きな流れや基
本的事項を学習できるため、選択科目の日本史探
究・世界史探究へとつながり、通史的な視点からよ
り深い「探究」の学習を進めることができます。

日本史探究 とは歴史総合から
探究へ

Ａ　原始・古代の日本と東アジア
(1)黎明期の日本列島と歴史的環境
(2)歴史資料と原始・古代の展望
(3)�古代の国家・社会の展開と画期(歴史の解釈、説明、論述)

Ｂ　中世の日本と世界
(1)中世への転換と歴史的環境
(2)歴史資料と中世の展望
(3)�中世の国家・社会の展開と画期(歴史の解釈、説明、論述)

Ｃ　近世の日本と世界
(1)近世への転換と歴史的環境
(2)歴史資料と近世の展望
(3)�近世の国家・社会の展開と画期(歴史の解釈、説明、論述)

Ｄ　近現代の地域・日本と世界
(1)近代への転換と歴史的環境
(2)歴史資料と近代の展望
(3)近現代の地域・日本と世界の画期と構造
(4)現代の日本の課題の探究

指導要領による「日本史探究」の構成

深める歴史
テーマ・資料・問いで考える

『現代の歴史総合』
歴総708

20 第1章 ■ 結びつく世界と日本の開国

	大運河沿いに並ぶ商店の看
かん

板
ばん

の文字を読んでみよう。どのような商品が取り引
きされたのだろうか。

	看板に「行
こう

」という文字がみられるが、これは何を意味するのだろうか。

 「姑
こ

蘇
そ

繁
はん

華
か

図
ず

」（部分、徐
じょ

揚
よう

）

この絵は18世紀の清
しん

代の江
こう

南
なん

地方にある蘇
そ

州
しゅう

（姑蘇）の様子を描
えが

いたものである。大
運河が通り、水上交通の要

かなめ

であった蘇州には無数の船が往来し、経済や文化の中心
として繁

はん

栄
えい

をきわめた。18世紀中頃には人口は50万人に達した。

（スーチョウ）

繁栄する18世紀の東アジアのなかで、中国
と日本の共通点と相

そう

違
い

点
てん

はどこにあったのだ
ろうか。

2

18世紀の中国経済の発展に、どのような商
品やモノが影響を与えたのだろうか。

1

テーマへの
アプローチ

徳
とく

川
がわ

幕
ばく

府
ふ

の仕組みは、どのようなかたちで経
済の発展に影響を与えたのだろうか。

3

中国（清） 「
四
つ
の
窓
口
」

　長
崎（
オ
ラ
ン
ダ
・
清
）、
対
馬（
朝
鮮
）、
薩
摩（
琉
球
）、
松
前（
ア
イ
ヌ
）

日本
1716 享保の改革（～45）

1721 株仲間の結成（を公認）

1722 定免法の採用

1724 キリスト教全面禁止／この頃、地丁銀制
実施

1732 享保の飢饉
1757 欧米船との貿易を広州に限定
1767 田沼時代（～86）

1782 天明の飢饉
1783 浅間山大噴火
1787 寛政の改革（～93）

1792 ロシア使節来航
1793 イギリス使節、乾隆帝に謁見
1796 白蓮教徒の乱（～1804）

18世紀の中国と日本では、
商品生産と流通網はどのように発達したのだろうか？

18世紀の東アジアにおける社会と経済
1
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18世紀の中国経済
中国では、長

ちょう

江
こう

下流域から台
たい

頭
とう

した漢人の王

朝である明
みん

が、皇帝の専制支配のもとで全国

を統
とう

治
ち

した。その後、17世紀に満
まん

洲
しゅう

人
じん

のたてた清
しん

が台頭し、明の諸制度を

踏
とう

襲
しゅう

しつつ、広大で多様な中国全土を統合して18世紀に全盛期を迎えた。

　明代以降、中国の農業は飛
ひ

躍
やく

的
てき

に発展していた。なかでも長江下流域の

江
こう

南
なん

地方では桑
くわ

や綿
めん

花
か

など商品作
さく

物
もつ

の栽
さい

培
ばい

が進み、生
き

糸
いと

や絹
きぬ

織
おり

物
もの

、綿
めん

織物

の手工業が発達した。明代には杭
こう

州
しゅう

から天
てん

津
しん

に向かう大運河が整備され、

また国内水上交通の要
よう

所
しょ

であった江南地方の蘇
そ

州
しゅう

や長江中流域の漢
かん

口
こう

など

が商工業都市として繁
はん

栄
えい

した。明から清に至る経済的発展にともない、全

国的な遠
えん

隔
かく

地
ち

商業と金
きん

融
ゆう

のネットワークが形成され、それらの業務を担
にな

う

山
さん

西
せい

商人や徽
き

州
しゅう

（新
しん

安
あん

）商人が台頭した。

　さらに福
ふっ

建
けん

省
しょう

のサトウキビ栽培による製
せい

糖
とう

業
ぎょう

、景
けい

徳
とく

鎮
ちん

の陶
とう

磁
じ

器
き

生産とい

った地域の特産物もさかんに生産された。また、17世紀頃からアメリカ大

陸原産のトウモロコシやサツマイモといった新作物の栽培が始まり、山地

の開
かい

墾
こん

が進んだ。一方で、16世紀以降には、海外貿易により日本やアメリ

カ大陸から銀が大量に流入した結果、商工業が活性化されたほか、貨
か

幣
へい

経

済が農村にも浸
しん

透
とう

して税の銀
ぎん

納
のう

化
か

が進んだ。このような経済発展が18世紀

の人口増加を支えた。もっとも、日本と比べて広大な国土を抱え、多様な

（→p.6）

A （ハンチョウ） （テンチン）

（スーチョウ）

B

（フーチエン） （チントーチェン）

（→p.25）

C

5

10

15

  手工業の発達

	どのような製品をつくっているところだろうか。
	『天工開物』は日本に輸入されて多くの著述に引

用されたり、和
わ

刻
こく

本
ぼん

というかたちで刊行された。江
戸時代の日本経済の特徴（→p.22）から、その理由をあげ
てみよう。

	 は遠隔地商人の交易ルートを示している。ルートが密になっているのはどの
地域だろうか。
	 より、「金華の同郷者たち」が蘇州に会館を建てようとした理由は何だろうか。

明代の宋
そう

応
おう

星
せい

による図解入りの産業技術書『天
てん

工
こう

開
かい

物
ぶつ

』の一部。（東洋文庫蔵）

 商業ルートの発達

0 500km

たいげん
太原
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明清時代の主要商人集団
綿織物業中心地
生糸・絹織物業中心地

主要交易ルート
大運河

山西商人

徽州商人

南  シ  ナ  海

福建省

ねいか
寧夏
ニンシア

けいりん
桂林
コイリン

景徳鎮

シャンハイ
上海

ニンポー
寧波

杭州
徽州

せいあん
西安
シーアン

天津

山海関

ぶ しょう
武昌

じゅうけい
重慶
チョンチン

せいと
成都
チョントゥー

こうねい
江寧

こうしゅう
広州
コワンチョウ

かんこう
漢口

（
ナンキン
南京）

たいわん

台湾　　
たいわん

台湾　　

ベトナム

さんかいかん

てんしんてんしん

こうしゅうこうしゅう

けいとくちんけいとくちん

ふっけんふっけん

フーチエンフーチエン

チントーチェンチントーチェン

ハンチョウハンチョウ

き しゅうき しゅう
スーチョウ
蘇州
そ しゅう

テンチンテンチン

シャンハイコワンシャンハイコワン

きん か
金華
チンホワ

アモイ
厦門

18～19世紀のヨーロッパでは、建築・家具・食
器などの分野でシノワズリと呼ばれる中国風の美
術工芸品が流行した。中国へのあこがれと異国趣
味のあらわれであった。写真はドイツのポツダム
にあるサンスーシ宮殿の中国風茶屋。

 シノワズリ

	 サツマイモの伝来
日本ではサツマイモ、薩

さつ

摩
ま

ではリュウキュウイモ、
琉
りゅう

球
きゅう

ではカライモ（唐芋）と呼び、名前の変
へん

遷
せん

がそ
のまま日本への伝

でん

播
ぱ

したルートを示している。

	 大運河
6世紀末から 7世紀初めの隋

ずい

の時代に原形がつ
くられ、中国の南北の流通網

もう

として重要な役割を
担った。

金華は文教の盛んな町というが、
浙
せっ

東
とう

の端
はし

に位置し、土地はやせて
人口は多く、遠

えん

隔
かく

地
ち

商業にたずさ
わる者は３分の１を占める。……
蘇
そ

州
しゅう

にいる金華出身者は同郷人の
来訪をよろこび、金華から到来し
た者も同郷人を頼りに集まってく
る。……乾

けん

隆
りゅう

９年〔1744年〕金華の
同郷者たちは、〔蘇州に〕会館を建
てようと合議し、資金を出し合い
……建材をそろえ、職人を集め、
壬
じん

申
しん

の年〔1752年〕に完成した。

3  徽州商人の交
こう

易
えき

ルート

 金
きん

華
か

会
かい

館
かん

碑
ひ

記
き
（大意、1752年）
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26 第1部　近代化と私たち
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豊かなアジア
へのあこがれ

18世紀のアジア では、西から順にオスマン帝
てい

国
こく

・ムガル帝国・清
しん

などが栄え、経済や文化が発

達していた 。とくにインドから中
ちゅう

国
ごく

にかけての地域は、綿織物 ・茶・陶
とう

磁
じ

器
き

などの世界商品 を生産していた。このうち、インド産の綿織物は

ヨーロッパで使われるだけでなく、アフリカで奴
ど

隷
れい

貿
ぼう

易
えき

の対価として

も用いられる重要な商品であった。また、中国産の茶を陶磁器で飲む習

慣は、当時のイギリスで上・中流階級のたしなみとなっていた。

　これらの商品を入手するために、ヨーロッパ諸国は、東
ひがし

インド会
がい

社
しゃ

と

いう特許会社 を設立するなどして、アジアへ進出したが、東南アジア島
とう

嶼
しょ

部
ぶ

やインド沿岸部を除くと、植
しょく

民
みん

地
ち

にするのは容易ではなかった。と

くに清は、17世紀後半に即
そく

位
い

した康
こう

熙
き

帝
てい

以来、３代約130年にわたる

繁
はん

栄
えい

の時代にあり、ヨーロッパ諸国に対してキリスト教布教の禁止や貿

易の統制をおこなっていた。中国に渡った宣
せん

教
きょう

師
し

らの報告を通じて、ヨ

ーロッパにもたらされた中国の政治体制や文化は、ヨーロッパの思想家

に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えた 。

ヨーロッパ諸国
の海外進出

ヨーロッパ諸国は、16世紀頃
ころ

から商品を取引

するため、海外へ進出しはじめ、たがいに植民

地獲
かく

得
とく

競争を繰
く

り広
ひろ

げた。その結果、18世紀に入る頃までには南北ア

メリカ大陸が植民地化された。また、アフリカ西海岸に拠
きょ

点
てん

を設けた奴

1

2

★3

★ ★

★ →p.13

★

★

1654～1722

5

18世紀のアジアは、経済や文化が発達していた。こうした
状
じょう

況
きょう

は、ヨーロッパにどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えたのだろうか？

３つの陶磁器を
比べて、相互の
関係について考
えてみよう！

1  18世紀の世界と
アジア

■118世紀半ばの世界

■2中国の都市のにぎわい　中国では、河
川や運河を利用した輸

ゆ

送
そう

網
もう

が発達し、都
市では活発な商取引がおこなわれていた。

■3陶磁器の交流　上から、中国の景
けい

徳
とく

鎮
ちん

でつくられ
た陶磁器、西洋風の絵付けがほどこされた中国の陶
磁器、ドイツのマイセン焼。上：五島美術館蔵

チントーチェン

0°（赤道）

3000km0

イ ン ド 洋

大 西 洋

太 平 洋

ロシア

中国（清）

ムガル
帝国

オスマン帝国

日本
こうしゅう

コワンチョウ

タバコ

工業製
品

砂
糖

砂糖・
綿花

コーヒ
ー豆

コーヒ
ー豆

銀
金
・
銀
・

・綿製品
綿
製
品

香辛料
こうしんりょう

香辛料・

香辛料

茶・絹
・陶
磁器

コーヒ
ー豆

イギリスとその植民地
フランスとその植民地

オランダとその植民地
スペインとその植民地

ポルトガルとその植民地植民地の輸出品
ヨーロッパの輸出品

文字
文字

武器

奴隷

広州

３つの陶磁器を
比べて、相互の
関係について考
えてみよう！
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隷貿易もおこなわれ、大
たい

西
せい

洋
よう

三
さん

角
かく

貿
ぼう

易
えき

と呼ばれる体制が成立した。ヨー

ロッパ諸国の競争は、18世紀後半にイギリスの勝利で終わった。しかし、

1783年にアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

がイギリスから独立 し、その影響を受けて、

19世紀前半にはラテンアメリカ諸地域も独立を達成した。そのため、

ヨーロッパ諸国は、新たな進出先を求める必要にせまられていた。

日本・琉球・
蝦夷地

1603（慶
けい

長
ちょう

8）年に成立した江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は、17世紀半
なか

ばまでにキリスト教を禁じ、日本人の海
かい

外
がい

渡
と

航
こう

や海

外に居住する日本人の帰国も禁じた。さらに、オランダを除くヨーロッ

パ船の来
らい

航
こう

を禁止して貿易を統制した。こうした状態は、のちに「鎖
さ

国
こく

」と呼ばれた。しかし、幕府はいわゆる「四つの窓口」を通じて海外

との交流を続けており 、その情報をもとに同時代の国際情勢を把
は

握
あく

した。

　幕府が貿易を統制すると、それまで輸入品であった綿織物・茶・陶磁

器・砂糖などは日本国内で生産されるようになった。また、新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

な

どによって農業生産ものびた。これらを背景に、日本では江戸・大
おお

坂
さか

・

京都の三都が生まれ、三都を中心に全国市場 も形成された。

　15世紀に成立した琉
りゅう

球
きゅう

王
おう

国
こく

は、明
みん

・清の冊
さく

封
ほう

国
こく

としての立場をとり、

中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

で栄えていた。しかし、17世紀に薩
さつ

摩
ま

藩
はん

の侵
しん

攻
こう

を受けてからは、

中国に形式的に服属しながらも、日本の支配を実質的に受けるようにな

った。

蝦
え

夷
ぞ

地
ち

（現在の北海道）は、まだ日本の領域としては把
は

握
あく

されていなか

った。蝦夷地南
なん

端
たん

の松
まつ

前
まえ

をおさめていた大
だい

名
みょう

は、先住民族のアイヌ と

の交易を通じて蝦夷地の物産や中国東北地方の物産を入手していた。

→p.42

→p.36～37

4

★

→p.28 ★

→p.36 →p.28～29

■4江戸時代の対外交易　江戸時代の日本は、長崎・
対
つ し ま

馬藩
はん

・薩摩藩・松前藩を窓口として、海外と交易を
おこなった。また日本は、清と正式な国交をもたなか
ったが、長崎で中国の商人との取引を許したほか、オ
ランダ・琉球・朝

ちょう

鮮
せん

を通じて交易をおこなった。

中国の政治に対して批判的な意見がヨーロッパ
ではかなり広く存在するのだが、私は逆に、中
国旅行記などによって、その政体が賢

けん
明
めい
で明確

な法律にもとづいていて、その法を皇帝が遵
じゅん
守
しゅ

させるとともに、皇帝自身も遵守していると理
解するにいたった。
（ケネー『中国の専制政治』／大野英二郎『停滞の帝国』）

■5 18世紀のヨーロッパ人の中国観

ケネーは、当時の中国（清）を、どのように
みていたのだろう？

対馬藩

長崎

朝鮮

中国
（明・清）

山丹
蝦夷地（アイヌ）

琉球

江戸幕府

オランダ 500km0

さんたん

薩摩藩

松前藩

交易関係
使節の派遣

樺太
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歴史総合

詳しい内容と豊富な
史資料
信頼の教科書

『詳説日本史』
日探705

世界史の枠組みを
体系的に学べる
信頼の教科書

『詳説世界史』
世探704

豊富な材料で
楽しく学べる
生徒が読んでわかる
教科書

『高校日本史』
日探706

基本をおさえて、
資料で深める

『高校世界史』
世探705

考える歴史の
時代に向けて
新しく生まれ変わった
『新世界史』

『新世界史』
世探706

日本史探究

世界史探究

2 3



詳説日本史のおもな特色 教師用指導書 授業実践編／付属データ集
教師用指導書 研究編

詳説日本史 日探705 詳説日本史

➡p.8-25 ➡p.28-33

➡p.31

背景や因果関係が理解しやすい論理的な記述を心掛けました。

�各時代・各分野をバランスよく記述、 
充実した内容。

判型を大きくし（A5→B5変型）、史資料を見やすくしました。
探究活動に取り組みやすい大きな図版、豊富な史資料。

時代の特色をつかむ多様な問いかけ。
▲写真や図版を大きく掲載

1411　織豊政権

5

10

15

20

年に美
み

濃
の

の斎
さい

藤
とう

氏を追い払って岐阜に本拠を移し、

「天
てん

下
か

布
ふ

武
ぶ

」の印章を用いはじめた❸。翌年、信長は

軍勢を率いて義昭とともに京都に上り、室町幕府を

再興させた。また分
ぶん

国
こく

内の関
せき

所
しょ

で通行料をとること

を禁じ、商業・自治都市として繁栄していた 堺
さかい

の

支配にも乗り出した。

　しかし、畿内周辺にはなお、信長に敵対する勢力

が多かった。1571（元
げん

亀
き

2 ）年、信長はその 1 つで日

本仏教の中心として大きな権勢を誇っていた比
ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を焼討ちした。信長はやがて足利義昭と対

立して1573（天
てん

正
しょう

元）年に京都から追放する❹と、1575（天正 3 ）年に

は三河の長
なが

篠
しの

の戦いで、徳川家康をたすけ、大量の鉄
てっ

砲
ぽう

を用いて甲
か

斐
い

の武
たけ

田
だ

勝
かつ

頼
より

（信
しん

玄
げん

の子）を破り、また越
えち

前
ぜん

の一
いっ

向
こう

一
いっ

揆
き

を攻撃して壊滅さ

せた。翌年には近
お う み

江の琵
び

琶
わ

湖
こ

畔
はん

に安
あ

土
づち

城を築きはじめた。その 城
じょう

下
か

町
まち

は楽
らく

市
いち

として、商業税や普
ふ

請
しん

・伝
てん

馬
ま

❺の負担を免除して繁栄をはか

った。

　1580（天正 8 ）年には長らく対立してきた本願寺を屈服させ、大坂か

ら退去させた❻。本願寺は諸国の門
もん

徒
と

・一向一揆を率いて、戦国大名

のような大きな勢力を誇っていた。さらに信長が1582（天正10）年に甲

斐の武田氏を滅ぼすと、東日本の大名の多くが服属するようになり、

1546 〜 82

❹これで室町幕府は実質的に
滅亡した。実際に義昭が将軍
職を辞するのは豊臣政権成立
後である。

❺普請は土木工事、伝馬は馬
で人や荷物を運送すること。

❻大坂の本願寺は、寺
じ

内
ない

町
まち

を
有する事実上の城であり、の
ちに石山と呼ばれた。信長と
の10年におよぶ戦争を石山合
戦（石山戦争）と呼ぶ。

楽
市
令

　
　定

　安
土
山
下
町
中
❶

一1

　当と
う

所し
ょ

中ち
ゅ
う

楽
市
と
し
て
仰お

お

せ
付
け
ら
る
る
の
上
は
︑

諸
座
・
諸
役
・
諸
公く

事じ

等
︑
こ
と
ご
と
く
免
許
の

事
❷
︒

一3

　普ふ

請し
ん

免
除
の
事
︒

一8

　分
国
中
徳と

く

政せ
い

こ
れ
を
行
う
と
雖い

え
ど

も
︑
当
所
中
免

除
の
事
❸
︒ 

（
近お

う
み江

八は
ち

幡ま
ん

市
共
有
文も

ん

書じ
ょ

︑
原
漢
文
）

❶
一
五
七
七（
天
正
五
）年
六
月
︑
織
田
信
長
が
安
土
城
下
町

に
出
し
た
楽
市
令
で
︑
一
三
条
よ
り
な
る
︒
❷
こ
の
城
下
町

を
楽
市
に
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
︑
城
下
町
は
楽
座（
無
座
）

で
︑
住
民
の
い
っ
さ
い
の
税
は
免
除
と
な
る
︒
❸
徳
政
令
が

出
さ
れ
て
も
︑こ
の
城
下
町
の
町
人
の
債
権
は
破
棄
さ
れ
な
い
︒

鉄砲隊の活躍　長
篠の戦いにおいて、
織田・徳川の連合
軍は、大量の鉄砲
を用いて図の右か
ら攻撃する武田軍
を破った。
（『長篠合戦図屛風』、部
分、徳川美術館蔵、愛
知県）
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▼暗記になりがちな美術作品や文学作品の一覧は削
り、主要な作品は、本文や注、写真で掲載しました。

292 第 14章　近代の産業と生活

5

力で小学校教育に西洋の歌謡を模倣した 唱
しょう

歌
か

が採用された。1887（明

治20）年に東京音楽学校が設立されて専門的な音楽教育が始まり、滝
たき

廉
れん

太
た

郎
ろう

らの作曲家が現れた。また、伝統的な能
のう

楽
がく

は明治中期から復活

した。

　学問や音楽と同じく、美術の発達も政府に依存する面が強かった。

政府は、初め工
こう

部
ぶ

美術学校を開いて、外国人教師に西洋美術を教授さ

せたが数年で閉鎖し、フェノロサや岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

の影響のもとに、伝統美

1879〜1903

1862〜1913

「読書」（左）と「湖
こ

畔
はん

」（右）
黒田清輝は17歳でフ
ランスに渡り、 2年後
に専攻を法律から絵画
に改めて10年近く留
学し、帰国後は東京美
術学校に新設された西
洋画科で指導に当たっ
た。画面左下の署名は、
フランスでの入選作で
ある「読書」では和文、
帰国後に日本らしい情
景を描いた「湖畔」では
欧文であり、日本を代
表して欧米人と競って
学び、その成果を日本
で生かそうとした留学
者の意気込みを感じさ
せる。（左：縦98.2cm、横78.7 

cm、右：縦69.0cm、横84.7cm、

ともに東京国立博物館蔵）

「海の幸」　黒田清輝らの指導を
受けた青木繁

しげる

が、1904（明治
37）年に白馬会展に出品した作
品。房

ぼう

州
しゅう

（千葉県）布
め

良
ら

の海での
モチーフで、大魚をかつぐ漁師
の群が、リズミカルな構図、力
強いデッサンと褐

かっ

色
しょく

の色調で描
かれている。
（縦70.2cm、横182.0cm、石

いし
橋
ばし
財団アーテ

ィゾン美術館蔵、東京都）

「老
ろう

猿
えん

」　1893（明治26）年、シカ
ゴ万国博覧会に出品して入賞し
た作品。
（高村光雲作、高さ90.9cm、東京国立博
物館蔵）

「女」　作者の死後1910

（明治43）年、第 4回文
展に出品され 3 等を受
賞した作品。
（荻原守衛作、高さ98.5cm、

東京国立近代美術館蔵）
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138 第 8章　近世の幕開け

10

15

20

25

5

1 織豊政権

近世への転換
戦国大

だい

名
みょう

が列島各地に割拠していた16世紀半ば、

日本では銀が大増産され、また海上航路でアジア

交易に参入してきたヨーロッパ人によって鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教が伝えら

れた。国際的な交易の活性化や外来の技術・思想にどのように対応す

るかが、為政者たちに問われる時代となった。以後、有力な大名によ

る 領
りょう

国
こく

の統合が急速に進み、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

によって全国が

1 つの政権のもとに統合された。素
す

性
じょう

の定かでない身分に生まれて

関
かん

白
ぱく

にまでなった秀吉は、この間の激しい社会の変動を象徴している。

　秀吉は家
か

臣
しん

・大名を編成する過程で、新しい方法による検
けん

地
ち

や石
こく

高
だか

による知
ち

行
ぎょう

制
せい

を採用し、武士・家臣と百姓・町人とを区別して、村

と町を基盤とする新しい支配の仕組みを築き上げた。それと同時に中

国への侵攻を掲げて朝鮮侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジアの国

際秩序を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀
ぎん

山
ざん

などで、朝鮮から

伝わった灰
はい

吹
ふき

法
ほう

❶という新しい精
せい

錬
れん

技術が

導入され、銀が大幅に増産された。中国の明は16世紀になると税の銀

納化を進めていたので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対

価として中国産の生
き

糸
いと

などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発

になった。しかし、明は民間の貿易を認めない海
かい

禁
きん

政策を続けていた

ため、その取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人

（後期倭寇）が活躍した。

　一方、ヨーロッパの南西の端に位置するポルトガルは、15世紀にな

1537〜 98

→ p.116注❸

→ p.117注❺

❶細かくくだいた銀の鉱石
（不純物を含む）を鉛とともに
とかして、銀と鉛の合金をつ
くる。その合金を、灰を敷い
た炉で熱すると、最初に鉛が
とけて灰にしみ込み、灰に吸
収されない銀を取り出すこと
ができる。

世界やアジアの経済・交易が活発になる中、16世紀末には日本列島の権力を１つに統合
した天

てん

下
か

人
びと

が出現した。そのもとで武士・百姓・町人のあり方も大きく変化し、日本列
島は近世という新しい時代を迎える。国内外のどのような動きによって、どのような時
代に入っていったのだろうか。

近世の幕開け第8章

❷肉の保存・味付けのために
用いられた。コショウ（胡
椒）・チョウジ（丁子）・シナ
モン・ナツメグなど。

豊臣秀吉　尾
お

張
わり

国中村（現在
の名古屋市）に生まれ、織

お

田
だ

信
のぶ

長
なが

に仕え、異例の出世をと
げた。信長の死後、いち早く
政治の主導権を握った。
（高

こう
台
だい
寺
じ
蔵、京都府）
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2953　市民生活の変容と大衆文化

5

10

15

20

25

30

沸くアメリカには生
き

糸
いと

などを輸出

し、貿易は大幅な輸出 超
ちょう

過
か

とな

った❶。

　世界的な船
せん

舶
ぱく

不足を背景に、海

運業・造船業は空前の好
こう

況
きょう

とな

って船
ふな

成
なり

金
きん

が続々と生まれ、日本

はイギリス・アメリカにつぐ世界

第 3 位の海運国となった。鉄鋼業

では八
や

幡
はた

製鉄所の拡張や民間会社

の設立があいつぎ、満
まん

洲
しゅう

では満
まん

鉄
てつ

の鞍
あん

山
ざん

製鉄所が設立された。また、

ドイツからの輸入がとだえたため、薬品・染料・肥料などの国産化が

目指され、化学工業が勃
ぼっ

興
こう

した。大戦前から発達しはじめていた電力

業では、大規模な水力発電事業が展開され、猪
い

苗
なわ

代
しろ

・東京間の長距離

送電も完成し、電灯の農村部への普及や工業原動力の 蒸
じょう

気
き

力
りょく

から電

力への転換を推し進め、電気機械の国産化も進んだ。

　その結果、重化学工業は工業生産額の30％を占めるようになった。

輸出の拡大に刺激された繊
せん

維
い

産業も活況を呈
てい

し、中国の 上
シャン

海
ハイ

などで

現地工場を経営する紡
ぼう

績
せき

業が続出した（在
ざい

華
か

紡
ぼう

）。

　工業の躍進によって、工業（工場）生産額は農業生産額を追いこした。

工場労働者数は大戦前の1.5倍に増えて150万人をこえ、なかでも男性

労働者は重化学工業の発展により倍増して、女性労働者の数にせまっ

た。それでも、工業人口は農業人口の半数以下にすぎなかった。

　このような大戦景気の底は浅く、空前の好況が成金を生み出す一方

で、物価の高
こう

騰
とう

で苦しむ多数の民衆が存在した。また農業では、野菜

の生産や牧畜業など商業的農業の発展がみられたが、農村人口の都市

部への流出や農産物と工業製品との価格差の拡大などが顕著となった。

都市化の進展と市民生活
第一次世界大戦後、都市化と工業化の

進展にともない、東京や大阪などの大

都市では、会社員・銀行員・公務員などの俸
ほう

給
きゅう

生活者（サラリーマン）

が大量に現れた（新中間層）。また、タイピストや電話交
こう

換
かん

手
しゅ

などの仕

事をもつ女性も現れ、職業婦人と呼ばれた。

→ p.284

→ p.271グラフ

❶1914（大
たい

正
しょう

3 ）年に11億円
の債

さい

務
む

国であった日本は、
1920（大正 9 ）年には27億円以
上の債

さい

権
けん

国になった。

Q▶ 都市化の進展にともな
って、市民生活はどのよ
うに変容したのだろうか。
衣・食・住、さらには芸術
文化の面など様々な分野で
考えてみよう。

14

18
）

　

（

（百万円）
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輸入
第
一
次
世
界
大
戦

1904 06 08 10 12 14 16 18 20 22 24 26（年）

読みといてみよう

このグラフから、大戦中
の日本の貿易のどのよう
な状況がわかるだろうか。
また、その背景を説明し
てみよう。

第一次世界大戦前後の輸
出入（朝日新聞社編『日本経済
統計総観』より作成）
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1492　桃山文化

5

10

15

20

❺天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』、『日
にっ

葡
ぽ

辞書』などは、日本語をポル
トガル式のローマ字で表記し
ている。

問 1　 ヨーロッパやアジアとの交流は、日本の中世から近世への変化にどのような影響を与えたのだろうか。とく
に大きな影響を与えたものは何だろうか。

問 2　 豊臣秀吉の全国統一の前後で、何がどのように変化したか、様々な面から考えてみよう。また、変わってい
ないことについてもあげてみよう。

問 3　 戦争と平和、政治と経済という観点から、近世の特徴について、中世や近代とも比較して、問いを表現して
みよう。

第 8章のまとめ

ラ・カルタ・たばこなどの文物がもたらされた（南蛮文化）。イエズス

会のヴ
Valignano

ァリニャーノは司祭や修道士の養成をはかり、初等教育学校（セ

ミナリオ）を安
あ

土
づち

と肥
ひ

前
ぜん

有
あり

馬
ま

に、高等教育学校（コレジオ）を豊
ぶん

後
ご

府
ふ

内
ない

に設けた。1582（天
てん

正
しょう

10）年には、やはり布教上の効果を期待して、

キリシタン大名大
おお

村
むら

純
すみ

忠
ただ

・有馬晴
はる

信
のぶ

らにゆかりのある少年らをヨーロ

ッパへ送り、ローマ 教
きょう

皇
こう

に謁
えっ

見
けん

させた（天正遣
けん

欧
おう

使節❹）。さらに金

属製の活
かつ

字
じ

による活版印刷術を導入した。以後、キリスト教の教義書

や文学が翻訳され、日本の古典や日本語辞書❺も出版された（キリシ

タン版）。

　また、文
ぶん

禄
ろく

・慶
けい

長
ちょう

の役
えき

で西日本の諸大名が連行した朝鮮人陶
とう

工
こう

ら

が陶
とう

磁
じ

器
き

の生産を始め、窯
よう

業
ぎょう

が栄える基盤が形成された。京都 相
しょう

国
こく

寺
じ

の僧だった藤原惺
せい

窩
か

は慶
けい

長
ちょう

の役
えき

で連行された儒
じゅ

者
しゃ

姜
きょう

沆
こう

とも交流し

て儒
じゅ

学
がく

の理解を深めた。

1539〜 1606

1567? 〜 1612

→ p.166

1561〜1619　→ p.165 （カンハン）1567〜1618

二次元
コード
掲載

南蛮屛風

　　詳しく

みてみよう
！

天草版『平家物語』（大英図書館蔵）

『南蛮屛風』　六曲
きょく

一双
そう

。南蛮人との交流を描く南蛮屛風は、「南蛮人渡来図」とも呼
ばれ、約100点が知られている。この屛風では、南蛮船の船長や乗組員が貿易品をも
たらし、彼らを宣教師たちが出迎えている。右下には舶来品を扱う唐

から

物
もの

屋が、右上に
は南蛮寺が描かれている。（右隻、縦154.5㎝、横363.2㎝、神戸市立博物館蔵、兵庫県）
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▼各章冒頭の学習上の視点となる問いかけ

▼各章末のまとめの問い

391　律令国家への道

5

10

15

20

25

30

もとづいて翌年つくられた庚
こう

寅
いん

年籍は、人民を統一的

に支配する基礎となり、以後 6 年ごとに戸籍をつくる

制度が確立した。また、694年に中国の都城を模した

藤
ふじ

原
わら

京
きょう

に遷
せん

都
と

した。天皇の住居や官
かん

衙
が

、儀式をおこ

なう空間からなる宮と 条
じょう

坊
ぼう

制
せい

をもつ京の部分からな

り、官僚制の成立と都城は不可分であった。

　飛鳥浄御原令を基礎に、701（大
たい

宝
ほう

元）年に刑
おさ

部
かべ

親
しん

王
のう

や藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

らによって大宝律令がつくられ、律令

国家の仕組みが整った。さらに藤原不比等が養
よう

老
ろう

律令
をつくり、藤原仲

なか

麻
ま

呂
ろ

によって757（天
てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

元）年に

施行された。

　大宝律令は、唐の永
えい

徽
き

律令を手
て

本
ほん

にしたもので、今日の刑法にあた

る律は唐律をほぼ写したものであるが、行政法や民衆の統治を定めた

令は、日本の実情に合うように大幅に改変されている。中央の氏や地

方の国
こく

造
ぞう

制
せい

の影響がみられ、氏
し

族
ぞく

制的な要素も色濃く残っている。

　「日本」という国号が正式に定められたのもこの頃のことで、702（大

宝 2 ）年に約30年ぶりに派遣された遣
けん

唐
とう

使
し

が、唐に対して「日本」国の

使者であると答え、倭
わ

の国名を改めている。

官僚制
中央行政組織には、神々の祭

さい

祀
し

をつかさどる神
じん

祇
ぎ

官
かん

と

行政全般を管
かん

轄
かつ

する太
だい

政
じょう

官
かん

の二官があり、太政官のも

とで八省が政務を分担した。行政の運営は、有力氏族から任命された

太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

・左
さ

大
だい

臣
じん

・右
う

大
だい

臣
じん

・大
だい

納
な

言
ごん

などの太政官の公
く

卿
ぎょう

による合
ごう

議
ぎ

によって進められ、 8 世紀初めには中央の有力氏族が 1 人ずつ公卿を

出した。

　地方組織としては、全国が畿
き

内
ない

（大
や ま と

和・河
か わ ち

内・摂
せっ

津
つ

・山
やま

背
しろ

、のちに

和
い ず み

泉）・七
しち

道
どう

に行政区分され、国
こく

・郡
ぐん

・里
り

（のち郷
ごう

と改められる）がお

かれて、国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

・里
り

長
ちょう

が任じられた。国司には中央から貴族が

派遣され、一方、郡司にはかつての 国
くにの

造
みやつこ

など伝統的な地方豪族が

任じられた。そのほか、京には左
さ

・右
う

京
きょう

職
しき

、難
なに

波
わ

には摂津職
しき

、外交・

軍事上の要地である九州北部には西
さい

海
かい

道
どう

を統
とう

轄
かつ

する大
だ

宰
ざい

府
ふ

がおかれた。

これらの諸官庁には、多数の官人が勤務したが、官人となるためには

→p.42

？〜705

659〜 720

706〜 764

→表見返し

（さとおさ）

→p.32

→ p.44

Q▶ 日本の律令制下の官僚
制には、どのような特徴が
あったのだろうか。

Q▶ 「日本」という国号は、
なぜ定められたのだろうか。

Q▶ 律令制度の導入を急速
に進めることができたのは、
なぜだろうか。
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阿
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田
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中
ツ
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藤原宮

大官大寺

寺

米

川

川

畝傍山

ぼ
う
お
お
じ

す
ざ
く

うねびやま

か        ぐ やま

本薬師寺
もとやく　し　じ

だいかんだいじ

な
か

し
も

飛
鳥
川

1km0

藤原京の条
じょう

坊
ぼう

復元図　藤原京
は、中央の藤原宮を中心に約
5.3km四方の規模をもち、そ
こに有力な王族や豪族たちを
住まわせた。
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▲本文を読む際の
着眼点となる問い

▲史資料をもとに、解釈、説明、論述な
どの学習をうながす「読みといてみよう」

準拠ノート
詳説日本史

➡p.34-35

①教科書のまとめ（穴埋め形式）
　書込式、両脇に解答欄
②「史料チェック」
　重要な文字資料を確認
③「探究コーナー」
　読み取り問題や学習を深める問題

①教科書のまとめ（穴埋め形式）
　書込式、空欄に直接記入
②教科書の問いを掲載
　「Q」「読みといてみよう」
　「章のまとめ」に対応した解答欄
③自由に使えるノート欄

〈詳説日本史ノート〉

①視点・留意点
②学習の目標
③解説・史料・図版
④問いの解答例
⑤発問例・解答例
⑥板書例
⑦教科書紙面画像

〈教師用指導書 授業実践編〉
●教科書データ
　①教科書紙面（PDF）
　②教科書本文・史料テキスト（Word）
　③教科書掲載地図・図表（JPEG）
　④指導書紙面（PDF）
　⑤年間指導計画・評価規準例（Excel）
●教科書準拠教材
　⑥授業用スライド（PowerPoint）
　⑦授業用スライド対応プリント（Word）
　⑧準拠テスト例（Word）
　⑨�詳説日本史授業用整理ノート�
（Word、PDF）

　⑩白地図集（JPEG）

〈指導書付属データ集〉

歴史事象、史料・図版などを
詳しく解説

〈教師用指導書 研究編〉

〈詳説日本史授業用整理ノート〉

資料 A  
生徒 B：登呂遺跡の写真の前にあった資料 Aは

（ 1 ）だね。（ 2 ）ことがよく分かる展示
だね。  

生徒 A：高床倉庫の模型の隣に展示してあった資料 B に
は脱穀の様子が示されているよ。 

生徒B：これは（ 3 ）で出土した（ 4 ）に表現された 
ものだね。当時の生活が見えてくるようだ。 
生徒 A：ここは当時の墓制に関する展示かな。 
資料 Cは山陰地方の（ 5 ）の模型だね。岡山県に 
旅行した時に訪れた（ ６ ）もそうだけど、縄文 
時代には見られなかったこのような大型の墓の登場は 
どのような社会の変化を表すものなんだろう。 
生徒B：たとえば、（ ７ ）ことが示されると考えられる
ね。 
生徒 A：その後の社会の様子に関しては隣の展示かな。文章
が書かれたパネルがあるようだ・・・ 

 
 
問１ （ 1 ）に適する語句を解答しなさい。【知識・技能】 
 
問２ （ 2 ）に適する生徒の発言をア～エより 1 つ選びなさい。【知識・技能】 
ア 南西諸島から水稲耕作とともに大陸系の磨製石器が伝わった 
イ 南西諸島から水稲耕作とともに大陸系の打製石器が伝わった 
ウ 朝鮮半島から水稲耕作とともに大陸系の磨製石器が伝わった 
エ 朝鮮半島から水稲耕作とともに大陸系の打製石器が伝わった 
 
問３ （ ３ ）（ 4 ）に入る県名-語句の組み合わせとして適切なものをア～エより 1 つ選びなさ
い。 
【知識・技能】 
ア （ ３ ）-福岡県 （ ４ ）-銅鐸    イ （ ３ ）-福岡県 （ ４ ）-銅戈 
ウ （ ３ ）-兵庫県 （ ４ ）-銅鐸    エ （ ３ ）-兵庫県 （ ４ ）-銅戈 
  
問 4 （ ５ ）（ ６ ）に適する語句をア～カより 1 つずつ選びなさい。【知識・技能】 
ア 甕棺墓      イ 支石墓      ウ 再葬墓  
エ 方形周溝墓    オ 楯築墳丘墓    カ 四隅突出型墳丘墓  
 
問５ （ ７ ）に適する生徒の発言をア～エより２つ選びなさい。【思考・判断・表現】 
ア ヤマト地方を中心とする政治連合が形成された 
イ 死者の霊の災いを恐れて葬送儀礼がおこなわれた  

資料 B 
 

資料 A 
 

資料 C 
 

1

2

3
様々な角度から歴史を捉えられるように、随所に問いを設けました。

準拠テスト例は、小問ごとに観点別評価を明記し
ています。また、準拠テスト例にあわせた「ルーブ
リック（評価規準表）」が付きます。

4 5

節ごとにA４約５枚予定。



高校日本史のおもな特色 教師用指導書 授業実践編／付属データ集
教師用指導書 研究編

高校日本史 日探706 高校日本史

➡p.42-55 ➡p.58-61

➡p.31

生徒が読んで理解できるよう、わかりやすい文章で叙述しました。
注も少なくするなど、本文の読みやすさを第一に考えました。

　要点をおさえた、わかりやすい教科書。

・判型を大きくし（A5→B5判）、史資料が見やすくなりました。
・画像や動画、史料の現代語訳にリンクする2次元コードを69点掲載しました。

　興味・関心を高める工夫と、豊富な史資料。

30 第3章  律令国家の形成

5

10

15

20

識を活用して❶、大化の改
かい

新
しん

とよばれる一連の政治改革をすすめよ

うとした。また、 都
みやこ

を飛
あ す か

鳥から難
な に わ

波に移し、大規模な難波宮をい

となんだ。

　ついで翌646（大化 2 ）年正月、 4 カ条の改新の 詔
みことのり

2を発したと

いう。そこには、（ 1 ）公
こう

地
ち

公
こう

民
みん

制
せい

の確立、（ 2 ）地方行政組織と軍

事・交通制度の整備、（ 3 ）戸
こ

籍
せき

・計
けい

帳
ちょう

の作成と班
はん

田
でん

収
しゅう

授
じゅ

法
ほう

の施
し

行
こう

、

（ 4 ）統一的な新しい税制の実施などが目標にされたという。ただし、

詔は当時の文章のままとはいえず❷、その内

容がすぐに実現したわけでもなかった。

壬申の乱
朝鮮半島では、唐

とう

が新
し ら ぎ

羅と結ん

で660年に百
く だ ら

済、668年には高
こう

句
く

麗
り

をほろぼした。その後、新羅は唐の勢力を

半島から追い出し、674年

に統一をはたした。斉
さい

明
めい

天

皇（皇
こう

極
ぎょく

天皇 重
ちょう

祚
そ

❸）のも

とで、倭
わ

は抵抗を続ける旧

百済勢力を助けるために大

軍を送ったが、663（天
てん

智
じ

2 ）

年の白
はく

村
そん

江
こう

の戦いで唐・新

羅連合軍に大敗した。

位655～661

（はくすきのえ）

古代山城
古代山城は白村江の戦い後、国土防衛のた
めに対

つ し ま

馬から大
や ま と

和地方にかけて百済の亡命
貴族の力もかりて築かれた。岡山県総

そう

社
じゃ

市
し

にある鬼
き

ノ
の

城
じょう

もその 1つである。 城
じょう

郭
かく

は397mの 急
きゅう

峻
しゅん

な山の平坦な山頂部に
築かれ、城壁がはちまき状に2.8kmにわた
りめぐっている。また、要所には堅

けん

固
ご

な高
い石

いし

垣
がき

や門を築くなどの要
よう

害
がい

であった。
（岡山県、鬼ノ城の西門、復元）

❷『日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』にみえる改新の詔
は、のちの大宝令などにより書き
ととのえられていることがわかっ
ている。郡をおいたとあるが、実
際には 評

こおり

が設置された。

❸いったん位をしりぞいた天皇
がふたたび即位することを重祚と
いう。

❶高
たか

向
むこの

玄
げん

理
り

・旻
みん

を 国
くにの

博
は か せ

士とし
た。（▲ p.26）

Topic■2
改
新
の
詔

其そ 

の
一
に
曰
の
た
ま
わく

、
昔む
か
し在
の
天
皇
等ら

の
立
て
た
ま
へ
る
子こ

代し
ろ

の
民
●❶
、

処と
こ
ろ

々ど
こ
ろの

屯み
や
け倉

●❷
、
及
び
、
別こ
と

に
は
臣お
み

・
連む
ら
じ・

伴
と
も
の
み
や
つ
こ

造
・
国
く
に
の
み
や
つ
こ

造
・
村
む
ら
の

首お
び
との
所た
も
て有
る
部か
き
べ曲
の
民
●❸
、
処
々
の
田た
ど
こ
ろ荘

●❹
を
罷や

め
よ
。
仍よ

り
て
食じ
き

封ふ

を
大
ま
え
つ

夫き
み

よ
り
以
上
に
賜た
ま

ふ
こ
と
、
各
お
の
お
の

差
あ
ら
む
●❺
。

其 

の
二
に
曰
く
、
初
め
て
京み
さ
と師
を
修お
さ
め
、
畿き

内な
い
・
国
司
●❻
・
郡
司
・
関せ
き

塞そ
こ

●❼
・
斥う
か
み候

●❽
・
防さ
き
も
り人

・
駅は
ゆ
ま馬

・
伝
つ
た
わ
り

馬う
ま

●❾
を
置
き
、
及
び
鈴す
ず

契し
る
し

●�
を

造
り
、
山や
ま
河か
わ
を
定
め
よ
●�
。

其 

の
三
に
曰
く
、
初
め
て
戸
籍
・
計け
い

帳ち
ょ
う・

班は
ん

田で
ん

収し
ゅ
う

授じ
ゅ

の
法
を
造
れ
。

其 

の
四
に
曰
く
、
旧も
と

の
賦え
つ
き役

●�
を
罷
め
て
、
田
の
調
み
つ
き

●⓭
を
行お
こ
なへ
。
…
…

別こ
と

に
戸
別
の
調
を
収と

れ
。 

（『
日
本
書
紀
』）

●❶
大お
お

王き
み
家
の
直
属
民
。
●❷
王
権
の
直
轄
地
。
●❸
●❹
二
五
ペ
ー
ジ
参
照
。
●❺
お
の
お
の
の

地
位
に
応
じ
て
給
付
す
る
。
●❻
畿
内
国
の
司
と
読
む
説
も
あ

る
。
●❼
関
所
。
●❽
北
辺
の
監
視
要
員
。
●❾
公
的
な
伝
達
・
輸
送

に
用
い
ら
れ
る
馬
。
●�
駅え
き

鈴れ
い

と
木も
っ

契け
い

。
と
も
に
駅
馬
・
伝
馬
を

利
用
す
る
際
の
証
明
と
し
た
。
●�
地
方
の
境
界
を
定
め
る
。
●�

こ
れ
ま
で
の
租
税
。
●⓭
一
定
基
準
で
田
地
に
賦ふ

課か

す
る
税
。

QRコード

現代語訳

3大
おお

野
の

城
じょう

跡と水城跡　右手方向の大
だ

宰
ざい

府
ふ

の地を防
ぼう

衛
えい

する配置で、幅
はば

約60mの水
みず

濠
ぼり

と土
ど

塁
るい

をもつ水城が
造成され、四

し

王
おう

寺
じ

山
やま

に大野城が築かれた。（福岡県）

大野城

水城

卍

官道

大野城

基肄城

博多
はか た

こう ろ かん

あ　し　き さんじょう

き　い　

博多湾

鴻臚館

阿志岐山城

水城

御
笠

川

大宰府

0 5km
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3 律令国家の文化 41

5

10

唐
とう

招
しょう

提
だい

寺
じ

金
こん

堂
どう

6などの堂々たる建物がつくられた。 正
しょう

倉
そう

院
いん

宝
ほう

庫
こ

7

も校
あぜ

倉
くら

造
づくり

の貴重な建物である。

　彫
ちょう

刻
こく

では、粘
ねん

土
ど

や木でおおよその形をつくり、その上に麻
あさ

布
ぬの

を

貼
は

って、 漆
うるし

などで塗り固めた乾
かん

漆
しつ

像
ぞう

9や、木を芯
しん

にしてその上を粘

土で固めた塑
そ

像
ぞう

⓾などの技法�がさかんになった。東
とう

大
だい

寺
じ

法
ほっ

華
け

堂
どう

に

伝えられた仏像群�や唐招提寺の鑑真像�には、繊細で表情豊かな

表現がみられる。また光
こう

明
みょう

皇
こう

太
たい

后
ごう

が東大寺におさめ

た、亡
な

き聖
しょう

武
む

太
だい

上
じょう

天皇の愛用品を中心とする正倉院

宝物�～ �のなかには、唐や新
し ら ぎ

羅ばかりでなく、西
さい

域
いき

・東ローマあるいは西アジア・インドの産品や素

材を使ったものもあり、天
てん

平
ぴょう

文化の国際性を物語っ

ている。

▶ p.36

正倉院宝物の国際性
螺
ら

鈿
でん

紫
し

檀
たんの

五
ご

絃
げん

琵
び

琶
わ

�は、インド起源とされ
る五絃琵琶の現存する唯一のものである。イ
ンド産の木材紫檀を使い、東南アジア産の貝
殻を散りばめる螺鈿の技法で細工がほどこさ
れている。表にはラクダに乗って琵琶を弾く
西域の人物、裏には中国でデザインされた唐
花紋など、異国風の図柄がほどこされている。

Topic

�螺鈿紫檀五絃琵琶　
聖武太上天皇の愛用品で
正倉院宝物。（全長108.1㎝）

�鳥
ちょう

毛
もう

立
りゅう

女
じょ

屛
びょう

風
ぶ

（左）と樹
じゅ

下
か

美人図（右）　
左は正倉院宝物。右は西域のトルファンの出
土（MOA美術館蔵）。木

こ

陰
かげ

にふくよかな女性が立
つ構図や服装に共通性がある。（部分）

�ガラスの碗
わん

　左は正倉院宝物。右はイ
ランの出土品（古代オリエント博物館蔵）。とも
にササン朝で製作されたカットグラスの碗。 

（左、高さ8.5cm）

�東大寺法華堂不
ふ

空
くう

羂
けん

索
さく

観
かん

音
のん

立
りゅう

像
ぞう

　衆
しゅ

生
じょう

を縄で
すくい上げる仏。豪華な宝

ほう

冠
かん

をかぶり、三目八
はっ

臂
ぴ

の
堂々たる体

たい

軀
く

に繊
せん

細
さい

な衣
え

文
もん

をほどこす乾漆像（高さ

362.0㎝）。 脇
きょう

侍
じ

の日
にっ

光
こう

（向かって右）・月
がっ

光
こう

（同左）の両
菩薩は塑像。2011（平成23）年以前のようす。

麻
布
を
重
ね
て

中
塗
土
仕
上
土

し
　あ
げ
つ
ち

荒
土
支
柱

座板

心
木

銅
心

漆
で
固
め
る

塑　像 乾漆像

�仏像の技法　塑像と乾漆像　塑像にくら
べ乾漆像は手間がかかるが、最後に芯を抜く
ので仕上がりは軽く、移動も容易である。

�唐招提寺鑑真像　日本への
渡
と

航
こう

にたびたび失敗し、753
（天

てん

平
ぴょう

勝
しょう

宝
ほう

5 ）年に来日した。
失明した顔の表情などをきめ
細かく表現している。乾漆像。

（高さ80.1㎝）
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検地と刀狩
近畿地方を根拠とした豊

とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

は、惣
そう

村
そん

の伝統をふ

まえて、村
むら

を単位とする新しい方法で検
けん

地
ち

をおこな

っていった。これを太
たい

閤
こう

検地とよぶ。あらたな基準で田
でん

畑
ぱた

屋
や

敷
しき

の面

積を 1 区画ごとにはかり1、等
とう

級
きゅう

に応じて石
こく

高
だか

を定め❶、作人（ 百
ひゃく

姓
しょう

）を記載した検地帳を作成して村に交付した。 領
りょう

主
しゅ

と百姓との

あいだで地主が小
こ

作
さく

料をとる権利を認めず、年
ねん

貢
ぐ

を負担する百姓 1

人だけの土地所持を認め（一地一作人）、村の力量と責任でまとめて

年貢をおさめさせた。また大
だい

名
みょう

にも石高で知
ち

行
ぎょう

をあたえ❷、秀吉

も近畿地方を中心に220万石をこえる直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

を確保した。

　また秀吉は1585（天
てん

正
しょう

13）年、支配下のほぼ全域で大名の国
くに

替
がえ

（転
てん

封
ぽう

）をおこない、武
ぶ

士
し

とその従
じゅう

者
しゃ

（奉
ほう

公
こう

人
にん

）、そして百姓のあり方や、

きびしい年貢率の基準を定めた。1588（天正16）年には、百姓から

刀・脇
わき

差
ざし

などの武具を取り上げる刀
かたな

狩
がり

令
れい

2を出し、一
いっ

揆
き

を防止し、

百姓を耕
こう

作
さく

に専念させる意図を示した。

　一方、直轄都市である京都・大坂などでは年貢にあ

たる地
じ

子
し

を免除し、町
まち

と村（在
ざい

方
かた

）とを区別した。寺
じ

社
しゃ

や公
く

家
げ

と結びついた特権的な同業組合である座
ざ

を解散

させ、豪
ごう

商
しょう

とも結んで、町での商工業の振興をはか

った。但
たじ

馬
ま

の生
いく

野
の

銀山などを直轄し、各地の金銀山か

豊臣政権と桃山文化2
▶p.93❶ 上

じょう

田
でん

1 段
たん

は 1 石
こく

5 斗
と

などと中
世の年貢と比べて大幅に高く設定
し、 貫

かん

高
だか

（銭
ぜに

の量）ではなく米の
量で表示した。枡

ます

もまちまちだ
ったが、 京

きょう

枡
ます

を基準として採用
した。

領主の転封はどのような影響をおよ
ぼしたのだろうか。

Q

❷服属した大名が自分の所
しょ

領
りょう

に
独自の検地をおこなうことも多か
った。

戦国大名と天下人の印章
戦国時代には大名が印

いん

章
しょう

をもちいるようになった。①の虎の印
いん

判
ぱん

状は「領民の財産と生命を守ってゆ
く」という意味。②はイエズス会を示すIHSと洗

せん

礼
れい

名
めい

フランシスコからとったとされる。③は有名な織
お

田
だ

信長の「天
てん

下
か

布
ふ

武
ぶ

」の印。この場合の「天下」は京都周辺をさす。④⑤は秀吉と家
いえ

康
やす

が外交に使ったが、
④は「豊臣」と大きく 2 文字だけ、⑤は「源家康 忠

ちゅう

恕
じょ

」とある。「忠恕」は真心・思いやりを意味する。
それぞれの印文から、彼らのどのような政治姿勢を読みとることができるだろうか。考えたり、話しあ
ったりしてみよう。（印章は実寸の 3 分の 1 ）

読
みと

き

①小
お

田
だ

原
わら

北
ほう

条
じょう

氏
し

（禄
ろく

寿
じゅ

応
おう

穏
おん

）

②大
おお

友
とも

宗
そう

麟
りん

（IHS　FRCO）
③織田信長

（天下布武） ④豊臣秀吉（豊臣） ⑤徳川家康（源家康忠恕）

1太閤検地尺　検地の測量基準とな
った尺で、表面（左）には奉

ぶ

行
ぎょう

石
いし

田
だ

三
みつ

成
なり

の署名がある。×印のあいだを 1
尺と定め、寸の目盛りを示す。裏面

（右）には、 6 尺 3 寸を 1 間とし、 5
間×60間＝ 1 段と定めることが記さ
れている。 1 段（反

たん

）は約10アールで
ある。島

しま

津
づ

領検地に使用されたも
の。（長さ45.5㎝。 尚

しょう
古
こ

集
しゅう

成
せい

館
かん

蔵）
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近世への転換
16世紀なかば、ヨーロッパ人は海上航路を開いて

拠点をつくり、アジアの交易ルートに参入して、

日本に鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教を伝え、増産された日本の銀を求めた。国

際的な交易が活発となり、外来の技術・思想にどう対応するかが、

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

らに問われる時代となった。以後、有力な大名が領国の

統合を急速に進め、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を 1 つの政
せい

権
けん

のも

とに統合した。秀吉は新しい支配の仕組みを築き上げると同時に、

中国への侵
しん

攻
こう

を掲げて朝
ちょう

鮮
せん

侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジ

アの国際秩
ちつ

序
じょ

を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀山などで銀が大幅に

増産された。中国の明は銀で税をおさめさ

せるようになっていたので、日本産の銀が大量に中国に流れこんだ。

そのかわりに中国産の生
き

糸
いと

などが日本にもたらされて、貿易が活発

になった。ただし明は民間の貿易を認めていなかったので、取締り

に対抗して武装した密貿易商人が活躍した❶。

天下人の登場1

▶p.103

▶p.110

近世の幕開け
世界やアジアの交

こう

易
えき

が活発になるなか、16世紀末には日本全国を統一しようと
する天

てん

下
か

人
びと

が出現した。政治や社会のあり方も変わり、近世という新しい時代
が始まったとされている。新しい時代はどのように幕を開けたのだろうか。

第 8 章

世界文化遺産
石見銀山

石見銀山は16世紀前期、博
多の商人神

かみ

屋
や

寿
じゅ

禎
てい

によっ
て発見され、 朝鮮から精

せい

錬
れん

技術の灰
はい

吹
ふき

法
ほう

が伝えら
れ増産を実現した。17世紀
初頭には日本の銀産出量は
世界の 3 分の 1 を占め、ヨ
ーロッパ人は日本を「プラ
タレアス（銀）の島」と呼ん
だ。石見銀山は戦国大名の
争奪戦の舞台となり、やが
て江戸幕府が 直

ちょっ

轄
かつ

した。
（▲ p.107）

Topic

❶彼らは中国人が多かったが、倭
わ

寇
こう

とよばれた（後期倭寇 ▲ p.92）。

116世紀の世界と日本人の
往
おう

来
らい

　オスマン帝国領の広が
りから、ヨーロッパ諸国は西
へ目をむけた。天

てん

正
しょう

遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

（▲ p.116）は喜
き

望
ぼう

峰
ほう

をまわり、
支
はせ

倉
くら

常
つね

長
なが

はメキシコから大西
洋を横断して、ヨーロッパを
めざした。0°（赤道）

●
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●
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●
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3000km0

1583.11～12

1582.3～12

1582.2～1590.7

1611.6
1610.8

1611.3

1618.7 1618.4

16
20
.8

1613.10
1614.1

ポルトガル領
1600年当時

天正遣欧使節の航路（1582～90）
スペイン領 田中勝介の航路（1610～11）
オスマン帝国領

ローマ

太　平　洋

マドリード

リスボン

モザンビーク

喜望峰

ゴア

マラッカ

カリカット
マニラ

マカオ

長崎

浦賀

月ノ浦
メキシコ

アカプルコ

支倉常長の航路（1613～20）

インド洋

大
西
洋

つき の うら

うら が

しょうすけ

5
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身近な文化財をまもり未来につなげること 121
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　日本は災害大国といわれるが、そのため貴重な文
ぶん

化
か

財
ざい

も被
ひ

災
さい

して傷つき、

失われるリスクも大きい。2011（平成23）年３月11日に発生した東日本大
だい

震
しん

災
さい

や、2019（令和元）年秋に複数の台
たい

風
ふう

が各地をおそって深い爪
つめ

痕
あと

を残した

ことは、私たちの記憶にも新しい。

　約2万2000人の死者・行方不明者を出し、多くの財産を失った東日本大

震災では、同時に文化財の被害も甚
じん

大
だい

であった。地震とあわせておこった原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
じょ

の爆発事故では、周辺住民が強制避難となり、その地域の文化

財は置き去りにされたままとなった。

　こうした被災文化財の救援や修復のため、多くの研究者や市民の協力のも

と、文化財レスキュー活動や、被災建造物の修復にむけた文化財ドクター派
は

遣
けん

事業という取組みが展開された。その努力によって、東北４県の歴史や文

化を伝える幅広い文化財の多くが救出され、自然史標
ひょう

本
ほん

なども失われる危

機をまぬがれた。

　このような動きは、かつて2004（平成16）年の新潟中
ちゅう

越
えつ

地震の際に保全活

動が実施されるなど、災害に直面した際に各地で自発的におこっている。ま

た、2019（令和元）年の台風による水害では、文化財を収集・保管する機関

である博物館の地下収蔵庫が水没し、大量の文化財に被害がおよんだことも

ある。この事例では、文化財の救出のために文化庁が主導し、多くの専門機

関や専門家による支援体制が組まれた。

　今後、文化財保護の重要性がますます高まるなか、私たちは、自分たちの

歴史や文化を守り育てるという当事者意識をもって、災害がおきる前の平常

時から、身近な地域の文化財を保護することに、目をむけていきたい。

災
害
と
文
化
財

身
近
な
文
化
財
を
ま
も
り
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と 

❷

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
に
伴
う
避
難
指
示
で
荒
廃
し

た
民
家
か
ら
古
文
書
や
歴
史
的
遺
物
な
ど
を
救
い
出
す「
文
化

財
レ
ス
キ
ュ
ー
」が
福
島
県
内
の
６
市
町
で
本
格
化
し
て
い
る
。

環
境
省
の
家
屋
解
体
や
住
民
の
後
片
付
け
の
際
に
誤
っ
て
処
分

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
。
避
難
指
示
を
受
け
た
人
の
う
ち
古

里
に
帰
還
で
き
た
の
は
１
割
に
満
た
ず
、
自
治
体
の
担
当
者
た

ち
は「
古
里
の
歴
史
ま
で
失
い
た
く
な
い
」と
懸
命
だ
。 

　
５
月
下
旬
、
全
域
避
難
が
６
年
を
す
ぎ
た
大
熊
町
の
大
川
原

地
区
。
町
職
員
ら
で
つ
く
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
が
、
し
っ
く
い
塗

り
の
蔵
も
備
え
た
古
民
家
で
、
ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
っ
た
漆
器

を
見
つ
け
た
。

木造家
か

屋
おく

に眠っていた古いタンスを運び出す、大熊町の文化財レスキュー
隊員＝福島県大熊町大川原で2017年 5 月30日、土江洋範撮影

文化財レスキュー活動を伝える新聞記事（『毎日新聞』2017年 6 月11日より）
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▼2次元コード69点

◀興味・関心を
高める75点の
「Topic」

◀本文を読む際の
着眼点となる問い

▲各時代の冒頭には時代の転換を探究するための問いかけ
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宣
せん

教
きょう

師
し

らによって天
てん

文
もん

・地理や医

学、パン・カステラ・たばこなど❽、

ヨーロッパの文
ぶん

物
ぶつ

がもたらされた

（南
なん

蛮
ばん

文化）�。

　イエズス会のヴァリニャーノは、

キリスト教の初等教育学校（セミナ

リオ）や高等教育学校（コレジオ）を

何か所か設け、1582（天
てん

正
しょう

10）年に

は、九州のキリシタン大名にゆかりのある少年たちをヨーロッパの

ローマ 教
きょう

皇
こう

のもとへ派
は

遣
けん

した（天正遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

）�。また金属製の活
かつ

字
じ

による活
かっ

版
ぱん

印刷術も導入した。以後、キリスト教の書物が翻
ほん

訳
やく

され

たり、 日本の古典や日本語辞書が出版されたりした（キリシタン

版）�。

1539～1606

日本の古典の出版
ポルトガル系のローマ
字で記述されている。
表紙のローマ字が何と
書いてあるか、どのよ
うな意味か、読み解い
てみよう。

読
み

 

　と
き

❽ポルトガル語やスペイン語を
由来とする外来語は、ほかにもカ
ッパ・ボタン・メリヤス・テンプ
ラ・カボチャ・カルタなどがある。

�南蛮屛風　南蛮人がカピタン（船長）を中心に南蛮寺に
むかう場面。寺のなかには南蛮人と日本人の姿もみえ
る。（部分、南蛮文化館蔵）

時代に翻弄（ほんろう）された天正遣欧使節
4 人の少年使節はローマ教皇に歓

かん

迎
げい

され、ヨーロッパの人びとに日本の存
在を広く知らせた。活版印刷機などを
たずさえて1590（天正18）年に帰国する
と、禁

きん

教
きょう

が強まっており、彼らを過
か

酷
こく

な運命が待ち受けていた。伊
い

東
とう

マ
ンショは布

ふ

教
きょう

活動をするが拠点の小
こ

倉
くら

を追われ長崎で病死、千
ち

々
ぢ

石
わ

ミゲル
は棄

き

教
きょう

し 消
しょう

息
そく

不明、原
はら

マルチノは
国外追放、中

なか

浦
うら

ジュリアンは長崎で
殉
じゅん

教
きょう

した。

Topic

�伊東マンショの肖像（イタリ

ア、トリヴルツィオ財団蔵）

第8章
まとめ

●  豊
とよ

臣
とみ

政権が築き上げた支配の仕組みは、どのような点で江戸時代に引きつがれ
てゆくのだろうか。武士・ 百

ひゃく

姓
しょう

・町人それぞれについて考えてみよう。
●  国際交流の進展や全国統一など、どのように時代が転換したのかに着目し、近

世の特徴について、中世や近代とも比較して問いを表現してみよう。

■�天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』　
（大英図書館蔵）
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▲各章末のまとめの問い
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　イエズス会のヴァリニャーノは、

キリスト教の初等教育学校（セミナ

リオ）や高等教育学校（コレジオ）を

何か所か設け、1582（天
てん

正
しょう

10）年に

は、九州のキリシタン大名にゆかりのある少年たちをヨーロッパの

ローマ 教
きょう

皇
こう

のもとへ派
は

遣
けん

した（天正遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

）�。また金属製の活
かつ

字
じ

による活
かっ

版
ぱん

印刷術も導入した。以後、キリスト教の書物が翻
ほん

訳
やく

され

たり、 日本の古典や日本語辞書が出版されたりした（キリシタン

版）�。

1539～1606

日本の古典の出版
ポルトガル系のローマ
字で記述されている。
表紙のローマ字が何と
書いてあるか、どのよ
うな意味か、読み解い
てみよう。

読
み

 

　と
き

❽ポルトガル語やスペイン語を
由来とする外来語は、ほかにもカ
ッパ・ボタン・メリヤス・テンプ
ラ・カボチャ・カルタなどがある。

�南蛮屛風　南蛮人がカピタン（船長）を中心に南蛮寺に
むかう場面。寺のなかには南蛮人と日本人の姿もみえ
る。（部分、南蛮文化館蔵）

時代に翻弄（ほんろう）された天正遣欧使節
4 人の少年使節はローマ教皇に歓

かん

迎
げい

され、ヨーロッパの人びとに日本の存
在を広く知らせた。活版印刷機などを
たずさえて1590（天正18）年に帰国する
と、禁

きん

教
きょう

が強まっており、彼らを過
か

酷
こく

な運命が待ち受けていた。伊
い

東
とう

マ
ンショは布

ふ

教
きょう

活動をするが拠点の小
こ

倉
くら

を追われ長崎で病死、千
ち

々
ぢ

石
わ

ミゲル
は棄

き

教
きょう

し 消
しょう

息
そく

不明、原
はら

マルチノは
国外追放、中

なか

浦
うら

ジュリアンは長崎で
殉
じゅん

教
きょう

した。

Topic

�伊東マンショの肖像（イタリ

ア、トリヴルツィオ財団蔵）

第8章
まとめ

●  東アジアの国際交流について、中国商人や朝鮮との関係に注目し、江
え

戸
ど

時代ま
で見通して問いをたててみよう。

●  豊
とよ

臣
とみ

政権が築き上げた支配の仕組みは、どのような点で江戸時代に引きつがれ
てゆくのだろうか。武士・ 百

ひゃく

姓
しょう

・町人それぞれについて考えてみよう。

■�天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』　
（大英図書館蔵）
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▲史資料をもとに解釈、説明、論述する
ための発展的な「読みとき」

▼文化財や地域の多様性を学ぶ8点の「特集ページ」

準拠ノート
高校日本史

➡p.62-63

①�教科書のまとめ�
（穴埋め形式で重要語句をチェック）
②教科書の「読みとき」掲載
③自由に使えるノート欄

〈高校日本史ノート〉

①学習の目標
②解説
③資料・図版
④問いの解答例
⑤板書例
⑥教科書紙面画像
⑦ねらい
⑧問いの解答例

〈教師用指導書 授業実践編〉
●教科書データ
　①教科書紙面（PDF）
　②教科書本文・史料テキスト（Word）
　③教科書掲載地図・図表（JPEG）
　④指導書紙面（PDF）
　⑤年間指導計画・評価規準例（Excel）
●教科書準拠教材
　⑥授業用スライド（PowerPoint）
　⑦授業用スライド対応プリント（Word）
　⑧準拠テスト例（Word）
　⑨高校日本史ノート（Word、PDF）
　⑩白地図集（JPEG）

〈指導書付属データ集〉

歴史事象、史料・図版などを
詳しく解説

〈教師用指導書 研究編〉

問 1．レポート内の  X  ・  Y  に入る文章の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 
【思考・判断・表現】 
ア 読み取り内容だけでなく、銅鐸が存在したということは水稲耕作にともなう戦いの準備につながり、

人々にとって安定した定住生活が実現していたことも推測できる。 
イ 読み取り内容だけでなく、銅鐸が存在したということは収穫を祈願し、収穫に感謝する際の祭りの

道具が当時存在したこともうかがえる。 
ウ 日本列島の広範囲において水田跡や関連施設の遺跡が見つかっていることから、食料採集文化から

食料生産文化への移行がうかがえる。 
エ 紫雲出山遺跡や唐古・鍵遺跡のような水田跡の遺跡が見つかっているが、北海道や南西諸島では遺

跡が見つかっておらず、水稲耕作が受容されていなかったといえる。 
2  X－ア  Y－ウ  ② X－ア  Y－エ  ③ X－イ  Y－ウ  ④ X－イ  Y－エ 
 
問 2．レポートも参考にして、資料 X・Y に関連する社会変化の説明文として正しいものをそれぞれ選
びなさい。【知識・技能】 

 
① 墓制の変化は集団の中に身分がうまれ、各地に有力者が存在したことを示す。 
② 墓制に変化があらわれたことから集団内の身分差がない社会が継続されたことを示す。 
③ 集落を異国の外敵からまもるために海に面した集落が増えていった。 
④ 生産活動の広まりから集落間における対立抗争がうまれた。 
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近世の幕開け

ａ 　16世紀なかば、ヨーロッパ人は、アジアの交易ルートに参入して、日
本に（　 ① 　）や（　 ② 　）を伝え、増産された日本の銀を求めた。

ａ 　税の銀納化がすすんだ中国の明に、（　 ③ 　）などの日本産の銀が大
量に流れこみ、日本には中国産の（　 ④ 　）などがもたらされた。

ｂ 　ポルトガルやスペイン、カトリック教会などヨーロッパを中心に、世
界の諸地域が広く交流する（　 ⑤ 　）が始まった。

ｃ 　1543年、ポルトガル人が種
たね

子
が

島
しま

に 漂
ひょう

着
ちゃく

し、彼らがもたらした
（　 ① 　）は堺

さかい

などで製造が始まり、戦国大名に急速に広まった。

ａ 　1549年、イエズス会の宣
せん

教
きょう

師
し

（　 ⑥ 　）が、鹿児島に来航し、
（　 ② 　）を伝えた。

ｂ 　（　 ⑦ 　）貿易の利益を得るため、（　 ② 　）に入信する（　 ⑧ 　）
大名があらわれ、家

か

臣
しん

や領民にも（　 ② 　）が広まった。

ａ 　（　 ⑨ 　）と（　 ⑩ 　）の政権をあわせて織
しょく

豊
ほう

政権とよぶ。
ｂ 　（　 ⑨ 　）は、1560年の桶

おけ

狭
はざ

間
ま

の戦いで今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

を破ると、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

と同盟を結び、足
あし

利
かが

義
よし

昭
あき

とともに京都にのぼり、幕府を再興させた。
ｃ 　領国内の関

せき

所
しょ

で通行料の徴収を禁じ、商業都市堺の支配に乗り出した。
ｄ 　1571年、比

ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を焼
やき

討
う

ちし、1573年には足利義昭を京都から
追放して、1575年、長

なが

篠
しの

の戦いで（　 ① 　）を多用し武
たけ

田
だ

氏を破った。
ｅ 　1576年、近江の琵

び

琶
わ

湖
こ

畔
はん

に（　 ⑪ 　）を築き始め、その城
じょう

下
か

町
まち

を楽
らく

市
いち

として商業税を免除し、普
ふ

請
しん

や伝
てん

馬
ま

の負担も免除して繁栄をはかった。
ｆ 　1582年、重

じゅう

臣
しん

の明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

にそむかれて本
ほん

能
のう

寺
じ

の変でほろびた。

ａ 　1582年、（　 ⑩ 　）は光秀を討ち、柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

も破って、1583年、本
ほん

願
がん

寺
じ

の跡地に（　 ⑫ 　）を築き始めた。
ｂ 　1587年、九州を支配下におき、1590年、関東の北

ほう

条
じょう

氏を攻めほろぼ
し、東北の大名を服属させ、全国の領主を支配下におさめた。

ｃ 　（　 ⑬ 　）につき、（　 ⑭ 　）の姓を与えた後
ご

陽
よう

成
ぜい

天
てん

皇
のう

を聚
じゅ

楽
らく

第
てい

へ招
いて諸大名に政権への忠誠を誓わせるなど、天皇の権威を利用した。

近世への転換

銀の交易と鉄砲伝来

キリスト教と南蛮貿易

織田信長の政権

豊臣秀吉の全国統一

第 8 章

① 鉄
てっ

砲
ぽう

② キリスト教

 

③ 石見銀山

④ 生
き

糸
いと

⑤ 大
だい

航
こう

海
かい

時代

⑥ フランシスコ＝ザビエル

⑦ 南蛮

⑧ キリシタン

⑨ 織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

⑩ 豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

（羽
は

柴
しば

秀吉）

⑪ 安
あ

土
づち

城
じょう

⑫ 大坂城

⑬ 関白

⑭ 豊臣

戦国大名と天下人の印章
戦国時代には大名が印

いん

章
しょう

をもちいるようになった。①の虎の印
いん

判
ぱん

状は「領民の財産と生命を守ってゆ
く」という意味。②はイエズス会を示す IHS と洗

せん

礼
れい

名
めい

フランシスコからとったとされる。③は有名な織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の「天
てん

下
か

布
ふ

武
ぶ

」の印。この場合の「天下」は京都周辺をさす。④⑤は秀吉と家康が外交に使ったが、
④は「豊臣」と大きく ₂ 文字だけ、⑤は「源家康 忠

ちゅう

恕
じょ

」とある。「忠恕」は真心・思いやりを意味する。
それぞれの印文から、彼らのどのような政治姿勢を読みとることができるだろうか。考えたり、話しあ
ったりしてみよう。（印章は実寸の ₃ 分の 1 ）

　　　

　　　

・その他の大名の印章も調べてみよう。

①小
お

田
だ

原
わら

北条氏
（禄

ろく

寿
じゅ

応
おう

穏
おん

）

②大
おお

友
とも

宗
そう

麟
りん

（IHS FRCO）
③織田信長

（天下布武） ④豊臣秀吉（豊臣） ⑤徳川家康（源家康忠恕）

 

（解答例） 

①関東に確固とした領国を築いて民政を重視する姿勢、②海外に目を向けキリスト教を積極的に受け入れ

たこと、③足利義昭を奉じて京都を制圧する意志、とそれぞれの戦国大名の政治姿勢や志向をうかがうこ

とができる。④と⑤は自らの姓名を刻んでいるが、④天皇から与えられた姓を大きく刻み海外へも勢力を

誇示した秀吉と、⑤海外と友好的な関係を結ぶ姿勢を掲げた家康とは対照的にみえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1　天下人の登場 ○教 　p.10８〜111

1

2

準拠テスト例は、小問ごとに観点別評価を明記しています。
また、準拠テスト例にあわせた「ルーブリック（評価規準表）」が付きます。
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　「日進月歩」とまでは申しませんが、歴史学や考古
学などの研究者の日々の取組によって、日本の歴史
像は描き直されてきました。132年の伝統のある学会
誌『史学雑誌』の回顧と展望に見るように、膨大な
数の研究論文が毎年発表されています。この不断の
学問の営みの中から、新しい歴史像が学会の共有財
産として認識され、やがて定着するようになると、
それが教科書に反映されて、今回のような大きな改
訂の機会に、書き直されることになります。
　日本の歴史像は、多数の出版社によって書籍など
のかたちで社会に伝えられていきます。歴史学は社
会と結びつきやすい特色をもっていますが、それは
中学・高校生の時に日本史を広く学んだ人たちが、
その後も関心を持続していくからだと思います。
　高校の教室で生徒たちに日本史の授業を担当する
先生方の役割は、歴史学に裏付けられた共通の日本
史像を、教科書を通して次の世代に認識してもらう
ところにあります。教科書の改訂は、現場の先生方
に負担を掛けることになります。かつて、教育現場
に週１日の研修日があり、教材研究などに余裕の時
間をもてた頃とは異なり、現在の厳しい環境の中で
教材研究に時間を割くことは容易ではないと思いま
すが、是非、新しくなった『詳説日本史』を活用し
ていただければと考えます。
　歴史学という基礎の学問から始まり、次世代の歴
史認識を形成する高校の現場まで、一貫した流れの
最後をしめくくる、高校の先生方に大いなる期待を
しています。

　新型コロナウイルス感染症の流行にともなう予期
せぬ社会の変動によって、人々の暮らしが大きく左
右されました。そしてそれへの対応は、国や自治体
に頼るだけではなく、自らの責任で考えなくてはな
らないことが痛感されました。産業の国際競争力も
一時の勢いを失い、実業界でも若手に対して、指示
を待つだけではなく自ら考える力を強く期待する時
代を迎えています。
　そのような中で、新たに登場した「日本史探究」
という科目では、歴史について、調べ、まとめ、考
察し、さらによりよい社会の実現を視野に課題を探
究することなどの主体的な活動を通じて、自分で根
拠を確認した情報に基づいて自ら考える力を養うこ
とが求められています。それは、考える力を養うと
ともに、先人たちが犠牲をはらいながら積み重ねて
きた貴重な経験を現代の社会に生かす学習であり、
それを通じて、改めて歴史を学ぶ意味の大きさを理
解することも期待されます。
　この教科書は『詳説日本史』の長年の蓄積を生か
しながら、「日本史探究」の目標を達成しようとする
ものです。各時代の特質を理解するのにふさわしい
厳選した史資料を取り上げた「歴史資料と○○の展
望」、あるいは、本文横や章末の数多くの問いにより、
様々なかたちで探究の入り口や手がかりを示すとと
もに、本文は問題意識をもっての学習に対応できる
丁寧な叙述となっています。この教科書で、知識を
身に付けるだけではなく、歴史に学んで考える力を
身に付けてもらいたいと思います。

◦�本文を重視し、「原始・古代」「中世」「近世」「近代・現代」の各時代、政治・外交・経済・文化などの
各分野について、網羅的にバランスよく記述しました。
◦�歴史的なできごとの背景や因果関係が理解しやすくなるように、論理的な記述を心掛けました。充実し
た内容で、思考力・判断力・表現力を働かせるための基礎知識を獲得できます。

各時代・各分野をバランスよく記述、
充実した内容。1

◦�考察を深め、歴史を探究するための史資料を数多く掲載しました。また、教科書の判型を大きくし(A5
判→B5変型判)、写真・図版を大きく・見やすく掲載しました。
◦�歴史叙述の基礎となる文字資料のほか、当時の様子を推測するための図版・写真や、数値から時代背景
を考察できる統計資料などを豊富に取り入れています。
◦�「歴史資料と○○の展望」では、多様な史資料を取り上げ、生徒が多角的に考察できるよう、工夫して
います。

探究活動に取り組みやすい大きな図版、
豊富な史資料。2

◦�各章の冒頭では導入文と合わせて、その章の学習上の視点となる問いかけを提示し、各章の章末では「ま
とめ」の問いを設けてその章の学習を振り返り、考察できるようにしています。
◦�本文を読む際の着眼点となるように、また様々な角度から歴史を捉えられるように、随所に問い(Q)を
設けました。また、史資料に関連した「読みといてみよう」では、解釈・説明・論述をうながす問いか
けをしています。

時代の特色をつかむ多様な問いかけ。3

日本史探究(日探705)　B5変型判（230㎜×174㎜）　398頁

詳説日本史 詳しい内容と豊富な史資料
信頼の教科書

［編者］
佐藤　　信	 東京大学名誉教授
五味　文彦	 東京大学名誉教授

高埜　利彦	 学習院大学名誉教授
鈴木　　淳	 東京大学教授

［著作者］

教師用指導書
授業実践編

教師用指導書
授業実践編
付属データ集

教師用指導書
研究編

準拠ノート デジタル
教科書

デ ジ タ ル デ ジ タ ル

関連教材

詳
説
日
本
史

授業準備／テスト／評価に 授業／予習・復習に

高埜利彦
（たかのとしひこ）

学習院大学名誉教授

鈴木淳
（すずきじゅん）

東京大学教授

message

老川　慶喜	 立教大学名誉教授
大津　　透	東京大学教授
早乙女雅博	 東京大学名誉教授
坂上　康俊	 九州大学名誉教授
桜井　英治	 東京大学教授
設楽　博己	 東京大学名誉教授
高橋　典幸	 東京大学教授
沼尻　晃伸	 立教大学教授
牧原　成征	 東京大学准教授
三枝　暁子	 東京大学准教授
三谷　芳幸	 筑波大学准教授

村　　和明	東京大学准教授
山口　輝臣	東京大学教授
湯川　文彦	お茶の水女子大学准教授
吉田　伸之	東京大学名誉教授
渡邉　宏明	海城中学高等学校教諭
會田　康範	学習院高等科教諭
太田尾智之	東京都立国立高等学校教諭
中家　　健	東京都立小石川中等教育学校教諭
野﨑　雅秀	東京大学教育学部附属中等教育学校教諭
株式会社 山川出版社

➡p.28-31 ➡p.32-33 ➡p.31 ➡p.34-35 ➡p.66-69
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詳
説
日
本
史

「日本史B」版と「日本史探究」版の対照表
「日本史B」版 「日本史探究」版　青字は章・節・小見出しのタイトル変更など。

詳説日本史

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考

1章　日本文化のあけぼの
A　原始・古代の日本と東アジア
⑴黎明期の日本列島と歴史的環境
1章　日本文化のあけぼの

第1節
文化の始まり

日本列島と日本人 第1節
文化の始まり

日本列島と日本人
旧石器時代人の生活 旧石器時代人の生活
縄文文化の成立 縄文文化の成立 ◀縄文時代や弥生時代の始まり

の記述を、C14年代測定などを
ふまえて変更(パンフレットp.13
参照）。

縄文人の生活と信仰 縄文人の生活と信仰
第2節
農耕社会の成立

弥生文化の成立 第2節
農耕社会の成立

弥生文化の成立
弥生人の生活 弥生人の生活
小国の分立 小国の分立
邪馬台国連合 邪馬台国連合

⑵歴史資料と原始・古代の展望
①古代社会と海外との交流　②木簡から古代国家を探る ◀新課程での新ページ。
⑶古代の国家・社会の展望と画期（歴史の解釈、説明、論述）
2章　古墳とヤマト政権

第3節
古墳とヤマト政権

古墳の出現とヤマト政権 第1節
古墳文化の展開

古墳の出現とヤマト政権
前期・中期の古墳 前期・中期の古墳
東アジア諸国との交渉 東アジア諸国との交渉
大陸文化の受容 大陸文化の受容
古墳文化の変化 後期の古墳
古墳時代の人びとの生活 古墳時代の人々の生活
古墳の終末 ヤマト政権と政治制度 ◀入れ替え。
ヤマト政権と政治制度 古墳の終末 ◀入れ替え。

2章　律令国家の形成
第1節
飛鳥の朝廷

東アジアの動向とヤマト政権の発展 第2節
飛鳥の朝廷

東アジアの動向とヤマト政権の発展
飛鳥の朝廷と文化 飛鳥の朝廷と文化

3章　律令国家の形成
第2節
律令国家への道

大化改新 第1節
律令国家への道

大化改新
律令国家への道 天智天皇・天武天皇
白鳳文化 律令の成立と「日本」
大宝律令と官僚制 官僚制
民衆の負担 民衆の負担

第3節
平城京の時代

遣唐使 第2節
平城京の時代

遣唐使
奈良の都平城京 奈良の都平城京
地方官衙と「辺境」 地方の統治と蝦夷・隼人
藤原氏の進出と政界の動揺 藤原氏の進出と政界の動揺
民衆と土地政策 民衆と土地政策

第4節
天平文化

第3節
律令国家の文化

白鳳文化 ◀白鳳文化を移動。
天平文化と大陸 天平文化と大陸
国史編纂と『万葉集』 国史編纂と『万葉集』
国家仏教の展開 国家仏教の展開
天平の美術 天平の美術

第5節
平安王朝の形成

平安遷都と蝦夷との戦い 第4節
律令国家の変容

平安遷都と蝦夷との戦い
平安時代初期の政治改革 平安時代初期の政治改革
地方と貴族社会の変貌 地方と貴族社会の変容
唐風文化と平安仏教 唐風文化と平安仏教
密教芸術 密教芸術

3章　貴族政治と国風文化 4章　貴族政治の展開
第1節
摂関政治

藤原氏北家の発展 第1節
摂関政治

藤原氏北家の発展 ◀「藤原氏北家の発展」は3つの
小見出しに分割。摂政・関白のはじまり

延喜・天暦の治
摂関政治 摂関政治
国際関係の変化 国際関係の変化

第2節
国風文化

国文学の発達 第2節
国風文化

国文学の発達
浄土の信仰 浄土の信仰
国風美術 国風美術
貴族の生活 貴族の生活

第3節
地方政治の展開と武士

受領と負名 第3節
地方政治の展開と武士

受領と負名
荘園の発達 荘園の発達
地方の反乱と武士の成長 地方の反乱と武士の成長 ◀「源氏の進出」の小見出しと

一体化。前九年合戦・後三年合
戦は中世へ。

源氏の進出

4章　中世社会の成立
B　中世の日本と世界
⑴中世への転換と歴史的環境
5章　院政と武士の躍進

第1節
院政と平氏の台頭

第1節
院政の始まり

日本列島の大きな変化 ◀冒頭に小見出しを追加して、
前の時代からの変化の大きな流
れを記述。
◀前九年合戦・後三年合戦は、こ
の小見出しに追加。

延久の荘園整理令と荘園公領制 延久の荘園整理令と荘園公領制
院政の開始 院政の開始
院政期の社会 第2節

院政と平氏政権
院政期の社会

保元・平治の乱 保元・平治の乱
平氏政権 平氏政権 ◀平氏政権のうち日宋貿易や大

和田泊の記述はここで扱う。院政期の文化 院政期の文化
⑵歴史資料と中世の展望
絵画から中世社会を探る ◀新課程での新ページ。
⑶中世の国家・社会の展開と画期（歴史の解釈、説明、論述）
6章　武家政権の成立

第2節
鎌倉幕府の成立

源平の争乱 第1節
鎌倉幕府の成立

源平の争乱 ◀徳子入内、安徳天皇即位の平
氏政権の全盛期はここで扱う。鎌倉幕府 鎌倉幕府

幕府と朝廷 幕府と朝廷

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考
第3節
武士の社会

北条氏の台頭 第2節
武士の社会

北条氏の台頭
承久の乱 承久の乱
執権政治 執権政治
武士の生活 武士の生活
武士の土地支配 武士の土地支配

第4節
蒙古襲来と幕府の衰退

蒙古襲来 第3節
モンゴル襲来と
幕府の衰退

モンゴル襲来
蒙古襲来後の政治 モンゴル襲来後の政治
琉球とアイヌの動き 琉球とアイヌの動き
社会の変動 社会の変動
幕府の衰退 幕府の衰退

第5節
鎌倉文化

鎌倉文化 第4節
鎌倉文化

鎌倉文化
鎌倉仏教 鎌倉仏教
中世文学のおこり 中世文学のおこり
芸術の新傾向 美術の新傾向

5章　武家社会の成長 7章　武家社会の成長
第1節
室町幕府の成立

鎌倉幕府の滅亡 第1節
室町幕府の成立

鎌倉幕府の滅亡
建武の新政 建武の新政
南北朝の動乱 南北朝の動乱
守護大名と国人一揆 守護大名と国人一揆
室町幕府 室町幕府
東アジアとの交易 東アジアとの交易
琉球と蝦夷ヶ島 琉球と蝦夷ヶ島

第2節
幕府の衰退と
庶民の台頭

惣村の形成 第2節
幕府の衰退と
庶民の台頭

惣村の形成
幕府の動揺と土一揆 幕府の動揺と土一揆
応仁の乱と国一揆 応仁の乱と国一揆
農業の発達 農業の発達
商工業の発達 商工業の発達

第3節
室町文化

室町文化 第3節
室町文化

文化の融合 ◀小見出し名を変更(パンフレッ
トp.13参照）。南北朝文化 動乱期の文化

北山文化 室町文化の成立
東山文化 室町文化の展開
庶民文芸の流行 庶民文芸の流行
文化の地方普及 文化の地方普及
新仏教の発展 新仏教の発展

第4節
戦国大名の登場

戦国大名 第4節
戦国大名の登場

戦国大名
戦国大名の分国支配 戦国大名の分国支配
都市の発展と町衆 都市の発展と町衆

6章　幕藩体制の確立
C　近世の日本と世界
⑴近世への転換と歴史的環境
8章　近世の幕開け

第1節
織豊政権

ヨーロッパ人の東アジア進出 第1節
織豊政権

近世への転換 ◀冒頭で、前の時代からの変化
の大きな流れを記述（パンフレッ
トp.13参照）。

銀の交易と鉄砲伝来
南蛮貿易とキリスト教 キリスト教と南蛮貿易
織田信長の統一事業 織田政権
豊臣秀吉の全国統一 豊臣秀吉の全国統一
検地と刀狩 豊臣政権の土地・身分政策
秀吉の対外政策と朝鮮侵略 対外政策と侵略戦争

第2節
桃山文化

桃山文化 第2節
桃山文化

桃山文化
桃山美術 美術と風俗
町衆の生活 芸能の新展開
南蛮文化 国際的な文化の交流

⑵歴史資料と近世の展望
生類憐みの令からみる江戸時代の社会の変化 ◀新課程での新ページ。
⑶近世の国家・社会の展開と画期（歴史の解釈、説明、論述）
9章　幕藩体制の成立と展開

第3節
幕藩体制の成立

江戸幕府の成立 第1節
幕藩体制の成立

江戸幕府の成立
幕藩体制 幕藩体制
幕府と藩の機構 幕府と藩の機構
天皇と朝廷 天皇と朝廷
禁教と寺社 禁教と寺社
江戸時代初期の外交 江戸時代初期の外交
鎖国政策 鎖国政策
長崎貿易 長崎貿易
朝鮮と琉球・蝦夷地 朝鮮と琉球・蝦夷地
寛永期の文化 寛永期の文化

第4節
幕藩社会の構造

身分と社会 第2節
幕藩社会の構造

身分と社会
村と百姓 村と百姓
町と町人 町と町人
農業 農業
林業・漁業 林業・漁業
手工業・鉱山業 手工業・鉱山業
商業 商業

7章　幕藩体制の展開
第1節
幕政の安定

平和と秩序の確立 第3節
幕政の安定

平和と秩序の確立
元禄時代 元禄時代
正徳の政治 正徳の政治

第2節
経済の発展

農業生産の進展 第4節
経済の発展

農業生産の進展
諸産業の発達 諸産業の発達
交通の整備と発達 交通の整備と発達
貨幣と金融 貨幣と金融
三都の発展 三都の発展
商業の展開 商業の展開

第3節
元禄文化

元禄文化 第5節
元禄文化

元禄文化
元禄期の文学 元禄期の文学
儒学の興隆 儒学の興隆
諸学問の発達 諸学問の発達
元禄美術 元禄美術10 11
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「日本史B」版と「日本史探究」版の対照表
詳説日本史

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考
8章　幕藩体制の動揺 10章　幕藩体制の動揺
第1節
幕政の改革

享保の改革 第1節
幕政の改革

享保の改革
社会の変容 社会の変容
一揆と打ちこわし 一揆と打ちこわし
田沼時代 田沼時代

第2節
宝暦・天明期の文化

宝暦・天明期の文化 第2節
宝暦・天明期の文化

宝暦・天明期の文化
洋学の始まり 洋学の始まり
国学の発達と尊王論 国学の発達と尊王論
生活から生まれた思想 生活から生まれた思想
儒学教育と学校 儒学教育と学校
文学と芸能 文学と芸能
絵画 絵画

第3節
幕府の衰退と
近代への道

寛政の改革 第3節
幕府の衰退と
近代への道

寛政の改革
鎖国の動揺 鎖国の動揺
文化・文政時代 文化・文政時代
大塩の乱 大塩の乱
天保の改革 天保の改革
経済の変化 経済の変化
朝廷と雄藩の浮上 朝廷と雄藩の浮上

第4節
化政文化

化政文化 第4節
化政文化

化政文化
学問・思想の動き 学問・思想の動き
教育 教育
文学 文学
美術 美術
民衆文化の成熟 民衆文化の成熟

9章　近代国家の成立
Ｄ　近現代の地域・日本と世界
⑴近代への転換と歴史的環境
11章　近世から近代へ

第1節
開国と幕末の動乱

開国 第1節
開国と幕末の動乱

内憂外患への対応 ◀冒頭で、前の時代からの変化
の大きな流れを記述。開港とその影響 ペリー来航と対外方針の模索

公武合体と尊攘運動 開港とその影響
倒幕運動の展開 公武合体と尊攘運動
幕府の滅亡 第2節

幕府の滅亡と新政府の発足
幕府の滅亡

幕末の科学技術と文化 戊辰戦争と新政府の発足
第2節
明治維新と富国強兵

戊辰戦争と新政府の発足 幕末社会の動揺と変革
⑵歴史資料と近代の展望
①五箇条の誓文と国是　②貿易の変遷から見る日本の近代・現代 ◀新課程での新ページ。
⑶近現代の地域・日本と世界の画期と構造
12章　近代国家の成立

廃藩置県 第1節
明治維新と富国強兵

廃藩置県
四民平等 四民平等
地租改正 地租改正
殖産興業 殖産興業
文明開化 文明開化
明治初期の対外関係 明治初期の対外関係
新政府への反抗 政府への反抗

第3節
立憲国家の成立と
日清戦争

自由民権運動 第2節
立憲国家の成立

自由民権運動
松方財政 ◀松方財政は14章の冒頭へ。

◀松方財政の影響には触れるが、
内容については、14章の冒頭へ。

民権運動の再編 自由民権運動の再編
憲法の制定 憲法の制定
諸法典の編纂 諸法典の編纂
初期議会 初期議会

13章　近代国家の展開
条約改正 第1節

日清・日露戦争と国際関係
条約改正

朝鮮問題 朝鮮問題
日清戦争と三国干渉 日清戦争と三国干渉

第4節
日露戦争と国際関係

立憲政友会の成立 立憲政友会の成立
中国分割と日英同盟 列強の中国進出と日英同盟
日露戦争 日露戦争
日露戦争後の国際関係 韓国併合 ◀「日露戦争後の国際関係」の

小見出しを「韓国併合」「満洲へ
の進出」の2つに分割。

満洲への進出
桂園時代 桂園時代

第5節
近代産業の発展

産業革命 第2節
第一次世界大戦と日本

大正政変 ◀明治～大正の政治・外交の記
述をひと続きに。紡績・製糸・鉄道 第一次世界大戦

重工業の形成 日本の中国進出
農業と農民 政党内閣の成立
社会運動の発生 第3節　ワシントン体制 パリ講和会議とその影響

第6節　近代文化の発達 明治の文化 ワシントン会議と協調外交
思想と信教 社会運動の勃興 ※社会運動の勃興のうち労働運

動（現行p.329）は14章へ。教育の普及 普選運動と護憲三派内閣の成立
科学の発達 14章　近代の産業と生活
ジャーナリズムと近代文学 第1節　近代産業の発展 通貨と銀行 ◀産業革命の前提の中で、松方

財政について触れる。明治の芸術 産業革命
生活様式の近代化 紡績と製糸

10章　二つの世界大戦とアジア 鉄道と海運 ◀明治～大正の経済・社会・文
化の記述をひと続きに。第1節

第一次世界大戦と日本
大正政変 重工業の形成
第一次世界大戦 農業と農民
日本の中国進出 労働運動の進展 ◀社会運動の勃興のうち労働運

動（現行p.329）はここに。
※ジャーナリズム(現行p.312)、
啓蒙主義や政教社(現行p.308）
は12章の「自由民権運動の再編」
(p.249)へ移動。

大戦景気 第2節　近代文化の発達 明治の文化と宗教
政党内閣の成立 教育の普及

第2節
ワシントン体制

パリ講和会議とその影響 科学の発達
ワシントン会議と協調外交 近代文学
社会運動の勃興 明治の芸術
普選運動と護憲三派内閣の成立 生活様式の近代化

章・節 小見出し 章・節 小見出し 備考
第3節
市民生活の変容と大衆文化

大戦景気
第3節
市民生活の変容と大衆文化

都市化の進展と市民生活 都市化の進展と市民生活
大衆文化の誕生 大衆文化の誕生
学問と芸術 学問と芸術

15章　恐慌と第二次世界大戦
第4節
恐慌の時代

戦後恐慌から金融恐慌へ 第1節
恐慌の時代

戦後恐慌から金融恐慌へ
社会主義運動の高まりと積極外交への転換 社会主義運動の高まりと積極外交への転換
金解禁と世界恐慌 金解禁と世界恐慌
協調外交の挫折 協調外交の挫折

第5節
軍部の台頭

満洲事変 第2節
軍部の台頭

満洲事変
政党内閣の崩壊と国際連盟からの脱退 政党内閣の崩壊と国際連盟からの脱退
恐慌からの脱出 恐慌からの脱出
転向の時代 転向の時代
二・二六事件 二・二六事件

第6節
第二次世界大戦

三国防共協定 第3節
第二次世界大戦

三国防共協定
日中戦争 日中戦争
戦時統制と生活 戦時統制と生活
戦時下の文化 戦時下の文化
第二次世界大戦の勃発 第二次世界大戦の勃発
新体制と三国同盟 新体制と三国同盟
太平洋戦争の始まり 太平洋戦争の始まり
戦局の展開 戦局の展開
国民生活の崩壊 国民生活の崩壊
敗戦 敗戦

11章　占領下の日本 16章　占領下の日本
第1節
占領と改革

戦後世界秩序の形成 第1節
占領と改革

戦後世界秩序の形成
初期の占領政策 初期の占領政策
民主化政策 民主化政策
政党政治の復活 政党政治の復活
日本国憲法の制定 日本国憲法の制定
生活の混乱と大衆運動の高揚 生活の混乱と大衆運動の高揚

第2節
冷戦の開始と講和

冷戦体制の形成と東アジア 第2節
冷戦の開始と講和

冷戦体制の形成と東アジア
占領政策の転換 占領政策の転換
朝鮮戦争と日本 朝鮮戦争と日本
講和と安保条約 講和と安保条約
占領期の文化 占領期の文化

12章　高度成長の時代 17章　高度成長の時代
第1節
55年体制

冷戦構造の世界 第1節
55年体制

冷戦構造の世界
独立回復後の国内再編 独立回復後の国内再編
55年体制の成立 55年体制の成立
安保条約の改定 安保条約の改定
保守政権の安定 保守政権の安定

第2節
経済復興から高度成長へ

朝鮮特需と経済復興 第2節
経済復興から高度成長へ

朝鮮特需と経済復興
高度経済成長 高度経済成長
大衆消費社会の誕生 大衆消費社会の誕生
高度成長のひずみ 高度経済成長のひずみ

13章　激動する世界と日本 18章　激動する世界と日本
第1節
経済大国への道

ドル危機と石油危機 第1節
経済大国への道

ドル危機と石油危機
高度経済成長の終焉 高度経済成長の終焉
経済大国の実現 経済大国の実現
バブル経済と市民生活 バブル経済と市民生活

第2節
冷戦の終結と日本社会の
変容

冷戦から地域紛争へ 第2節
冷戦の終結と日本社会の
変容

冷戦から地域紛争へ
55年体制の崩壊 55年体制の崩壊
平成不況下の日本経済 平成不況下の日本経済
現代の諸課題　 現代の諸課題　

⑷現代の日本の課題の探究
日本における自然災害の歴史 ◀新課程での新ページ。

●�縄文時代や弥生時代の始まりの記述を、Ｃ14年代測定などをふ
まえて変更しました。

教科書p.9　4〜8行目
　こうした自然環境の変化に対応して、人々の生活も大きくかわ
り、日本列島に縄文文化が成立した。この文化は約1万6000年前
から、水稲農耕をともなう弥生文化が始まる約2800〜2500年前
頃までの期間にわたるが（縄文時代）、とくに温暖化が顕著になる
約1万1700年前以降に発展した。
教科書p.13　8〜13行目
　縄文文化が終末を迎えた紀元前8 世紀頃、朝鮮半島に近い九州
北部で水田による米づくりが開始され、紀元前5〜前4世紀頃に東
日本にも広まった。北海道と南西諸島を除く日本列島で、水稲耕
作を基礎とする農耕文化が形成されてから、古墳がつくられるよ
うになる3世紀半ばまでを弥生時代と呼び、その文化を弥生文化
と呼んでいる。
●室町文化の記述を変更しました。
教科書p.125　注6
❻室町時代の文化は、3代将軍足利義満の頃の文化を「北山文化」、
8代将軍義政の頃の文化を「東山文化」と呼んで区別することが
多い。しかし、両文化に挟まれた4代将軍義持・6代将軍義教の頃
にもすぐれた著作物や美術作品が数多く出ていることから、実際
には両文化は強い連続性をもっていたといえる。そこで、ここで

は室町時代の文化を一貫したものとしてとらえ、「室町文化」と
呼んでいる。
●近世の冒頭は、銀の交易から書き始めました。
教科書p.138　7～14行目・20～27行目
近世への転換　戦国大名が列島各地に割拠していた16世紀半ば、
日本では銀が大増産され、また海上航路でアジア交易に参入して
きたヨーロッパ人によって鉄砲やキリスト教が伝えられた。国際
的な交易の活性化や外来の技術・思想にどのように対応するかが、
為政者たちに問われる時代となった。以後、有力な大名による領
国の統合が急速に進み、……
銀の交易と鉄砲伝来　1530年代以降、石見銀山などで、朝鮮か
ら伝わった灰吹法という新しい精錬技術が導入され、銀が大幅に
増産された。中国の明は16世紀になると税の銀納化を進めていた
ので、日本産の銀が大量に中国に流入した。その対価として中国
産の生糸などが日本にもたらされ、日中間の貿易が活発になった。
しかし、明は民間の貿易を認めない海禁政策を続けていたため、
その取締りに対抗して武装した中国人を中心とする密貿易商人（後
期倭寇）が活躍した。
●明治～大正時代の政治・外交の分野と経済・社会・文化の分野
を、それぞれ続けて記述しました。
●各時代の最初の章は、前の時代からの転換を意識した記述にし
ました。

おもな変更箇所の例
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1 院政の始まり

日本列島の大きな変化
11世紀の後半、朝廷では政治の転換期を

迎えた。天皇家や摂関家・大寺社は、諸

国からの税収が不安定になる中、荘園の拡大をはかった。しかし、荘

園の増加により、支配する公
こう

領
りょう

（国
こく

衙
が

領）を圧迫された国
こく

司
し

は、荘園

の不
ふ

入
にゅう

の権利を取り消すなどの荘園整理をおこなったため、対立が

深まった。

　地方では豪
ごう

族
ぞく

や開
かい

発
はつ

領
りょう

主
しゅ

として力をのばしてきた武士の成長が

著
いちじる

しく、貴族や大寺社と結びついて私領の拡大をはかった。なかで

も東日本での反乱を機に、源
げん

氏
じ

の武士が奥
おう

州
しゅう

に勢力を広げた。九州

では、大陸との交通が盛んになり、日
にっ

宋
そう

貿易の窓口である博
は か た

多の周辺

には、大寺社や上級貴族が進出していった。

延久の荘園整理令と荘園公領制
関
かん

白
ぱく

の藤原頼
より

通
みち

に皇位継承を抑

えられてきた後
ご

三
さん

条
じょう

天皇は、

即位すると、ときの摂
せっ

政
しょう

・関白を外
がい

戚
せき

としないこともあって、新た

な政治を進めた。天皇は摂関政治の弊害

をみて成長してきたため、大
おお

江
えの

匡
まさ

房
ふさ

らの

学識にすぐれた人材を登用し、荘園の増

加により公領が圧迫されているとして、

1069（延
えん

久
きゅう

元）年に延久の荘園整理令を

出した❶。

　天皇は整理の審査を地方の国司にゆだ

ねず、中央に記
き

録
ろく

所
しょ

（記録荘園券
けん

契
けい

所
じょ

）を

→ p.64

位 1068 〜 72

1041 〜 1111

❶荘園整理令は醍
だい

醐
ご

天皇の
902（延

えん

喜
ぎ

2 ）年が最初（→p.69）

で、その後1045（寛
かん

徳
とく

2 ）年に
も新たに成立した荘園を停止
するなどしばしば出されたが、
整理令の実施は国司にゆだね
られていたので不徹底であっ
た。また、後三条天皇は荘園
整理令を出すとともに枡

ます

の大
きさを一定にした。これは宣

せん

旨
じ

枡
ます

と称され、枡の基準とし
て太

たい

閤
こう

検
けん

地
ち
（→p.143）まで用い

られる一方、荘園では様々な
枡が用いられた。

大陸で宋
そう

、朝鮮半島に高
こう

麗
らい

が建てられた頃、日本では地方で武士が成長し、 荘
しょう

園
えん

が各
地に生まれ、中央で摂

せっ

関
かん

政治が停滞して院
いん

政
せい

が始まった。院政はどのように成立したの
だろうか。またその後、武士が台頭してくるきっかけは何だろうか。

院政と武士の躍進第5章

記
録
荘
園
券
契
所
の
設
置

　コ
ノ
後
三
条
位く

ら
い

ノ
御お

ん

時と
き

︑
︙
︙
延

久
ノ
記
録
所
ト
テ
ハ
ジ
メ
テ
ヲ
カ
レ
タ

リ
ケ
ル
ハ
︑
諸
国
七
道
ノ
所
領
ノ
宣 

旨･

官か
ん

符ぷ

❶
モ
ナ
ク
テ
公く

田で
ん

ヲ
カ
ス
ム

ル
❷
事
︑
一
天
四
海
ノ
巨こ

害が
い

ナ
リ
ト
キ

コ
シ
メ
シ
ツ
メ
テ
❸
ア
リ
ケ
ル
ハ
︑
ス

ナ
ハ
チ
宇う

治じ

殿
ノ
時
︑
一い

ち

ノ
所
ノ
御ご

領り
ょ
う
❹
御
領
ト
ノ
ミ
云い

い

テ
︑
庄
園
諸
国

ニ
ミ
チ
テ
受ず

領り
ょ
う

ノ
ツ
ト
メ
タ
ヘ
ガ
タ

シ
ナ
ド
云い

う

ヲ
︑
キ
コ
シ
メ
シ
モ
チ
タ
リ

ケ
ル
❺
ニ
コ
ソ
︒ 

︵『
愚ぐ

管か
ん

抄し
ょ
う

』︶

❶
宣
旨
・
官
符
と
も
天
皇
の
命
令
を
受
け
て

太だ
い

政じ
ょ
う

官か
ん

か
ら
出
さ
れ
る
文
書
︒
❷
横
領
す

る
︒
❸「
ツ
メ
テ
」は「
詰
め
て
」︑
ず
う
っ
と

聞
い
て
き
て
の
意
︒
❹「
一
ノ
所
」と
は「
摂

関
家
」の
こ
と
で
︑
摂
関
家
領
の
意
︒
❺
聞

き
入
れ
︑
用
い
ら
れ
た
︒
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771　院政の始まり
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30

❷石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

領では、34カ
所の荘園のうち21カ所だけが
認められ、残りの13カ所の権
利は停止された。

❸名主はおもに米・絹
けん

布
ぷ

など
でおさめる年貢のほか、糸・
炭・野菜など手工業製品や特
産物を納入する公事、労役を
奉仕する夫役などを負担した。
これは、国司が名を請け負っ
た田堵に課税した官

かん

物
もつ

・臨
りん

時
じ

雑
ぞう

役
やく

の系統を引くものである。

❹院とは、もともと上皇の住
居のことで、のちには上皇自
身を指すようになった。

設け、荘園の所有者から提出された証拠書類（券契）と国司の

報告とをあわせて審査し、新しく立てられた荘園や書類不備

の荘園など、基準にあわない荘園を停止した❷。摂関家の荘

園も例外ではなく、この整理令はかなりの成果を上げた。

　荘園整理によって、貴族や寺社が支配する荘園と、公領と

の区別が明確になり、貴族や寺社は認められた荘園の整備を

進め、国司は公領を郡
ぐん

・郷
ごう

・保
ほ

などの新たな単位に再編成し、

支配下にある豪族や開発領主を、郡
ぐん

司
じ

・郷
ごう

司
じ

・保
ほう

司
じ

に任命して徴税を

請け負わせた。

　また、国司は田
た

所
どころ

・税
さい

所
しょ

などの国衙の行政機構を整え、代官とし

て派遣した目
もく

代
だい

の指揮のもとで在
ざい

庁
ちょう

官
かん

人
じん

に実務をおこなわせた。

　これに応じて在庁官人や郡司らは、武士として公領をみずからの領

地のように管理し、荘園領主に寄
き

進
しん

したため、かつての律
りつ

令
りょう

制度の

もとで国・郡・里（郷）など上下の区分で構成されていたものが、荘園

と公領（郡・郷・保）が並立する体制（荘園公領制）へと変化していった。

　整備された荘園や公領では、耕地の大部分が 名
みょう

に編成されて負
ふ

名
みょう

（田
た

堵
と

）などの有力な農民に割り当てられ、田堵らは名の請負人として

の立場から、しだいに権利を強めて名
みょう

主
しゅ

と呼ばれるようになった。

名主は、名を下
げ

人
にん

などの隷
れい

属
ぞく

農民や作
さく

人
にん

と呼ばれる農民などに耕作さ

せながら、年
ねん

貢
ぐ

・公
く

事
じ

・夫
ぶ

役
やく

など❸を領主におさめた。

院政の開始
11世紀半ば、陸

む

奥
つ

北部では豪族安
あ

倍
べ

氏が国司と

争う中で、 源
みなもとの

頼
より

義
よし

が子の義
よし

家
いえ

とともに東国

の武士を率いて安倍氏と戦い、出
で

羽
わ

の豪族清
きよ

原
はら

氏の助けを得て、

安倍氏を滅ぼした（前
ぜん

九
く

年
ねん

合戦）。

　その後、陸奥・出羽両国で大きな勢力を得た清原氏一族に内紛

がおこり、陸奥守であった源義家が介入し、藤原（清原）清
きよ

衡
ひら

を助

けて内紛を制圧した（後
ご

三
さん

年
ねん

合戦）。

　こうした武士の力に目をつけた白
しら

河
かわ

天皇は、成長が著しい武士

を登用し、父の後三条天皇にならって親
しん

政
せい

をおこなった。1086

（応
おう

徳
とく

3 ）年に幼少の堀
ほり

河
かわ

天皇に位をゆずると、みずから 上
じょう

皇
こう

（院
いん

）❹として 院
いんの

庁
ちょう

を開き、天皇を後
こう

見
けん

しながら政治の実権を握

（ほし）

→ p.71

→ p.70

→ p.70

988〜1075 1039〜 1106

1051〜 62

1056〜 1128

1083〜 87

位 1072〜 86

位 1086〜 1107

荘

　
園

公

　
領

荘
公
領
主

在
地
領
主

朝廷 本家

領家

預所

預所代在庁官人

目代

国司

下司・公文郡司・郷司・保司

下人・所従

名主・百姓（田堵）
げ  にん しょじゅう

げ　し く  もん

あずかりどころもく だい

せ
い  

わ

よ
し
ち
か

よ
し
く
に

た
め
よ
し

よ
し
し
げ

よ
し
や
す

に
っ
た

あ
し
か
が

よ
し
と
も

よ
し
か
た

よ
り
と
も

よ
し
な
か

き

　そ

た
め
と
も

ゆ
き
い
え

さ
だ
ず
み

つ
ね
も
と

み
つ
な
か

よ
し
み
つ

よ
り
み
つ

よ
り
ま
さ

清
和
天
皇

義
親

義
国

為
義

義
重（
新
田
氏
祖
）

（
源
）

（
木
曽
）

義
康

義
朝

義
賢

頼
朝

義
仲

為
朝

行
家

（
足
利
氏
祖
）

貞
純
親
王

経
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満
仲

頼
信

頼
義

義
光

義
家

頼
光

頼
政

よ
し
つ
ね

義
経

27詳説日本史-日B301白表紙用：bm032

荘園公領制の仕組み

源氏略系図（ 1）（→p.95）
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75 　 

5
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20

時代

文化
政治

主
要
事
項

世界

鎌倉平安 南北朝 室町 戦国 安土・
桃山

1200

〔鎌　　倉〕〔院政〕 〔南北朝〕 〔北　　　　山〕 〔東　　山〕
（執 　 　 権 　 　 政 　 　 治） （南 北 朝 争 乱） （守 護 領 国） （群 　 雄 　 割 　 拠）（院政）

1250 1300 1350 1400 1450 1500 1550 1600

ルネサンス

大航海時代
宗教改革

明
ムガル帝国

百年戦争
朝鮮

元
ティムール朝

十字軍
高麗

南宋
アッバース朝

オスマン帝国

平
氏
滅
亡

鎌
倉
幕
府
成
立

モ
ン
ゴ
ル
統
一

英
、
マ
グ
ナ

=

カ
ル
タ

承
久
の
乱

モ
ン
ゴ
ル
襲
来

鎌
倉
幕
府
滅
亡

建
武
の
新
政

室
町
幕
府
成
立

英
仏
百
年
戦
争

ロ
ー
マ
教
会
大
分
裂

南
北
朝
合
体

正
長
の
徳
政
一
揆

英
、
バ
ラ
戦
争

応
仁
の
乱

コ
ロ
ン
ブ
ス
、ア
メ
リ
カ
到
達

ル
タ
ー
、
宗
教
改
革

マ
ゼ
ラ
ン
、
世
界
周
航

イ
エ
ズ
ス
会
成
立

鉄
砲
伝
来

キ
リ
ス
ト
教
伝
来

英
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
即
位

室
町
幕
府
滅
亡

文
禄
・
慶
長
の
役

　12世紀から13世紀にかけて、ヨーロッパで封
ほう

建
けん

社会が転機を迎えた。 

11世紀末から始まった十字軍の活動は、ローマ教皇の権威を高めたものの、
封建社会を支えていた騎

き

士
し

階級の没落をうながした。その一方、十字軍の
輸送によりイタリア諸都市をはじめ各地の都市で商工業者の活動が盛んに
なった。
　こうした都市の活況を背景に、ルネサンスや宗教改革という精神面での
封建社会からの解放が進められ、さらに新天地を求める大航海時代の幕開
けとなり、ヨーロッパ文化圏の枠を一挙に取り払う結果になった。このよ
うな動きと呼応して、国王権の伸張がはかられ、14世紀から15世紀にかけ
てイギリス・フランスという近代国家の母体が形成され、イベリア半島で
もスペイン・ポルトガルが成立した。
　中国では、宋

そう

の建国当初から北方民族がしだいに優勢となった。その力
は遠く西方におよび、ヨーロッパからアジアにまたがる大帝国を建設した。
13世紀にはモンゴル人が中国全土の支配を完成して国号を元

げん

としたが、元
の支配は長くは続かず、約 1世紀後には明

みん

により漢
かん

民族の支配が回復し、
以後、江

こう

南
なん

の開発と商工業の発達がうながされた。
　同じ頃、イスラーム帝国は王朝の分裂と交

こう

替
たい

を繰り返すうちにモンゴル
の侵入を受けて崩壊した。一方で、イスラームとその文化は14～15世紀に
中央アジアを支配下においたティムール朝と、16世紀にインドに建国され
たムガル帝国を通して広まり、これらの地でイスラーム化が進んだ。
　世界の情勢がこのように推移する中で、日本では11世紀後半から武士
が成長し、院の権力（国王権）が伸長した。12世紀後半になると、武士によ
る政権が生まれた。武士は各地で荘園・公

こう

領
りょう

の支配権を貴族層から奪い、
しだいに武家社会を確立させていった。

中
世

第II部
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852　院政と平氏政権

5

10

15

問 1　院政の登場は、貴族社会にどのような影響を与えただろうか。また、その理由は何だろうか。
問 2　摂関政治と院政には、どのような類似点と相違点があると考えられるだろうか。
問 3　 貴族政治の変容や武士の政治への関与などの観点から、中世の特徴について、古代とも比較して、問いを表

現してみよう。

第 5章のまとめ

島
しま

神社には、豪華な『平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

』が伝わっており、平氏の栄華と貴族

性を物語っている。

　絵と 詞
ことば

書
がき

を織りまぜて時間の進行を表現する絵
え

巻
まき

物
もの

は、この時代

には大
や ま と

和絵
え

の手法が用いられて発展した。『源氏物語絵巻』は貴族の需

要に応じて描かれ、『伴
ばん

大
だい

納
な

言
ごん

絵巻』は応
おう

天
てん

門
もん

の変に取材し、朝廷の年
ねん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

を描いた『年中行事絵巻』とともに、院
いん

政
せい

の舞台となった京都

の姿を描いている。また『信
し

貴
ぎ

山
さん

縁
えん

起
ぎ

絵巻』は聖の生き方や風景・人物

をたくみに描き、『 鳥
ちょう

獣
じゅう

戯
ぎ

画
が

』は、動物を擬
ぎ

人
じん

化していきいきと描い

ている。こうした絵巻物や『扇
せん

面
めん

古
こ

写
しゃ

経
きょう

』の下絵からは、この時代の

地方社会や庶民の生活をうかがうことができる。

→ p.62

厳島神社『平家納経』　平清盛は
安芸の厳島神社を平家一門の氏

うじ

神
がみ

とした。清盛は一門の繁栄の
ために法華経などの写経を奉納
した。（広島県）

『信貴山縁起絵巻』　12世紀の絵
巻。命

みょう

蓮
れん

という僧が鉢
はち

を飛ば
して長

ちょう

者
じゃ

（地方豪族）の倉を信
貴山まで運んだという話などを
描く。動的な線

せん

描
びょう

で庶民の生
活や風俗を描く。（飛

とび
倉
くら
の巻、部分、

朝
ちょう
護
ご
孫
そん
子
し
寺
じ
蔵、奈良県）
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日本史探究では、「原始・古代」「中世」「近世」「近代・現代」の各時代の最初（1・5・8・
11章）に時代の転換を取り上げ、中学校の学習や、前の時代との比較などを通して考察し、

「時代を通観する問い」を表現することが求められています。

「原始・古代」「中世」「近世」「近代・
現代」の各時代（各部）の冒頭では、
世界史の展開と関連づけて、時代
の大きな流れを概観し、年表にも
まとめました。

時代を概観する部扉

章末には、まとめの問
いを設けています。各
時代の最初の章のまと
めの問いでは、「時代を
通観する問い」の表現を
うながします。

〇〇の転換と歴史的環境 
詳説日本史

学習指導要領 中項目（1）

詳
説
日
本
史

「原始・古代」「中世」「近世」「近代・現代」各
時代の最初の章では、時代の転換を意識し
た記述を入れています。

＊�大項目Aの中項目(1)は「黎明期の日本列島と歴史的環境」
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22 歴史資料と原始・古代の展望②
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35

5

　木簡には、文書のほか、地方から京に運ばれ
る貢

こう

進
しん

物
もつ

に付けられた荷
に

札
ふだ

や、漢字の練習書き
に用いた 習

しゅう

書
しょ

などがある。紙の文書は捺
なつ

印
いん

さ
れて正式の伝達手段となる一方、文書木簡も、

毎日の食料などの請求・支給など、木簡の方が
便利な場合に使われた。人・物・情報の移動を
そのままのかたちで伝える木簡からは、当時の
中央・地方の関係や役所の動きがわかり、あわ
せて下級官

かん

人
じん

たちの日常業務や地方の実情を知
ることができる。
　地方から都に進上された 調

ちょう

・庸
よう
（→p.41）など貢

木簡から古代国家を探る
　古代には、文

もん

書
じょ

主義を特徴とする律
りつ

令
りょう

制
せい

のもとで、紙の文書とともに、木の
札に墨

ぼく

書
しょ

した木
もっ

簡
かん

が、情報伝達の手段として多く用いられた。平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡や平
城京の長

なが

屋
や

王
おう

邸宅跡をはじめ、地方でも大
だ

宰
ざい

府
ふ

（→p.39）・多
た

賀
が

城
じょう

（→p.45）ほかの役所
の遺跡などから、多数の木簡が出土している。木簡から古代の歴史をみてみよう。

歴史
資料

原始・古代の
展望②

と

進物の荷札木簡には、某
ぼう

国某郡某
郷のだれがどの税の品目をどれだ
けの量、いつ貢進したかが、地方
で書かれている。税とともに平城
宮で収納されたのち、宮内の役所
で最後に消費される際に、荷から
はずされて廃棄された経過をたど
っている。
　律令の税制では、米のほか、た
とえば「調

ちょう

雑
ぞう

物
もつ

」として鉄・鍬
くわ

・
塩や、 鰒

あわび

・堅
か つ お

魚・烏
い か

賊などの魚
貝 類、 紫

むらさき

菜
のり

・ 海
め

藻・ 海
み る

松・
海
め か ぶ

藻根などの海
かい

藻
そう

類、 さらに
蕀

う に

甲贏・ 雑
くさぐさの

鮨
すし

・近
お う み

江鮒
ふな

・煮
に

塩
しおの

年
あ

魚
ゆ

・煮
に

堅
が つ お

魚などの多様な海水産
物が諸国から都に送られることに
なっていた。これら地方の特産品
食材が荷札木簡とともに平城宮に
集められて、天皇・貴族や下級官

人たちへの給食がおこなわれた。
　また、平城京の長屋王邸（→p.43）から出土した
長屋王家木簡には、貢進された食料の荷札木簡

（①）や、京近くの所領から食料を進上した文書
木簡（②、粕

かす

漬
づ

けの瓜
うり

などがみえる）などがある。
▶  木簡と紙の文書は、どのように使い分けられたの
だろうか。紙・木の素材の特徴から、考えてみよう。
また、荷札木簡と文書木簡の違いについて、形態
にも注目して、考えてみよう。

　諸国から平城宮に税として貢進された食料の
荷札木簡をみてみよう。丹

たん

波
ば

からの白米（③）、

①
長
屋
親
王
宮
鮑
大
贄
十
編

 

【
長
屋
王
家
木
簡
】長
さ
二
一
四
㎜
×
幅
二
六
㎜
×
厚
さ
四
㎜

③（
表
）丹
波
国
氷
上
郡
石
負
里
笠
取
直
子
万
呂
一
俵
納

　（
裏
）白
米
五
斗
　
和
銅
三
年
四
月
廿
三
日 

【
平
城
宮
木
簡
】一
九
九
㎜
×
二
一
㎜
×
六
㎜

　
　
　
　
加
須
津
毛
瓜
　
　
加
須
津
韓
奈
須
比
　
　
　

②
進
物
　
醤
津
毛
瓜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
種
物四
　
九
月
十
九
日

　
　
　
　
醤
津
名
我

 

【
長
屋
王
家
木
簡
】二
五
三
㎜
×
三
三
㎜
×
四
㎜
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23木簡から古代国家を探る

5

10

15

三
み

河
かわ

からのサメ（④）、上
か ず さ

総・隠
お

岐
き

からのアワビ
（⑤⑥）などの食料が、贄

にえ

（天皇用の食料）や調と
して公民の負担（運

うん

脚
きゃく

、→p.41）などで貢進され、

宮内で消費されたのである。
▶  貢進物として多様な食料を都に集めなくてはなら
なかったのは、なぜだろうか。律令財政の仕組み
を考えてみよう。

▶  地方からの貢進物の荷札木簡を書いたのは、どの
ような人々だろうか。また、漢字文化は古代の地
方にどのように広まったのだろうか。

　律令国家の中央政府と地方の役所とのあい
だでは、何のためにどのような内容の文書や
木簡のやりとりがおこなわれたのだろうか。
仮説を立ててみよう。また、文書や木簡が果
たした機能や、地方における漢字文化の広が
りはどのようなものであったのかに着目して、

仮説を立ててみよう。

木簡の保存
　木簡は、水分を多く含んだ古代の遺構から出
土する、きわめて脆

ぜい

弱
じゃく

な遺物である。水漬け
のまま大切に扱いながら調査・研究されるとと
もに、保存処理がほどこされる。空気中でも安
定した状態となった木簡の中には、重要文化財
に指定された木簡もあり、さらに国宝となった
平城宮木簡もある。

①
長
屋
親
王
宮
鮑
大
贄
十
編

 

【
長
屋
王
家
木
簡
】長
さ
二
一
四
㎜
×
幅
二
六
㎜
×
厚
さ
四
㎜

木簡をくくりつけた荷物（想像図、三重県埋
まい
蔵
ぞう
文化財センター）

①～⑥は奈良文化財研究所蔵

④
参
河
国
播
豆
郡
析
嶋
海
部
供
奉
八
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤

 

【
平
城
宮
木
簡
】二
九
七
㎜
×
二
五
㎜
×
五
㎜

⑤
上
総
国
安
房
郡
白
浜
郷
戸
主
日
下
マ

（
部
）床

万
呂
戸
白
髪
部
嶋
輸
鰒
調
陸
斤
　
参
拾
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
十
七
年
十
月

 

【
平
城
宮
木
簡
】三
六
四
㎜
×
二
四
㎜
×
四
㎜

　
　
　
　
　
　
　
佐
吉
郷
日
下
マ
止
々
利

⑥
隠
伎
国
海
部
郡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
養
老
七
年

　
　
　
　
　
　
　
調
鰒
六
斤 

【
平
城
宮
木
簡
】一
五
六
㎜
×
三
二
㎜
×
七
㎜
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86 歴史資料と中世の展望

5
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15
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25

30

『年
ね ん

中
じゅう

行
ぎょう

事
じ

絵巻』（ 朝ちょう
覲
きん
行

ぎょう
幸
こう
の図、住吉家模本、田中家蔵）

　保
ほう

元
げん

の乱（1156年）後、乱で荒れた都の再生をはかった後
ご

白
しら

河
かわ

上皇（→p.81）

の命によって制作された、都とその周辺でおこなわれた年中行事を描く
絵巻である。場面は二

に

条
じょう

天皇が年頭のあいさつのため、父の後白河上
皇のいる法

ほう

住
じゅう

寺
じ

御
ご

所
しょ

に向かう行幸の様子が描かれている。
▶  行列のゆく都の大

おお
路
じ
、それをみつめる町中の人々の視線、住んでいる家の様

子にも注目しよう。そのうえで、上皇がどうしてこの場面を描かせたのかを考
えたい。『年中行事絵巻』には、ほかにどのような場面が描かれたのであろうか。

絵画から中世社会を探る
　中世には絵画が多く制作されたので、それらをみてゆく
と人々の動きやものの見方がうかがえる。ときに声や喧

けん

騒
そう

が伝わってくる。それぞれの絵画が何を目的にして描かれ
たのかを考えながら、目をこらし、人々の行動や背景とし
て描かれた風景に注目してみよう。
　ここでは、中世に一貫して政治や文化の中心であった京
都を描いた作品を並べたので、比較して時代の推移を考え
てみよう。

歴史
資料

中世の展望
と

武
士

釈
迦
堂

見み

世せ

棚だ
な

一
遍
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87絵画から中世社会を探る

5

10

15

20

25

30

『一
い っ

遍
ぺ ん

上
しょう

人
に ん

絵
え

伝
で ん

』
（巻 7、四

し
条

じょう
京

きょう
極
ごく
の釈

しゃ
迦
か
堂
どう
の図、東京国立博物館蔵）

　時
じ

宗
しゅう

を開いた一遍（→p.105）の生涯を14世紀
初めに描いた絵巻である。各地を遊

ゆ

行
ぎょう

しつ
つ念

ねん

仏
ぶつ

を勧めていた一遍は、京都に入って熱
狂的に迎えられた。
▶  踊念仏がおこなわれるのはどのような場所で、
どのような人々がどのような様子で集まってい
るのか注意してみてみたい。描かれている建物
が何であるか、通りをゆくのはどのような人か
についても考えてみよう。さらに、この場面の
前後には何が描かれているかを調べてみよう。

大
路
に
面
す
る
家
々

各
家
の
前
に
は
、

門か
ど

松ま
つ

が
立
て
ら
れ
て
い
る

四
条
大
路

四
条
大
橋

物も
の

見み

櫓
や
ぐ
ら

鴨か
も

川が
わ

祇ぎ

園お
ん

社し
ゃ

大お
お

鳥と
り

居い

八は
ち

条じ
ょ
う

坊ぼ
う

門も
ん

付
近
の

大
路

二次元
コード
掲載 一遍上人絵伝

（巻 7）

　　詳しく

みてみよう
！
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234 歴史資料と近代・現代の展望②

5

10

15

20

25

　幕
ばく

末
まつ

1865（慶
けい

応
おう

元）年の輸出は生
き

糸
いと

が中心で、

茶がこれに続く。輸入では織物が大半を占め
る。欧米の産業革命の影響がはっきりとみら
れる。

　1885（明
めい

治
じ

18）年になると、輸入の首位が綿
めん

糸
し

になる。これは、国内のどのような変化を
反映しているのだろうか。また機械とともに、

砂糖や石油の輸入が増えているのは何を意味
しているのだろうか。

　1899（明治32）年には綿糸が輸出品に転じ、

その原料である綿花が輸入品の首位になって
いる。これは、何を意味しているのだろうか。

　1913（大
たい

正
しょう

2 ）年、第一次世界大戦直前に
は輸入品に米がみえる、グラフには表れない
が、明治の半ばまで米は輸出されることもあ
った。どうして輸出品から輸入品にかわった
のだろうか。

貿易の変遷からみる
日本の近代・現代
　1859年の開港により本格的に貿易が始まった。国際価格と、国内産業の状態を
反映する国内価格との差によって輸出入品が決まり、輸出産業は成長した。輸
入超過は金銀の流出をもたらして国を貧しくし、外国からの借り入れでこれをお
ぎなうことは、国の独立を危うくすると考えられた。そこで、輸出産業の振興と、
輸入品の国産化をはかる経済政策がとられた。輸出入については、関税を課す
ためにその数量が記録され、経済の状況を示す統計として利用されてきた。こ
れにより、それぞれの時期の産業の状況と経済政策の課題を考えてみよう。

歴史
資料

近代・現代の
展望②

と

5.8
6.3

7.0

7.1

33.5

40.3%輸入品

その他
綿糸

艦船

2.9 3.3

3.9

10.5

79.4%

輸出品

海産物 その他
蚕卵紙

茶

生糸 綿織物

毛織物
武器

1865年

その他

銅

砂糖

鉄類

石油
石炭

水産物

緑茶

生糸
綿糸

その他

綿織物
毛織物機械類

2,936
万円

5.0
3.65.3

6.9

15.9

29.7

18.0

35.1%

17.7%

31.6

6.6
5.7

9.1
9.8

輸入品
3,715
万円

輸出品

1885年

銅

砂糖

その他 生糸 綿花

綿糸

石油

その他

機械類
鉄類

綿織物毛織物絹織物石炭

37.0 40.2

4.24.1

3.7
7.1

5.4
8.1

13.3
8.0

28.2%29.1%

5.4
6.2

22,040
万円

輸入品
21,493
万円

輸出品

1899年

綿織物
銅

砂糖

その他 生糸 綿花

綿糸

その他

機械類

鉄類

米絹織物

42.9 41.5

6.75.05.3
4.5

6.2
11.3 7.8

32.0%29.8%

7.0

72,943
万円

輸入品
63,246
万円

輸出品

1913年

（石井孝『幕末貿易史の研究』より作成）

（東洋経済新報社編『日本貿易精覧』より作成）

（東洋経済新報社編『日本貿易精覧』より作成）

（東洋経済新報社編『日本貿易精覧』より作成）
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　1935（ 昭
しょう

和
わ

10）年になると、綿織物が生糸
にかわって輸出の首位になるが、ほかの織物
も増加している。衣類や雑品（雑貨）の輸出が
多いこともあわせ、当時の日本の産業の国際
的な強みはどこにあったのか考えてみよう。
機械類の輸出が始まる一方で、輸入も続き、

また鉄や石油の輸入も比率を高めた。綿
めん

花
か

の
おもな輸入先がイギリス領インドで、生糸の
輸出先がアメリカ合衆国であったこととあわ
せ、これらの国々との関係の悪化や戦争が経
済・社会におよぼした影響を考えよう。

　1955（昭和30）年には生糸の輸出や、綿花輸
入と綿織物輸出という戦前の繊

せん

維
い

産業の復活
もみられるが、鉄鋼や船

せん

舶
ぱく

を含む機械が輸出
の上位にあり、産業構造の変化がうかがえる。
その背景や意味を考えてみよう。

　1975（昭和50）年には重化学工業化が進展し
ているが、繊維製品の輸出も続き、燃料や原
料、食料を輸入して工業製品を輸出する工業
国の姿がみえる。明治以来目立っていた繊維
製品の輸出は 5 ％である。

　2015（平成27）年には通信機器を含む電気機
器や医薬品を含む化学製品、一般機械も輸入
されるようになっており、同一品目内での国
際分業の進展が示されている。

　以上を通じて、近代・現代の日本の産業のあり方や課題がどのように変化
していったかを見通し、その中でどの時期の変化がもっとも大きな意味をも
ったかを自分なりに考え、そう考える理由を含めて仮説として述べてみよう。

1935年

19.8%

16.8

8.2
6.86.0

5.8
5.6

30.9
その他

生糸

綿織物

28.9%

6.46.2

40.9

7.8
9.8

その他

鉄

綿花

輸入品
247224
万円

石油
機械類 羊毛

機械類
雑品
飲食物

衣類 絹・人絹織物

輸出品
249907
万円

12.3 11.2

11.4 8.0

7.7 6.6
6.8

5.3

4.7 5.9

3.8

46.6 41.4

12.9% 15.5%

輸出品 輸入品
7238 8897
億円 億円

その他

魚介類 衣類
人造繊維織物

綿織物

機械

鉄鋼

その他

砂糖
羊毛
小麦

米

石油

綿花
1955年

鉄鉱石・鉄鋼くず

18.2%
34.0%

14.5

7.6
6.66.05.7

40.1
21.2

11.0

5.2

7.0

10.8
12.1

輸出品
165453
億円

輸入品
171700
億円

その他

穀物・同製品
石炭類 機械・輸送機器

金属鉱
金属くず

原油その他

電気機器

船舶
機械類

自動車

鉄鋼

1975年
繊維製品

化学工業
製品

19.4% 15.3%

18.1

16.69.7

36.2 9.9

9.0

8.9
10.47.0

39.4輸出品
75兆6139
億円

輸入品
78兆4055
億円

その他

化学製品

電気機器

一般機械

自動車・
同部品 その他

液化天然ガス 原油類
食料品

一般機械

化学製品

電気機器2015年

（大蔵省編『日本外国貿易年表』より作成）

（財務省『日本貿易年表』より作成）

（総務省統計局『日本の統計』より作成）

（経済企画庁『年次経済報告』より作成）
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詳
説
日
本
史

「歴史資料と原始・古代の展望」「歴史資料と中世の展望」「歴史資
料と近世の展望」「歴史資料と近代・現代の展望」では、諸資料を
活用し、各時代の最初の章（1・5・8・11章）で表現した「時代を通
観する問い」をふまえ、時代の特色について考察し、このあとの学
習に向けて時代を展望し、仮説を表現します。

歴史資料と〇〇の展望
詳説日本史

学習指導要領 中項目（2）

時代を展望するため、歴史資料として、遺物や文字資料、絵画、統計など
を取り上げました。また、資料を読み取り、それに基づいて考察し、仮説
を表現するきっかけとなるポイントを示しています。
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90 第 6章　武家政権の成立
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1 鎌倉幕府の成立

源平の争乱
平
へい

氏
し

一門の繁栄は、後
ご

白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

や 院
いんの

近
きん

臣
しん

との対立

を招き、1177（治
じ

承
しょう

元）年には藤原成
なり

親
ちか

や僧の 俊
しゅん

寛
かん

らが、京都郊外の鹿
しし

ケ
が

谷
たに

で平氏打倒をはかり、失敗する事件が起こっ

た（鹿ケ谷の陰
いん

謀
ぼう

）。そこで 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

は1179（治承 3 ）年、

武力を背景に後白河法皇を鳥
と

羽
ば

殿
どの

に幽
ゆう

閉
へい

し、関
かん

白
ぱく

以下

多数の貴族を処罰し、官職を奪う強圧的手段で国家機

構のほとんどを手中におさめた。さらに翌年には高
たか

倉
くら

天皇の 中
ちゅう

宮
ぐう

である娘徳
とく

子
こ

（建
けん

礼
れい

門
もん

院
いん

）の生んだ子を安
あん

徳
とく

天皇として即位させ、外
がい

戚
せき

の地位も手に入れた。

　ここに清盛の権力集中は頂点に達するかにみえたが、

かえって中央の貴族・大寺院や地方の武士団のあいだ

で平氏の専制政治に対する不満が高まった。

　この情勢をみた後白河法皇の皇子以
もち

仁
ひと

王
おう

と、畿
き

内
ない

に

基盤をもつ源
げん

氏
じ

の 源
みなもとの

頼
より

政
まさ

は、平氏打倒の兵をあげ、

挙兵を呼びかける以仁王の命令（ 令
りょう

旨
じ

）が諸国の武士

に伝えられた。

　これに応じて、園
おん

城
じょう

寺
じ

（三
み

井
い

寺
でら

）や興
こう

福
ふく

寺
じ

などの僧
そう

兵
へい

が立ち上がり、つづいて伊
い

豆
ず

に流されていた源頼
より

朝
とも

や信
し な の

濃の木
き

曽
そ

谷
だに

にいた源義
よし

仲
なか

をはじめ、各地の武士団

が挙兵して、ついに内乱は全国的に広がり、 5 年にわ

たって争乱が続いた（治
じ

承
しょう

・寿
じゅ

永
えい

の乱）。

　平氏は当初、都を福
ふく

原
はら

（神戸市）に移した。福原は近

1138〜 77 生没年不詳

→ p.82

1151〜 80

1104〜 80

1147〜 99

1154〜 84

12世紀末の内乱の中から、最初の本格的な武家政権である鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が誕生した。鎌倉幕
府は承

じょう

久
きゅう

の乱やモンゴル襲
しゅう

来
らい

を経て全国政権に成長するとともに、幕府に集
つど

った武
士たちも守

しゅ

護
ご

や地
じ

頭
とう

として全国に展開していった。武士の勢力拡大は、鎌倉時代の政治
や社会にどのような影響をもたらしたのだろうか。

武家政権の成立第6章

源平の争乱（月は陰暦による、＊印は幕府設立関係）

1177. 5  鹿ヶ谷の陰謀

1179. 11  平清盛、後白河法皇を幽閉

1180. 2  安徳天皇即位

5  以仁王・源頼政ら挙兵、敗死

6  福原遷都（11月には京都に戻す）

8  源頼朝挙兵、石橋山で敗れる

9  源義仲挙兵

10 ＊頼朝鎌倉入り。富士川の戦い

11 ＊頼朝、侍所を設置

12  平重
しげ

衡
ひら

、南都を焼打ち

1181. 閏 2  清盛の死（64歳）

4～  養
よう

和
わ

の飢饉

1183. 5  俱
く

利
り

伽
か

羅
ら

峠
とうげ

（砺
と

波
なみ

山
やま

）の戦い

7  平氏の都落ち、義仲入京

10 ＊後白河法皇、頼朝の東国支配権を認める

1184. 1  源範頼・義経、義仲を討つ

2  摂津一の谷の戦い

10 ＊頼朝、公
く

文
もん

所
じょ

・問
もん

注
ちゅう

所
じょ

を設置

1185. 2  讃岐屋島の戦い

3  長門壇の浦の戦い、平氏滅亡

11 ＊頼朝、守護・地頭を設置

1189. 9  頼朝、奥州平定

1192. 7 ＊頼朝、征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

となる
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30

くに良港大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

があり、瀬戸内海支配

のための平氏の拠点であったが、この遷
せん

都
と

には大寺院や貴族たちが反対したため、平

氏は約半年間で都を京都に戻し、畿内を中

心とする支配を固めてこれらの動きに対

応した。しかし、清盛の突然の死や、畿

内・西国を中心とする飢
き

饉
きん

などで平氏の

基盤は弱体化し、1183（寿永 2 ）年に北陸で

源義仲に敗北すると、平氏は安徳天皇を奉

じて西国に都落ちした。その後、都に入っ

た義仲と対立した後白河法皇の要請を受け、源頼朝は弟の源範
のり

頼
より

・義
よし

経
つね

らの軍を上洛させて義仲を滅ぼし、さらに平氏と戦い、摂
せっ

津
つ

の一
いち

の

谷
たに

、讃
さ ぬ き

岐の屋
や

島
しま

の戦いを経て、ついに1185（文
ぶん

治
じ

元）年に長
なが

門
と

の壇
だん

の浦
うら

で平氏を滅亡させた。

　この一連の争乱で大きな活躍をしたのは、地方の武士団であった。

彼らは国
こく

司
し

や 荘
しょう

園
えん

領主に対抗して所領の支配権を強化・拡大しよう

とつとめ、そのための新たな政治体制を求めていた。

鎌倉幕府
反平氏の諸勢力のうち、東

とう

国
ごく

の武士団の大半が武家の

棟
とう

梁
りょう

源氏の 嫡
ちゃく

流
りゅう

である頼朝のもとに結集したため、

頼朝はもっとも有力な勢力に成長した。頼朝は挙兵すると、相
さ が み

模の鎌
倉を根拠地として広く武士たちと主従関係を結び御

ご

家
け

人
にん

として組織し、

東国の荘園・公領を支配して彼らの所領支配を保障していった。1183

（寿永 2 ）年には、平氏の都落ちのあと、京都の後白河法皇と交渉して、

東
とう

海
かい

・東
とう

山
さん

両道の東国❶の支配権の承認を得た（寿永二年十月宣
せん

旨
じ

）。

　1185（文治元）年、平氏の滅亡後、頼朝は義経と対立するようになっ

た。義経が法皇から頼朝追討令を与えられて挙兵するも失敗すると、

頼朝は軍勢を京都に送って法皇にせまり、義経追討を名目として諸国

に守護❷を、荘園や公領には地頭を任命する権利や 1 段
たん

当たり 5 升
しょう

の 兵
ひょう

粮
ろう

米
まい

を徴収する権利、さらに諸国の国
こく

衙
が

の実権を握る在
ざい

庁
ちょう

官
かん

人
じん

を支配する権利を獲得した。こうして東国を中心にした頼朝の支配権

は西国にもおよびはじめ、武家政権としての鎌倉幕府が確立した。

→ p.83

生没年不詳

1159〜 89

→ p.82注❶、92

→ p.82

→ p.71

Q▶ 鎌倉幕府はどのような
過程を経て成立したのだろ
うか。

❶幕府の支配権が強力におよ
ぶ東国の範囲は、やがて遠

とお

江
とうみ

・信濃以東の15カ国とさ
れた。

❷守護は当初、惣
そう

追
つい

捕
ぶ

使
し

や国
くに

地頭などとも呼ばれたが、の
ちに守護に統一された。

Q▶ 下
げ

司
し

などの荘官と地頭
の、共通点と相違点は何だ
ろうか。

卍

卍

卍

卍

卍卍

卍

卍

卍

卍

卍

●❶

●❶

●❷

●❷

●❸

●❸

だい大 ぶつ仏 きり切 どおし通

わ
か
若

み
や
宮

お
お
大

じ路

な
名ご

え越
切
通

ひ
比
な
奈

あさ
朝

切通へ

めいげついん
明月院

ずいせん じ
瑞泉寺

つるがおかはちまんぐう
鶴岡八幡宮

ごくらく じ
極楽寺

こうみょうじ
光明寺

は せ でら
長谷寺

材 木  座

長　谷

山 之 　内

いなむら

稲村ヶ崎

ゆ い

由比ヶ浜

わ か え じま

和賀江島

け わい

化粧坂

極楽寺
坂

こ
巨ぶく福ろ
呂
坂や

つ谷
坂

か
め
が

亀

じゅ ぶ せん

鷲峰山

てんだいさん

天台山

やつ

谷
が

ガ
おうぎ

扇

き

企
ひ

比 ガ 谷

かけ

懸
いぬ

犬 ガ 谷

どう

堂
かい

階
に

二

大仏（高徳院）
こうとく

幕府所在地
1185～1225年
1225～1236年

白線は当時の道路

ご ざん
五山鎌倉

（1386年設定）

当時の海岸線

1236～1333年

1000m0

じょう
浄

ち
智

じ
寺

えん
円
がく
覚

じ
寺

じゅ
寿
ふく
福

じ
寺

けん
建

ちょう
長

じ
寺

じょう
浄

みょう
妙

じ
寺

二次元
コード
掲載 鎌倉街道と

切通

　　詳しく

みてみよう
！

鎌倉周辺図　鎌倉は源頼
より

義
よし

以
来、源氏とのゆかりが深い地
で、三方を小さな丘陵に囲ま
れ、南は海にのぞむ要害の地
であった。
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詳
説
日
本
史

歴史資料と〇〇の展望のあとの学習では、「時代を通観する問い」や仮説をふまえ、資料を
活用して、各時代の展開について考察し、諸事象の解釈や画期を表現します。また、その際
に、解釈・説明・論述を繰り返しおこない、思考力・判断力・表現力を育成することが求め
られています。

＊大項目Dの中項目(3)は「近現代の地域・日本と世界の画期と構造」
〇〇の国家・社会の展開と画期
詳説日本史

学習指導要領 中項目（3）

２次元コード

より深い理解に役立つ動画や、細部を確認するための拡大画像、
紙面掲載部分以外の文字資料などを見られるようにしています。

各章に導入文を
設け、これから
学ぶ内容の概略
とともに、その
章の学習上の視
点となる問いか
けを示しました。

本文の流れを重
視し、背景や因
果関係が理解し
やすい記述を心
掛けました。

本文を読む際の着眼
点となるような問い
(Ｑ)を設け、考察を
うながしています（解
答例は、教師用指導書、
整理ノートで扱っていま
す）。
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　武士の生活は簡素で、みずからの地位を

守るためにも武芸を身につけることが重

視され、つねに流
や ぶ さ め

鏑馬・笠
かさ

懸
がけ

・犬
いぬ

追
おう

物
もの

や巻
まき

狩
がり

などの訓練をおこなった。彼らの日常生

活の中から生まれた「弓
きゅう

馬
ば

の道」などと呼

ばれる道徳は、武勇を重んじ、主人に対す

る献身や、一
いち

門
もん

・一
いっ

家
か

の名誉を尊ぶ精神、恥を知る態度などを特徴と

しており、後世の武
ぶ

士
し

道
どう

の起源となった。

武士の土地支配
所領支配を拡大しようとする武士たちは、 荘

しょう

園
えん

・公領の領主や、近隣の武士とのあいだで年
ねん

貢
ぐ

の徴収や境界の問題をめぐって紛争をおこすことが多かった。

　とくに 承
じょう

久
きゅう

の乱後には、畿
き

内
ない

・西
さい

国
ごく

地方にも多くの地
じ

頭
とう

が任命さ

れ、東国出身の武士が各地に新たな所領をもつようになって、現地の

支配権をめぐる紛争はますます拡大した。幕府が公正な裁判制度の確

立につとめたのは、こうした状況に対応するためであった。

　地頭の支配権拡大の動きに直面した荘園・公領の領主たちも、幕府

に訴えて地頭の年貢未納などの動きをお

さえようとした。しかし、現地に根をお

ろした地頭の行動をおさえることは難し

く、領主たちは紛争解決のために、やむ

を得ず荘園現地の管理いっさいを地頭に

任せて、一定の年貢納入だけを請け負わ

せる地頭請
うけ

所
しょ

の契約を結んだり、現地を

地頭と折
せっ

半
ぱん

し、相互の支配権を認めあう

下
した

地
じ

中
ちゅう

分
ぶん

の取決めをおこなったりする

こともあった。

Q▶ 荘園の開発や支配にお
ける武士の役割は、どのよ
うなものであっただろうか。

二次元
コード
掲載 伯耆国東郷荘

の下地中分図

　　詳しく

みてみよう
！

笠懸　笠を的
まと

にした騎
き

射
しゃ

の訓
練。のちに笠のかわりに板を
用いた。（『男

お
衾

ぶすま
三郎絵巻』、部分、

東京国立博物館蔵）

伯
ほう

耆
き

国東
とう

郷
ごう

荘の下地中分図　13世紀半ば荘園領主と
地頭とのあいだで下地中分が成立したのにもとづいて
作成された絵図。田地・山林・牧

ぼく

野
や

などを、それぞれ
地頭分・領家分に 2分している。分割線の左右には幕
府の執権・連

れん

署
しょ

が認定したことを示す花
か

押
おう

が記されて
いる。（模本、東京大学史料編

へん
纂
さん
所
じょ
蔵）
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15

なった。

　遠
えん

隔
かく

地
ち

を結ぶ商業取引も盛んで、陸上交通の要地には宿
しゅく

が設けられ、

各地の 湊
みなと

（港）には、商品の委
い

託
たく

販売や中継・運送をおこなう問
とい

（問
とい

丸
まる

）が活躍した。売買の手段としては、米などの現物にかわって貨幣

が多く用いられるようになり、 荘
しょう

園
えん

の一部では年
ねん

貢
ぐ

の銭
せん

納
のう

もおこな

われたが、それにはもっぱら中国から輸入された宋
そう

銭
せん

が利用された。

さらに遠隔地間の取引には、金銭の輸送を手
て

形
がた

で代用する為
か わ せ

替が使わ

れ、金融業者の借
かし

上
あげ

も多く現れた。様々な人や物が集まる宿や湊は町

として発展し、有
う

徳
とく

人
にん

と呼ばれる富裕な人々が成長していった。

　また、荘園領主や地
じ

頭
とう

の圧迫・非法に対する農民の動きが活発とな

り、団結して訴
そ

訟
しょう

をおこしたり、集団で逃亡したりする例も多くな

った。年貢を農民が定額で請け負うこともおこなわれた。

幕府の衰退
生産や流通経済のめざましい発達と社会の大きな変

動の中で、幕府は多くの困難に直面していた。モン

ゴル 襲
しゅう

来
らい

は御
ご

家
け

人
にん

たちに多大な犠牲を払わせたが、幕府は十分な恩
おん

Q▶ 鎌倉時代には、なぜ貨
幣が多く用いられるように
なったのだろうか。また、
貨幣の普及は社会にどのよ
うな変化をもたらしたのだ
ろうか。

読みといてみよう

布

銭

履物 米 魚鳥

一
遍

船
着
場 甕（

備
前
焼
）

備前国福岡の市
いち

　
1278（弘

こう

安
あん

元）年、
備前の福岡の市で
布教する一遍（左
端の僧）が、刀を
もった男に襲われ
ている図。市日に
は、道路を挟んで
建てられた仮小屋
に、所狭しと品物
が並べられ、活発
に商品の販売がお
こなわれていたこ
とがわかる。
（『一

いっ
遍
ぺん
上

しょう
人
にん
絵
え
伝
でん
』、

部分、清
しょう

浄
じょう

光
こう
寺
じ
蔵、

神奈川県）

なぜこのような市が開かれたのだろうか。扱われている
商品や備

び

前
ぜん

国福岡という立地に着目して説明してみよう。
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1033　モンゴル襲来と幕府の衰退

5

10

Q▶ 鎌倉幕府は、なぜ永仁
の徳政令を発布することに
なったのだろうか。

賞
しょう

を与えることができず、御家人たちの信頼を失う結果になった。

また、分割相続の繰り返しによって所領が細分化されたうえ、売買や

質入れによって所領を失う御家人も少なくなかった。こうした動きに

ともなって、女性の地位が低下の傾向をみせはじめ、女性に与えられ

る財産が少なくなり、また本人 1 代限りでその死後は惣
そう

領
りょう

に返す約

束つきの相続（一
いち

期
ご

分
ぶん

）が多くなった。

　幕府は、1297（永
えい

仁
にん

5 ）年に永仁の徳
とく

政
せい

令
れい

を発布して、御家人の所領

の質入れや売買を禁止し、それまでに質入れ・売却した御家人領を無
む

償
しょう

で取り戻させ、御家人が関係する金銭の訴
そ

訟
しょう

を受けつけないこと

とした。しかし、翌年には徳政令は撤回され、御家人が所領を手放す

動きをとめることはできなかった。

　中小の御家人の多くが没落していく一方で、経済情勢が転換する機

会をうまくつかんで勢力を拡大する武士も生まれた。とくに畿
き

内
ない

やそ

紀き

伊い

国
阿あ

氐て

河が
わ

荘
民
の 

　
　訴
状
❶

阿
テ
河
ノ
上
村
百
姓
ラ
ツ（

謹
）ヽ

シ
テ

（
ン
脱
落
）言ご
ん

上
じ
ょ
う

一 

　
ヲ（

御

材

木

）

ン
サ
イ
モ
ク
ノ
コ
ト
❷
︑
ア
ル

イ
ワ
チ（

地
頭
）

ト
ウ
ノ
キ（

京

上

）

ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
❸
︑

ア
ル
イ
ワ
チ（

近
夫
）

カ
フ
❹
ト
マ（

申
）ウ

シ
︑
カ

ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
人
フ（

夫
）ヲ

︑
チ（

地
頭
）

ト
ウ
ノ

カ
タ
エ
せ（

責

使

）

メ
ツ
カ
ワ
レ
候
へ
ハ
︑
ヲ（

テ
）

マ
ヒ
マ
❺
候
ワ
ス
候
︒ソ
ノ
ヽ（

残
）コ

リ
❻
︑

ワ
ツ
カ
ニ
モ（

洩
）レ

ノ
コ
リ
テ
候
人
フ（

夫
）ヲ

︑

サ
イ
モ
ク
ノ
ヤ（

山

出

）

マ
イ
タ
シ
❼
エ
︑

イ（

出

立

）

テ
タ
テ
候
エ
ハ
︑
テ（

逃

亡

）

ウ
マ
ウ
ノ

ア（
跡
）ト
❽
ノ
ム（

麦
）キ

マ（
蒔
）

ケ
ト
候
テ
︑

ヲ（

追

戻

）

イ
モ
ト
シ
❾
候
イ
ヌ
︒
ヲ
レ
ラ
❿

カ
コ
ノ
ム（

麦
）キ

マ
カ
ヌ
モ
ノ
ナ
ラ
ハ
︑

メ（
女
子
）コ

ト
モ
ヲ
ヲ（

追
込
）

イ
コ
メ
︑
ミ（

耳
）ヽ

ヲ
キ

リ
︑
ハ
ナ
ヲ
ソ（

削
）キ

︑
カ（

髪
）ミ

ヲ
キ
リ
テ
︑

ア（
尼
）マ

ニ
ナ
シ
テ
︑
ナ（

縄
）ワ

ホ（
絆
）タ

シ
ヲ
ウ

チ
テ
⓫
︑
サ（

苛
）エ

ナ
マ
ン
ト
候
ウ
テ
︑

せ（
責
）メ

せ
ン
カ
ウ
⓬
せ
ラ
レ
候
ア
イ
タ
︑

ヲ
ン
サ
イ
モ
ク
イ
ヨ
〳
〵
ヲ（

遅
）ソ

ナ
ワ

リ
⓭
候
イ
ヌ
︒

 

（
高こ

う

野や

山さ
ん

文も
ん

書じ
ょ

︑
原
文
の
ま
ま
）

❶
一
二
七
五（
建け

ん

治じ

元
）年
十
月
二
十
八
日

の
も
の
︒
❷
荘
園
領
主
へ
お
さ
め
る
材
木

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
︒
❸
京
都
に
上
る
費

用
︒
❹
近
所
で
使し

役え
き

さ
れ
る
人に

ん

夫ぷ

役
︒
❺

余
暇
︒
❻
地
頭
に
か
り
出
さ
れ
た
残
り
の

人
数
︒
❼
荘
園
領
主
へ
お
さ
め
る
材
木
を

山
か
ら
引
き
出
す
こ
と
︒
❽
逃
亡
し
た
百

姓
の
耕
地
︒❾
山
か
ら
百
姓
を
追
い
返
す
︒

❿
お
前
た
ち
︒
⓫
縄
や
ひ
も
で
縛
っ
て
︒

⓬
せ
っ
か
ん
す
る
︒
⓭
遅
れ
る
︒

永
仁
の
徳
政
令

一2

　
質し

ち

券け
ん

売
買
地
❶
の
事
︒

　
右
︑
所
領
を
以も

っ

て
或あ

る

い
は
質
券
に
入
れ
流
し
︑
或
い

は
売
買
せ
し
む
る
の
条
︑
御
家
人
等
侘た

傺て
い
❷
の
基も

と
い

な
り
︒

向き
ょ
う

後こ
う
❸
に
於お

い
て
は
︑
停ち

ょ
う

止じ

に
従
ふ
べ
し
︒
以
前
沽こ

却き
ゃ
く
❹
の
分
に
至
り
て
は
︑
本
主
領り

ょ
う

掌し
ょ
う
❺
せ
し
む
べ
し
︒

但た
だ

し
︑
或
い
は
御
下く

だ
し

文ぶ
み

・
下げ

知ち

状
❻
を
成
し
給た

ま

ひ
︑

或
い
は
知ち

行ぎ
ょ
う

廿
（
二
十
）箇

年
を
過
ぐ
る
は
︑
公
私
の
領
を
論

ぜ
ず
︑
今い

ま

更さ
ら

相
違
有
る
べ
か
ら
ず
︒
︙
︙

　
次
に
非
御
家
人
・
凡ぼ

ん

下げ

の
輩

と
も
が
ら
❼
の
質
券
買
得
地
の

事
︒
年
紀
❽
を
過
ぐ
と
雖い

え
ど

も
︑
売
主
知
行
せ
し
む
べ
し
︒

 

（
東と

う

寺じ

百ひ
ゃ
く

合ご
う

文
書
︑原
漢
文
）

❶
質
入
れ
や
︑
売
買
し
た
土
地
︒
❷
困こ

ん

窮き
ゅ
うす

る
︒
❸
今
後
︒

❹
売
却
︒
❺
領
有
し
て
支
配
す
る
こ
と
︒
❻
幕
府
が
土
地
の

譲
渡
・
売
却
を
認
め
た
公
文
書
︒
❼
一
般
庶
民
︒
具
体
的
に

は
借
上
︒
❽
取
得
時
効
二
〇
年
︒

借上　13世紀前半、京都から鎌倉へ訴
そ

訟
しょう

にくだってきた
女性が金に困り、借上から金を借りているところ。縁

えん

側
がわ

には長くつないだ銭がおかれている。
（『山

さん
王
のう
霊
れい
験
げん
記
き
絵巻』、部分、和

いずみ
泉市久

く
保
ぼ
惣
そう
記念美術館蔵、大阪府）
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292 第 14章　近代の産業と生活

5

力で小学校教育に西洋の歌謡を模倣した 唱
しょう

歌
か

が採用された。1887（明

治20）年に東京音楽学校が設立されて専門的な音楽教育が始まり、滝
たき

廉
れん

太
た

郎
ろう

らの作曲家が現れた。また、伝統的な能
のう

楽
がく

は明治中期から復活

した。

　学問や音楽と同じく、美術の発達も政府に依存する面が強かった。

政府は、初め工
こう

部
ぶ

美術学校を開いて、外国人教師に西洋美術を教授さ

せたが数年で閉鎖し、フェノロサや岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

の影響のもとに、伝統美

1879〜1903

1862〜1913

「読書」（左）と「湖
こ

畔
はん

」（右）
黒田清輝は17歳でフ
ランスに渡り、 2年後
に専攻を法律から絵画
に改めて10年近く留
学し、帰国後は東京美
術学校に新設された西
洋画科で指導に当たっ
た。画面左下の署名は、
フランスでの入選作で
ある「読書」では和文、
帰国後に日本らしい情
景を描いた「湖畔」では
欧文であり、日本を代
表して欧米人と競って
学び、その成果を日本
で生かそうとした留学
者の意気込みを感じさ
せる。（左：縦98.2cm、横78.7 

cm、右：縦69.0cm、横84.7cm、

ともに東京国立博物館蔵）

「海の幸」　黒田清輝らの指導を
受けた青木繁

しげる

が、1904（明治
37）年に白馬会展に出品した作
品。房

ぼう

州
しゅう

（千葉県）布
め

良
ら

の海での
モチーフで、大魚をかつぐ漁師
の群が、リズミカルな構図、力
強いデッサンと褐

かっ

色
しょく

の色調で描
かれている。
（縦70.2cm、横182.0cm、石

いし
橋
ばし
財団アーテ

ィゾン美術館蔵、東京都）

「老
ろう

猿
えん

」　1893（明治26）年、シカ
ゴ万国博覧会に出品して入賞し
た作品。
（高村光雲作、高さ90.9cm、東京国立博
物館蔵）

「女」　作者の死後1910

（明治43）年、第 4回文
展に出品され 3 等を受
賞した作品。
（荻原守衛作、高さ98.5cm、

東京国立近代美術館蔵）
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詳
説
日
本
史

〇〇の国家・社会の展開と画期
詳説日本史

本文の理解や、思考力・判断
力・表現力の育成に役立つ、写
真、地図、統計資料、文字資料
などを豊富に掲載しています。

読みといてみよう
史資料をもとに、解釈し
たり、説明したり、論述
したりする学習をうなが
します（解答例は、教師用指導
書、整理ノートで扱っています）。

1773　幕政の安定

5

10

15

20

❸将軍と大名、大名と家臣の
関係において、 主人の家が
代々主人であり続け、従者は
主人個人ではなく主人の家に
奉公する主従の関係を明示し
た。この結果、 下

げ

剋
こく

上
じょう

はな
くなった。

1663（寛文 3 ）年、成人した家綱は代がわりの武
ぶ

家
け

諸
しょ

法
はっ

度
と

（寛文令）を発

布し、あわせて殉
じゅん

死
し

の禁止を命じ、主人の死後は殉死することなく、

跡
あと

継
つ

ぎの新しい主人に奉
ほう

公
こう

することを義務づけた❸。翌年には、すべ

ての大名に 領
りょう

知
ち

宛
あて

行
がい

状
じょう

を発給して将軍の権威を確認し、またいっせ

いに幕
ばく

領
りょう

の検
けん

地
ち

をおこなって幕府の財政収入の安定もはかった。

　一方、諸藩においても、安定した平和が続いて軍
ぐん

役
やく

の負担が軽減さ

れたことや、寛
かん

永
えい

の飢
き

饉
きん

が転機となって、藩政の安定と領内経済の発

展がはかられるようになった。藩主は有能な家
か

臣
しん

を補佐役にして領内

の支配機構を整備し、その権力を強化した。また治
ち

水
すい

工事・新
しん

田
でん

開発

によって農業生産を高めて財政の安定をはかったが、参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

・手
て

伝
つだい

普
ぶ

請
しん

などの支出から、必ずしも藩財政にゆとりは生じなかった。

いくつかの藩では藩主が、儒
じゅ

者
しゃ

を顧
こ

問
もん

にして藩政の刷
さっ

新
しん

をはかった。

池田光
みつ

政
まさ

（岡山）・保科正之（会津）・徳川光
みつ

圀
くに

（水戸）・前田綱
つな

紀
のり

（加
か

賀
が

）

らはその例である❹。

元禄時代
17世紀後半には、政治の安定と経済の発展とを背景に、

徳川綱
つな

吉
よし

が 5 代将軍となった。元
げん

禄
ろく

年間（1688〜1704

年）を中心とする綱吉の治世を元禄時代とも呼ぶ。綱吉の政治は、大
たい

老
ろう

の堀
ほっ

田
た

正
まさ

俊
とし

が補佐しておこなわれたが、正俊が暗殺されたのちは側
そば

用
よう

人
にん

の柳
やなぎ

沢
さわ

吉
よし

保
やす

がこれにかわった。

　1683（天
てん

和
な

3 ）年に綱吉の代がわりの武家諸法度（天和令）が出され、

第 1 条の部分は元和令以来の「文
ぶん

武
ぶ

弓
きゅう

馬
ば

の道、 専
もっぱ

ら相
あい

嗜
たしな

むべき事」

→ p.170

1609 〜 82 1628 〜 1700 1643 〜 1724

1646 〜 1709

1634 〜 84

1658 〜 1714

❹池田光政は郷
ごう

校
こう

閑
しず

谷
たに

学校を
設けたほか、熊

くま

沢
ざわ

蕃
ばん

山
ざん

をまね
いて重く用い、蕃山は花

はな

畠
ばたけ

教
きょう

場
じょう

を設けた。保科正之（将
軍家光の異母弟）は山

やま

崎
ざき

闇
あん

斎
さい

に朱
しゅ

子
し

学
がく

を学んで、多くの書
物を著した。また徳川光圀は
江戸に 彰

しょう

考
こう

館
かん

を設け、『大日
本史』の編

へん

纂
さん

を開始し、明か
ら亡命した朱

しゅ

舜
しゅん

水
すい

を学事に
当たらせた。前田綱紀は朱子
学者木下順庵らをまねいて学
問の振興をはかった。

Q▶ 元禄時代や正
しょう

徳
とく

の政治
が、それ以前の幕府政治と
比べて画期的なのは、どの
ような点にあるだろうか。

読みといて
みよう

武
家
諸
法
度（
天
和
令
）❶

一1

　文
武
忠
孝
を
励
し
︑
礼
儀
を
正

す
べ
き
事
︒

一12

　養
子
は
同
姓
相
応
の
者
を
撰え

ら

び
︑

若も
し

之こ
れ

無
き
に
お
ゐ
て
は
︑
由ゆ

い

緒し
ょ

を

正
し
︑
存ぞ

ん

生じ
ょ
う

の
内
❷
言ご

ん

上じ
ょ
う

致
す

べ
し
︒
五
拾（

十
）

以
上
十
七
以
下
の

輩と
も
が
ら

︑
末
期
❸
に
及
び
養
子
致
す

と
雖い

え
ど

も
︑
吟ぎ

ん

味み

の
上
之
を
立
つ

べ
し
︒
縦た

と
え

︑
実じ

っ

子し

と
雖
も
筋す

じ

目め

違ち
が
い

た
る
儀
︑
之
を
立
つ
べ
か
ら

ざ
る
事
︒

　
　附

つ
け
た
り

︑
殉
死
❹
の
儀
︑
弥

い
よ
い
よ

制

禁
せ
し
む
る
事
︒

 

（『
御お

触ふ
れ

書が
き

寛か
ん

保ぽ
う

集し
ゅ
う

成せ
い

』）

❶
一
六
八
三（
天
和
三
）年
に
制
定
さ
れ

た
全
一
五
条
︒
❷
生
き
て
い
る
う
ち
︒

❸
臨
終
の
時
︒❹
主
人
の
死
に
際
し
て
︑

家
臣
も
自
殺
し
て
死
後
も
主
人
に
奉
仕

す
る
こ
と
︒

武家諸法度の元
げん

和
な

令（→p.155史料）・寛
かん

永
えい

令（→p.157史料）と天和令から、
幕府の統治理念がどのように変化したのかを、考えてみよう。

二次元
コード
掲載 武家諸法度

（天和令）

　　詳しく

みてみよう
！
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2953　市民生活の変容と大衆文化
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沸くアメリカには生
き

糸
いと

などを輸出

し、貿易は大幅な輸出 超
ちょう

過
か

とな

った❶。

　世界的な船
せん

舶
ぱく

不足を背景に、海

運業・造船業は空前の好
こう

況
きょう

とな

って船
ふな

成
なり

金
きん

が続々と生まれ、日本

はイギリス・アメリカにつぐ世界

第 3 位の海運国となった。鉄鋼業

では八
や

幡
はた

製鉄所の拡張や民間会社

の設立があいつぎ、満
まん

洲
しゅう

では満
まん

鉄
てつ

の鞍
あん

山
ざん

製鉄所が設立された。また、

ドイツからの輸入がとだえたため、薬品・染料・肥料などの国産化が

目指され、化学工業が勃
ぼっ

興
こう

した。大戦前から発達しはじめていた電力

業では、大規模な水力発電事業が展開され、猪
い

苗
なわ

代
しろ

・東京間の長距離

送電も完成し、電灯の農村部への普及や工業原動力の 蒸
じょう

気
き

力
りょく

から電

力への転換を推し進め、電気機械の国産化も進んだ。

　その結果、重化学工業は工業生産額の30％を占めるようになった。

輸出の拡大に刺激された繊
せん

維
い

産業も活況を呈
てい

し、中国の 上
シャン

海
ハイ

などで

現地工場を経営する紡
ぼう

績
せき

業が続出した（在
ざい

華
か

紡
ぼう

）。

　工業の躍進によって、工業（工場）生産額は農業生産額を追いこした。

工場労働者数は大戦前の1.5倍に増えて150万人をこえ、なかでも男性

労働者は重化学工業の発展により倍増して、女性労働者の数にせまっ

た。それでも、工業人口は農業人口の半数以下にすぎなかった。

　このような大戦景気の底は浅く、空前の好況が成金を生み出す一方

で、物価の高
こう

騰
とう

で苦しむ多数の民衆が存在した。また農業では、野菜

の生産や牧畜業など商業的農業の発展がみられたが、農村人口の都市

部への流出や農産物と工業製品との価格差の拡大などが顕著となった。

都市化の進展と市民生活
第一次世界大戦後、都市化と工業化の

進展にともない、東京や大阪などの大

都市では、会社員・銀行員・公務員などの俸
ほう

給
きゅう

生活者（サラリーマン）

が大量に現れた（新中間層）。また、タイピストや電話交
こう

換
かん

手
しゅ

などの仕

事をもつ女性も現れ、職業婦人と呼ばれた。

→ p.284

→ p.271グラフ

❶1914（大
たい

正
しょう

3 ）年に11億円
の債

さい

務
む

国であった日本は、
1920（大正 9 ）年には27億円以
上の債

さい

権
けん

国になった。

Q▶ 都市化の進展にともな
って、市民生活はどのよ
うに変容したのだろうか。
衣・食・住、さらには芸術
文化の面など様々な分野で
考えてみよう。

14

18
）

　

（

（百万円）

0

500

1000

1500

2000

2500

輸出

輸入
第
一
次
世
界
大
戦

1904 06 08 10 12 14 16 18 20 22 24 26（年）

読みといてみよう

このグラフから、大戦中
の日本の貿易のどのよう
な状況がわかるだろうか。
また、その背景を説明し
てみよう。

第一次世界大戦前後の輸
出入（朝日新聞社編『日本経済
統計総観』より作成）
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391　律令国家への道
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もとづいて翌年つくられた庚
こう

寅
いん

年籍は、人民を統一的

に支配する基礎となり、以後 6 年ごとに戸籍をつくる

制度が確立した。また、694年に中国の都城を模した

藤
ふじ

原
わら

京
きょう

に遷
せん

都
と

した。天皇の住居や官
かん

衙
が

、儀式をおこ

なう空間からなる宮と 条
じょう

坊
ぼう

制
せい

をもつ京の部分からな

り、官僚制の成立と都城は不可分であった。

　飛鳥浄御原令を基礎に、701（大
たい

宝
ほう

元）年に刑
おさ

部
かべ

親
しん

王
のう

や藤
ふじ

原
わらの

不
ふ

比
ひ

等
と

らによって大宝律令がつくられ、律令

国家の仕組みが整った。さらに藤原不比等が養
よう

老
ろう

律令
をつくり、藤原仲

なか

麻
ま

呂
ろ

によって757（天
てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

元）年に

施行された。

　大宝律令は、唐の永
えい

徽
き

律令を手
て

本
ほん

にしたもので、今日の刑法にあた

る律は唐律をほぼ写したものであるが、行政法や民衆の統治を定めた

令は、日本の実情に合うように大幅に改変されている。中央の氏や地

方の国
こく

造
ぞう

制
せい

の影響がみられ、氏
し

族
ぞく

制的な要素も色濃く残っている。

　「日本」という国号が正式に定められたのもこの頃のことで、702（大

宝 2 ）年に約30年ぶりに派遣された遣
けん

唐
とう

使
し

が、唐に対して「日本」国の

使者であると答え、倭
わ

の国名を改めている。

官僚制
中央行政組織には、神々の祭

さい

祀
し

をつかさどる神
じん

祇
ぎ

官
かん

と

行政全般を管
かん

轄
かつ

する太
だい

政
じょう

官
かん

の二官があり、太政官のも

とで八省が政務を分担した。行政の運営は、有力氏族から任命された

太
だい

政
じょう

大
だい

臣
じん

・左
さ

大
だい

臣
じん

・右
う

大
だい

臣
じん

・大
だい

納
な

言
ごん

などの太政官の公
く

卿
ぎょう

による合
ごう

議
ぎ

によって進められ、 8 世紀初めには中央の有力氏族が 1 人ずつ公卿を

出した。

　地方組織としては、全国が畿
き

内
ない

（大
や ま と

和・河
か わ ち

内・摂
せっ

津
つ

・山
やま

背
しろ

、のちに

和
い ず み

泉）・七
しち

道
どう

に行政区分され、国
こく

・郡
ぐん

・里
り

（のち郷
ごう

と改められる）がお

かれて、国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

・里
り

長
ちょう

が任じられた。国司には中央から貴族が

派遣され、一方、郡司にはかつての 国
くにの

造
みやつこ

など伝統的な地方豪族が

任じられた。そのほか、京には左
さ

・右
う

京
きょう

職
しき

、難
なに

波
わ

には摂津職
しき

、外交・

軍事上の要地である九州北部には西
さい

海
かい

道
どう

を統
とう

轄
かつ

する大
だ

宰
ざい

府
ふ

がおかれた。

これらの諸官庁には、多数の官人が勤務したが、官人となるためには

→p.42

？〜705

659〜 720

706〜 764

→表見返し

（さとおさ）

→p.32

→ p.44

Q▶ 日本の律令制下の官僚
制には、どのような特徴が
あったのだろうか。

Q▶ 「日本」という国号は、
なぜ定められたのだろうか。

Q▶ 律令制度の導入を急速
に進めることができたのは、
なぜだろうか。
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下
ツ
道

阿
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山
田
道

中
ツ
道

藤原宮

大官大寺

寺

米

川

川

畝傍山

ぼ
う
お
お
じ

す
ざ
く

うねびやま

か        ぐ やま

本薬師寺
もとやく　し　じ

だいかんだいじ

な
か

し
も

飛
鳥
川

1km0

藤原京の条
じょう

坊
ぼう

復元図　藤原京
は、中央の藤原宮を中心に約
5.3km四方の規模をもち、そ
こに有力な王族や豪族たちを
住まわせた。
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6 第 1章　日本文化のあけぼの

10

15

1 文化の始まり

日本列島と日本人
地球上に人類が誕生したのは、今からおよそ

700万年前にさかのぼる。人類は化
か

石
せき

人
じん

骨
こつ

の

研究によって、猿
えん

人
じん

❶・原
げん

人
じん

・ 旧
きゅう

人
じん

・新
しん

人
じん

の順に出現したことが知

られている。猿人を代表するのはおよそ420万年前以降にアフリカ大

陸の各地で出現したアウストラロピテクスであり、それ以降およそ

250万年前に猿人から原人が分岐し、およそ35万年前にネアンデルタ

ール人に代表される旧人が生まれ、30～25万年前にアフリカ大陸で新

人（ホモ = サピエンス）が現れて、世界各地に広まった❷。われわれ現

代人は新人と同じ種に属する。

　人類は地
ち

質
しつ

学
がく

でいう新第三紀の 中
ちゅう

新
しん

世
せい

の終わり近くから第四紀を

通じて発展したが、第四紀はおよそ 1 万年前を境に更
こう

新
しん

世
せい

と完
かん

新
しん

世
せい

に

区分される。更新世は氷
ひょう

河
が

時代とも呼ばれ、寒冷な 氷
ひょう

期
き

と比較的温

❶猿人の化石は、アフリカに
しか発見されておらず、人類
はアフリカで誕生したと考え
られている。もっとも古い化
石人骨は、アフリカのチャド
で発見されたサヘラントロプ
ス = チャデンシスで、およそ
700万年前にさかのぼる。

❷これら各種の人類は、一直
線に進化したのではないこと
に注意をする必要がある。

大陸から日本列島に渡ってきた人々によって、日本列島の人類史は幕を開けた。旧石
せっ

器
き

時代から縄
じょう

文
もん

時代、弥
や よ い

生時代と移行していく中で、自然環境に適応しつつ、定住生活
や農耕生活が繰り広げられていった。日本列島の自然環境はどのように変化し、人々の
生活や文化にどのような影響を与えたのだろうか。

日本文化のあけぼの第1章

Q▶ 現在の日本人は、どの
ようにして形成されたのだ
ろうか。

5

（ （

鮮新世中新世
新第三紀 第　四　紀

猿人
（アウストラロピテクスなど）

原人
（ホモ＝エレクトゥスなど）

旧人

海面の高さ

（ミンデル）氷期

旧　石　器　時　代 新石器時代

（リス）氷期
（ギュンツ）氷期

（ヴュルム）氷期

ホモ＝ネアンデル
ターレンシスなど

更新世前期 更新世中期 更新世後期 完新世

0

－100m

700万年前 200500 100 70 50 20 13 10 5 1万 5000

新人
（ホモ＝サピエンス） 現代人

人類の進化と地質年
代　現代人と同じ新
人が現れたのは、約
30～25万年前の更新
世中期のことである。
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1834　経済の発展
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❺継飛脚にならって諸大名の
大名飛脚が生まれ、やがて町
人の町

まち

飛脚が発達して、書
状・金銀・小荷物を扱う飛脚
問屋ができた。

Q▶ 陸上交通や水上交通の
整備は、社会にどのような
変化をもたらしただろうか。

問屋や年
とし

寄
より

・ 帳
ちょう

付
づけ

などの 宿
しゅく

役
やく

人
にん

が、伝馬役の差
さ

配
はい

や公用の書状・荷

物の継ぎ送り（継
つぎ

飛
び

脚
きゃく

）❺に当たった。宿駅には大名らが利用する本
ほん

陣
じん

・脇
わき

本陣、また旅行者のための旅
は た ご

籠屋
や

が設けられ、食
めし

売
うり

女
おんな

などと

呼ばれる事実上の遊女もおかれた。

　近世中期になると、参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

や幕府・大名の物資だけではなく、陸

路によって商人の荷物がいちだんと活発に運送された。一般の庶民の

寺社 詣
もうで

などの旅が盛んになり、各地で宿駅が発達した。また、飛脚

による通信制度が整備され、全国の情報❻が早く正確に伝えられるよ

うになった。陸上交通には、駕
か

籠
ご

や牛馬・大
だい

八
はち

車
ぐるま

などが用いられ、

中部地方では馬や牛を用いて商品を長距離運送する 中
ちゅう

馬
ま

が発達した。

しかし、遠
えん

隔
かく

地
ち

を結ぶ馬車は発達しなかった❼。

　大量の物資を安価に運ぶためには、陸路よりは海や河川・湖
こ

沼
しょう

の

水上交通が適していた。まず、17世紀の初めから内水面の 舟
しゅう

運
うん

が整

備された。京都の豪
ごう

商
しょう

角
すみの

倉
くら

了
りょう

以
い

は鴨
かも

川・富
ふ

士
じ

川を整備し、また高
たか

瀬
せ

川などを開
かい

削
さく

して水路を開いた。大きな河川では、山
やま

里
ざと

で伐
き

り出さ

れた木材が 筏
いかだ

に組まれて送り出された。筏には荷が積まれるなど運

搬にも用いられた。淀
よど

川・利
と

根
ね

川・信
し な の

濃川などの河川や、琵
び

琶
わ

湖
こ

・

霞
かすみ

ヶ
が

浦
うら

などの湖では、高
たか

瀬
せ

舟
ぶね

などの中型船や小
こ

舟
ぶね

を用いた舟運が発

展した。また河
か

岸
し

と呼ばれる 港
みなと

町
まち

が、陸上交通と舟運との結節点と

して各地につくられた。

　海上交通では、17世紀前半に大型の帆
はん

船
せん

を用いた菱
ひ

垣
がき

廻
かい

船
せん

などが、

大坂から江戸へ多様な商品を運送しはじめた。17世紀後半になると、

1554〜1614

❼江戸などでは牛
うし

車
ぐるま

や大八
車が多数存在したが、遠距離
の輸送には用いられなかった。

❻幕府の法令（御
お

触
ふれ

書
がき

）、米を
はじめとする商品の相場、災
害や一

いっ

揆
き

などの社会状況、海
外の情勢などにおよぶ。

❹17世紀中頃から、東海道の
各宿駅には100人・100疋

ぴき

、中
山道では50人・50疋、甲州・
日光・奥州道中では25人・25
疋を常備させる原則となった。
また、御用通行に際して、宿
駅の伝馬役をおぎなうために
人馬を徴発される村々を助

すけ

郷
ごう

、
その役を助郷役と呼ぶ。

●❺●❹

●❸

●❷

●❶

松前

金沢
敦賀

名古屋

山田

岡山

高松

徳島

松山

広島

府中

柳川

熊本
府内

長崎

鹿児島

山川

弘前
秋田

酒田

小木

福島
白河

宇都宮
水戸

銚子
浦賀

江戸
甲府

日光

駿府

朝鮮使節

南海路

東
廻
り
海
運

京
都

萩
下関

平戸

青森

大
坂

兵
庫

堺奈
良

大
津

新宮

姫
路

新潟

高知 和歌山

福岡 鳥取

下田

相川

会津
米沢 山形

仙台 東
北
地
方 

　江
戸

オランダ
商館長

琉
球
使
節

西廻り海運
江戸・大坂　東北地方日本海沿岸

（北前船）
きたまえぶね

（菱垣廻船・樽廻船） 0 200km

日　本　海

ひら　ど

り
ゅ
う
き
ゅ
う

ふ ない

やながわ

はぎ

つる　が

お　ぎ

さか たさか た

ひろさき

よねざわよねざわ

あい づあい づ

しらかわしらかわ
にっこう ま

わ

ふ ちゅう

うら がしんぐう

あいかわ

しも　だ

ひ
め
じ

五街道 おもな脇街道 おもな城下町
その他の道路

朝鮮使節・琉球使節
オランダ商館長の参府経路

宿駅・湊津
その他の要地

関所

東海道
中山道
甲州道中
日光道中
奥州道中

おもな海運
おもな奉行所所在地

●❺
●❹
●❸
●❷
●❶

江戸時代の交通
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2791　近代産業の発展
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1 近代産業の発展

通貨と銀行
明治初年に発行された太

だ

政
じょう

官
かん

札
さつ

などは、新
しん

貨
か

条
じょう

例
れい

 

で本
ほん

位
い

貨幣と定めた金貨とは交換できない不
ふ

換
かん

紙幣

であった。政府は、1872（明治 5 ）年に国立銀行条例❸を定めて、民営

の国立銀行が金貨と交換できる兌
た

換
かん

銀行券を発行することを許し、こ

れに応じて第一国立銀行などが設立された。しかし、兌換銀行券を手

にした人は金貨との引換えを求めがちで、兌換銀行券の流通は進まな

かった。

　1876（明治 9 ）年、金
きん

禄
ろく

公
こう

債
さい

証
しょう

書
しょ

の発行が決まると、政府は巨額の

公債が市
し

場
じょう

に出て価格が低下することを防ぐた

め、公債証書で出資してつくられた国立銀行が不

換紙幣を発行することを認めた。これによって各

地で盛んに国立銀行が新設され、1879（明治12）年

に153行になったところで打ち切られたが、不換

紙幣の国立銀行券が流通し、西南戦争の戦費をま

かなうための政府紙幣の増発とあいまって貨幣流

通量が増えた。このため激しいインフレーション

が生じて、国内経済は活況を呈したが、消費物資

の輸入額が増加して従来からの貿易赤字が拡大し、

金・銀貨が流出した。金・銀貨が減少すると、輸

入を必要とする軍備の近代化や産業への機械の導

入が進まなくなる。また、インフレーションの進

行は紙幣で定額の地
ち

租
そ

を受け取る政府の財政を困

→ p.239注❹ → p.241

→ p.238

明
めい

治
じ

時代には、西洋からの技術や文化の導入を背景に産業革命が進み、小学校からの学
校制度も整えられて現在につながる社会の枠組みができた。人々の暮らしや文化も従来
のものを引き継ぎながら、新しい要素を取り入れて変化していった。何が変化し、何が
かわらなかったのだろうか。

近代の産業と生活

Q▶ 明治時代初期には、ど
のような貨幣が発行された
のだろうか。

❸アメリカの制度にならった
もので、「国立」とは国法にも
とづいて設立されるという意
味で、国有ではない。国立銀
行条例では、発行する銀行券
の正

せい

貨
か

兌換を義務づけていた。

第14章

100

200

0

0.5

1.0

1.5

2.0

1870 75 80 85 90 95

東京卸売物価指数（1868年=100）

政府紙幣流通高（億円）

国立銀行
紙幣流通高（億円）

日本銀行券流通高（億円）

銀貨1円に対する
紙幣平均相場（円）

（年）

紙幣整理の動向　国立銀行の営業期間は20年と定められ
ており、国立銀行券は政府紙幣とともに回収されて、1899

（明治32）年に通用停止となった。
（朝日新聞社編『日本経済統計総観』、後藤新一『日本の金融統計』より作成）
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暗記になりがちな美術作品や文学作品の一覧は削り、主要な
作品は、本文や注、写真で掲載しました。
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2993　市民生活の変容と大衆文化
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らに、社会主義運動・労働運動の高揚にともなってプロレタリア文学
運動がおこり、1921（大正10）年に反戦平和・被抑圧階級の解放などを

掲げた文芸誌『種
たね

蒔
ま

く人』、1928（昭和 3 ）年に全日本無産者芸術連盟（ナ

ップ）の機関誌『戦
せん

旗
き

』などが創刊され、小林多
た

喜
き

二
じ

・徳
とく

永
なが

直
すなお

らが作品

を寄せた。

　演劇では、1924（大正13）年に小
お

山
さ

内
ない

薫
かおる

・土
ひじ

方
かた

与
よ

志
し

らが創設した築
つき

地
じ

小劇場が新劇運動の中心となり、知識人のあいだに大きな反響を呼

んだ。音楽では洋楽の普及がめざましく、小学校の 唱
しょう

歌
か

とともに、

新たに民間で創作された童
どう

謡
よう

がさかんにうたわれるようになった。山

田耕
こう

筰
さく

は、本格的な交
こう

響
きょう

曲
きょく

の作曲や演奏に活躍した。

　美術の世界では、文
ぶん

展
てん

のアカデミズムに対抗する洋画の在野勢力と

して二
に

科
か

会
かい

や春
しゅん

陽
よう

会
かい

が創立され、安
やす

井
い

曽
そう

太
た

郎
ろう

・梅
うめ

原
はら

龍
りゅう

三
ざぶ

郎
ろう

・岸
きし

田
だ

劉
りゅう

生
せい

らが活躍した。日本画では、横山大
たい

観
かん

らが日本美術院を再興して院
いん

展
てん

を盛んにし、近代絵画としての新しい様式を開拓した。建築では、

1914（大正 3 ）年に開業した東京駅が辰
たつ

野
の

金
きん

吾
ご

の代表的な作品となった。

1903〜 33 1899〜 1958

→ p.291 1898〜1959

1886〜1965

→ p.293

1888〜1955 1888〜1986 1891〜1929

1868〜1958 → p.293

1854〜1919

問 1　 日本の産業革命の要因として、何があげられるだろうか。政府の政策や社会状況など、様々な観点から考え
てみよう。

問 2　�日本における大衆文化の発展の背景には、何があるだろうか。政府の政策や社会状況など、様々な観点から
考えてみよう。

問 3　�産業革命や大衆化が進む中で生じてきた問題には、どのようなものがあるだろうか。また、現代社会におけ
る問題と比較してみよう。

第 14章のまとめ

『太陽のない街
まち

』と『白樺』創刊号の表紙　『太陽
のない街』は、1926（昭和元）年の共同印刷争議
における徳

とく

永
なが

直
すなお

みずからの体験を素材とした小
説。『白樺』は、1910（明治43）年 4月に創刊され、
反自然主義の立場で人道主義・理想主義・個性
の尊重などをとなえた。（日本近代文学館蔵）

「金
きん

蓉
よう

」（安井曽太郎筆、縦96.5cm、

横74.5cm、東京国立近代美術館蔵）

「転
てん

生
しょう

」　高
たか

村
むら

光
こう

雲
うん

に学び、
岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

に認められて日本を
代表する彫刻家となった平

ひら

櫛
くし

田
でん

中
ちゅう

の代表作の 1つ。
（高さ239.3cm、東京芸術大学蔵）
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218 第 10章　幕藩体制の動揺
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鶴
つる

屋
や

南
なん

北
ぼく

らすぐれた 狂
きょう

言
げん

作者が出て人気を得た❶。これらは、 錦
にしき

絵
え

や出版物、また三
さん

都
と

の役者による地方興
こう

行
ぎょう

などによって、全国に伝

えられ、各地で役者集団が生まれた。こうした中で、村々の若者が中

心となって、歌舞伎をまねた村
むら

芝
しば

居
い

（地
じ

芝居）や人形芝居が各地で取り

組まれ、祭礼や花火などとともに村人の大切な娯
ご

楽
らく

となった。そして、

歌舞伎の衣服・化粧・小道具・言葉遣いなどは、芝居を通じて民衆文

化に大きな影響を与えた。

　有力な寺社では、 修
しゅう

繕
ぜん

費や経営費を得るために、境内で縁
えん

日
にち

や開
かい

帳
ちょう

❷・富
とみ

突
つき

（富くじ）などをもよおし、多くの人々を集めた。また湯
とう

治
じ

や物
もの

見
み

遊
ゆ

山
さん

など、庶
しょ

民
みん

の旅も広くおこなわれ❸、伊
い

勢
せ

神宮・善
ぜん

光
こう

寺
じ

・讃
さ ぬ き

岐金
こん

毘
ぴ

羅
ら

宮
ぐう

などへの寺社参
さん

詣
けい

や、聖地・霊場への巡
じゅん

礼
れい

がさか

んにおこなわれた。また五節
せっ

句
く

や彼
ひ

岸
がん

会
え

・盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

会
え

などの行事、日
ひ

待
まち

・月
つき

待
まち

や庚
こう

申
しん

講
こう

❹などの集まりのほか、町や村々を訪れる猿
さる

廻
まわ

しや

万
まん

歳
ざい

、盲
もう

人
じん

の瞽
ご

女
ぜ

・座
ざ

頭
とう

などによる芸能が、人々を楽しませた。

1755〜1829

問 1　 幕
ばく

藩
はん

体制の動揺に大きな影響を与えたできごととして、何が考えられるだろうか。また、その理由は何だろ
うか。

問 2　�幕藩体制の動揺に際して、江戸幕府はどのような対策をおこなっているだろうか。おもな政策をあげてみよ
う。またそれは、成功したといえるか考えてみよう。

問 3　�近世後期の諸産業や文化において、近代への大きな転換と考えられる変化には、どのようなことがあるだろ
うか。

第 10章のまとめ

❷開帳とは寺の秘
ひ

仏
ぶつ

などを開
かい

扉
ひ

して人々に公開すること。
都市の発展とともに、江戸・
京都など他所へ出張する出

で

開
かい

帳
ちょう

も盛んになった。信
し な の

濃の善
光寺の出開帳などは有名であ
る。

❸三
み

河
かわ

の国
こく

学
がく

者菅
すが

江
え

真
ま

澄
すみ

は40
年にわたって東北各地を旅し、
その見聞を『菅江真澄遊

ゆう

覧
らん

記
き

』
として残した。

❹日待は神に酒
しゅ

肴
こう

を供えて一
晩こもり、翌朝の日の出を待
つ行事である。月の出を拝す
る行事に月待がある。庚申講
とは干

かん

支
し

で年 6 回ある 庚
かのえ

申
さる

の日の夜、徹夜で過ごす行事。
人の体内には 3 匹の虫（三

さん

尸
し

虫
ちゅう

）が棲
す

み、庚申の夜、睡眠
中に体外に出て天

てん

帝
てい

にその人
の悪事を告げると、当人は早
死にするとされた。これを防
ぐため、集団で飲食し夜を徹
する集まり。

❶幕
ばく

末
まつ

から明治期にかけて狂
言作者の河

かわ

竹
たけ

黙
もく

阿
あ

弥
み

が活躍し、
盗賊を主人公にした白

しら

浪
なみ

物
もの

な
どが評判を呼んだ。

相
す も う

撲の興
こう

行
ぎょう

　寺社や橋の修復など
の目的で、観覧料をとって興行が
おこなわれた相撲を勧

かん

進
じん

相撲とい
った。元

げん

禄
ろく

の末頃から許可され、
のちには名目なしで幕府から公認
され職業となった。
（日本相撲協会蔵、東京都）
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136 第 7章　武家社会の成長

5

10

15

場
ば

町
まち

が繁栄した。これらの都市の中には、富裕な商工業者たちが自治

組織をつくって市
し

政
せい

を運営し、平和で自由な都市をつくり上げるもの

もあった。日
にち

明
みん

貿易の根拠地として栄えた堺
さかい

や博
はか

多
た

、さらに摂
せっ

津
つ

の

平
ひら

野
の

、伊
い

勢
せ

の桑
くわ

名
な

や大
おお

湊
みなと

などが代表的であり、とくに堺は36人の会
かい

合
ごう

衆
しゅう

、博多は12人の年
ねん

行
ぎょう

司
じ

と呼ばれる豪
ごう

商
しょう

の合
ごう

議
ぎ

によって市政が

運営され、自治都市の性格を備えていた。

　一方、京都のような古くから続く政治都市にも、富裕な商工業者で

ある町
ちょう

衆
しゅう

を中心とした都市民の自治的団体である町
ちょう

が生まれた。

惣
そう

村
そん

と同じように、町はそれぞれ独自の町
ちょう

法
ほう

を定め、住民の生活や

営業活動を守った❶。さらに、町が集まって 町
ちょう

組
ぐみ

❷という組織がつ

くられ、町や町組は町衆の中から選ばれた月
がち

行
ぎょう

事
じ

の手によって自治

的に運営された。応
おう

仁
にん

の乱で焼かれた京都は、これらの町衆によって

復興され、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

も町を母体とした町衆たちの祭りとして再興された。

（え

ごうしゅう）

→p.119

（つきぎょうじ）

→ p.66注❷

❶惣村と町をあわせて村
そん

町
ちょう

共同体、またそれらを基礎と
する支配の仕組みを村町制と
呼ぶこともある。

❷京都ではさらに複数の町組
が集まって、上

かみ

京
ぎょう

・下
しも

京
ぎょう

と
いう巨大な都市組織（惣

そう

町
ちょう

）
を形成していた。

問 1　 室町時代の惣村や町の自治のあり方と現代の自治のあり方には、どのような類似点と相違点があると考えら
れるだろうか。

問 2　15～16世紀にかけて多発した争乱は、人々の生活や文化にどのような影響を与えたと考えられるだろうか。

第 7章のまとめ

Q▶ 戦国時代の大名の政策
により発展していった都市
には、どのようなものがあ
るだろうか。

住
すみ

吉
よし

の祭り　立ち並ぶ白壁 2層の土
ど

倉
そう

が富と資本の町である堺を表し、町を画する堀がつくられている。図は住吉祭の仮装
行列の様子。（『住吉祭礼図屛風』、部分、堺市博物館蔵、大阪府）
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365様々な災害と日本
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 社会や集団と個人
 「災害対応」についての考察
（ 1） 問い・仮説を立ててみよう
　日本列島で生きてきた人々にとって、暴風・
豪雨・洪水・地震・津波・噴

ふん

火
か

などの災害は、

きわめて身近なものだった。人々は、みずから
の生活をおびやかす災害にどのように向き合っ
てきたのだろうか。
　1707（宝

ほう

永
えい

4 ）年、富
ふ

士
じ

山
さん

が噴火した（宝永の
富士山噴火）。被災地域の大部分は小

お

田
だ

原
わら

藩の
領地で、藩は緊急の 救

きゅう

恤
じゅつ

米
まい

（被災者救済のた
めの米）を支給するのが精

せい

一
いっ

杯
ぱい

であり、抜
ばっ

本
ぽん

的
てき

な対策を幕府にゆだねざるをえなかった。
　1708（宝永 5 ）年、幕府は武

む さ し

蔵・相
さ が み

模・駿
する

河
が

3
カ国のうち、被災の 著

いちじる

しい村々について幕領
に編入することを決定した。つづいて、幕府は
資料 1 の触

ふ

れを出した。
　これによれば、全国の幕領と大

だい

名
みょう

・旗
はた

本
もと

領
から石高100石につき金 2 両を徴収し、 1 万石
以上（大名）は立て替え金を 3 月までにおさめ、

1 万石未満（旗本）は 6 月までにおさめることと
した。また50石未満の場合は免除し、寺社領は
除外している。この触れにより、幕府は救済資
金として全国から約49万両を徴収したが、この
ような大名領まで対象とした租

そ

税
ぜい

形態は従来に
はみられなかったものである。
　宝永の富士山噴火がおこった時期は 5 代将軍
徳川綱

つな

吉
よし

の時代で、幕藩体制の安定期に当たる。
幕府が諸大名に対する強大な権力を発動できた
点にこの時期の社会の特色があり、小田原藩領

の 直
ちょっ

轄
かつ

化
か

や諸
しょ

国
こく

高
たか

役
やく

金
きん

の徴収といった災害対
応には、そのような特色が反映されていると考
えられる。
　このことから、たとえば「災害対応には、そ
れぞれの時代における社会のあり方が反映され

I

現代日本の課題の探究―様々な災害と日本

　これまで学んできた日本の歴史の中から、「社会や集団と個人」「世界の中の日本」
「伝統や文化の継承と創造」など、現代日本に関わる様々な課題を設定することが
できる。自分が関心のある課題をみつけて取り組んでみよう。ここでは例として、
災害をテーマに考えてみたい。

資
料
１
：
諸
国
高
役
金
令

　近
年
御
入
用
の
品
々
こ
れ
あ
る
処と

こ
ろ

︑
去
る
冬
武ぶ

州
し
ゅ
う

・
相そ

う
州
・
駿し

ゅ
ん

州

三
ケ
国
の
内
︑
砂
積
り
候

そ
う
ろ
う

村
々
御
救
い
旁

か
た
が
た

の
儀
に
つ
き
︑
今
度
諸

国
高
役
金
御
料
・
私
領
共
に
高
百
石
に
つ
き
金
二
両
の
積
り
︑
在
々
よ

り
取
り
立
て
上
納
あ
る
べ
く
候
︑か
つ
ま
た
領り

ょ
う

知ち

遠
近
こ
れ
あ
る
ゆ
え
︑

在
々
よ
り
取
り
立
て
候
ま
で
は
延
々
た
る
べ
く
候
間
︑
一
万
石
以
上
の

分
は
領
主
よ
り
取
り
替
え
候
て
︑
当
三
月
を
限
り
江
戸
御
金
蔵
へ
上
納

あ
る
べ
く
候
︑
一
万
石
以
下
は
六
月
を
限
り
あ
い
納
め
ら
る
べ
く
候
︑

頭
々
❶
こ
れ
あ
る
分
は
そ
の
組
き
り
に
こ
れ
を
受
け
取
り
︑
目
録
を
も

っ
て
頭
々
よ
り
上
納
こ
れ
あ
る
べ
く
候
︑
頭
こ
れ
な
き
面
々
は
上
納
の

節
前
か
ど
❷
あ
い
達
せ
ら
る
べ
く
候
︑
五
十
石
よ
り
内
の
端
高
は
役
金

容
赦
あ
る
べ
く
候
︑
寺
社
領
は
あ
い
除
き
候
︑ 

︵『
御お

触ふ
れ

書が
き

寛か
ん

保ぽ
う

集し
ゅ
う

成せ
い

』︶

❶
上
司︵
上
役
︶の
こ
と
︒
❷
前
も
っ
て
︒

富士山宝永噴火絵図（静岡県立中央図書館歴史文化情報センター蔵）
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370 現代日本の課題の探究
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（ 2）  仮説を検証するために、文化財に関する
法律や施策の背景を調べてみよう

❶文化財を守るための法整備
　文化財を保護するための近代的な法整備は、

いつから始まったのだろうか。資料 9 は文化財
保護に関する法律の変遷をまとめたものである。

▶それぞれの時期に文化財保護の動きが強まった背
景には何があったと考えられるだろうか。また、それ
ぞれの法律の具体的な内容についても調べてみよう。

　1950（昭和25）年に制定された文化財保護法は、

その後、何度も改正がおこなわれてきた。資料
10は、それぞれの改正の内容を簡潔にまとめた
ものである。

▶資料をみて気づいたことや、考えたことを表現して
みよう。また、2018（平成30）年の改正における文化財
の「活用」とは具体的にどういうことか、身近な事例を
調べてみよう。

❷文化財レスキュー事業
　文化庁は、自然災害により被災した美術工芸
品を中心とする文化財等を保全し、廃棄・散

さん

逸
いつ

や盗難の被害から防ぐため、災害の規模・内容
に応じて「文化財レスキュー事業」（正式名称は
被災文化財等救援事業）を展開している。1995

（平成 7 ）年の阪神・淡路大震災の時にはじめて
組織され、2011（平成23）年の東日本大震災にお
いても展開された。
　資料11は、東日本大震災におけるレスキュー
事業に携わった「ふくしま歴史資料保存ネット
ワーク」のメンバーの声である。
▶この資料を読み、文化財を保護していくために何
が必要か、考えてみよう。また、ここで述べられて
いること以外で、文化財を保護・継承していくため
の課題として何があげられるか、考えてみよう。

IV  学習の成果を共有しよう

　探究した内容について、レポートにまとめた
り、新聞を作成したりするなどして、発表して
みよう。また、自分とは異なる表現・発信方法
でほかの課題に取り組んでいる人たちと意見交
換や討論をおこなって、歴史認識を深めていこ
う。

資料11：�「ふくしま歴史資料保存ネット
ワーク」のメンバーの声

…現在の福島県内で歴史資料あるいは文化遺産が
いったいどういう状況にあるのか、情報がなかな
か集まってこない、出てこないというあたりも、
震災の頃からほとんど進歩していない気がするん
ですね。だからこそ、いろいろな情報を持ち寄っ
たり、歴史や文化に関心を持つ人たちが集まった
りする「つながりの場」というのが、あらためて必
要だと感じているわけです。…

（阿部浩一・福島大学うつくしまふくしま未来支援センター編
『ふくしま再生と歴史・文化遺産』より）

改正年 内容

1954年 無形文化財・埋蔵文化財・民俗資料に関する保
護制度の充実

1968年 文化庁の発足
1975年 伝統的建造物群保存地区制度の創設、文化財の

保存技術の保護制度の創設
1996年 文化財登録制度の創設
1999年 都道府県・指定都市等への権限委譲等
2004年 文化的景観の保護制度の創設
2018年 文化財保存・活用のための計画制度の創設

年 文化財保護に関わる動き

1871年 古
こ

器
き

旧
きゅう

物
ぶつ

保
ほ

存
ぞん

方
かた

の布告
1897年 古社寺保存法の公布
1919年 史蹟名勝天然紀念物保存法の制定
1929年 国宝保存法の制定
1933年 重要美術品等ノ保存ニ関スル法律の制定
1950年 文化財保護法の制定

資料 9：文化財保護に関する法律の変遷

資料10：文化財保護法の改正
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詳
説
日
本
史

日本史探究の科目のまとめとして、主題を設定して、現代の日本の課題を探究
します。

現代の日本の課題の探究
詳説日本史

学習指導要領 中項目（4）〇〇の国家・社会の展開と画期
詳説日本史

教科書の判型を大きくし(A5
判→B5変型判)、写真・図版
を大きく・見やすく掲載しま
した。

章末に、時系列や推移、諸事
象の比較、意味や意義、特色、
因果関係や画期などについて、
まとめの問いを設けました。

日本史探究のまとめでおこ
なう現代の日本の課題の探
究の例として、日本におけ
る災害の歴史を扱い、災害
という課題から、歴史を考
える視点を例示しました。
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詳
説
日
本
史

関
連
教
材

トータルサポート
詳説日本史

2023年春までに刊行予定の『詳説日本史』関連教材です。
授業準備からテスト・評価まで、豊富な教材で日本史探究を
トータルサポートいたします。

Webの社会科準備室
山川＆二宮ICT
ライブラリ

約10,000点の地歴コンテンツを配信

指
導
者

学
習
者

定番のサポート教材授業準備・授業 テスト・評価

予習・授業 テスト対策・復習

授業準備に

教師用指導書
授業実践編

➡p.28

授業準備に

➡p.31

授業をノートで整理

➡p.35

10分間で知識の確認 詳説日本史の基礎固め

授業をノートで整理

➡p.34

採用特典 採用特典

スマホでも簡単検索用語解説の決定版

充実した史資料と問い

教科書を文脈で覚える

指導者用指導書 授業実践編 付属データ集 ➡p.32

知識の確認

採用特典

試験によくでる

スマホでも一問一答

紙教材

デジタル教材 採用特典

指導書付属
データ集

地図・図表
JPEG

授業用スライド
PPT

白地図集
JPEG

詳説日本史
授業用整理ノート

Word、PDF

教科書本文・注・
史料テキスト

Word

年間指導計画
評価規準例

Excel

準拠テスト例
Word

準拠テスト対応
ルーブリック

（評価規準表）

教師用指導書
研究編

採用特典

詳説日本史
ノート
Word、PDF

採用特典

詳説日本史
授業用

整理ノート
Word、PDF

地図アプリやQ&Aも

➡p.90

指導者用
デジタル教科書

詳説日本史
授業用

整理ノート

詳説日本史
ノート

授業用
スライド対応
ワークシート

Word

文具機能も充実

➡p.92

学習者用
デジタル教科書

詳説日本史
10分間テスト
※23年春刊行予定

復習と演習
日本史テスト
※23年春刊行予定

詳説日本史
10分間テスト

Word

復習と演習
日本史テスト

Word

日本史用語集
アプリ付き

（現行課程版）

日本史用語集
（現行課程版）
※新課程版は23年12月

刊行予定

詳説日本史図録
第10版

※23年春刊行予定

書きこみ教科書
詳説日本史
※23年春刊行予定

一問一答日本史
（第３版）
※新課程版は24年春

刊行予定

一問一答日本史
（第３版）

電子版

新よくでる
一問一答日本史
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板書例
部を財源に取り込もうと商業重視の政策を実施した。
 解説 　株仲間⓳
　中世の同業者組合であった座は、信長以降制限さ
れ、秀吉が廃止して近世前期には存在しなかった。
同業者による株仲間の結成は元禄期だが、享保年間
に流通把握と物価安定を企図して公認された。田沼
時代は、株札を交付して独占権を認めるかわりに運
上を上納させたが、多種の株仲間公認は諸色物価の
値上がりに結び付いた。
 図版 　南鐐二朱銀の表（左）と裏側⓴
　貨幣の表に「以南鐐八片換小判一両」と刻印され、
定額銀貨の額面 2朱× 8枚＝16朱と小判 1枚の額面
1両＝ 4分＝16朱で等価交換を保証している。従来
の銀貨は秤量貨幣で、計数貨幣である金貨と変動相
場で交換していたが、これによって固定相場となり
「江戸の金遣い」と「大坂の銀遣い」の一本化が可
能となった。
解答例⑦➡

　大消費地である江戸の物資流通・経済は、大坂の
商業資本に依存していた。江戸で使われる金貨の額
面を刻した定額銀貨を発行することで、銀を中心と
した貨幣制度を採る大坂の経済力との一体化を図っ
た。
 解説 　印旛沼干拓・手賀沼干拓㉑
　印旛沼沿岸の平戸村から検見川まで掘割をつくり、
沼の水を江戸湾に流す計画で、新田開発だけでなく
水運の向上や利根川洪水抑止を目的とした。1782（天
明 2）年に町人請負で工事を開始したが、1786（天明
6）年の利根川の洪水で頓挫した。手賀沼の干拓は
18世紀後半までかけ、200町歩の干拓に成功した。
 解説 　蝦夷地調査㉒
　仙台藩医工藤平助がロシア南下（蝦夷地接近・通
商要求）に対応するため、1783（天明 3）年に『赤蝦
夷風説考』を老中田沼意次に献上、これが勘定奉行
の蝦夷地調査の伺書に添付され、意次の蝦夷地開発
に結び付いた。1785（天明 5）年意次は、蝦夷地調査
団として最上徳内を派遣した。
 図版 　長崎貿易㉓
　従来、赤字による金銀流出を懸念し海舶互市新例
などで抑制してきた長崎貿易を、蝦夷地の海産物（俵
物）や棹銅の輸出で黒字化し、金銀を輸入して南鐐
二朱銀の原料などに当てた。絵の作者は出島出入の
絵師川原慶賀で、シーボルトの依頼で日本の動植物
の写生図も描いた。手前の天秤では俵物の、奥では
棹銅の計量がおこなわれている。
 解説 　宝暦事件㉔
　徳大寺家の家人で垂加神道を学んだ竹内式部が、
京都で天皇近習の若い公家らに『日本書紀』を講釈
する中で尊王斥覇を説いた。これを機に摂家と天皇
近習の対立が顕在化、1758（宝暦 8）年に摂家が竹内
式部を京都から追放、関係した公家に永蟄居などの
処分を下した。儒学・国学などの学問的発展を背景
に尊王思想が台頭する中、朝廷運営に動揺が生じて
いた。
 解説 　田沼失脚の背景㉕
　従来の政策概念を覆し、個人の能力を活かす田沼
政治の抜擢人事に対し、家格主義者は賄賂政治・士
風退廃と批判した。また、特権商人優遇が物価上昇
など庶民の不満を増大させ、天明の飢饉も悪政への
天の怒りとの認識があり、一揆や打ちこわしが多発
したほか、田沼意知の刺殺も世直しとされた。

つ、冷害など自然災害もあるが、増税・専売制など
の政策が要因となったものもある。さらには過剰な
開発が長期的に社会構造に与えた影響も考察するよ
ううながしたい。
 発問例 
　グラフ「百姓一揆の推移」から、享保の改革以前
と以降で、百姓一揆などの件数、内容を比較して、
その違いと原因について、考えてみよう。
 解答例 
　近世前期と享保以降では件数自体も増えているが、
特に村方騒動の伸びが大きく、天明・天保の飢饉や
幕末期は一揆・村方騒動も多いが、特に都市騒擾の
発生が顕著である。これは農村の階層分化と貧民の
都市流入が背景と考えられる。
 解説 　享保の飢饉⓰
　1732（享保17）年に西日本でウンカが稲穂を食い荒
らした虫害による飢饉。対応策として幕府が関東か
ら廻米したことを機に米価が 4 ～ 5倍に高騰した。
吉宗の米相場介入に協力した米穀商高間伝兵衛が打
ちこわしの対象となった。
 図版 　天明の飢饉⓱
　1782～87（天明 2～ 7）年の冷害を要因とする大飢
饉。とくに83年の浅間山大噴火では降灰による損害
だけでなく、日照時間の減少で冷害が深刻化し、多
数の餓死者や流民を生み出した。一説では食人があ
ったと杉田玄白の『後見草』、菅江真澄の『楚堵賀
浜風』に見える。なお、この被害は天災のみでなく、
人災の側面もあった。1754～57（宝暦 4～ 7）年の宝
暦の飢饉からの財政再建に向け、東北諸藩では年貢
増徴のうえ、残余の米も買上げて大坂・江戸に廻米
しており、領内に食料がない状態で天明の飢饉を迎
えている。一方で米沢藩（上杉治憲）や白河藩（松平
定信）は越後などで米を手配し餓死者を出していな
い。
解答例⑤➡

　一揆では年貢の増徴や新税の停止、藩による専売
制の撤廃を要求し、藩に協力する御用商人や村役人
を襲った。打ちこわしでは米価急騰の原因をつくっ
た米穀問屋や、飢饉時に買占めなどで利益を上げる
商人が襲われた。

田沼時代
学習の目標
▶18世紀後半、家格の低い田沼意次が側用人を
経て老中に就任した意味を理解する。

▶商人資本を積極的に活用した田沼の財政政策
が従来の方針とどう違うのか考察する。

▶天明の飢饉が起こり、一揆が頻発するなかで、
田沼意次が老中解任となった背景を理解する。

 解説 　田沼意次⓲
　意次の父は紀州藩士で、吉宗の将軍就任に伴い微
禄の旗本となった。意次は16歳でのちに 9代将軍と
なる家重の小姓となり、10代家治の側用人から老中
へと異例の昇進を遂げた。老中は10万石以下の譜代
大名が代々就任するのが基本で、前例踏襲の傾向が
強かった。一方、田沼意次は従来の政策の是非を見
極め、積極的な財政再建策をとった。
解答例⑥➡

　従来の農業重視・年貢増徴による政策が財政難の
解決に至らず、逆に農村の階層分化を招いたことを
勘案し、民間の経済活動を活性化して、その富の一

　ａ　株仲間の公認
　　　：運上や冥加などの営業税上納⇒幕府財政の増収
　　　⇒幕府の専売のもとに銅座・真鍮座・朝鮮人参座を設置
　ｂ　定額計数銀貨（南鐐二朱銀）を鋳造⇒金中心の貨幣制度への一本化
　ｃ　新田開発
　　　：印旛沼・手賀沼の干拓⇒利根川の洪水で挫折
　ｄ　蝦夷地開発・ロシアとの交易の可能性
　　⑴仙台藩医工藤平助『赤蝦夷風説考』の提言⇒最上徳内を派遣
　　⑵長崎貿易の政策転換：銅・俵物の輸出⇒金銀の輸入
３ ．朝廷との関係
　ａ　宝暦事件（1758）：復古派の公家と竹内式部を処分
　ｂ　後桃園天皇の急死⇒光格天皇の即位（閑院宮家出身）
４ ．田沼の失脚
　ａ　田沼への批判：賄賂・縁故による人事が横行、武士の気風を退廃
　ｂ　天明の飢饉⇒百姓一揆・打ちこわしの頻発
　ｃ　若年寄田沼意知の死
　　　：旗本佐野政言（｢世直し大明神｣）による刺殺
　ｄ　10代将軍家治の死⇒田沼意次の罷免

２ ．飢饉と打ちこわし
　ａ　享保の飢饉（1732～33）
　　　：天候不順の西日本でイナゴやウンカが大量発生
　　　　⇒全国に及ぶ飢饉に拡大
　　　　⇒江戸で打ちこわしが発生
　　　　　（米価急騰の原因をつくった米問屋が対象）
　ｂ　天明の飢饉（1782～87）
　　　：冷害が浅間山噴火の影響で深刻化した大飢饉
　　　　⇒東北を中心に多数の餓死者
　　　　⇒江戸・大坂はじめ各地の都市で打ちこわしが発生
《田沼時代》
１ ．田沼時代
　　10代家治の時代、田沼意次が側用人兼老中となり実権掌握
２ ．財政方針の転換
　　幕府財政の再建は年貢増徴に頼らず
　　　⇒民間の経済活動の富を取り入れて財源とする方針

解答例⑥➡

解答例⑤➡

解答例⑦➡
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板書例

本章では、幕府の諸改革の内容をおさえるとと
もに、訴訟や一揆・打ちこわしなどの内憂と外
国勢力の圧力という外患により幕府が動揺した
ことについて、その背景や原因を理解させる。

1 享保の改革

享保の改革
学習の目標
▶享保の改革がなされた背景・目的を理解する。
▶享保の改革について、その成否を短期的な視
点と長期的な視点の両面から考察する。
▶享保の改革の機構整備の側面について、時代
背景と関連付けて説明できる。

 解説 　徳川吉宗❶
　1684（貞享元）年に紀伊藩主徳川光貞の 4男として
誕生。1705（宝永 2）年、長兄綱紀、父光貞、次兄頼
職の相次ぐ他界で紀伊徳川家55万石を相続。徳川宗
家の断絶に備えて設けられた三家の当主で唯一、家
康の曽孫であったことから 8代将軍に就任。「諸事
権現様御定めの通り」を旨として幕政に当たった。
 解説 　御用取次❷
　吉宗の将軍就任に際し、紀州藩士有馬氏倫・加納
久通らを任じたことに始まる。職務は、将軍と老中
以下の役人との取次役、目安箱の取扱いや御庭番の
管理など。 5代綱吉が置いた側用人柳沢吉保や 6代
家宣・ 7代家継期の間部詮房らは将軍側近として幕
政に深く関与したが、吉宗は側用人を廃し、将軍自
らが幕政改革に関与した。
 解説 　大岡忠相❸
　1677（延宝 5）年に旗本の家に生まれ、山田奉行を
経て、1717（享保 2）年に江戸南町奉行に抜擢、享保
の改革の都市政策に関与した。また、三奉行の 1人
として評定所に列なっている。1736（元文元）年には
寺社奉行となった。
 解説 　足高の制❹
　徳川幕府では、役職ごとに基準の禄高（役高）が決
まっており、家格相応な役職に就くことが前提で、
能力があっても家格の低い者は要職に就けなかった。
足高の制（1723年制定）では、在職時のみ不足の役料
（石高）を支給し、退任後はもとの石高とすることで、
財政負担を抑えながら、才能ある人材の登用が可能
となった。
 解説 　相対済し令❺
　1719（享保 4）年に制定。当時、金公事が訴訟の 9
割を占め裁判事務全体を滞らせたため、金銭貸借訴
訟は当事者間で解決するよう命じた。借金は当人同
士の信頼の上に成立する私的なもので、領主が関与
すべきでないとの考えが背景にあった。
 史料 　上げ米の令❻
　財政が破綻して幕臣への切米支給にも事欠くなか、
新田開発・年貢増徴などの財政再建策が奏功するま
での応急策として1723（享保 8）年に導入された。
解答例①➡

　幕府は、上げ米の代償に参勤交代の江戸在府期間
を半減したが、参勤交代は大名課役であり、財政難

とはいえ幕府自らが大名統制手段を緩めることは問
題で「御恥辱を顧みられず仰せ出だされ候」との認
識を持っていた。
解答例②➡

　年貢収納高は増えたが、新田開発による米の増産
は米価安を招いた。武家は年貢米を換金して必要物
資を買うので、米価安では財政赤字となる。吉宗は
米相場介入を命じ米価の平準化を図ったので、「米
公方」と呼ばれた。
 図版 　幕領の石高と年貢収納高❼
　年貢収納率が近世初期から低下し続けているのは、
近世初期の検地で把握した石高に基づく年貢額が、
単位面積当たりの生産力伸長で目減りしたのが背景
となる。上昇の過程は下記参照。
 解説 　検見法（畝引検見法）と定免法❽
　検見とは当年の作柄を実地検分し、作柄が悪い場
合、検地帳記載の石高（近世初期の把握分）から減免
するもので、豊作でも規定以上には増徴されず、領
主の収入は一定しなかった。なお、検見費用は村持
ちで、検見の間は出荷禁止で高値の時期に売れず農
民には不評であったが、天候不順などを訴えれば減
免が可能であった。1721（享保 6）年に導入された定
免法は豊凶に関わらず一定期間の租額を固定して課
す方法で、領主は定量の年貢を入手できたが、課税
基準はやはり近世初期段階の把握分で、実際の生産
力が伸びている分、農民の手元に残る生産物は多か
った。よって、定免法の採用では年貢収納率は若干
しか上がっていない。1736（元文元）年以降のグラフ
で年貢収納率が急上昇しているのは、1743（寛保 3）
年に勘定奉行神尾春央が有毛検見法を導入したこと
にある。従来の検地帳の記載を一切無視して、検見
で把握した生産力を基に課税したもので、約150年
間の生産力の伸びを収奪することに成功したが、農
民の負担は格段に大きくなった。本多利明が『西域
物語』で、神尾の言葉として「百姓と胡麻の油は絞
れば絞るほどでるもの」と記したのはこれを指した
ものである。
解答例③➡

　新田開発による大規模な米増産が米価安を招く一
方、諸産業の発達は生産地と江戸や各地の城下町な
ど消費地を生み出して「米価安の諸色高」の様相を
呈した。武家は年貢米を換金して物資を購入するの
で財政難となった。
 解説 　日光社参の再開❾
　宗家断絶で将軍となった吉宗が、自身の権力強化
に活用したのは、幕府草創者である神君家康の権威
であり、軍事指揮官としての姿の顕示であった。家
康も好んだ鷹狩を復活させ、ついで日光社参も再開
した。将軍が家康の命日 4月17日に霊廟である日光
東照宮に参拝する行事で、将軍の権威を大名以下庶
民に広く知らしめる効果があった。江戸時代全体で
19回、うち16回は 2代～ 4代将軍によるもので、吉
宗の社参は1663（寛文 3）年の家綱以来65年ぶりであ
った。吉宗は大名・旗本ら大軍勢を引き連れ出発し
ている。社参の実施には多大な費用を要し、膨大な
人馬は近在の農村から徴発されたが、農繁期と重な
ったため農民の負担は大きかった。
 解説 　目安箱・小石川養生所❿
　目安箱は1721（享保 6）年に設置され、町人や百姓
の要望や不満を直訴させたもの。投書は住所・氏名
の記入が必須であった。箱は評定所の門前に月 3回
設置され、回収した投書は将軍が直に検分した。町
医者小川笙船の建議で身寄りのない病人の救済のた

第 10 章　幕藩体制の動揺 《享保の改革》
１ ．享保の改革
　　 7代将軍家継の死去後、三家の紀伊藩主吉宗が 8代将軍となり、
　　取り組んだ幕政の改革
２ ．人材の登用
　ａ　側用人による側近政治⇒御用取次を介して将軍の意思を反映
　ｂ　大岡忠相、田中丘隅（『民間省要』）らの登用
　　　＊足高の制：家格の低い者の登用⇒在職期間中のみ役料補足
　ｃ　儒学者荻生徂徠、室鳩巣を待講とする
３ ．財政の再建
　ａ　相対済し令（1719）
　　　：金公事訴訟を受付けず当事者間で解決
　ｂ　上げ米の令（1722～30）
　　　：大名は石高 1万石につき100石を臨時に上納
　　　　＝年18.7万石＞幕府年貢収入の 1割
　　　　代わりに参勤交代の在府期間を半減

　ｃ　年貢の増徴　
　　⑴検見法⇒定免法による年貢率引上げ
　　⑵商品作物生産の増加⇒畑地からの年貢増収
　ｄ　新田開発（江戸日本橋に高札⇒商人資本の活用）
　　　：飯沼・紫雲寺潟・武蔵野・見沼代用水新田
　ｅ　大坂堂島米市場公認
　　　：米価平準化による武家財政の安定を企図
　ｆ　甘藷（青木昆陽の登用）・サトウキビ・櫨（蝋燭原料）・
　　　朝鮮人参の栽培奨励
　＊漢訳洋書の輸入制限の緩和もおこなう
　＊青木昆陽や野呂元丈によるオランダ語の習得⇒蘭学の興隆
４ ．日光社参（1728）の実施： 4代将軍の時代以来65年ぶり
　　東照権現（家康）の御定めの通りを主張：強い将軍像を誇示
５ ．江戸の都市政策（町奉行：大岡忠相）
　ａ　防火設備の設置：広小路・火除地
　ｂ　町人地の消火に当たる町火消の整備
　ｃ　目安箱：庶民の意見を聞き取り⇒貧民対象に小石川養生所を開設
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『詳説日本史』を使った授業実践にご活用いただける材料を盛り込みました。

※紙面は制作中のものです。

教師用指導書 授業実践編
詳説日本史

日探705準拠
❶視点・留意点　各章の導入文をふまえ、指導上の視点・留意点を示しました。
❷学習の目標　小見出しごとに、学習の柱となる目標を示しました。
❸�解説・史料・図版　重要事項や、教科書に掲載の史料・図版について、授業に役立つ解説しています。
❹�問いの解答例　教科書中の「読みといてみよう」「Ｑ」「章のまとめ」の問いの解答例を示しています。
❺�発問例・解答例　教科書中の発問以外に、授業展開の中で活用できる発問例とその解答例
をプラスしました。
❻�板書例　教科書の記述をまとめた板書例を示しました。授業用ノートのまとめに準じています。
❼�教科書画像　教科書の縮小画像に番号を付し、教科書と解説や問いの解答例との対応を示しました。
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歴史
資料

近代・現代の
展望①

と
 解説 　『初等科国史　下』❹
　国民学校と呼ばれた当時の小学校 6年生が用いた教科書で、戦時
下で最も皇国史観の影響が強くなった時期に教えられた日本史を示
す。紙幅の都合から教科書には載せていないが、国立国会図書館デ
ジタルコレクションや国立教育政策研究所近代教科書デジタルアー
カイブでみられる。誓文は小学校の国定国史教科書で従来から取り
上げられていたが、1921年版では引用部にあたる誓文制定の目的は
「維新の政を盛にし万民を安んぜんが為」と説明されていた。
▶なぜ、このような紹介のしかたがなされたのだろうか。
　誓文は明治天皇が示した国是であるから教科書に載せざるを得な
かったが、国家主義的な戦争遂行体制の中で、 1の合議制、 3の個
人の幸福追求、 4の世界の普遍的価値意識や 5の外国知識の導入は
肯定的に教えられるべきものではなくなっていた。一方で、天皇の
下で国力を増強し、海外に進出することが明治初年以来の国家の目
標であったと説明することが望ましかったため。
▶「皇威を世界にかがやかす」とはどのような意味だろうか。宸翰
での使われ方と、この時代の受け止められ方を考えてみよう。

　宸翰では、古代に「国威海外に輝きしなり」としているので、朝
鮮半島への出兵を踏まえている可能性もあるが、今後の「万里の波
涛を拓開し、国威を四方に宣布し」は、主語が天皇であることを考
えれば、天皇が海外を訪れる、あるいは日本人が海外で活躍し軍艦
を含む日本の船が世界中を航海することを指しているようにも読め
る。いずれにせよ、1868（明治元）年には、末尾にあるように「神州
(日本)を保全」することが当面の目標であった。1943（昭和18）年に
は、アジア・太平洋地域に広く日本軍が展開している現状を背景に、
海外への軍事的進出が維新の目標であったと語られたのであろう。
 解説 　人間宣言❺
　占領下でマッカーサー率いる連合国軍総司令部と幣原喜重郎内閣
の合意によって出された日本の民主化および、その中での天皇の地
位についての基本を示す詔書。昭和天皇は誓文を詔書に組み込んだ
のは自らの意志によるものであったと回想しているが(1977年 8 月
23日記者会見)、幣原も前年10月の組閣直後に誓文の精神に則った
民主主義政治の確立を政策目標として発表していた。
▶なぜこの詔書で五カ条の誓文が掲げられたのであろうか。
　小学校教育により国民に知れ渡っている誓文の精神として民主化
や国際協調を説くことにより、それらが占領軍に強制されるのでは
なく、維新期から日本の目指してきた道であると示すため。また、
神に誓ったのではなく「御誓文を下し給へり」とすることで、天皇
が国民のことを考え、国民と信頼関係を保って来たと示すため。
▶なぜ、五榜の掲示が合わせて取り上げられるのであろうか。
　明治政府が、開明的な面と同時に、民衆に対して従来の支配体制
を引き継ぐ面を持っていたことを示し、戦後の民主化の必要性を理
解させるため。誓文、宸翰、五榜の掲示は諸藩に対して同時に示さ
れており、歴史的には 3つを合わせて意味を考えるのが適切である。

❖変わったこと、変わらないこと❖
　国民の権利を認め、国際社会で諸外国と交流しつつ、一体と
なって国力の増強を図る国民国家の形成が維新の目標であり、
誓文はそれをよく示していた。それ故、誓文は、国民国家の形
が整う憲法制定・国会開設までは、民権派が政府の専制を攻撃
する根拠ともなった。国民国家の形が整うと、誓文以外の「国
是」の定義が試みられ、日本民族の優越性を主張することで対
外侵略が正当化され、また国家目標を達成するためには個人の
権利が制限されて当然と考えられた時代には、誓文に無理な解
釈がなされたり、解釈が放棄されたりした。しかし、天皇が掲
げた国是である以上、忘れ去られることはなく、敗戦後には平
和国家として日本を立て直すために表舞台に立った。近代の歴
史は国民国家の形成・成長という観点から捉えることができる
が、それだけでは捉えきれないことも、誓文の扱われ方から理
解できる。

【参考文献】大塚桂「五箇条の御誓文・再考」（『駒沢大学法学部研
究紀要』64、2006年、駒澤大学学術機関リポジトリで公開）

設スル允可ヲ上願スル書」(共に国立国会図書館デジタルコレクシ
ョン)で確認できる。第一に天賦人権論を根拠に、第二に国民の一
致と愛国を促がす手段として国会開設の必要を説いた後に、御誓文
の五箇条すべてを国会開設に結び付けて論じる。例えば最後の条に
関しては「今世に在って国会を開くことは便

すなわ
ち世界の智を学ふ所以

にして之を開かさることは世界の智識を棄擲して顧みさる者と為す
へく而して皇基を振起するも亦国会を開て人民の愛国心を発せしめ
及ひ全国の一致するに非されは能はさる可けれは也」とある。なお、
御宸翰も引用され、国会開設に結び付けられ、もちろん漸次立憲政
体樹立の詔も引用される。
 解説 　山県有朋の演説❸
　第一回帝国議会の衆議院は民党が多数を占め、政府の予算案を大
幅に削減する動きをみせた。これに対して首相山県有朋が衆議院で
予算案の正当性を主張した演説である。『官報』第2287号附録「明
治24年 2 月16日衆議院議事速記録第45号」に掲載され、国立国会図
書館の「帝国議会会議録検索システム」で参照できる。当時まで数
十の明治天皇の勅語に示されているのが国是だとして、その実現に
努めて来た政府の活動とその延長上の予算案を正当化する。
▶ここでいう「国是」は、五箇条と何が共通して何が異なっている
のだろうか。
　旧来の陋習を破って制度を新たにするなど、誓文の 4、 5を引き
継ぎつつ、国際社会に国民国家として参加する姿勢が強調されてい
るが、 1～ 3に示された国内の統合に向けての方策には触れられな
くなった。
▶なぜ、山県はそのような「国是」を述べたのだろうか。
　憲法制定による国民の権利の保障や議会の開設で、誓文で示した
国内体制の枠組みはでき上がった。その上で、従来の国是である誓
文の 1で正当性を主張できる議会に対して、今までの政府の施策の
正しさを強調して主張を受け入れさせるため。

　 2．の「経綸」は横井小楠が後の「殖産興業」に近い意味で用い
た経済活動の振興をはかる政策を示す言葉だが、当時一般に普及し
ていたわけではなかった。原案を起草した由利公正は横井の弟子で
あったから横井と同じ意味で使い、福岡は由利が好んだ言葉なので
そのまま残したと回想するが、当時の『太政官日誌』で「経論」と
誤植されたほどなじみが薄かった。政府部内でもこれを国家の統治
一般のことと理解した者が多く、後に民権派がこの条文を政治参加
の根拠とするときにも、そのように解釈された。同時代でも作成者
の意図と受け止められ方が違う例である。
▶天皇の誓いのあとには、総裁、公卿、諸侯がこれに賛成して決死
の覚悟で努力するという誓いが記され、それぞれが署名した。そ
こからどのようなことがわかるだろうか。
　新政府を支えることを約束する盟約書としての意味を持っている
ことがわかる。当初新政府に抵抗した藩の藩主も、降伏後に署名し
た。また、旧幕府の旗本も署名した。新政府が幕府に代わって、国
内を収めるには諸侯(藩主、旧大名)の支持を必要とした。一方で、「会
盟」の形式がとられず、「列侯会議」の語が削除されたことから明
らかなように、有力大名の合意によって政権が成り立つのではなく、
彼らも公卿や小領主と共に天皇に同意する立場とされた。
▶なぜ、民権派が五箇条の誓文を盛んに引用したのだろうか。
　民権派の求めた西洋の議会制(立憲制)の理念と通じる解釈が可能
だったからである。有力な国民国家を形成して国際社会の有力な一
員となることが目標なのは政府も民権派も同じで、そのために統治
に国民の意見を反映する制度が必要なことは誓文作成者も含め、多
くの人々が念頭に置いていた。また民権派は政府の現在のあり方に
は反対したが、天皇による統治に反対していたわけではなく、その
ことを示すためにも誓文を引用することは好都合だった。
▶国会開設請願書での五箇条の解釈を確認してみよう。
　国会開設請願書は板垣退助監修『自由党史』あるいは「国会ヲ開

ねらい
　資料となる文書にはそれぞれ作成者の意図があるが、合意の
結果として作られた場合には、その意図にある程度の幅がある。
文書を示された人々の解釈にはさらに大きい幅が生じる。そし
て、その文書が時代を越えて参照されるなら、その解釈は時代
に応じて変わる。
　ここでは、日本の「国是」として提示され、近現代を通じて
参照され続けた五箇条の誓文を題材に、資料を巡る意図や解釈
のずれを学び、さらに、その背景となった社会のあり方の変容
を通観する。

 解説 　五箇条の誓文❶
　誓文の原型は、新政府の参与となった福井藩出身の由利公正が「諸
侯会盟」、すなわち天皇と藩主たちが申し合わせる国政の基本方針
として起草した「議事之体大意」で、

一　庶民志を遂げ人心をして倦まざらしむるを欲す
一　士民心を一にし盛に経綸を行ふを要す
一　知識を世界に求め広く皇基を振起すべし
一　貢士期限を以て賢才に譲るべし
一　万機公論に決し私に論ずる勿れ」

の五箇条であった。土佐藩出身の参与福岡孝弟が由利と相談して、
五番目を「列侯会議を興し万機公論に決すへし」と改めて冒頭に移
すなど、諸藩主の議論を国政に反映する方針が明確な「会盟」とし
た。しかし、太政官での議論で、天皇親政にふさわしく天皇が誓う
形とされ、遅れて参与となった長州藩出身の木戸孝允が最終的な形
を整えた。（福岡孝弟「五箇条御誓文ト政体書ノ由来ニ就イテ」『明
治憲政経済史論』1919年、国立国会図書館デジタルコレクション)
 解説 　宸翰❷
　宸翰は天皇が書いた書状を意味する。宛先は明示されないが本文
中に「汝億兆」とあるので、国民全体ということになる。教科書に
載せていない前略部分には誓文の 3番目に対応する「天下億兆一人
も其処を得さる時は皆朕が罪」という言葉もあって誓文の示す国の
ありかたに対応しているが、「会議」「公論」等にはふれない。主に
木戸孝允によって執筆されたと考えられている（三宅紹宣『幕末維
新の政治過程』吉川弘文館、2021年）。全文は国立国会図書館デジ
タルコレクション『法令全書』で御誓文と同じ「慶応 3年」（翌年分
と合綴されているため）の81画像目にあり、同館の「日本法令索引」
でも到達できる。
▶御誓文の内容はどのようなものだろうか。
　五箇条を、わかりやすく解釈すると次のようになる。

1．国の方針を会議で決める
2．産業振興、開拓などに国民を挙げて取り組む
3．国民が自分の希望を遂げるために働ける社会を作る
4．従来の良くない慣習を捨て、正しい制度を作る
5．諸外国の知識を学び、日本の力をつける

　 1．は福岡案ほど明確ではないが、具体的には政権を委任された
徳川家の独裁に代わるのが、狭い意味の朝廷の独裁ではなく、諸藩
主などの意見が反映される政治体制であることを示すとも了解でき
る文面である。「列侯」と明示されなかった故に、誓文は繰返し参
照される力をもったともいえる。
　 2～ 5．は旧来の制度を壊し、先進国に学びながら、国力の強い
国家を作るにふさわしい社会体制を作ることを示している。 1．も
その一環とみることができる。
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と
を原料とする繊維製品までの幅広い物資不足が起こった。
 解説 　1955（昭和30）年
　経済が概ね戦前水準への復興を果たした年である。農業も豊作で
あった。重化学工業と、戦前来の軽工業が共に輸出に貢献している
が、化学繊維の登場もあって、生糸の比率は低い。硫安など化学肥
料の登場で豆粕が肥料に用いられることはなくなり、大豆は食用と、
食生活の変化で需要が増した食用油の原料として輸入された。なお
米軍の需要を中心とした特需は輸出統計外で2005億円である。
▶1955年にみられる産業構造の変化の背景⑧
　戦時期に軍事力の増強を目指して重工業化が進められたことが背
景にある。戦時の軍事生産による設備や技術者の増加、技術進歩は、
欧米との技術格差が再認識されて戦後に技術導入が進んだことも含
め、重化学工業を中心とした高度経済成長の前提になった面がある。
 解説 　1975（昭和50）年
　高度経済成長が終わったとされる時期であり、成長の内容が確認
できる。高度経済成長の、前半は船舶、後半は自動車が代表的な輸
出製品となり、繊維製品の比率は低下した。機械類の輸入は、高性
能な機械やジェット旅客機など国産化できなかった部分もあること
を示す。原油は精製して燃料のほか石油化学工業の原料ともした。
▶工業国としての日本⑨
　重化学工業製品が輸出の大半を占め、先進工業国として発展した。
輸入では原油の比率が高いため1973年の石油危機からの石油価格上
昇の影響を強く受け、各企業でエネルギー消費を抑える努力が進ん
だことが、その後の国際競争の中での工業発展に有利に働いた。
 解説 　2015（平成27）年
　金額面での輸出のピークは2007年であり、その後は継続的な輸出
超過もみられず、貿易上の工業国としての地位は動揺している。自
動車輸出は好調であるが、鉄鋼の比率は低下した。電気機器は電子
部品等の多様な製品を含むが一般機械、化学製品と共に、輸出入双
方にみられ、より細かく分類しても、輸出入品を性格づけることが
難しい。輸入品に衣類がみられるのは繊維産業の衰退を示す。
▶進む国際分業⑩
　繊維や雑貨など労賃が価格競争力に反映されやすい分野は戦前の
日本では輸出産業であった。戦後は省力化を進めたが、新興工業国
の競争を受け、衰退した。日本は技術力を高め、先進工業国間で競
争が盛んな自動車を輸出するに至ったが、その後の新興工業国の追
い上げで技術的優位を確保できない分野も増えている。また、部品
の調達も国際化し、工業国相互間での分業関係が深まっている。国
内の労賃の上昇や貿易摩擦により生産を海外移転した例も多い。

❖産業のありかたや課題の変化❖
　幕末から1885年ころまでは貿易の拡大で、輸出向けの生糸や
茶、輸入品を利用した織物や、菓子など主に在来技術による産
業が発展したが、輸入品の国内生産＝工業化の必要性が広く感
じられた。
　その後、機械制生産を導入した産業革命により、綿花を輸入
して綿糸を輸出する加工貿易が開始される。1913年と対比する
と石炭の輸出減少＝国内消費増加で、産業革命がさらに進展し、
また鉄や機械の国産化が次の課題となったことがわかる。
　1935年までに織物が主要輸出品になり、機械類も輸出される
ようになったが、機械類は輸入も多い。戦争を経た1955年には、
繊維産業に加え重工業も輸出産業に成長していた。1975年に向
け、高度経済成長の中で重化学工業のさらなる成長がみられた。
　2015年には重化学工業製品の同一品目が輸出・輸入の両方に
みられるように国際分業が複雑化しており、常に日本の強みを
作り続けることが求められている。近年は貿易外収支も増え、
このようなグラフの変化から産業構造を読み取ることも難しく
なった。開港、産業革命、重化学工業化、また近年の国内工業
の停滞も画期であろう。変化の意味は、工業の発展という視角
か、生活を重視するか、国際関係を考えるかなどにより様々に
考えられる。

よび、特に北海道で影響が大きかった。1926年には戦後の船舶過剰
で海運運賃が低下していることもあって、価格競争力があるアメリ
カ産などの木材、小麦も輸入された。
▶1935年の日本の産業の国際的な強み⑥
　高い科学技術や大規模な資本を必要とする重化学工業ではなく、
欧米より低賃金の労働力を生かした軽工業の国際競争力。
▶英米との関係の悪化や戦争が経済に及ぼした影響⑦
　貿易の制限や途絶により、石油や鉄といった軍需品から綿や羊毛

　第一次大戦の前の年をとり、大戦前の到達点を示した。284頁の
貿易相手のグラフも同年のものであり、合わせて参照すると、前回
まで上位だった砂糖が、台湾での生産で代替されつつあること、ま
た米も輸入とともに植民地からの移入がなされていることがわかる。
なおこの年の、軍による軍艦・兵器類の輸入額は2948万円である。
▶米が輸入品になった事情⑤
　米の生産の伸びより、消費の伸びの方が大きかったため。その背
景として、工業化、都市化がある。農村部では主食を雑穀、芋など
で補っていたが、都市部や工場寄宿舎、軍隊などでは、脚気防止の
ため麦を混ぜることもあるものの、基本的に米が食された。東南ア
ジア、南アジアから安価な米(インディカ米)が入ったことも一因。
 解説 　1935（昭和10）年
　第一次世界大戦中の工業化の進展と、戦後に国際競争が激化する
中で、輸出入品がやや明治後半に近い構成に戻る点を示すためにさ
らに 2組のグラフを加えるのが最善だが、紙幅の関係で果たせなか
った。
　1935年には諸工業の発展で貿易品が多様化しているため一部『日
本外国貿易年表』の類別を用いた。「衣類」は「衣類及同附属品」
でメリヤス製シャツ、ワイシャツ、きもの、帽子、靴下、靴、ボタ
ン、櫛など、「飲食物」は「飲食物及煙草」から「煙草」を除いた
値で精糖、緑茶、魚介類、昆布、蜜柑など、「雑品」は、木材、木
製品、花筵、真田、ゴム製品、セルロイド、ブラシ、豆電球、トラ
ンク、玩具、肥料などである。なお輸入の羊毛は95％がオーストラ
リア産で、同国との貿易の拡大にも注目したい。
　教科書には掲載できなかった1918年・1926年を同様の分類で示す。
1918年は機械・船舶の輸出がみられる一方、鉄類の輸入が拡大して
いる。輸出の「穀物類」は「穀物穀粉澱粉及種子」でこの年の約半
分はえんどう豆とインゲン豆であり、澱粉とともに大戦で農業生産
力が低下した欧米に輸出された。大戦期の特異な需要は農業にもお

ねらい
　開港後には貿易が国内経済に大きな影響を及ぼし、政府は国
を富ませるために輸出超過か、少なくとも輸出入の均衡を求め
て必要な措置をとった。日本の経済構造は、産業革命、世界大
戦、高度経済成長、その後の脱工業化と変容を繰り返したが、
輸出入品の構成から、それを概観することが出来る。時期を隔
てて対比する、原料・燃料と工業製品の区別や対応関係を考え
る、といったグラフの読み取り方を学びつつ、産業の変化の画
期を考えたい。

 解説 　1865（慶応元）年
　開港から 5年ほど経って、貿易による国内産業の変化が生じてい
る。大量の生糸輸出は、それを目的とした養蚕や製糸が活発化にな
ったことを示す。蚕卵紙は蚕が卵を産みつけた紙で、明治初年まで
蚕の流行病に苦しんでいたフランスやイタリアで養蚕に用いられた。
▶「欧米の産業革命の影響がはっきりみられる」の意味①
　輸入は欧米産の織物が多い。国内で用いられていた織物と全く同
質のものが安く供給されたわけではない。細い機械制紡績糸で織ら
れた綿布の目新しさ、毛織物の強靭さや風合などが好まれたが、そ
れらが安価に供給されて日本で多くの需要を獲得したのは、産業革
命によって機械を活用して大量生産されていたからである。生糸の
輸出も、産業革命による消費と織物生産の拡大が背景である。
 解説 　1885（明治18）年
　この翌年あたりから、機械制綿紡績業と鉄道業を中心に日本の産
業革命が始まる。この時点では官営事業や外国人技師を雇った経営
を除いては、在来の技術で貿易に対応した生産がなされていた。一
部での近代技術の活用は、石炭や銅の輸出に反映している。
▶輸入の首位が綿糸である理由②
　国内で、輸入綿糸を用いた織物が織られたためである。和服に用
いられた小幅織物は先進国では生産されておらず、輸入糸を用いて、
日本人の好みにあった色、柄で手作業で織られた。ヨーロッパから
導入された飛び抒(バッタン)が一部で利用されて生産性を高めたが、
動力は用いられず、農家の副業が中心であった。なお綿糸輸入先は
イギリスが過半であるが、1870年代からインドで機械制紡績が発達
したため英領インドも約 4割を占める。
▶砂糖や石油の輸入増の理由③
　砂糖は国産品より安価であり、価格低下で国内消費が増加した。
菓子類に使われたほか、日常の料理の味付けにも影響したと考えら
れる。石油はほとんどが灯油で、ランプとの組み合わせで、従来の
行灯などより明るい照明として広まった。共に、貿易の拡大でかな
り広い範囲の人々の暮らしが変化したことを意味している。
 解説 　1899（明治32）年
　紡績業と鉄道業を中心とする産業革命が進行し、1900年には機械
制紡績の過剰生産を一因とする恐慌が発生する。その直前の状況で、
工業原料の綿花のほか、機械類や鉄類の輸入が多いのは紡績機械や
機関車、そして鉄道のレールまで輸入されたためで、重工業の発展
の遅れを物語る。なお、陸海軍の軍艦・兵器等は1885年のグラフで
は機械類などに含まれるが、以後戦前を通じて貿易統計には含まれ
ない。
▶綿糸が輸出品に転じ、綿花が輸入品の首位になったことの意味④
　綿糸の輸出は1890年に輸入を上回った。綿糸紡績業が、原料の綿
花を輸入にたよる機械制工業として確立し、日本が原料を輸入して
機械制工業生産を行ない製品を輸出する工業国の面を持ち始めたこ
とがわかる。
 解説 　1913（大正 2）年
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1．幕政の改革 239

第8章　幕藩体制の動揺

徳川吉宗　　徳川吉宗は1₆8₄（貞享元）年に，紀伊藩主徳川光
貞の四男（次男は早世）として誕生した。幼名を源六・新之助
といい，のち頼方を名乗り，1₆₉7（元禄1₀）年に越前鯖江藩主
として ₃万石を領した。ところが17₀₅（宝永 ₂）年に長兄綱教・
父光貞・次兄頼職があいついで他界したため，紀伊徳川家₅₅
万石を相続，この時， ₅代将軍綱吉から一字をもらって吉宗
と改名した。
　紀伊藩主となった吉宗は，藩政の再建と綱紀の粛正につと
め名君の評価を得たが，これにより171₆（享保元）年には ₆歳
で夭折した 7代将軍家継の後継者として 8代将軍の座につく
ことになった。将軍となった吉宗は，家康の曾孫として「諸
事権現様御定めの通り」を旨として，以後₃₀年にわたり幕政
にあたった。
　その政治では，譜代層を支持基盤とし，封建官僚をもって
政治改革に着手した。商品経済の進展に伴って揺らぎつつあ
った幕藩体制の強化を試みた政治は，将軍権力を最終的に確
立した時期ともみられている。学問の奨励，貨幣の改鋳，法
令の編纂，新田開発の推進，甘藷・薬草・煙草・藍・織物な
どの殖産興業に努め，また米将軍（米公方）と称されるほど米
価対策に腐心し，のちに幕府中興の祖とも称された。
　17₄₅（延享 ₂）年に家督を嫡子家重に譲ったが，西の丸に移
ってからも大御所として，将軍を補佐した。17₅1（宝暦元）年
に没し，有徳院の院号を号す。

享保の改革　　幕府財政は，₃₀₀万石に及ぶ幕領からの年貢
収入と佐渡・伊豆の金山，生野・石見銀山などからの鉱山収
入により支えられてきたが，元禄期に入り，明暦の大火や綱
吉の奢侈及び鉱山収入の減少により財政赤字となった。その
ため幕領の増加を進めた結果，1₆8₀年代には急増して₃8₀～
₃₉₀万石に達するなど約₂₀年間で1₀₀万石もの増加を行い，享
保の改革直前には₄₀₀万石になっている。しかし年貢収納率
が下がっているため，石高の増加と年貢収納高の増加が比例
しない現状があった。
　そこで享保の改革では定免法や有毛検見法をとって，石高・
年貢収納高，年貢収納率をともに増加させた。特に改革の当
初はその増加があまり見えなかったため，上げ米や新田開発
の奨励といった政策を打ち出したことが理解できる。また幕
府財政が幕領からの収入にのみ頼らざるを得ない状況のた
め，幕府が必要とする物資も関東の幕領から納入させたほか，
甘藷などの栽培や漢訳洋書の輸入制限緩和の実施により，百
姓の年貢納入の能力を高めた。
　しかし米の年貢収入が増加しても，幕府財政収入にならな
い問題が起こった。これは商品生産の発達によって「米価安
の諸色高」（米価が下がっても諸色〔他の品物〕の価格が下がら
ず，高いままの状態）の状況が生まれたからで，幕府は17₂₄
年に諸色価格引下げ令を出すとともに，株仲間の公認や堂島
米市場の公認により物価の安定と下落を図った。
　その上，これらの課題を解決するために，田中丘隅ら百姓

1 幕政の改革 支配に優れた地方巧者を採用し，足高の制を設けて大岡忠相
や神尾春央を抜擢するなど人材の登用に努めて，民政の充実
を推進した。
　また享保の改革を政治改革の面からみると，新井白石や間
部詮房による正徳の政治を批判し，生類憐みの令に代表され
る元禄時代の政治の反省も行われた。吉宗は荻生徂徠から「政
談」の提出を受け，朱子学者の室鳩巣を侍講とするなど儒学
者の意見を聞き，側用人は置かなかった。その表われとして，
民衆の意見を聞くために目安箱が設置され，それによって小
石川養生所の設置や江戸の防火体制が確立できた。
　法令の編纂においても，この改革では大きな特色を持った。
幕府の民事・刑事訴訟についての基本法典となった「公事方
御定書」（「御定書百箇条」）の編纂は，各種犯罪に対する罰則
を定め，奉行の個人的判断に頼らない公正さが保障された。
続いて御定書ができた直後，三奉行が中心となって江戸幕府
初頭からの法令を部門別にした法令集も作られた。これが「御
触書寛保集成」と呼ばれるもので，のちにこれにならったも
のが作られた。
　また裁判を迅速化するため金銀貸借・売掛金などについて
の訴訟（金公事）を取り上げない相対済し令が出された。相対
済し令が出されたのは1₆₆1（寛文元）年が最初で，この171₉（享
保 ₄）年のものは他のものに比べて厳しく，全面的な相対済
し令となっている。

三大改革論と享保期の位置　　戦前・戦中までの日本近世史
研究では，幕政の展開を「一張一弛史観」として「緊張」と「弛
緩」の交代と捉え，その特徴を為政者の個人的資質に帰着さ
せて説く見解に立って研究が進められた。この見解に立てば，
前後の時期を二項対立的に捉え，その断絶面が強調されるが，
三大改革論もこうした視座のもとで登場したものといえるだ
ろう。
　すなわち，享保の改革もその前後の元禄期の ₅代将軍綱吉
の治世と宝暦・天明期の田沼政治との間に挟まれた「緊張期」
とみて，幕政にあたった 8代将軍吉宗を名君として綱吉や田
沼意次と対比させたのである。
　これに対し戦後の近世史研究では，幕藩制の経済構造や権
力構造，国家論などの立場から幕政史の展開が見直され，三
大改革論や享保期の位置についても再考されてきた。そのな
かで注目すべき議論としては，次のようなものがある。
　まず敗戦後から1₉₆₀年頃までには，津田秀夫氏の一連の研
究（『封建社会解体過程研究序説』塙書房）が代表的であり，こ
こで享保の改革を近世の経済構造の変化から説く方向性が示
された。
　これによれば，生産物地代原則を基礎とする領主的土地所
有と農民的商品経済を発展させる小農民経営との対立の激化
により，元禄期以降には年貢収入の減少と幕府財政の悪化が
起こり，そのため享保の改革はこうした封建的危機論から実
施されたと位置づけられた。
　これに対し，山口啓二氏は享保期以前の幕府の年貢収入減
少が確認できるかといった疑問を呈した。そして享保の改革
は幕藩制危機の克服ではなく，矛盾が発展することに対応し
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資料 A  
生徒 B：登呂遺跡の写真の前にあった資料 Aは

（ 1 ）だね。（ 2 ）ことがよく分かる展示
だね。  

生徒 A：高床倉庫の模型の隣に展示してあった資料 B に
は脱穀の様子が示されているよ。 

生徒 B：これは（ 3 ）で出土した（ 4 ）に表現された 
ものだね。当時の生活が見えてくるようだ。 
生徒 A：ここは当時の墓制に関する展示かな。 
資料 Cは山陰地方の（ 5 ）の模型だね。岡山県に 
旅行した時に訪れた（ ６ ）もそうだけど、縄文 
時代には見られなかったこのような大型の墓の登場は 
どのような社会の変化を表すものなんだろう。 
生徒 B：たとえば、（ ７ ）ことが示されると考えられる
ね。 
生徒 A：その後の社会の様子に関しては隣の展示かな。文章
が書かれたパネルがあるようだ・・・ 

 
 
問１ （ 1 ）に適する語句を解答しなさい。【知識・技能】 
 
問２ （ 2 ）に適する生徒の発言をア～エより 1 つ選びなさい。【知識・技能】 
ア 南西諸島から水稲耕作とともに大陸系の磨製石器が伝わった 
イ 南西諸島から水稲耕作とともに大陸系の打製石器が伝わった 
ウ 朝鮮半島から水稲耕作とともに大陸系の磨製石器が伝わった 
エ 朝鮮半島から水稲耕作とともに大陸系の打製石器が伝わった 
 
問３ （ ３ ）（ 4 ）に入る県名-語句の組み合わせとして適切なものをア～エより 1 つ選びなさ
い。 
【知識・技能】 
ア （ ３ ）-福岡県 （ ４ ）-銅鐸    イ （ ３ ）-福岡県 （ ４ ）-銅戈 
ウ （ ３ ）-兵庫県 （ ４ ）-銅鐸    エ （ ３ ）-兵庫県 （ ４ ）-銅戈 
  
問 4 （ ５ ）（ ６ ）に適する語句をア～カより 1 つずつ選びなさい。【知識・技能】 
ア 甕棺墓      イ 支石墓      ウ 再葬墓  
エ 方形周溝墓    オ 楯築墳丘墓    カ 四隅突出型墳丘墓  
 
問５ （ ７ ）に適する生徒の発言をア～エより２つ選びなさい。【思考・判断・表現】 
ア ヤマト地方を中心とする政治連合が形成された 
イ 死者の霊の災いを恐れて葬送儀礼がおこなわれた  

資料 B 
 

資料 A 
 

資料 C 
 

日日本本史史探探究究__ルルーーブブリリッックク案案（（準準拠拠テテスストト例例））  
 

例例））第第１１章章  日日本本文文化化ののああけけぼぼのの  

 AA（（十十分分満満足足））  BB（（おおおおむむねね満満足足））  CC（（不不足足ししてていいるる））  
知識・技能 旧石器文化から縄文文化へ

の変化、弥生文化の成立か
ら日本列島の歴史的環境と
その文化や原始社会の特色
の歴史的特質を十分に理解
している。 
原始・古代の歴史的特質を
示す複数の資料から情報を
読み取ったりまとめたりす
る技能を身に付けている。 

旧石器文化から縄文文化へ
の変化、弥生文化の成立の
歴史的特質を理解してい
る。 
原始・古代の歴史的特質を
示す資料から情報を読み取
る技能を身に付けている。 

旧石器文化から縄文文化へ
の変化、弥生文化の成立の
歴史的特質に関する理解が
不足している。 
原始・古代の歴史的特質を
示す資料から情報を読み取
る技能が十分に身に付いて
いない。 

思考力・ 
判断力・ 
表現力 

日本列島の変化や原始社会
の変化、中国王朝との関係
等の諸事象について背景や
原因、結果や影響、事象相互
の関連などに着目し、主題
（問い）を設定し、複数の資
料を比較したり関連付けた
りして読み解き、原始・古代
の特色について多面的・多
角的に考察し、表現してい
る。 

日本列島の変化や原始社会
の変化、中国王朝との関係
等の諸事象について主題
（問い）を設定して、資料を
読み解き原始・古代の特色
について考察し、表現して
いる。 

日本列島の変化や原始社会
の変化、中国王朝との関係
等の諸事象について、主題
（問い）の設定や資料の読
み解きが不十分で、適切な
考察にもとづき表現できて
いない。 

主体的に学
習に取り組
む態度 

原始・古代の日本と東アジ
アについて自ら関心をもっ
て積極的に学習に取り組ん
でいる。振り返りから課題
意識を高め、一層学習を深
めようとしている。 

原始・古代の日本と東アジ
アについて自ら関心をもっ
て学習に取り組んでいる。
振り返りから課題意識を高
めている。 

原始・古代の日本と東アジ
アについて自ら関心をもっ
て学習に取り組まず、問い
に対する考察をしていな
い。 

 

『教師用指導書 授業実践編』にはデータ集DVD-ROMが付属します。
授業準備やテスト問題の作成に、ぜひご活用ください。

⚫教科書の節ごとに構成されています。１スライド１メッセージを意識し、
　要点を理解しやすく工夫しています。
⚫授業スタイルにあわせてアレンジが可能です。
⚫スライドに対応したワークシート（Word）もご用意しています。

⚫教科書の節ごとに構成されています。
⚫小問ごとに観点別評価を明記しています。
⚫さまざまなパターンの出題形式を用意しています。

⚫�準拠テスト例に対応した「ルーブリック（評
価規準表）」を収録しました。

　A・B・Cの具体的な規準を例示しています。

教師用指導書 授業実践編　付属データ集
詳説日本史

日探705準拠

付属データ集DVD-ROM　収録予定コンテンツ一覧

⑥授業用スライド（PowerPoint）

⑧準拠テスト例（Word）　
　〈１節ごとにA4約５枚収録予定〉

第第1155章章恐恐慌慌とと第第二二次次世世界界大大戦戦

２

1 恐慌の時代

３

軍部の台頭

第二次世界大戦

Q
!

恐慌が多発したのはなぜだろうか。また、政府はどの
ように対応したのだろうか。

浜口雄幸首相は井上準之助を蔵臣として起用し、外国為替相場の安定と経済界の抜
本的整理のために、旧平価での金輸出解禁(金解禁)を実施した。

2 井上財政の金輸出解禁(金解禁)

金解禁を報じる新聞記事

1 恐慌の時代 ▶戦後恐慌から金融恐慌へ

※画像は制作中のものです。

教科書
データ

①教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ
②教科書本文・史料テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ
③教科書掲載地図・図表 JPEG カラー・モノクロ2種の画像データ
④指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ
⑤年間指導計画・評価規準例 Excel カリキュラムにあわせて加工が可能

教科書
準拠教材

⑥授業用スライド PowerPoint 教科書の節ごとに構成
問いの解答例も収録

⑦授業用スライド対応プリント Word スライドに対応したワークシート

⑧準拠テスト例 Word 小問ごとに観点別評価を明記
テストに対応したルーブリック（評価規準表）付き

⑨準拠ノート Word、PDF 『詳説日本史授業用整理ノート』の紙面データ
⑩白地図集 JPEG プリント用、黒板用2種の画像データ

※画像は制作中のものです。

問題ごとに【知識・技
能】【思考・判断・表
現】【主体的に学習に
取り組む態度】のいず
れに相当するのかを
示しています。
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10　　第 １章　日本文化のあけぼの � 2　農耕社会の成立　　11

�「クニ」の成立
　（　環　濠　集　落　）・高地性集落の出現　余

よ

剰
じょう

生産物をめぐる戦い

　石製・金属製武器の出現

　　→集落の統合：「（　ク　ニ　）」（小国）の成立＝王の出現（大型墳
ふん

丘
きゅう

墓
ぼ

の被
ひ

葬
そう

者
しゃ

）

�中国の歴史書にみる「クニ」
　ａ　『（　漢　書　）』地

ち

理
り

志
し

　　倭
わ

人
じん

社会は₁₀₀余国に分立（紀元前 ₁世紀頃）→（　楽　浪　郡　）に定期的に朝
ちょう

貢
こう

　ｂ　『（　後　漢　書　）』東
とう

夷
い

伝
でん

　　倭の奴
な

国
こく

王の使者が後
ご

漢
かん

の都洛
らく

陽
よう

で光
こう

武
ぶ

帝
てい

から印
いん

綬
じゅ

を受ける（₅₇）

　　　＊福岡県志
し

賀
かの

島
しま

で発見された「（　漢　委　奴　国　王　）」の金印か

　　倭
わ

国
こく

王
おう

帥
すい

升
しょう

等
ら

が生
せい

口
こう

₁₆₀人を安
あん

帝
てい

に献上（₁₀₇）→倭国に大乱おこる（₁₄₇～₁₈₉）

　ｃ　小国の中国遣使の目的
　　銅

どう

鏡
きょう

・鉄
てっ

器
き

などの先進的文
ぶん

物
ぶつ

を入手して、ほかの小国より倭国内での立場を高めようとした

�邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

連合の成立
　「（　魏　志　）」倭

わ

人
じん

伝
でん

＝『三
さん

国
ごく

志
し

』の『魏
ぎ

書
しょ

』東夷伝倭人条

　　＊『三国志』：晋
しん

の陳
ちん

寿
じゅ

が編
へん

纂
さん

（ ₃ 世紀）

　ａ　倭国大乱（ ₂世紀終盤）→邪馬台国の（　卑　弥　呼　）を女王として共立
　　　　　　　　　　　　　→大乱終息：邪馬台国連合の成立

　ｂ　卑
ひ

弥
み

呼
こ

が魏の皇帝に朝貢（₂₃₉）

　　→「（　親　魏　倭　王　）」の称号と金印、多数の銅鏡などを贈られる

�邪馬台国の社会
　ａ　卑弥呼の政治：呪

じゅ

術
じゅつ

的権威が背景

　ｂ　身分差が存在：大
たい

人
じん

―下
げ

戸
こ

　ｃ　統治組織、租
そ

税
ぜい

・刑罰の制度、市
いち

が存在

�卑弥呼死後の邪馬台国
　ａ　卑弥呼の晩年：狗

く

奴
な

国
こく

と争う

　ｂ　卑弥呼の死（₂₄₇頃）→男の王が立つが国内おさまらず
　　　　　　　　　　　 →（　壱　与　）（卑弥呼の宗

そう

女
じょ

）が王に即位

　ｃ　倭の女王が晋の都洛陽に遣使（₂₆₆）：壱
い

与
よ

か

　　→以後約₁₅₀年間、倭国に関する記載が中国の歴史書から消える

�邪馬台国の所在地と ３世紀の倭国
　　（　近　畿　）説（近畿地方大

やまと

和に所在）

　　　邪馬台国連合＝近畿中央部～九州北部の広域の政治連合→ヤマト政権につながる

　　（　九　州　）説（九州北部に所在）

　　邪馬台国連合＝九州北部中心の小範囲の政治連合

　　　→東方のヤマト政権が邪馬台国連合を統合、または邪馬台国が東遷してヤマト政権を形成

小国の分立

1

2

3

4

5

6

邪馬台国連合

7

8

9

10

11

12

Ｑ 小国の王はなぜ中国の皇帝に使者を派遣したのだろうか。

小国の王は中国の皇帝から王の称号を獲得するとともに、銅鏡や鉄器など中国や朝鮮半島の先進的な

文物を手に入れることで、ほかの小国より倭国内での地位を高めようとしたと考えられる。 

　　　　　　　　 　 ３世紀の倭人の社会や習俗をはじめ、邪馬台国連合に関する情報を史料から読み取り、説明してみよう。

例えば、「倭人の社会には大人や下戸という身分があり、税の仕組みも存在し、国々の市では交易が

行われていた」「男子は年齢を問わず、顔や体にいれずみをしていた」など。 

読みといてみよう

問 １　旧石器時代から縄文・弥生時代の変化で、人々の生活にとくに大きな影響を与えたものは何だろうか。

旧石器時代から縄文時代への変化では完新世への移行による気候の温暖化が、縄文時代から弥生

時代への変化では水稲耕作など大陸文化の伝来が人々の生活に大きな影響を与えた。 

問 ２ �　弥生時代には、朝鮮半島や中国大陸などとの関係が深まるが、それは人々の暮らしや社会にどのような結果をもたら

したのだろうか。

水稲農耕などの伝来によって農耕社会が成立し、食料生産により人々の暮らしが豊かになる一

方、余剰生産物をめぐる集落間の争いが生まれた。戦いの時代のなかで社会に身分差が生じ、

「クニ」が分立するようになった。 

問 ３ �　社会の変化や、政治的なまとまりの形成・展開、国際関係の変化などの観点から、原始・古代の特徴について、問い

を表現してみよう。

・社会における身分差は、古代国家の形成のなかでどのように位置づけられるのか。 

・小国の分立から中央集権的な国家形成へと、どのように進んでいくのだろうか。 

・中国や朝鮮半島との関係は、どのように展開していくのだろうか。 

第 １章のまとめ68 第6章　武家政権の成立

第6章 武家政権の成立

4　蒙古襲来と幕府の衰退 69

 蒙古襲来  

1 　 宋：日宋間に正式な国交なしも、僧侶の往来や民間商人の私貿易は活発
2 　 元
⑴ チンギス =ハン、モンゴル統一（1206）後、中央アジア～南ロシア制圧
→チンギス死後、中国北部の金を滅ぼす（1234）

⑵ 約30年に及ぶ侵略後、朝鮮半島の（　 1　）が服属（1259）、チンギスの孫
（　 2　）、国号を元、都を（　 3　）（=北京）に移し、中国支配へ注力
⑶ フビライ、高麗を通じ日本にたびたび朝貢を要求（1268～73）
→時の 8代執権（　 4　）、フビライの要求を拒絶

⑷ 高麗で大規模な抵抗（（　 8　）の乱、1270～73）→日本遠征に影響
3 　（　 9　）の役：（1274）年
⑴ 元・高麗軍が壱岐・対馬、九州北部を襲撃
a　日本側：�元軍の集団戦法（日本は騎馬での一騎打ち中心）や火器（てつはう）

により苦戦
b　元　軍：内部対立、指揮の乱れなどにより元軍撤退

⑵ 防衛強化策（文永の役後）
a　九州の御家人に課した（　10　）をさらに強化、九州北部から長

なが

門
と

の沿岸を
警戒

p.99〜

上
しょう

天
てん

の眷
けん

命
めい

せる大蒙古国の皇帝、書を日本国王に奉る。……（　ア　）はⓐ
朕
ちん

の東藩なり。日本は（　ア　）に密
みつ

迩
じ

し、開国以来、亦
また

時として（　イ　）に通
ぜり。朕

ちん

の躬
み

に至りては、一乗の使
つかい

も以
もっ

て和好を通ずること無し。尚
な

ほ王の
国これを知ること未だ 審

つまびらか

ならざるを恐る。故
ゆえ

に特に使を遣はし、書を持し
て朕が志を布告せしむ。……兵を用ふるに至りては、夫

そ

れ孰
たれ

か好む所ならん。
ⓑ王其

そ

れこれを図れ。 （東大寺尊勝院文書）

問 1　下線部ⓐの朕とはだれのことを指すか。（　 5　）
問 2 �　下線部ⓑに関連して、幕政を担い、以後も「朕」の要求を拒否した執権は

だれか。（　 6　）
問 3 �　（　ア　）・（　イ　）に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～

⑥のうちから 1つ選べ。（　 7　）
① ア―元　　イ―新羅 ② ア―新羅　イ―元
③ ア―高麗　イ―中国 ④ ア―中国　イ―高麗
⑤ ア―大唐　イ―高麗 ⑥ ア―新羅　イ―大唐

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

蒙古襲来と幕府の衰退4

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

b　博多湾沿岸に（　11　）を構築、御家人や九州に所領を持つ領主に築造命令
４ 　（　12　）の役：（1281）年
⑴ 元、宋（南宋）を滅ぼす（1279）→日本に再度の服属要求→幕府、拒否
⑵ �東路軍（元・高麗の混成軍、朝鮮半島から出発）�

江南軍（元・旧南宋の混成軍、中国から出発）
⑶ 日本軍の奮戦、暴風雨により元軍が大損害→元軍撤退
※ ２度にわたる元の襲来をモンゴル襲来（蒙古襲来・元寇）と称す
⑷ 元はその後も 3度目の日本遠征を計画→高麗の抵抗は継続、旧南宋の支配地
や大越（ベトナム）の抵抗にあうなどで断念
⑸ モンゴル襲来後も、元との交易は民間レベルで活発：正式な国交なし

 蒙古襲来後の政治  

1 　 警備体制の維持
⑴ 元寇後も引き続き九州の御家人に（　 1　）を課し、警戒
⑵ 御家人以外の武士を動員する権利→朝廷から承認を得て獲得
⑶ 博多に（　 2　）設置：�九州の軍事・訴訟を統括する機関・役職、探題（長官）

に北条氏一門を任命
御家人以外の動員権を得て、幕府の支配権が強大化。

2 　 北条氏の専制化
⑴ 北条氏嫡流の当主＝（　 3　）（ ２代執権義時の出家名に由来）の権力が強大化
⑵ 得宗家の家臣＝（　 4　）の勢力拡大、筆頭者を（　 5　）と称す
a　御

み

内
うち

人
びと

と有力御家人との対立が表面化
御家人と御内人の違いを把握しよう。

b　（　 6　）（1285）：�9代執権（　 7　）の時代、内管領の（　 8　）が、有力御
家人の（　 9　）を滅ぼす

c　騒動後、内管領の平頼綱も討たれ、執権北条貞時が一時全権を掌握
⑶　（　10　）：�鎌倉幕府における北条氏一門の専制体制（北条貞時の時代に進展）
a　得宗の絶大な勢威のもと、御内人や北条氏一門が幕政を主導
b　全国の守護の半分以上、各地の地頭の多くを北条氏一門が占有

北条得宗家の権力が強大化。

約14万の大軍が
九州北部を襲撃

　　　　右のグラフは鎌倉時代に配置された守護に占める得宗
および北条一門の割合を、時期別に表したものである。このグ
ラフから読み取れることについてまとめてみよう。

探　究

p.100〜
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  国文学の発達  

1 　 国風文化：�大陸文化の吸収→日本の風土への適合・変化→国風化、洗練された
貴族文化が誕生

2 　 かな文字の発達
⑴　万葉仮名の草書体を簡略化→平がな（女

おんな

手
で

）
和歌、物語など国文学の発展、女性の活躍。

⑵　漢字の一部分を取って表記→片かな（仏典・漢文訓読などに使用）
※日常ではかなが広く普及（公文書など、公式の場では漢字のみ）

平がなと片かなの成り立ち、用途の違いに着目。
3 　 和歌・物語・随筆など
⑴　和歌
a　『（　 1　）』：�初の勅

ちょく

撰
せん

和歌集。（　 2　）天皇の命で（　 3　）らが撰集（古
今調と呼ばれる歌風）。

b　八　代　集：鎌倉時代の『新古今和歌集』までの 8つの勅撰和歌集の総称
c　六　歌　仙：小野小町、在原業平ら 9世紀後半に活躍した 6人の歌人

⑵　物語・随筆など
a　『竹取物語』：物語の祖、主人公かぐや姫、 9世紀末頃成立
b　『（　 4　）』：在原業平を主人公とする和歌中心の歌物語
c　『（　 5　）』：�中宮の（　 6　）（藤原道長の娘）に仕えた紫式部の作、平安文

学の傑作
⑶　日記・随筆など
a　『（　 7　）』：皇后（　 8　）に仕えた清少納言の洗練された随筆
b　『（　 9　）』：�最初のかな日記、紀貫之が女性に仮託して記したもの

  浄土の信仰  

1 　 摂関期の仏教・信仰・習俗
⑴　仏教：天台宗・真言宗が圧倒的勢力←�加

か

持
じ

祈
き

禱
とう

による現
げん

世
ぜ

利
り

益
やく

を求める貴族
の支持

⑵　神仏習合のさらなる進展
（　 1　）：�日本の神は仏教の仏が仮に姿をかえてこの世に現われたもの=

（　 2　）とする思想（例：大日如来の化身→日本の天照大神）
⑶　（　 3　）：�怨

おん

霊
りょう

や疫
えき

神
しん

を慰めることで厄災から逃れようとする鎮魂の法会
や祭礼（例：菅原道真をまつる京都の（　 4　）、祇園社の祭りな
ど）

⑷　中国伝来の陰陽五行説に由来する（　 5　）の影響下で、吉凶を判断し日常の
行動を規制（例：外出をひかえ建物内で謹慎する物

もの

忌
いみ

や、凶の方角を避けて行
動する方

かた

違
たがえ

など）

 p.65〜

 p.66〜
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2 　（　 6　）の流行：�現世を穢
え

土
ど

とし、阿弥陀仏を念じる（念仏）ことで来世におけ
る極楽浄土への往

おう

生
じょう

を願う教え
⑴　流行の背景
a　天台宗・真言宗の現世利益に対する、死後の往生への希求
b　（　 7　）：�釈迦入滅後、正法・像法の世を経て死後2000年以降、釈迦の教

えがすたれ厄災や争乱に苦悩する世が到来するという思想� �
永承 7年＝（　 8　）年が末法初年との認識

⑵　関連する諸動向
a　（　 9　）：�10世紀半ば、京都の市で念仏をとなえて阿弥陀如来への信仰を

説き、「市
いちの

聖
ひじり

」と称さる
念仏には観想念仏（阿弥陀如来を心に想う）と、称名念仏（阿弥陀如来の名
を口に出してとなえる）があった。

b　（　10　）（恵
え

心
しん

僧
そう

都
ず

）：�念仏往生の教えを『（　11　）』 に著述し、流行
を助長

c　往生伝：�念仏往生をとげたと信じられた人々の伝記を集めたもの、慶
よし

滋
しげの

保
やす

胤
たね

の『（　15　）』などが代表的
d　（　16　）：�法華経など経典を書写、経筒に入れ埋納。藤原道長が埋納した

（　17　）（国内現存最古）など

夫
そ

れ往生極楽の教
きょう

行
ぎょう

は、濁
じょく

世
せ

末
まつ

代
だい

の目
もく

足
そく

なり。道俗貴
き

賤
せん

、誰か帰せざる
者あらんや。但し（　ア　）の教

きょう

法
ぼう

は、其
その

文一に非
あら

ず。事理の業
ごう

因
いん

は、其の 行
ぎょう

惟
こ

れ多し。利智精
しょう

進
じん

の人は、未
いま

だ難
かた

しとなさざるも、ⓐ予の如
ごと

き頑
がん

魯
ろ

の者、
豈
あに

敢
あえ

てせんや。是
こ

の故
ゆえ

に（　イ　）の一門によりて、ⓑ聊
いささ

か経論の要文を集む。
之
これ

を披
ひら

き之を修
しゅ

せば、覚
さと

り易
やす

く行ひ易からん。
問 1 �　（　ア　）・（　イ　）に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～

④のうちから 1つ選べ。（　12　）
①　ア―念仏　イ―浄土　　　②　ア―浄土　イ―念仏
③　ア―顕密　イ―念仏　　　④　ア―念仏　イ―顕密
問 2　下線部ⓐの「予」に当たる人物の名前を記せ。（　13　）
問 3　下線部ⓑを参考に、この史料の著書名を記せ。（　14　）

　　　　右の図は奈良の薬師寺の僧形八幡神像である。この像に象徴
される宗教上の風潮について、その風潮を表す歴史用語を用いて説明
してみよう。
� �
� �
�

探　究
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  南北朝の動乱  

1 　 足利尊氏の京都制圧（1336）
⑴　持明院統の（　 1　）天皇を擁立
⑵　（　 2　）：�尊氏の諮問に中原章賢（是円）らが答えたもの（17カ条）� �

当面の政治方針、幕府の開設場所（鎌倉か京都か）など

2 　 南北朝の動乱
⑴　南朝（大覚寺統）
a　後醍醐天皇：（　10　）にこもる→皇位の正統を主張
b　楠木正成、新田義貞の死後、北畠親房らが東北・関東・九州で抗戦

⑵　北朝（持明院統）
a　足利尊氏：�光厳天皇から（　11　）に任じられる（1338）→幕府開設� �

弟の足利直義と政務を分担
b　（　12　）（1350～52）：直義と尊氏の執事（　13　）の対立
足利直義：鎌倉幕府以来の法秩序を重視→1352年、尊氏が毒殺
高　師直：武力による武士の荘園・公領侵略を容認→1351年、敗死

⑶　武士団の変化（鎌倉時代後期～）
a　宗家が分家を統率する（　14　）の解体→血縁のつながりが希薄化
b　嫡子による（　15　）→庶子が嫡子に従属
c　血縁的結合から地縁的結合へ転換→一族の内部対立を誘発

⑷　南北朝の動乱の長期化（1336～1392）
a　観応の擾

じょう

乱
らん

後の10年余り：尊氏・義詮派、旧直義派と南朝が離合集散
b　武士団内の内部対立：一方が北朝につけば、もう一方は南朝につく

武家社会の構造の変化とその影響に注目。

 p.112〜

建武式目
　（　 3　）元

もと

の如く柳
りゅう

営
えい

たるべきか、他所たるべきや否やの事
　……就

なかん

中
づく

、（　 3　）郡は文
ぶん

治
じ

にⓐ右
う

幕
ばっ

下
か

、始めて武館を構へ、ⓑ承久に�
（　 4　）朝

あ

臣
そん

天下を併
へい

呑
どん

し、武家に於ては尤
もっと

も吉土と謂
い

ふべきか。……然
しか

ら
ば居処の興廃は、政道の善悪に依るべし。……以前十七箇条、大概斯

かく

の如し。
……遠くはⓒ延喜・天暦両聖の徳化を訪

とぶら

ひ、近くは（　 4　）・泰時父子の行
状を以て、近代の師となす。
問 1　下線部ⓐはだれのことか。（　 5　）
問 2　下線部ⓑに関連のある争乱は何か。（　 6　）
問 3　下線部ⓒの「延喜・天暦両聖」にあたる天皇はだれとだれか。（　 7　）・
（　 8　）
問 ４ �　室町幕府は、鎌倉幕府が制定した御成敗式目を基本法としたが、建武年

間以降に室町幕府が追加した法令は何と呼ばれるか。（　 9　）

  守護大名と国人一揆  

1 　 守護から守護大名へ
⑴　守護の権力の拡大
a　南北朝の動乱→地方武士の勢力拡大にともない役割の大きさが高まる
b　幕府が守護の権限を拡大→地方武士を幕府のために動員するため
・稲を勝手に刈り取る（　 1　）を取り締まる権利
・幕府の判決を強制執行する（　 2　）の権利
・（　 3　）：�軍費調達のため荘園・公領の年貢の半分を徴発する権利� �

当初は一年限り、近江・尾張・美濃から兵
ひょう

糧
ろう

米
まい

を徴収� �
→年貢の分割から土地の分割へ進展＝守護の所領侵略

⑵　（　11　）の一般化（鎌倉時代後期～）
a　荘園・公領の領主が任じた代官に一定の年貢の徴収を請け負わせる仕組み
b　代官：地頭、守護、禅僧、商人、金融業者など
c　（　12　）：荘園・公領の年貢の徴収を守護に請け負わせる仕組み

⑶　地方政治の変容
a　（　13　）：国内で権力を拡大し、一国全体の支配権を確立した守護
b　（　14　）：地頭などの領主でもある一国内の地方在住の武士
c　（　15　）：国人どうしが自主的に結んだ地縁的な組織

一味同心（神仏に一致団結を誓約）して一揆契状（規約）を結ぶ
傘連判状：参加者の序列を示さず、平等性を確認

南北朝の動乱の中、守護や国人の台頭など地方支配の構造が変化。

 p.113〜

観応の半済令
一�　寺社本所領の事　ⓐ観応三・七・廿四御沙汰
　……次に（　 4　）・（　 5　）・（　 6　）三ヶ国の本所領半分の事、兵粮料所
として、ⓑ当年一作、軍勢に預け置くべきの由、（　 7　）人等に相触訖

おわ

んぬ。
半分に於

お

いては宜
よろ

しく（　 8　）に分かち渡すべし。……� （『建武以来追加』）

問 1　この史料は最初の半済令である。下線部ⓐは西暦何年か。（　 9　）
問 2　下線部ⓑの意味は何か。（　10　）

　　　　次の語句を使って、守護が守護大名に成長した理由をまとめてみよう。
【　守護請　国衙　刈田狼藉　世襲　半済　地方武士　使節遵行　】
�
�
�
�

探　究
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4　　第 １章　日本文化のあけぼの � １　文化の始まり　　5

�人類の誕生と進化
　　猿

えん

人
じん

：新第三紀中
ちゅう

新
しん

世
せい

後期（約₇₀₀万年前）にアフリカで誕生

　　　原
げん

人
じん

　　　

　　　　旧
きゅう

人
じん

　　　　　　 （　更　新　世　）＝氷
ひょう

河
が

時代：氷
ひょう

期
き

・間
かん

氷
ぴょう

期
き

が交互に訪れる

　　　　　新
しん

人
じん

　　第四紀　　　　　↓　　　　　　

　　　　　 ↓　　　　　　 （　完　新　世　）（約 ₁万年前～現在）

　　　　　現代人

�日本列島の形成
　ａ　更

こう

新
しん

世
せい

→完
かん

新
しん

世
せい

　　更新世：氷期に日本列島はアジア大陸北東部と陸続き→トウヨウゾウ、ナウマンゾウなど渡
と

来
らい

　　完新世：海面上昇→日本列島が成立（ ₁万年余り前）

　ｂ　石
せっ

器
き

時代　旧石器時代（おもに更新世）：（　打　製　）石器のみ使用

　　　　　　　　新石器時代（完新世）：（　磨　製　）石器の出現

�日本人の形成
　ａ　日本における更新世の化

か

石
せき

人
じん

骨
こつ

　＊いずれも新人段階

　　（　浜　北　人　）（静岡県）、（　港　川　人　）・山
やま

下
した

町
ちょう

第一洞
どう

人
じん

・白
しら

保
ほ

竿
さお

根
ね

田
た

原
ばる

洞
どう

人
じん

（沖縄県）

　ｂ　日本人の形成
　　縄文人（先祖はアジア大陸に居住）＝日本人の原型

　　　　　　　　　弥生時代以降の渡来人（もとは北アジアに居住）など

　　　　　　　現在の日本人　＊アイヌ・南西諸島の人々は縄文人の特徴を受け継ぐ

�日本の旧石器時代
　（　岩　宿　）遺跡（群馬県）　相

あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

：（　関　東　ロ　ー　ム　）層中に石器発見

　　　↓　　　　　　　　　　学術調査により確認（₁₉₄₉）

　日本における旧石器時代の文化の存在を証明

�旧石器人の生活
　ａ　食料獲得　狩

しゅ

猟
りょう

：石
いし

槍
やり

＝（　ナ　イ　フ　形　石　器　）・尖
せん

頭
とう

器
き

の利用

　　　　　　　　　　大型動物（ナウマンゾウ・オオツノジカ・ヘラジカなど）

　　　　　　　　　　　＊終末期に（　細　石　器　）が出現（北方からの伝
でん

播
ぱ

）

　　　　　　　　採
さい

集
しゅう

：植物性食料

　ｂ　暮らし　移動生活：テント式の小屋、₁₀人前後の小集団
　　　　　　　動物捕獲用の落とし穴、調理用の集

しゅう

石
せき

1 文化の始まり � ○教  p.6～12

日本列島と日本人

進

　化

1

2

3

4

5 6

混血

旧石器人の生活

7 8

9

10

Ｑ 現在の日本人は、どのようにして形成されたのだろうか。

現在の日本人は、古くからアジア大陸に住んでいた人々の子孫である縄文人を原型として、その後、

もともとは北アジアに住んでいて弥生時代以降に渡来した人々などと混血を繰り返しながら形成され

た。 

Ｑ 旧石器時代の人々は、どのようにして食料を獲得していたのだろうか。

旧石器時代の人々は、石槍を用いてナウマンゾウ・オオツノジカ・ヘラジカなどの大型動物を捕らえ

たり、植物性食料を採集したりして食料を獲得していた。 

第1章 日本文化のあけぼの

B5判・260頁（予定）・2色刷

⚫�自学自習用の書込式ノートです。大学受験なども想定して、様々な要素を取り入れました。
⚫�穴埋め形式で知識を確認するほか、「史料チェック」や「探究コーナー」などを設け、学
力の定着を図ります。

B5判・240頁（予定）・2色刷

⚫��授業用の書込式ノートです。様々な授業スタイルを想定して、シンプルな構成にしました。
⚫�左頁では、思考のベースとなる知識を確認します。→❶
⚫�右頁では、教科書に掲載されている問い(Q)や「読みといてみよう」、章のまとめの問いに
取り組めます。→❷

詳説日本史ノート 詳説日本史授業用整理ノート
詳説日本史 詳説日本史

日探705準拠 日探705準拠

見開き両脇を解答欄としています。

❶教科書の内容をわかりやすくまとめています。穴埋め形式で、重要語句の確認ができます。

適宜、学習上のポイントを解説しています。
「探究コーナー」では、図版・グラフなどの
読み取り問題や学習内容をより深められる
問題を設けています。

「史料チェック」では、重要な
文字資料を確認できます。

自由に使えるノート欄を設けています。

ノート・整理ノートともに、ご採用特典として、
解答入りのWord、PDFデータをご提供いたします。

W PDF

※紙面は制作中のものです。

※紙面は制作中のものです。

❷教科書に掲載されている
問い(Q)や「読みといてみよ
う」、章のまとめに対応した
解答欄を設けています。

※書店店頭での販売は致しません

詳
説
日
本
史

関
連
教
材
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年間指導計画・評価規準例 （※３単位、年間105時間）

詳説日本史

節 章 節

配当時

学習内容とねらい

評価の規準

月 授業
時数

授業
時

知識・技能
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価

思考・判断・表現
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価／発表・レポート提出

主体的に学習に取り組む態度
【評価の方法】

提出課題／授業態度／発表・レポート提出

第
Ⅰ
部　
原
始
・
古
代

第1章
日本文化のあけぼの

１　文化の始ま
り

4月

4

1
2
①人類文化の発生を考え、日本列島における旧石器文化・縄文文化の時代の社会を理解する。
②打製石器・磨製石器・縄文土器の発掘、竪穴住居の状況など考古学の成果によって教科
書の叙述が成り立っていることに気づく。

日本列島における旧石器文化・縄文文化の成立と
変容を、自然環境の変化や大陸との影響に着目し
て理解している。

黒曜石などの考古資料をもとに、集落・風習・食
生活の変化などを踏まえて旧石器文化・縄文文化
の社会について考察し、表現している。

黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成につ
いて考察することを通じて、旧石器文化や縄文文
化の特色を明らかにしようとしている。

２　農耕社会の
成立

3
4

①大陸からの稲作伝播の様子や地域性の顕著な道具の分布を踏まえて、弥生文化の形成を考察する。
②集落・墓の変容から富の蓄積を理解し、小国が形成される過程を東アジア世界との交流
と関連づけて考察する。
③原始社会の特色についての考察を踏まえ、時代を通観する問いを表現する。

水稲耕作の開始・金属器の伝来が弥生文化の社会
に与えた影響を理解し、弥生土器などの出土品か
ら得られる情報を収集して読み取る技能を身につ
けている。

小国の形成から邪馬台国などの小国の連合につい
て、環濠集落や武器の出現、「魏志」倭人伝などの
文献資料にもとづき、国内外の情勢を踏まえて多角
的に考察した結果を、根拠を示して表現している。

日本列島における農耕社会の特色とともに、国家
の形成につながるような社会構造の変化について
考察することを通じて、弥生文化の特色を明らか
にしようとしている。

歴史資料と
原始・古代の展望

①古代社会と海
外との交流

2

5
①中国の歴史書の記事をもとに、日本列島の倭の小国やヤマト政権（倭国）と中国・朝鮮半
島の諸国との交流について、多面的・多角的に考察する。
②古代の対外交流がヤマト政権や律令国家の展開に向かってどのように変化していったか、
仮説を表現して展望する。

中国の歴史書の記事をもとに、資料から歴史に関
わる情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。

中国の歴史書の特性を踏まえ、資料を通して読み
取れる情報から、原始・古代の特色について多面
的・多角的に考察し、仮説を表現している。

日本列島における小国およびヤマト政権と中国・
朝鮮半島などとの交流について考察することを通
じて、古代の対外交流の実態を明らかにしようと
している。

②木簡から古代
国家を探る 6

①遺跡から出土した木簡の記載内容をもとに、文書主義を特徴とする律令制のもとで人・
物・情報がどのように移動していたのか、多面的・多角的に考察する。
②古代の中央・地方をめぐる物流や地方における文字文化の広がりについて、仮説を表現
して展望する。

木簡の記録をもとに、資料から歴史に関わる情報
を収集して読み取る技能を身につけている。

木簡の特性を踏まえ、資料を通して読み取れる情
報から、原始・古代の特色について多面的・多角
的に考察し、仮説を表現している。

木簡を資料として活用し、律令国家における文字
文化の広がりについて主体的に考察しようとして
いる。

第2章
古墳とヤマト政権

１　古墳文化の
展開

4

7
8

①地域の首長の出現から統一国家に至る過程を、古墳の変容からとらえる。
②ヤマト政権による国家の形成過程について、東アジア世界との関係を踏まえて考察する。
③古墳時代後期から終末期の変容と、ヤマト政権の政治制度を理解する。

国家の形成と古墳文化について、中国大陸・朝鮮
半島との関係に着目して、小国の形成過程や古墳
の特色を理解している。

中国の歴史書の記事、日本列島内外の金石文、小
国の王墓の副葬品などをもとに、中国大陸・朝鮮
半島との交渉がもつ意味や、小国の形成過程につ
いて多面的・多角的に考察し、表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、小
国の形成について考察することを通じ、古墳文化
の展開とのつながりを見出そうとしている。

２　飛鳥の朝廷

5月

9
10

①ヤマト政権の権力争いや大陸文化の摂取に着目して、飛鳥時代を考察する。
②飛鳥文化に世界の諸地域の文化の影響がみられることを理解する。

推古天皇・厩戸王・蘇我馬子による政権運営や飛
鳥文化の特色について、中国大陸・朝鮮半島との
関係などに着目して理解している。

仏教の受容や遣隋使の派遣などの大陸との交流に
ついて、資料をもとに考察した結果を、根拠を示
して表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、推
古朝の政治や文化の展開についての課題を主体的
に追究しようとしている。

第3章
律令国家の形成

１　律令国家へ
の道

6

11
12

①律令国家が成立するまでの政治過程について考察する。
②律令にもとづく国内統治体制について理解する。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響に着
目して、東アジア情勢の変容と政治の関係、律令
体制の成立過程などを理解している。

天智朝・天武朝・持統朝の政治動向に着目して、
律令体制整備の過程について考察し、表現してい
る。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響など
に着目して、律令体制の成立過程とのつながりを
明らかにしようとしている。

２　平城京の
時代

13
14

①律令体制の完成期としての奈良時代を、律令体制の状況を多角的・多面的にとらえて考
察する。
②平城京における政治動向について、土地政策も含めて考察する。

平城京における大宝律令・養老律令による律令体
制の整備について、遣唐使の派遣や地方社会との
関わりなどに着目して理解している。

文献資料をもとに、藤原氏を中核とする政治抗争の
進展と墾田永年私財法にみられる土地制度の変容
を関連づけて考察し、根拠を示して表現している。

平城京の造営と奈良時代の政治の動向に着目して、
律令体制の展開に関する課題を主体的に追究しよ
うとしている。

３　律令国家の
文化 15

①律令国家の成立期に当たる白鳳文化の形成過程について考察する。
②天平文化における政治性と国際性、国家仏教の展開などに着目して、古代国家の展開を
理解する。

隋・唐など中国王朝との関係と文化への影響など
に着目して、律令体制の形成と密接に関連する仏
教文化の特色を理解している。

盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や仏教
美術の展開、仏教の興隆による鎮護国家の思想の
誕生などについて考察し、表現している。

隋・唐などの中国王朝から導入された文化を考察
し、政治や社会の動きとのつながりを見出そうと
している。

４　律令国家の
変容 16

①平安前期を中心とした古代国家の推移について、東北経営や政治改革、地方統治の変容
を踏まえて、律令体制の変質を考察する。
②東アジアとの関係を踏まえて、唐風文化である弘仁・貞観文化を理解する。

東アジアとの関係の変化や社会の変化と文化との
関係などに着目して、平安遷都前後の諸政策や平
安初期の文化の変容を理解している。

蝦夷や東アジア世界との関係の変化を踏まえて、中央
における藤原北家の台頭、地方における土地支配体制
の動揺について考察し、根拠を示して表現している。

東アジアとの関係の変化や社会の変化を考察する
ことを通じて、文化とのつながりを主体的に追究
しようとしている。

第4章
貴族政治の展開

１　摂関政治

4

17
①藤原氏による摂関政治の成立過程と政治運営への影響について考察する。
②日本と東アジアとの関係において、民間の貿易や交流が中心となったことをとらえる。

藤原北家が権力を掌握していく過程を資料から読
み取り、律令体制の変容の観点から摂関政治を理
解している。

奈良時代の政治や平安初期の政治改革とも比較し
ながら、摂関政治の特色について考察し、根拠を
示して表現している。

唐の衰退と東アジア情勢の変化が日本社会に与え
た影響を考察することを通じて、摂関政治期の社
会の特色を明らかにしようとしている。

２　国風文化 18
①大陸文化の消化と末法思想を前提とした新しい貴族文化として、国風文化が展開された
ことを理解する。
②摂関政治の在り方と文化の展開に、どのような関係があるかを考察する。

大陸からの文物の定着を前提として、平安時代に
はより日本の風土にあった文化が形成されたこと
を理解している。

国際関係の変化や遣唐使の廃止などを踏まえ、浄
土教の出現による浄土の信仰の変容、かな文学の
成立による国文学の発達などに着目して、貴族の
生活・文化の特色を考察し、表現している。

平安時代の政治の在り方と文化との関係を考察す
ることを通じて、そのつながりを見出そうとして
いる。

３　地方政治の
展開と武士

6月

19
20

①律令制にもとづく地方統治体制の崩れへの対応が、公領支配の変質、荘園の拡大をもた
らした経過を考察する。
②地方の反乱やその鎮圧など、武士の成長過程について、源氏などを例にとって考察する。

地方の諸勢力の成長と影響などに着目して、律令
制度の実態や地方における開発、治安の維持、荘
園の発達などについて、その特色や変容を理解し
ている。

文献資料を活用して、国司の支配の変容と公領の
変質、荘園の発達を踏まえて地方支配の状況を考
察し、根拠を示して表現している。

国司の在り方や徴税方式の変化、武士の出現など、
地方の豪族や武力をもった勢力の動向が政治・社
会に与えた影響を明らかにしようとしている。

第
Ⅱ
部　
中
世

第5章
院政と武士の躍進

１　院政の
始まり　

3

21
①院政期前後の土地支配形態を踏まえて、院政期の政治・経済・社会・文化を理解する。
②外戚関係や人材登用など、後三条天皇が摂関家に遠慮せず改革を進めた背景を考察する。

貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸資料
から得られる情報を適切かつ効果的に調べてまと
め、古代から中世の国家・社会の変容を理解して
いる。

武士が台頭する契機や、この時期の土地制度の仕
組みなどを考察し、古代から中世への時代の転換
について根拠を示して表現している。

中世社会の特色について多面的・多角的に考察す
ることを通じて、時代を通観する問いを表現し、
追究しようとしている。

２　院政と
平氏政権

22
23

①政治の動向、国際関係・経済・文化への対応を踏まえて、平氏政権の特性について考察
する。
②古代から中世への変化について考察し、時代を通観する問いを表現する。

平氏政権の台頭とその背景、宋との交易などにつ
いて、諸資料から様々な情報を読み取り、武士の
政治進出について理解している。

武家政権の権力基盤となる武士の土地所有に至る
変化を考察し、歴史における土地の支配や所有が
もつ意味について多面的・多角的に考察し、表現
している。

古代との比較などを通して、中世では同じ時期に
政治的な力をもつ勢力が複数存在していたことな
ど、中世の特色を探究しようとしている。

歴史資料と
中世の展望

絵画から中世社
会を探る 2 24

25
①政治や文化の中心であった中世の京都を描いた絵画作品から、情報を収集して読み取る
技能を身につける。
②資料から適切に読み取った情報をもとに、中世の特色についての仮説を表現して展望する。

『年中行事絵巻』『一遍上人絵伝』『洛中洛外図屛風』
を比較して、様々な情報を適切かつ効果的に調べ
てまとめている。

複数の絵画資料に描かれている中世の都大路の様
子を比較した結果について、時代を通観する問い
を踏まえて考察し、仮説を表現している。

中世の京都を描いた絵画資料から得られる情報を
もとに、中世社会の特色について主体的に課題を
見出そうとしている。

第6章
武家政権の成立

１　鎌倉幕府の
成立

6

26
①鎌倉幕府が東国の地方政権から全国的な武家政権に成長していく過程を理解する。
②鎌倉幕府の成立時期をめぐる諸説に関して、それぞれの根拠を明確にして考察する。

諸資料から情報を読み取り、源平争乱から鎌倉幕
府の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配構造、封
建制度の成立などについて理解している。

幕府と朝廷の二元的支配構造の特色について、諸
資料から得られた情報をもとに、根拠を明確にし
て表現している。

鎌倉幕府の成立過程や封建制度の形成に関する課
題を主体的に追究し、前の時代とのつながりを見
出そうとしている。

２　武士の社会 27
28

①承久の乱にともなう公武関係の変化に着目して、将軍独裁体制から執権政治の確立に至
る過程を理解する。
②武士の生活と地方支配を通じて、土地に対する実質的な支配権を地頭が掌握するに至っ
た過程を考察する。

承久の乱が幕府と朝廷との関係に与えた影響につ
いて、諸資料から適切に情報を読み取り、理解し
ている。

武家と公家の関係の変化が土地の支配に及ぼした
影響を考察し、根拠を明確にして表現している。

公武関係の変化による武家政権の展開に着目し、
鎌倉時代を通じた武家の支配の特質について主体
的に追究しようとしている。

※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。ダウンロードしてご利用ください。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決した
りする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体
的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な公民と
しての資質・能力を育成することを目指す。

教科書：『詳説日本史』
副教材：『詳説日本史ノート』
　　　　『詳説日本史授業用整理ノート』
　　　　『詳説日本史図録』

学習の到達目標 使用教科書・副教材

科目全体の評価の観点（指導要領の目標）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身につけるように
する。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意
義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに
議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

詳
説
日
本
史

36 37



節 章 節

配当時

学習内容とねらい

評価の規準

月 授業
時数

授業
時

知識・技能
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価

思考・判断・表現
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価／発表・レポート提出

主体的に学習に取り組む態度
【評価の方法】

提出課題／授業態度／発表・レポート提出

第
Ⅱ
部　
中
世

３　モンゴル襲
来と幕府の衰退

7月

29
30

①モンゴル襲来による政治・経済・文化への影響が、幕府の衰退につながっていくことを
理解する。
②非御家人に対する権限拡大など、幕府勢力が西国に浸透したことの意義を考察する。

宋・元などユーラシアとの交流に着目して、モン
ゴル襲来の国際的な背景や国内政治への影響につ
いて理解している。

鎌倉時代の生産の発達と商品の流通、東アジア情
勢や国内での貨幣経済の発達とその意義について、
多面的・多角的に考察し、表現している。

宋・元などユーラシアとの交流と経済や文化への
影響について、主体的に追究しようとしている。

４　鎌倉文化 31
①庶民や武士の活動が活発化し、鎌倉仏教が成立するなど、文化の新しい気運が生まれた
ことを理解する。
②伝統的な公家文化の世界で、有職故実・古典研究などの学問が進展した背景を考察する。

公武関係の変化やユーラシアとの交流などに着目し、
鎌倉時代の宗教や文化の特徴について、諸資料か
ら情報を収集して読み取る技能を身につけている。

宋・元との交流の窓口や貿易の担い手などを視野
に入れて、ユーラシアとの交流を多面的・多角的
に考察し、表現している。

鎌倉時代の宗教や文化にみられる平安時代からの
特徴の継承や差異について、主体的に追究しよう
としている。

第7章
武家社会の成長

１　室町幕府の
成立

8

32
33

①南北朝の動乱から室町幕府の成立と安定について、日本諸地域の動向などを踏まえて考
察する。
②琉球・蝦夷ヶ島を含む東アジアとの交流が中世日本にもたらした影響について理解する。

鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と武家の関係、
日明貿易の展開と琉球王国の成立などについて、
諸資料から情報を収集して理解している。

南北朝の動乱などにみられる地域の政治・経済の基盤
をめぐる対立や、東アジアの国際情勢の変化とその影
響について、多面的・多角的に考察し、表現している。

武家政権の変容や東アジアの国際情勢の変化など
に着目し、諸資料を活用して前後の時代とのつな
がりを見出そうとしている。

２　幕府の衰退
と庶民の台頭

34
35

①庶民の活動が社会秩序の変革の原動力として成長していったことを踏まえて、幕府の動
揺や下剋上の風潮を考察する。
②諸産業の発達による庶民の台頭を踏まえて、中世社会の多様な展開を幅広く理解する。

諸産業や流通、地域経済が成長したことに着目し、
諸資料から情報を読み取り、庶民が台頭して村など
の自治的な単位が成立したことを理解している。

自治的な村の単位や一揆の組織が成立した要因と背
景について、地理的な条件や流通など経済活動との
関わりを多面的・多角的に考察し、表現している。

室町時代に成立した村の自治的な運営が現代社会にお
ける自治とどのように異なるかなど、自身との関わり
において課題を主体的に追究しようとしている。

３　室町文化

9月

36
37

①武家政権の支配の進展や東アジア世界との交流に着目して、武家文化と公家文化および、
大陸文化と伝統文化の関わりについて理解する。
②庶民文化の萌芽や、応仁の乱を契機とした文化の地方伝播、戦国大名の保護による文化
の地方普及を理解する。

経済の進展や各地の都市や村の発達、東アジアと
の交流などに着目して、室町時代における多様な
文化の形成や融合について理解している。

室町時代の文化の特徴と、当時の政治や経済の動
向との関係を多面的・多角的に考察し、根拠を明
らかにして表現している。

室町時代の宗教や文化の特徴について、鎌倉時代
との比較を通じて類似点や差異を見出そうとして
いる。

４　戦国大名の
登場

38
39

①応仁の乱以降、地方権力として登場した戦国大名や各地に展開した都市について、諸地
域の地理的条件と関連づけて考察する。

守護大名と戦国大名の権力の相違点などについて
諸資料から情報を読み取り、戦国時代の大名によ
る領国経営の特徴を理解している。

戦国大名による富国強兵策に着目して領国統治の特
色を諸資料から考察し、堺や博多など都市の発展
にみられる戦国時代の社会の多様性を表現している。

15世紀から16世紀にかけて争乱が多発した理由
など、戦国時代を中心とする歴史の展開に関わる
課題を主体的に追究しようとしている。

第
Ⅲ
部　
近
世

第8章
近世の幕開け

１　織豊政権

3

40
41

①大航海時代と呼ばれる世界史的背景を踏まえて、ヨーロッパ人の東アジアへの進出とそ
の影響を考察する。
②織田信長の統一事業、豊臣秀吉の天下統一、秀吉の朝鮮侵略と続く織豊政権の特色と意義、
その後の時代への影響について理解する。

村落や都市の支配の変化、アジア各地やヨーロッ
パ諸国との交流に関する諸資料から情報を読み取
り、織豊政権の特色や貿易・対外関係について理
解している。

織豊政権の諸政策の目的や、ヨーロッパ諸国の進
出がアジアに与えた影響などについて多面的・多
角的に考察し、表現している。

時代の転換に着目して、中世から近世の国家・社
会の変容を多面的・多角的に考察し、時代を通観
する問いを表現しようとしている。

２　桃山文化 42
①新興の大名や都市の豪商の精神を反映した桃山文化について、町衆の生活にも着目し、
時代的背景を踏まえて考察する。
②中世から近世への変化について考察し、時代を通観する問いを表現する。

桃山文化が幅広い国際性をもちつつ、生活文化の
中にとけ込んでいったことについて、諸資料から
情報を読み取り、理解している。

豊臣政権による朝鮮出兵やヨーロッパ勢力との接
触による南蛮文化の形成について、多面的・多角
的に考察し、表現している。

桃山文化の特色について、中世文化の特色との比
較を通じて、その類似と差異を見出そうとしてい
る。

歴史資料と
近世の展望

生類憐みの令か
らみる江戸時代
の社会の変化

2 43
44

①生類憐みの令として知られる一連の法令から、情報を収集して読み取る技能を身につける。
②資料から適切に読み取った情報をもとに、近世の特色についての仮説を表現して展望する。

法令の内容を適切に読み取り、生類憐みの令が出
された当時の社会の雰囲気について、文芸作品と
の関わりも踏まえて理解している。

生類憐みの令が出された時期の諸政策や国際的な
環境の変化をもとに、江戸時代の特徴を多面的・
多角的に考察し、仮説を表現している。

戦国時代までの社会の在りかたと比較し、近世が
どのような社会に変わったのかについて課題を主
体的に追究しようとしている。

第9章
幕藩体制の成立と
展開

１　幕藩体制の
成立

10
月 11

45
46
47

①江戸幕府の成立による幕藩体制の確立過程を理解する。
②江戸幕府の鎖国政策について、単なる対外貿易の遮断ではないことを理解し、鎖国後の
貿易関係の在り方も含めてその影響と歴史的意義について考察する。

織豊政権との類似と相違、アジアの国際情勢の変化
などに着目して、諸資料をもとに江戸幕府の法や制
度の確立や対外政策の推移について理解している。

織豊政権と幕府の支配の構造の相違点や、江戸幕
府による貿易統制の意義について多面的・多角的
に考察し、表現している。

幕藩体制が確立する過程における様々な画期につ
いて考察し、主体的に追究しようとしている。

２　幕藩社会の
構造

48
49

①幕藩体制の確立期の経済・社会を、兵農分離や村落・都市支配などの観点から、多面的・
多角的に考察する。
②被支配身分の特質や、周縁部分に生きる人々の社会的役割について理解する。

幕藩体制下の支配体制や封建的身分秩序の形成に
関する諸資料から適切に情報を読み取り、江戸時
代の社会の構造を理解している。

新たな支配制度のもとにおける人々の生活の具体
相について、根拠を示して表現している。

織豊政権下における社会の仕組みと幕藩体制下と
を比較・考察し、そのつながりを見出そうとして
いる。

３　幕政の安定 50
51

①17世紀後半から18世紀前半までの江戸幕府の安定期について、その平和と秩序の確立の
視点で考察する。
②諸藩における政治の安定化や刷新について、その特色を理解する。

諸資料から情報を適切に読み取り、文治政治への
転換から元禄時代・正徳期に至る政治の推移につ
いて理解している。

戦乱のない時代が創出されたことの意義を踏まえ、
人々の生活や意識がどのように変化したのかを多
面的・多角的に考察し、表現している。

幕藩体制が安定していく中で、江戸幕府の諸政策
がもたらした人々の暮らしへの影響について、主
体的に追究しようとしている。

４　経済の発展 52
53

①幕藩体制の安定期の農業・商工業などの発展について、諸産業相互の関係やその社会的
役割を踏まえて考察する。
②全国市場の確立や都市の発達で商品流通が拡大し、各地で風土に応じた特産物が生まれ
たことを理解する。

産業の発達、交通の整備や貨幣・金融制度の確立
による商品経済・流通の発達、三都に関わる諸資
料から情報を読み取り、技術の向上と開発の進展
について理解している。

陸上・水上における交通や流通の発達と、農業・
工業・商業などの発達との関連を多面的・多角的
に考察し、根拠を示して表現している。

近世前期における交通・流通の発達や産業の発達
などの様相について、その推移や展開を明らかに
しようとしている。

５　元禄文化 54
55

①経済の発展と関連して町人文化が形成されたことについて、町人の社会的台頭や幕藩体
制の安定と関連させて理解する。
②儒学の特色を理解し、その発達が他の学問に与えた影響を考察する。

都市の発達と文化の担い手との関係などに着目し
て、17世紀の文化の特徴などについて、諸資料か
ら情報を読み取る技能を身につけている。

近世前期における幕府の統治政策や藩財政の推移
と文化との関係について、多面的・多角的に考察
し、表現している。

幕藩体制が安定していく中での経済の動向と上方
の豪商との関係性を踏まえ、17世紀の文化の特色
を明らかにしようとしている。

第10章
幕藩体制の動揺

１　幕政の改革

11
月

8

56
57

①農村や都市の変容により幕藩体制が動揺する中、幕府や諸藩がおこなった諸改革の意義
とその影響を考察する。
②幕府や藩の支配に対しておこなわれた百姓一揆や、都市の打ちこわしの実態について理
解する。

幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一揆・打ちこわし
の頻発などに関する諸資料から情報を読み取り、
享保の改革や田沼時代の諸政策の意義について理
解している。

商品作物の栽培や貨幣経済の浸透により、米作を
基盤とする幕藩体制が動揺する過程を踏まえ、飢
饉や一揆の発生が幕藩体制に与えた影響を考察し、
表現している。

幕藩体制下の社会・経済の仕組みの変化や、幕
府・諸藩の政策の変化について課題を見出し、主
体的に追究しようとしている。

２　宝暦・天明
期の文化

58
59

①江戸中期に確立した洋学や国学、新たなかたちで展開する文学・芸能・美術について、
社会の変容にともなう幕藩体制の動揺と関連づけて考察する。
②幕府や藩による武士の教育に加え、民間でも私塾や寺子屋が開かれた背景について理解する。

幕藩体制下の社会の変容に着目して、宝暦・天明
期こおける新たな学問の確立、各地に設立された
教育機関の展開を理解している。

幕藩体制の動揺と文化の展開との関連性について、
諸資料から読み取れる情報をもとに多面的・多角
的に考察し、表現している。

政治・経済と文化の関係に着目して、宝暦・天明
期における文化の展開について課題を見出し、主
体的に追究しようとしている。

３　幕府の衰退
と近代への道

60
61

①欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変化やそれに対する幕政の対処を踏まえて幕府
が衰退していく過程を理解する。
②近代化の基盤の形成について、産業経済面や軍事面などに着目して、雄藩の浮上という
地方からの視点から考察する。

列強の接近にともなう事件や幕政改革に関する諸
資料から情報を読み取り、幕府権力が衰退する一
方で工場制手工業など近代の萌芽がみられ、雄藩
が出現する過程を理解している。

国際情勢の変化と影響などに着目して、幕府政治
の動揺と諸藩の動向について多面的・多角的に考
察し、根拠を明らかにして表現している。

飢饉や一揆への対応、外交政策の転換などについ
て、幕府や諸藩の課題を見出し、主体的に追究し
ようとしている。

４　化政文化 62
63

①化政文化について、学問・思想・教育・文学・美術・生活文化の新たな展開に着目し、
江戸と地方の文化的交流にも留意して考察する。
②都市の民衆を中心とする芸能などが盛んになったことを理解する。

政治・経済と文化の関係などに着目して、19世紀
初期の経済の動向や江戸を中心とする庶民文化の
形成について理解している。

近世の前半と後半を比較し、文化への影響力をも
つ地域や担い手の変化をもたらした原因について
多面的・多角的に考察し、表現している。

近世後期に形成された文化と近代以降の文化との
関係性について、学問・教育・出版文化や庶民文
化を事例としてつながりを見出そうとしている。

第
Ⅳ
部　
近
代
・
現
代

第11章
近世から近代へ

１　開国と幕末
の動乱

3

64
65

①国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に着目して、日本の開国を社会・経済面
での変化と関わらせて考察する。
②江戸幕府の威信低下と雄藩の台頭について、政治情勢の変化と列強の動向を関連させて理解する。

欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化について諸
資料から適切に情報を読み取り、江戸幕府が対外
政策を転換して開国に至る経緯などを理解している。

日本が直面していた国内外における諸課題を踏ま
え、政治や経済などの諸側面の変化などを多面
的・多角的に考察し、表現している。

日本の開国に関わる諸事象を国際的な視点から考
察し、開国のもたらす政治的・経済的・社会的影
響について主体的に追究しようとしている。

２　幕府の滅亡
と新政府の発足 66

①幕末の動乱における天皇を中心とする統一国家構想の芽生えから幕府の滅亡、旧幕勢力
の一掃に至るまでの経過を理解する。
②近世から近代への変化について考察し、時代を通観する問いを表現する。

政治・経済の変化と思想への影響などに着目して、
諸資料から適切に情報を読み取り、幕藩体制の崩
壊と新政権の成立について理解している。

日本がどのような契機によって近代的な社会の形成
に向かっていくことになるのか、近代の特色を探究
するための時代を通観する問いを表現している。

幕末の政治動乱の過程を多角的に考察することを
通じて、近代の学習へのつながりを主体的に見出
そうとしている。

歴史資料と
近代・現代の展望

①五箇条の誓文
と国是 12

月 2

67
①五箇条の誓文のあつかわれ方について、諸資料から情報を収集して読み取る技能を身につける。
②諸資料から適切に読み取った情報をもとに、近代・現代の歴史について仮説を表現して
展望する。

五箇条の誓文の内容を踏まえたうえで、自由民権運
動や初期議会、戦時下の学校教育や占領下の日本
における同資料のあつかわれ方を読み取っている。

五箇条の誓文のあつかわれ方から、近代・現代の
歴史のどのような流れを読み取ることができるか
を考察し、仮説を表現している。

時代を通観する問いを踏まえ、五箇条の誓文のあ
つかわれ方を通してみえる日本の近代・現代の歴
史の展開について、展望しようとしている。

②貿易の変遷か
らみる日本の近
代・現代

68
①日本の近代・現代における輸出入品の推移から、情報を収集して読み取る技能を身につける。
②諸資料から適切に読み取った情報をもとに、近現代の日本の産業の在り方や課題につい
て仮説を表現して展望する。

開国以降の日本の貿易において、輸出産業の振興
と輸入品の国産化をはかる経済政策がとられた背
景を諸資料から読み取っている。

近代・現代における各時期の貿易の変遷から、そ
の課題が何であったかを考察し、日本の産業の変
化について仮説を表現している。

時代を通観する問いを踏まえ、近現代における日
本の産業が抱える課題について、主体的に追究し
ようとしている。

年間指導計画・評価規準例
詳説日本史 ※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。ダウンロードしてご利用ください。

詳
説
日
本
史
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節 章 節

配当時

学習内容とねらい

評価の規準

月 授業
時数

授業
時

知識・技能
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価

思考・判断・表現
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価／発表・レポート提出

主体的に学習に取り組む態度
【評価の方法】

提出課題／授業態度／発表・レポート提出

第12章
近代国家の成立

１　明治維新と
富国強兵

5

69
70
71

①明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策に着目して、政治的変革と国家的統一
過程を理解する。
②欧米文化・思想の導入と近代化政策に対する士族反乱・農民一揆の発生と、言論闘争へ
の転換を理解する。
③明治初期の対外政策について、欧米への対応とアジアに対する外交政策の違いについて
考察する。

明治政府による中央集権化の諸政策と士族反乱の
終焉、欧米・アジア諸地域との国際関係、文明開
化の風潮について、諸資料から情報を読み取って
理解している。

諸制度の改革が地域社会にもたらした変化や諸外
国と結んだ条約の相互比較、欧米の思想・文化の
影響などを多面的・多角的に考察し、表現してい
る。

明治維新や文明開化の風潮が展開する中で生じた
様々な課題や、歴史の展開における画期について
の課題を見出し、主体的に追究しようとしている。

２　立憲国家の
成立

72
73

①政府の強力な中央集権体制への志向のもとで、自由民権運動の始まりから立憲国家の成
立に至る間、近代国家の基盤が形成されていく過程を考察する。
②大日本帝国憲法の性格について具体的・多角的に理解する。

諸資料から読み取れる地域社会の変化に着目して、
自由民権運動の展開や大日本帝国憲法の制定と議
会開設に至る過程を理解している。

国内体制を欧米の水準に合わせることが改革の前
提にあったことを踏まえ、社会構造の変化や地方
自治の展開について多面的・多角的に考察し、表
現している。

自由民権運動の展開過程を考察したうえで、日本
における立憲政治の導入がもたらした課題を主体
的に追究しようとしている。

第13章
近代国家の展開

１　日清・日露
戦争と国際関係

6

74
75

①東アジアをめぐる国際環境が変容する中、国家的課題であった不平等条約の改正交渉が
進展した過程や、朝鮮問題から日清戦争に至る経緯について理解する。
②開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本の国際的地位の変化と植民地支配
の推進について、諸外国の動向と関連づけて考察する。

日清・日露戦争の前後における条約改正の完成、
韓国併合や満洲への勢力拡張などについて諸資料
から情報を読み取り、この時期の戦争の様相や背
景、日本の国際的地位の変化を理解している。

議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在したこ
と、戦争が国民としての自覚や意識の高まりをも
たらしたことなどについて多面的・多角的に考察
し、根拠を明らかにして表現している。

対外的な戦争が日本の近代化の過程の中でもった
意味を考察し、主体的に追究しようとしている。

２　第一次世界
大戦と日本

76
77

①第一次世界大戦前後の政治の動向および対外政策の推移について、政党政治の発展や日
本の中国進出の状況を踏まえて理解する。
②第一次世界大戦が日本の社会経済や政治に及ぼした影響について、欧米・アジア経済と
の関係や政党内閣の成立などと関連させて考察する。

第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着目して、
大戦後の国際的な協調体制における日本の立場や
対外政策の変化について諸資料から適切に情報を
読み取り、理解している。

大戦中の日本の動向を踏まえ、中国や朝鮮をはじ
めとするアジア近隣諸国民が日本の対外姿勢をど
のように受け止めたのかを多面的・多角的に考察
し、表現している。

対外戦争がもたらした国内的・国際的な変化を踏
まえて学習を振り返るとともに、次の学習へのつ
ながりを見出そうとしている。

３　ワシントン
体制

1月

78
79

①ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際環境の推移を、日本の立場に着目
して理解する。
②民主主義的風潮による社会運動の動向を理解するとともに、普選運動など政党政治の発
展から二大政党による政党内閣制成立に至るまでの意義について考察する。

ヴェルサイユ体制からワシントン体制に至る経過
や中国・朝鮮における民族運動の高揚に着目し、
国内で様々な社会運動が起こった背景と政党政治
の成立について理解している。

大戦後に国民の権利の拡大がもたらされたことを
踏まえ、国際的な反戦意識や国際的な民族運動の
高揚について多面的・多角的に考察し、表現して
いる。

東アジア・太平洋地域における国際協調体制の特
質を考察することを通じて、当時の日本外交に与
えた影響やその課題を主体的に追究しようとして
いる。

第14章
近代の産業と生活

１　近代産業の
発展

6

80
81

①日清・日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎が確立された過程を、産業革命や近代
産業の発展に着目して理解する。
②近代産業の発展にともなう社会問題(労働問題・公害問題)の発生と政府の対応について考
察する。

産業の発達の背景と影響などに着目し、諸資料か
ら産業革命の展開について適切に情報を読み取り、
地域社会における労働や生活の変化が社会問題を
生み出したことを理解している。

地域社会の変化などを踏まえて産業全般の変化が
もたらされたことや、労働問題や公害問題の発生
について多面的・多角的に考察し、表現している。

産業の発展とそれによる社会問題への対応につい
て課題を見出し、自ら主体的に追究しようとして
いる。

２　近代文化の
発達

82
83

①伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するなど二元性をもって成立した近代文化の特色
について、政治・経済・外交などの視点をもって考察する。
②義務教育の普及・定着とともに、国家主義的教育が浸透していくことを理解する。

国家主義的な思想の形成、実証的な学問研究、欧
米の科学技術の導入、教育の普及・拡充について、
諸資料から情報を読み取る技能を身につけている。

学校教育の必要性の説かれ方や、学校教育の内容
と地域社会の変容、国民意識との関係について、
近代文化の形成を踏まえて考察し、表現している。

明治期の文化に関わる政府と国民の動向を考察す
ることを通じて、明治文化の特色を主体的に追究
しようとしている。

３　市民生活の
変容と大衆文化

84
85

①労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤の成立に着目し、都市化や市民生活の
変化を踏まえて、大衆文化の特色について考察する。
②大衆文化の前提となる教育の普及・発展、マスメディアの発達について理解する。

学問・芸術・出版・マスメディアの発展について
諸資料から情報を読み取り、欧米文化との関わり
とその浸透度、社会風潮との関連を理解している。

都市の発達、鉄道・駅の設置やその影響、工場の
増加や生活の変化など、地域社会の変容について
多面的・多角的に考察し、表現している。

マスメディアや出版の発達によって誕生した大衆
社会が生み出す課題について、自ら主体的に追究
しようとしている。

第15章
恐慌と第二次世界大
戦

１　恐慌の時代

7

86
87

①戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺について、国内・国外の経済状況と対策に
着目して理解する。
②社会主義運動の高揚と国家主義の台頭による軍部の政治的進出を踏まえて、協調外交が
挫折していく過程を考察する。

国際社会やアジア近隣諸国との関係に着目して、
日本で連続した恐慌と政府の対応などに関わる諸
資料から情報を読み取り、恐慌と国際関係につい
て理解している。

ワシントン体制下の協調外交が、中国における民
族運動の進展や日本の経済の動向によって次第に
緊張が高まったことについて考察し、根拠を明確
にして表現している。

当時の新聞などから世論の動向を読み取ったり、
様々な人々の議論について考察したりして、課題
を主体的に追究しようとしている。

２　軍部の台頭

2月

88
89
90

①日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政治的進出に着目して、政党内閣の
崩壊や国際的孤立の過程について理解する。
②恐慌から脱出し、国家主義が高揚する中で、五・一五事件から二・二六事件にかけて、
軍部の影響力が増大していく過程を考察する。

政治・経済体制の変化に着目して、満洲事変に際
しての世論や軍部の直接行動に関連する諸資料か
ら情報を読み取り、軍部の台頭と対外政策につい
て理解している。

当時の社会が抱えた矛盾と満洲事変などの対外政
策、国内での軍部の政治的進出などの諸事象を相
互に関連づけて多面的・多角的に考察し、表現し
ている。

満洲事変や国内の国家改造運動の展開を考察する
ことを通じて、軍部の政治的台頭がもたらした課
題を主体的に追究しようとしている。

３　第二次世界
大戦

91
92

①日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入に至る過程について、国民生活の変化や諸統制に
着目して全体主義的な国家体制の進展を考察する。
②第二次世界大戦について、国家間の相違や総力戦の特色を踏まえ、この戦争が空前の惨
禍をもたらした点に着目して、平和で民主的な国際社会の実現に努める重要性を認識する。

戦争の推移と国民生活への影響などに着目して、
戦争の長期化と欧米諸国との外交関係に関わる諸
資料から情報を読み取り、戦時体制の強化と第二
次世界大戦の展開について理解している。

戦争がアメリカやイギリスなどとの戦争に拡大し
た理由や、日本における全体主義的な国家体制の
進展について多面的・多角的に考察し、根拠を示
して表現している。

日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本政府の
対応を考察することを通じて、第二次世界大戦期
の国際関係について主体的に課題を追究しようと
している。

第16章
占領下の日本

１　占領と改革

4

93
94

①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策および戦後の民主化政策とそれにともなう諸改革に
ついて、その経過と内容を理解する。
②戦後政治の動きを踏まえて、集大成となる日本国憲法制定の意義を考察する。

第二次大戦前後の政治や社会の類似と相違などに
着目して、戦後の諸改革の内容と日本国憲法の制
定に関わる諸資料を読み取り、占領政策と諸改革
について理解している。

戦後の諸改革が連合国の対日占領政策にもとづく
とともに、戦争に対する日本国民の反省に支えら
れつつ実施されたことについて、多面的・多角的
に考察し、表現している。

現代の日本との関係性を踏まえながら、占領期に
おける諸改革が生み出した成果と課題について、
主体的に追究しようとしている。

２　冷戦の開始
と講和

95
96

①東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国による占領が終結して日本が独立した意義を考える。
②連合国による日本占領の終結と、その後の日米関係の継続について、様々な国の立場か
ら考察する。

占領政策の転換による日本の政治や経済の変化に
関わる諸資料から情報を読み取り、サンフランシ
スコ平和条約の調印による日本の主権回復の意義
について理解している。

地域社会の変容にも留意しながら、占領の前後の
社会や思想・文化などを比較・考察し、その結果
を根拠を明確にして表現している。

連合国による日本占領機構の特色やその目的を考
察することを通じて、戦後改革がどのような社会
の枠組みを形成したのか、主体的に課題を追究し
ようとしている。

第17章
高度成長の時代

１　55年体制

3月

4

97
98

①独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新の二大勢力が占める55年体制の成
立から安定した保守政権となるまでの経過を理解する。
②冷戦構造の中で日本が国際社会に復帰したことについて、日本の国際連合への加盟、ア
メリカ・中華人民共和国・大韓民国との関係に着目して、独立回復後の日本の動きを考察
する。

保守合同による自由民主党の成立から、経済成長
を背景とする安定した保守政権の誕生に至る経緯
について諸資料から情報を読み取り、外交・政
治・経済を踏まえて理解している。

日ソ共同宣言をはじめとする国交交渉と国際連合
への加盟、新安保条約・ＬＴ貿易・日韓基本条
約・沖縄返還問題などの外交事案がもたらした課
題を多面的・多角的に考察し、表現している。

55年体制の歴史的意義や、1960年代における保
守政権の安定化を考察することを通じて、独立後
の国内政治について主体的に課題を見出そうとし
ている。

２　経済復興か
ら高度経済成長
へ

99
100

①朝鮮特需による経済復興とその後の高度経済成長について、経済の国際化と国内の技術
革新などの側面に着目して考察する。
②消費革命による社会の変貌と、経済成長がもたらしたひずみである社会問題について理
解する。

冷戦やグローバル化の進展の影響などに着目して、
戦後の日本経済の成長や高度成長期の国民生活や
地域社会の変化に関わる諸資料から情報を読み
取っている。

日本の経済復興や高度成長を国際関係から関連づ
けたり、様々な社会問題の発生について多面的・
多角的に考察したりして、その結果を表現してい
る。

高度経済成長がもたらした国内的・国際的な日本
の変化を踏まえて学習を振り返るとともに、次の
学習へのつながりを見出そうとしている。

第18章
激動する世界と日本

１　経済大国へ
の道

3

101
①ドル＝ショックや石油危機を踏まえて、主要先進国首脳会議が開かれた意義を理解する。
②高度成長が終焉し、保守政権が動揺する中、２度にわたる石油危機を乗り越え、経済大
国としての道を歩み始めた日本の状況を多面的・多角的に考察する。

ドル＝ショックや石油危機による世界経済の混乱
に対応するため主要先進国首脳会議が開かれる一
方、日本は石油危機を乗り越えて経済大国となっ
たことを理解している。

日本が石油危機を乗り越えて経済大国となった要
因について多面的・多角的に考察し、その結果を
表現している。

第二次世界大戦後の日本の国際社会における様々
な取り組みについて、課題を主体的に追究しよう
としている。

２　冷戦の終結
と日本社会の変
容

102
103

①冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、日本の政治・外交・経済・生活文
化面を踏まえて多面的・多角的にとらえる。
②科学技術・産業の発達によって派生する環境問題やエネルギー問題などの日本の課題と
それに対する日本の役割を認識する。

冷戦終結後の国際関係、55年体制が崩壊した政治
状況、バブル経済から平成不況へと進んだ経済状
況などについて理解している。

国連平和維持活動への対応や経済不況に対する国
内改革など、冷戦終結後の日本が抱える課題につ
いて多面的・多角的に考察し、その結果を表現し
ている。

冷戦終結後の国際社会において日本がどのような
役割を果たしてきたのか、自ら課題を見出して主
体的に追究しようとしている。

現代日本の課題の
探究

日本における自
然災害の歴史 2 104

105
①日本列島における自然災害の歴史に関して、各時代の人々が自然災害にどのように向き
合ってきたのか、諸資料から情報を読み取って考察し、それを表現する方法を学ぶ。
②事例を参考に、自ら適切な主題を設定して歴史を探究し、表現する。

過去の自然災害とその対応に関する諸資料を読み
解いて得られた情報をもとに、現代日本の課題の
形成に関わる歴史を理解している。

歴史上の自然災害に人々がどのように対応してき
たのか、既習知識と結びつけて多面的・多角的な
考察し、表現している。

自ら主題を的確に設定し、資料を適切に解釈した
うえで複数の解釈を比較・検討・選択し、充分な
論理展開で叙述・表現している。

年間指導計画・評価規準例
詳説日本史 ※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。ダウンロードしてご利用ください。

詳
説
日
本
史
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また、ふりがなを丁寧にふり、注も少なくし、本文の読みやすさを第一に考えました。

要点をおさえた、わかりやすい教科書。1

◦�史料の現代語訳や拡大画像などを参照できる69点の「2次元コード」。
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近世への転換
16世紀なかば、ヨーロッパ人は海上航路を開いて

拠点をつくり、アジアの交易ルートに参入して、

日本に鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教を伝え、増産された日本の銀を求めた。国

際的な交易が活発となり、外来の技術・思想にどう対応するかが、

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

らに問われる時代となった。以後、有力な大名が領国の

統合を急速に進め、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を 1 つの政
せい

権
けん

のも

とに統合した。秀吉は新しい支配の仕組みを築き上げると同時に、

中国への侵
しん

攻
こう

を掲げて朝
ちょう

鮮
せん

侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジ

アの国際秩
ちつ

序
じょ

を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀山などで銀が大幅に

増産された。中国の明は銀で税をおさめさ

せるようになっていたので、日本産の銀が大量に中国に流れこんだ。

そのかわりに中国産の生
き

糸
いと

などが日本にもたらされて、貿易が活発

になった。ただし明は民間の貿易を認めていなかったので、取締り

に対抗して武装した密貿易商人が活躍した❶。

天下人の登場1

▶p.103

▶p.110

近世の幕開け
世界やアジアの交

こう

易
えき

が活発になるなか、16世紀末には日本全国を統一しようと
する天

てん

下
か

人
びと

が出現した。政治や社会のあり方も変わり、近世という新しい時代
が始まったとされている。新しい時代はどのように幕を開けたのだろうか。

第 8 章

世界文化遺産
石見銀山

石見銀山は16世紀前期、博
多の商人神

かみ

屋
や

寿
じゅ

禎
てい

によっ
て発見され、 朝鮮から精

せい

錬
れん

技術の灰
はい

吹
ふき

法
ほう

が伝えら
れ増産を実現した。17世紀
初頭には日本の銀産出量は
世界の 3 分の 1 を占め、ヨ
ーロッパ人は日本を「プラ
タレアス（銀）の島」と呼ん
だ。石見銀山は戦国大名の
争奪戦の舞台となり、やが
て江戸幕府が 直

ちょっ

轄
かつ

した。
（▲ p.107）

Topic

❶彼らは中国人が多かったが、倭
わ

寇
こう

とよばれた（後期倭寇 ▲ p.92）。

116世紀の世界と日本人の
往
おう

来
らい

　オスマン帝国領の広が
りから、ヨーロッパ諸国は西
へ目をむけた。天

てん

正
しょう

遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

（▲ p.116）は喜
き

望
ぼう

峰
ほう

をまわり、
支
はせ

倉
くら

常
つね

長
なが

はメキシコから大西
洋を横断して、ヨーロッパを
めざした。0°（赤道）
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●
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1600年当時

天正遣欧使節の航路（1582～90）
スペイン領 田中勝介の航路（1610～11）
オスマン帝国領

ローマ

太　平　洋

マドリード

リスボン

モザンビーク

喜望峰

ゴア

マラッカ

カリカット
マニラ

マカオ

長崎

浦賀

月ノ浦
メキシコ

アカプルコ

支倉常長の航路（1613～20）

インド洋

大
西
洋

つき の うら

うら が

しょうすけ

5
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　一方、ヨーロッパの南西の端にあるポルトガ

ルは、15世紀になるとアフリカへの探検をすす

め、東南アジアの香
こう

辛
しん

料
りょう

を求めて、15世紀末にはインドへの

航路を開いた。スペインもアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教
きょう

皇
こう

がひきいるカトリック

教会も海外への布
ふ

教
きょう

をあと押しした。こうして、ヨーロッパ

を中心に世界の諸地域が広く交流する大
だい

航
こう

海
かい

時代が始まった1。

　ポルトガルはインドや東南アジアに拠点を築き、1540年代

になると九州各地にたどりつくようになった。そして1543（天
てん

文
ぶん

11）年❷、中国商人の船に乗ったポルトガル人が九州南
なん

方
ぽう

の

種
た ね が

子島
しま

に漂
ひょう

着
ちゃく

し、鉄砲2をもたらした。鉄砲は堺
さかい

などで製造

が始まり、戦国大名のあいだに急速に広まった。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、カトリック教会の改革派

であるイエズス会の宣
せん

教
きょう

師
し

フランシスコ

＝ザビエルが、インドや東南アジアをへて、中国人商人の船で鹿児

島に来航し、キリスト教を伝えた3。ザビエルのあとも宣教師が来

日して、多くの信者（キリシタン）を獲得した。とくに九州の大名の

なかには貿易の利益を得るためにキリスト教に入信する者（キリシ

タン大名）があらわれ、家
か

臣
しん

や領民にもキリスト教が広まった。

　中国南部のマカオに進出していたポルトガル商人も中国・日本間

の貿易に乗り出し、やがて長崎へ来港し、中国産生糸と日本の銀な

どの売買を始めた。当時、彼らを南
なん

蛮
ばん

人
じん

❸とよんだので、この貿易

を南蛮貿易という。

　こうしてアジアの経済交流が活発になり、 極
きょく

東
とう

にある日本にも

1506～52

鉄砲の伝来と普及
鉄砲の伝来や生産、普及について
は不明な点が多い。当初、贈答品
や外交の道具として使われた鉄砲
だが、新兵器として認められるや
いなや、戦国大名はその確保につ
とめた。 刀

かたな

鍛
か

冶
じ

の高い技術が生
かされ、伝来から半世紀のうちに
全国に普及し、戦闘や築城の方法
にも影響をおよぼした。ただし、
当時の鉄砲は射程距離も短く、効
果を過大に評価することは早計で
ある。

Topic

❷前年の1542（天文10）年とする
説もある。

キリスト教が急速に広まったのはな
ぜだろうか。

Q

❸少し遅れて、スペイン領フィリ
ピンとの間を商船や宣教師が行き
来するようになった。日本ではポ
ルトガル・スペインの人びとを南
蛮人とよんだ。

3キリスト教の伝
でん

播
ぱ

　ザビエル
は、鹿児島に来航したのち、上京
したが、 将

しょう

軍
ぐん

との会
かい

見
けん

を果たすこ
とはできず、山口に滞在後、日本
を退去した。

ザビエル（神戸市立博物館蔵）

2種子島銃（長さ99.8㎝。鹿児島県、種子島時邦蔵）
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博
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府
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黒
田
長
政
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も
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じ
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と

か
つ
と
し

じ
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あ
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す
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は
る あ
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は
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の
ぶ

よ
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げ
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こ
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よ
し
た
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じ
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す
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ず 

し
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が

き
ょ
う
ご
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Ⅲ第　　　　部

近
世

西
暦

時
代

文
化

政
治

主
要
事
項

朝
鮮

中
国

江　戸安土・
桃山

清明

（織豊政権）（幕藩政治の成立） （平和と安定） （ 内 憂 外 患 ）（幕 政 改 革）

室
町
幕
府
滅
亡

豊
臣
秀
吉
、
全
国
統
一

文
禄
・
慶
長
の
役

江
戸
幕
府
成
立

三
十
年
戦
争

鎖
国
英
、
イ
ギ
リ
ス
革
命

仏
、
ル
イ
十
四
世
即
位

英
、
名
誉
革
命

露
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
即
位

正
徳
の
政
治

享
保
の
改
革

清
、
乾
隆
帝
即
位

田
沼
時
代

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

寛
政
の
改
革

フ
ラ
ン
ス
革
命

ペ
リ
ー
来
航

太
平
天
国
の
乱

天
保
の
改
革

ラ
ク
ス
マ
ン
、
根
室
に
来
航

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
皇
帝
即
位

異
国
船
打
払
令

ア
ヘ
ン
戦
争

〔桃　山〕 〔寛　永〕 〔元  禄〕 〔宝 暦・天 明〕 〔化　 　　政〕

部扉 - 年表 2部

朝鮮

・ ・ ・ ・ ・ ・1600 1650 1700 1750 1800 1850

世界遺産：石
いわ

見
み

銀山遺跡とその文化的景観（島根県）　

16世紀に石見銀山で銀が大増産されると、中国へ大量
に流れこみ、東アジアは空前の交易ブームを迎えた。
16世紀末にティセラがつくった「日本図」にも石見銀山
がえがかれている（上）。下は日本銀「御

お

取
とり

納
おさめ

丁
ちょう

銀
ぎん

」（長
さ16㎝）。（ともに島根県立古代出

いず
雲
も
歴史博物館蔵）

Argenti fodinae（銀鉱山）

Hivami（石見）
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国際的な文化の交流
 

 

宣
せん

教
きょう

師
し

らによって天
てん

文
もん

・地理や医

学、パン・カステラ・たばこなど❽、

ヨーロッパの文
ぶん

物
ぶつ

がもたらされた

（南
なん

蛮
ばん

文化）�。

　イエズス会のヴァリニャーノは、

キリスト教の初等教育学校（セミナ

リオ）や高等教育学校（コレジオ）を

何か所か設け、1582（天
てん

正
しょう

10）年に

は、九州のキリシタン大名にゆかりのある少年たちをヨーロッパの

ローマ 教
きょう

皇
こう

のもとへ派
は

遣
けん

した（天正遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

）�。また金属製の活
かつ

字
じ

による活
かっ

版
ぱん

印刷術も導入した。以後、キリスト教の書物が翻
ほん

訳
やく

され

たり、 日本の古典や日本語辞書が出版されたりした（キリシタン

版）�。

1539～1606

日本の古典の出版
ポルトガル系のローマ
字で記述されている。
表紙のローマ字が何と
書いてあるか、どのよ
うな意味か、読み解い
てみよう。

読
み

 

　と
き

❽ポルトガル語やスペイン語を
由来とする外来語は、ほかにもカ
ッパ・ボタン・メリヤス・テンプ
ラ・カボチャ・カルタなどがある。

�南蛮屛風　南蛮人がカピタン（船長）を中心に南蛮寺に
むかう場面。寺のなかには南蛮人と日本人の姿もみえ
る。（部分、南蛮文化館蔵）

時代に翻弄（ほんろう）された天正遣欧使節
4 人の少年使節はローマ教皇に歓

かん

迎
げい

され、ヨーロッパの人びとに日本の存
在を広く知らせた。活版印刷機などを
たずさえて1590（天正18）年に帰国する
と、禁

きん

教
きょう

が強まっており、彼らを過
か

酷
こく

な運命が待ち受けていた。伊
い

東
とう

マ
ンショは布

ふ

教
きょう

活動をするが拠点の小
こ

倉
くら

を追われ長崎で病死、千
ち

々
ぢ

石
わ

ミゲル
は棄

き

教
きょう

し 消
しょう

息
そく

不明、原
はら

マルチノは
国外追放、中

なか

浦
うら

ジュリアンは長崎で
殉
じゅん

教
きょう

した。

Topic

�伊東マンショの肖像（イタリ

ア、トリヴルツィオ財団蔵）

第8章
まとめ

●  豊
とよ

臣
とみ

政権が築き上げた支配の仕組みは、どのような点で江戸時代に引きつがれ
てゆくのだろうか。武士・ 百

ひゃく

姓
しょう

・町人それぞれについて考えてみよう。
●  国際交流の進展や全国統一など、どのように時代が転換したのかに着目し、近

世の特徴について、中世や近代とも比較して問いを表現してみよう。

■�天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』　
（大英図書館蔵）
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高
校
日
本
史

歴史の流れを理解しやすくするため、わかりやすい文章を心がけ、
ふりがなも丁寧にふりました。
また、日本史探究で重視される、時代の転換を意識した記述をしています。

各時代に関連の深い世界遺産の写真
を取り上げ、解説を付しました。

要点をおさえた、わかりやすい教科書
高校日本史

「原始・古代」「中世」「近
世」「近代・現代」それぞ
れ最初の章では、生徒が
時代の転換を理解し、「時
代を通観する問い」を立
てるための指針となるよ
う、まとめの問いを工夫
しました。

各章の導入には、「章全体にわたる問い」を設け、
時代の転換を探究するための方向性を示しました。

各章の最後に、学習のまとめに最適な
「章のまとめの問い」を配置しました。

部扉では、世界史の動き
と関連付けながら、時代
の大きな流れを捉えられ
る年表を掲載しました。

世界と関連した年表

本文を補足する「注」は、必要な部分
を簡潔に記しました。
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　弥
や よ い

生時代以来、日本列島の倭
わ

の小国やヤマト

政
せい

権
けん

・倭国から、中国の皇帝のもとに使者が派
は

遣
けん

され、また 朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

諸国との交流もさかん

に展開した。そのようすは、中国の歴史書に記

されている。また、刀
とう

剣
けん

の銘
めい

文
ぶん

などの出土文字

資料や考古学的な発
はっ

掘
くつ

調査成果もあわせると、

ヤマト政権・倭国から律
りつ

令
りょう

国家への歴史的展

開をくわしく知ることができる。

中国の歴史書からみてみよう
　中国の正

せい

史
し

をみると、『漢
かん

書
じょ

』（▶p.14）には倭
わ

人
じん

が

100余りの国にわかれていたことが記され、『後
ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

（▶p.14）には、57年に倭の奴
な

国
こく

王
おう

が使いを

送り光
こう

武
ぶ

帝
てい

から印
いん

綬
じゅ

（金
きん

印
いん

）をたまわったこと、

107年には倭国王帥
すい

升
しょう

らが奴
ど

隷
れい

を献じたこと、さ

らに 2世紀の半ばから後期にかけての倭国の大乱

がみえる。『三
さん

国
ごく

志
し

』の「魏
ぎ

志
し

」倭人伝 1では、邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の卑
ひ

弥
み

呼
こ

が小国連
れん

合
ごう

の女王となり、239年に

卑弥呼が魏の皇帝に使いを送って「親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

」に任

じられ金
きん

印
いん

や銅
どう

鏡
きょう

をたまわったことが、邪馬台

国の政治・社会状況とともにくわしく記されてい

る（▶p.14）。

　また、倭の奴国王が光武帝からたまわった金印

が志
し

賀
かの

島
しま

（福岡県）でみつかっており（▶p.1411 ）、高
こう

句
く

麗
り

広
こう

開
かい

土
ど

王
おう

碑
ひ

（中国吉
きつ

林
りん

省 集
しゅう

安
あん

市、▶p.22）には、

4世紀末に倭が百
くだら

済などとともに高句麗と戦った

記事がみえる 3。

　 5世紀には、『宋
そう

書
じょ

』倭国伝に倭の五
ご

王
おう

の記事が

あり 2 、代々南
なん

朝
ちょう

宋
そう

の皇帝に朝
ちょう

貢
こう

して倭国王と

されたことや、478年に倭王武
ぶ

がおくった上
じょう

表
ひょう

文
ぶん

（▶p.23）などがみえる。上表文には、父
ふ

祖
そ

が「東
とう

方
ほう

や西
せい

方
ほう

や海
かい

北
ほく

の諸国を制圧した」と記している。

古代社会と
海外との交流

歴史資料と原始・古代の展望 ❶

2 『宋書』倭国伝（部分）

1「魏志」倭人伝（部分）

Q 東アジアとの交流は、ヤマト政権・倭国・律
令国家にとってつねに重要であった。こうした中
国や朝鮮半島との交流は、日本列島の国家形成に
どのように関係しただろうか。

3 広開土王碑の拓
たく

本
ほん

（東京国立博物館蔵）
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古代社会と海外との交流 17

4
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
の
銘
文「
辛
亥
年
…
乎

居
臣
…
」（
部
分
、
国〈
文
化
庁
保
管
〉、

埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
）

5
江
田
船
山
古
墳
鉄
刀
の
銘
文「
典
曹
人
名
無
利
弖
」（
部
分
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

出土資料の銘文からみてみよう
　日本で出土した刀剣の銘文をみてみると、埼

さき

玉
たま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の稲
いな り

荷山
やま

古墳（埼玉県）から出土した鉄
てっ

剣
けん

（▶p.2312 ）

には、471年のワカタケル大
だい

王
おう

の時に、先祖から「 杖
じょう

刀
とう

人
じん

」（武
ぶ

官
かん

）として大王に奉
ほう

仕
し

したヲワケ（乎 居）臣
しん

が全国支配を助けたとする銘文がある 4。同じく江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳（熊本県）から出土した鉄刀の銘文にも、ワ

カタケル大王に「典
てん

曹
そう

人
じん

」（文官）として奉仕したムリ

テ（無利弖）が、支配権を維
い

持
じ

するためにこの鉄刀を

つくったとある 5。江田船山古墳からともに出土した

武
ぶ

具
ぐ

・馬
ば

具
ぐ

などは百済製とみられ 6、ムリテは百済と

も交流したらしい。国内ではワカタケル大王と称し、

宋の皇帝からは倭国王武として任じられたこの大王

は、のちに雄
ゆう

略
りゃく

天
てん

皇
のう

と名づけられた。このワカタケ

ル大王のころ、上表文のように、ヤマト政権の勢力

は日本列島の東西まで広まったとみられる。

遺跡・遺物からみてみよう
　 6世紀前半の筑

つく

紫
しの

国
くにの

造
みやつこ

磐
いわ

井
い

の乱では、磐井が

新
しらぎ

羅と結んで九州を勢力下として大王に反抗し、ま

た高句麗・百済・新羅・加
か

耶
や

と交流しようとしたこ

とが『日本書紀』にみえる。大王にとって、列島での

全国支配を実現し、朝鮮半島での立場を強める上で

大陸・半島との交流は重要であり、必死に磐井を制

圧し、博
はか

多
た

湾
わん

に直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

を設けて外交権を確保したの

であった。磐井の墓は岩
いわ

戸
と

山
やま

古墳（▶p.2516 ）といわれ、

6世紀前半に九州で広まった石
せき

人
じん

・石
せき

馬
ば

文化 7 を特

徴としたが、乱後の九州では畿
き

内
ない

的な埴
はに

輪
わ

文化へと

統合されていった。

Q 中国の歴史書とともに東アジアや列島の出土文
字資料をみると、東アジアの歴史像が立体的にみえ

てくる。ヤマト政権にとって、中国・朝鮮半島諸国

との交流は、列島内の地方豪
ごう

族
ぞく

を勢力下におさめる

うえで、どのように機能したのだろうか。

7 岩戸山古墳の石人　

（福岡県、八
や
女
め
市教育委員会蔵）

6 江田船山古墳の副
ふく

葬
そう

品
ひん

　
金銅製のくつと冠（東京国立
博物館蔵）

ヤマト政権・倭国や律令国家は、なぜそし
て何を求めて東アジアとの交流をすすめた
のだろうか、仮説をたててみよう。また、
中国や朝鮮半島との交流が、ヤマト政権や
律令国家の展開に与えた影響にはどのよう
なものがあったのか、仮説をたててみよう。
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70 歴史資料と中世の展望

『洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

』3
　16世紀の戦国時代になると、各地の戦国大

だい

名
みょう

の求めに応じ、京都とその周

辺をえがいた屛風絵が数多く制作された。 3 は、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

の山
やま

鉾
ぼこ

が、四条大
おお

路
じ

のつきあたりにある祇
ぎ

園
おん

社
しゃ

（八
や

坂
さか

神社）へ巡
じゅん

行
こう

している場面である。

3 『洛中洛外図屛風』狩
かのう

野永
えい

徳
とく

筆 （右
う
隻
せき

、部分、米沢市〈上
うえ

杉
すぎ

博物館〉蔵）

❶

❷

❸
町通り

船
ふな

鉾
ぼこ

室
むろ

町
まち
通り

鶏
にわとり

鉾
ぼこ

四
条
大
路

函
かん
谷
こ
鉾
ぼこ

西
にしの

洞
とう

院
いん
通り

QRコード
洛中洛外図

屛風

くわしく
みてみよう
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絵画から中世社会をさぐる 71

❶ 同じ京都をえが
いた絵画なのに、前
の絵 1 2 とは違って、
3 が屛風にえがかれ
ているのはなぜだろ
うか。

Q

❷

神輿

鴨
かも

川
がわ

↑
祇
園
社

長刀鉾

蟷
かまきりやま

螂山

傘
かさ

鉾
ぼこ

●❶山鉾巡行　神
みこし
輿につづき、 長

なぎ
刀
なた

鉾を先頭に巡行する。
山鉾の大きさや数、装飾に注目しよう。祭りに参加している
人の扮

ふん
装
そう

と、見
けん

物
ぶつ

する人びとの姿もくらべてみよう。
●❷風

ふ

流
りゅう

踊
おど

り　そろいの衣
い

装
しょう

や飾りを身につけ、踊りなが
ら通りを練り歩いている。
●❸草

わ ら じ

鞋を商う店　家のなかの人は何をしているのだろうか。
また、家のつくりや屋根のようすにも注目し、p.68 1・69 2
との違いを説明してみよう。

3つの絵 1 〜 3 にはいずれも都大路のにぎ
わいがえがかれている。つぎのような点に
着目して、中世の特徴について仮説をたて
てみよう。
・商工業の発達（見

み
世
せ
棚
だな
、商人、祭りのようすなど）

・さまざまな集団（朝
ちょう
廷
てい
や武
ぶ
士
し
、宗教や民衆の組

織など）

・建物や通りの施設（家、町並み、橋など）

・絵画がえがかれた目的（製作者、題材など)

❸
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　近代の政治を考えるとき、基本になるのは議

会である。ここでは、議会の成立、選挙権の拡

大、民
みん

衆
しゅう

の抗議行動に関する資料を通して、

議会のありかたの変化をたどり、その変化の理

由について考察してみよう。

議会の成立
　新政府がはじめて示した「国

こく

是
ぜ

」である五
ご

箇
か

条
じょう

の誓
せい

文
もん

は、「広ク会議ヲ興
おこ

シ万
ばん

機
き

公
こう

論
ろん

ニ決スベシ」

とした。これは幕
ばく

末
まつ

から、政
せい

権
けん

担当者だけではな

く、すぐれた人びとが意見を出しあう「公
こう

議
ぎ

」によ

って政策を決定すべきと考えられるようになって

いたことをふまえているが、会議をいかなる形で

開くのかは明示されていなかった。

　1873（明
めい

治
じ

6 ）年に、意見の対立から政府を去っ

た江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

・板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

・後
ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

らが翌年に

提出した民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

1には、「公議」を

おこなうのは国民が選ぶ議員だ、という考え方が

はっきりと示され、こののち国会の開設をおもな

要求とする自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運動（▶p.186）がくり広げられる。

　1889（明治22）年に出された大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が、

のちの時代からみれば政府の権限が大きすぎるに

もかかわらず、民権派によっても歓迎されたのは、

議会の開設を定めていたからである。

有権者の拡大
　帝国議会の貴

き

族
ぞく

院
いん

は皇
こう

族
ぞく

・華
か

族
ぞく

や天
てん

皇
のう

が任命し

た議員で構成されたが、 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

は、総選挙で選

ばれる国民の代表者からなる「民撰議院」であった。

総選挙の有権者は一定以上の税金をおさめる男性

に限られたが、民撰議院設立の建白も租
そ

税
ぜい

をおさ

めるからこそ政府の活動を左右する権利があると

いう考え方を示していた。

　その後、選挙権はしだいに拡大され、1925（大
たい

正
しょう

14）年には満25歳以上の男性による普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

（▶p.211）が認められ、1945（昭
しょう

和
わ

20）年には満20歳

以上の男女に拡大された。以後、2015（平成27）年

に18歳以上に拡大されるまで変更はなかった 2。

1
民
撰
議
院
設
立
の
建
白

　
臣し

ん

等ら

伏ふ

シ
テ
方ほ

う

今こ
ん

●●❶
政
権
ノ
帰
ス
ル
所
ヲ
察
ス
ル
ニ
、
上か

み

帝て
い

室し
つ
ニ
在あ

ラ

ズ
、
下し

も

人
民
ニ
在
ラ
ズ
、
而し

か
シ
テ
独ひ

と
リ
有ゆ

う

司し

●●❷
ニ
帰
ス
。
…
…
政
令
百ひ

ゃ
く

端た
ん

朝ち
ょ
う

出し
ゅ
つ

暮ぼ

改か
い

、
政
情
実
ニ
成
リ
、
賞
罰
愛あ

い

憎ぞ
う
ニ
出
ヅ
、
言げ

ん

路ろ

壅よ
う

蔽へ
い

●●❸
困
苦

告
ル
ナ
シ
。
…
…
臣
等
愛
国
ノ
情
自
ラ
已や

ム
能あ

た
ハ
ズ
、
乃す

な
わチ
之
ヲ
振し

ん

救き
ゅ
うス
ル

ノ
道
ヲ
講
求
ス
ル
ニ
、
唯た

だ
天
下
ノ
公
議
ヲ
張
ル
ニ
在
ル
而の

已み

、
天
下
ノ
公
議

ヲ
張
ル
ハ
民
撰
議
院
ヲ
立た

つ

ル
ニ
在
ル
而
已
。
則

す
な
わ
ち

有
司
ノ
権
限
ル
所
ア
ツ

テ
、
而
シ
テ
上
下
其そ

の

安
全
幸
福
ヲ
受
ル
者
ア
ラ
ン
。
請こ

フ
遂つ

い

ニ
之こ

れ

ヲ
陳ち

ん

ゼ

ン
。
夫そ

レ
人
民
政
府
ニ
対
シ
テ
租そ

税ぜ
い
ヲ
払
フ
ノ
義
務
ア
ル
者
ハ
、
乃す

な
わチ
其
政

府
ノ
事
ヲ
与よ

知ち

可か

否ひ

ス
ル
ノ
権
利
ヲ
有
ス
。 

（『
日に
っ

新し
ん

真し
ん

事じ

誌し

』）

●❶
現
在
。
●❷
上
級
の
役
人
。
●❸
言
論
発
表
の
道
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。

QRコード

現代語訳 2 総選挙の有権者が総人口に占める比率（総務庁統計局監修『日
本長期統計総覧』より作成）

どうして選挙権をもつ人の比率が拡大して
いったのだろうか。それぞれの時期ごとに説明し
てみよう。
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10

15

3第 1次護憲運動　帝国議会におしかけた人びと。木造の仮
議院であった。

帝国議会から国会へ
　皇

こう

居
きょ

の背後の高所から都心部を見下ろす絶好の

位置にたつ国
こっ

会
かい

議
ぎ

事
じ

堂
どう

は、1936（昭和11）年に帝国

議会議事堂として 竣
しゅん

工
こう

した。その位置は1920（大

正 9 ）年の着工時ではなく、帝国議会が開設され

る前から決められていた。ふさわしい建物がたて

られるまでは、別の場所の木造の仮議院がもちい

られていたのである。しかし、建物は同じでも、

1946（昭和21）年の日本国憲法によって、法律や予

算を「協賛」する帝国議会は国権の最高機関として

の国会にかわり、貴族院も普通選挙によって議員

が選ばれる参
さん

議
ぎ

院
いん

へと変化した。

議会におしかけた民衆
　議会に民衆がおしかけることは帝国議会時代か

らあった。1913（大正 2 ）年 2 月には、陸軍大臣の

辞表提出で退陣をよぎなくされた立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

の西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

にかわって 桂
かつら

太
た

郎
ろう

が 3 度目の首
しゅ

相
しょう

とな

ったが、衆議院に基盤がとぼしい桂に対し立憲政

友会や立憲国民党は内閣不
ふ

信
しん

任
にん

決議案を提出し、

多くの人びとが議会におしかけた。当時は衆議院

が内閣不信任案を可決しても首相が退陣する必要

はなかったが、桂は議会を停会し、支持を拡大す

ることが難しいと悟
さと

ると辞職した（大正政
せい

変
へん

、 
▶p.201）。この運動を第 1 次護

ご

憲
けん

運動という 3。

　1960（昭和35）年には日
にち

米
べい

相
そう

互
ご

協
きょう

力
りょく

及び安
あん

全
ぜん

保
ほ

障
しょう

条約（新
しん

安
あん

保
ぽ

条約）の批
ひ

准
じゅん

に反対する人びとが、

連日国会におしかけた（安保闘争、▶p.262）4。当時

の首相岸
きし

信
のぶ

介
すけ

は、両院で過半数を占めた自由民主

党を背景としていたので、衆議院に警官隊を導入

して野党議員の座り込みなどの反対をおさえ、批

准を可決した。しかし、反対運動はおさまらず、

国会議事堂周辺では死者も生じ、岸首相は批准の

成立後に辞職した。

4 デモ隊に囲まれる国会議事堂

どうして、選挙による議会がありながら、人
びとが議会におしかけたのだろうか。戦前と
戦後を比較しながら、それぞれ理由を説明し
てみよう。また、どのような人びとが議会に
何を期待したかに注目して、近代・現代の政
治の流れについて自分なりの仮説を表現して
みよう。

なぜ、この時期に議事堂が建築されたのだ
ろうか。

Q
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高
校
日
本
史

「歴史資料と原始・古代の展望」「歴史
資料と中世の展望」「歴史資料と近世
の展望」「歴史資料と近代・現代の展
望」では、生徒が様々な史資料から情
報を読み取り、時代の特色について考
察することで、その後の学習に見通し
をもった授業を展開できます。

様々な史資料で、時代の特色を考察
高校日本史

絵画

写真

文字史料

グラフ

遺物

48 49
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20

娘の光
こう

明
みょう

子
し

を聖
しょう

武
む

天皇の皇
こう

后
ごう

にたてることに成功した。これは皇
こう

族
ぞく

出身ではない皇后の最初の例となった。

　ところが、藤原 4 兄弟はあいついで疫
えき

病
びょう

で倒れ、その後は、皇

族出身の 橘
たちばなの

諸
もろ

兄
え

が政
せい

権
けん

をにぎり、唐
とう

から帰国した玄
げん

昉
ぼう

や吉
き

備
びの

真
まき

備
び

が活躍した。これに反発した藤原広
ひろ

嗣
つぐ

は、九州で乱をおこしたが

敗死した（藤原広嗣の乱）。

　疫病の流行や政情不安のなかで、聖武天皇は恭
く

仁
に

・難
な に わ

波・紫
し

香
が

楽
らき

と 都
みやこ

を移し、 この間の741（天
てん

平
ぴょう

13）年に国
こく

分
ぶん

寺
じ

建
こん

立
りゅう

の 詔
みことのり

7、

743（天平15）年には大
だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の詔8を出し、仏教の力により国家が

まもられ安定するよう願った。東
とう

大
だい

寺
じ

大仏はこうした背景のもとで

造立され、752（天
てん

平
ぴょう

勝
しょう

宝
ほう

4 ）年、孝
こう

謙
けん

天皇のときに、大仏開
かい

眼
げん

の

儀
ぎ

式
しき

がおこなわれた。

　孝謙天皇の時代には、藤原仲
なか

麻
ま

呂
ろ

が光明皇
こう

太
たい

后
ごう

と結んで勢力をの

ばし、 淳
じゅん

仁
にん

天皇を即位させると、恵
え

美
みの

押
おし

勝
かつ

の名をたまわり、権力

を独占した。しかし、孝謙太
だい

上
じょう

天皇❸（のちの 称
しょう

徳
とく

天皇）が僧
そう

道
どう

鏡
きょう

を 寵
ちょう

愛
あい

して淳仁天皇と対立すると、仲麻呂はそれに対抗して挙
きょ

兵
へい

したが敗死した（恵美押勝の乱）。道鏡は法
ほう

王
おう

の称号をうけて権
けん

勢
せい

を

ふるったが、称徳天皇が亡
な

くなると、藤原氏などの貴族は道鏡を追

放し、あらたに天
てん

智
じ

天皇の孫の光
こう

仁
にん

天皇をたて、混乱した政治の再

建につとめることになった9。

新しい土地政策
自然災害や天候不順に影響されて飢

き

饉
きん

もおこり

やすく、律
りつ

令
りょう

にもとづく支配は、社会の動揺

を招いた。農民のなかには、重い負担をのがれるために浮
ふ

浪
ろう

や逃
とう

亡
ぼう

701～760 位724～749

684～757 ? ～746 693? ～775

? ～740

▶p.422

位749～758

706～764

位758～764

位764～770 ? ～772

位770～781

❸太上天皇は 譲
じょう

位
い

した天皇の
称。略して上皇ともいう。奈良時
代には、譲位後の太上天皇も天皇
在位時と同じような権力や権

けん

威
い

をもった。

■7
国
分
寺
建
立
の
詔

　詔
み
こ
と
の
りし
て
曰い
わ

く
、「
…
…
宜よ
ろ

し
く
天
下
諸
国
を
し
て

各お
の
お
の

敬つ
つ
しみ

て
七
重
塔
一
区
を
造
り
、
幷あ
わ

せ
て
金こ
ん

光こ
う

明
み
ょ
う

最さ
い

勝し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う・
妙
み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

各
一
部
を
写
さ
し
む
べ

し
。
…
…
僧
寺
に
は
必
ず
廿
（
二
十
）僧

有
ら
し
め
、
其
の
寺

の
名
を
金
光
明
四し

天て
ん

王の
う
護ご

国こ
く
之の

寺て
ら

●❶
と
為な

し
、
尼
寺
に

は
一
十
尼
あ
り
て
、
其
の
寺
の
名
を
法ほ
っ

華け

滅め
つ

罪ざ
い

之
寺
●❷

と
為
し
、
両
寺
相あ
い

共
に
宜
し
く
教
き
ょ
う

戒か
い

●❸
を
受さ
ず
く
べ
し
。

…
…
」と
。 

（『
続
し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』）

●❶
国
分
寺
。
●❷
国
分
尼
寺
。
●❸
教
え
。

QRコード

現代語訳

■■8
大
仏
造
立
の
詔

　詔
み
こ
と
の
りし

て
曰い
わ

く
、「
…
…
粤こ
こ

に
天
平
十
五
年
歳
次

癸み
ず
の
と
の

未ひ
つ
じ

十
月
十
五
日
を
以も
っ
て
、
菩ぼ

薩さ
つ
の
大
願
●❶
を
発お
こ

し
て
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ

●❷
の
金
銅
像
一
軀く

を
造
り
奉
た
て
ま
つる
。
…
…

夫そ

れ
天
下
の
富
を
有た
も
つ
者
は
朕ち
ん
な
り
。
天
下
の
勢
を
有

つ
者
も
朕
な
り
。
こ
の
富
勢
を
以
て
こ
の
尊
像
を
造

る
。
…
…
」と
。 

（『
続
日
本
紀
』）

●❶
仏
教
を
興
隆
し
、
衆し
ゅ

生じ
ょ
うを

救
お
う
と
い

う
願
い
。
●❷
華け

厳ご
ん

経き
ょ
うの

本
尊
。
仏ぶ
っ

国こ
く

土ど

を

あ
ま
ね
く
照
ら
す
仏
。

QRコード

現代語訳

6「長屋親
しん

王
のう

」の文字がみえる木簡　
平城京左京の長屋王邸の遺

い

跡
せき

から出
土した、王家への貢

こう

納
のう

品につけられ
た荷

に

札
ふだ

。 （長さ21.4cm。奈良文化財研究所
蔵）

木簡
木簡は細長い木札に墨

すみ

で
文字を記したもので、古代
には、紙と使いわけて、文
書や調庸の荷札など、さま
ざまな用途でもちいられ
た。その時に書かれた同時
代史料であり、木簡の内容
から新しい史実が確かめら
れることも多い。平

へい

城
じょう

京
きょう

跡の長屋王家木簡6か
らは、王家の生活や家政運
営、家内で働く人びとの実
態などが、明らかになった。

Topic

QRコード

木簡

くわしく
みてみよう
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2 平城京の時代 37

5

10

15

する者も多くなった。また、人口が増加すると口
く

分
ぶん

田
でん

は不

足し、それに対応して安定した税を確保するためにも、政

府は土地の制度を見直すことになった。

　政府は耕地をふやそうとして、722（養
よう

老
ろう

6 ）年、長
なが

屋
や

王
おう

のもとで百
ひゃく

万
まん

町
ちょう

歩
ぶ

の開
かい

墾
こん

計画をたてたが成果はあがらず、

翌723（養老 7 ）年には、三
さん

世
ぜ

一
いっ

身
しん

法
ほう

⓾を出した。この法は、

新しく灌
かん

漑
がい

施設をつくって田を開墾した者には 3 世（本

人・子・孫）にわたる私有を認め、すでにある灌漑施設を

利用した開墾地は本人に限り私有を認めるというものであった。期

限つきで土地の私有を認めて開墾を奨
しょう

励
れい

したのである。

　さらに743（天平15）年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

�を出し、位
い

階
かい

や役職に

よって開墾できる面積を定めて、開墾した土地の永
えい

久
きゅう

私有を認め

るにいたった。この法は、未開地を開墾した墾田にまで政府の支配

がおよぶようにする積極策であったが、 荘
しょう

園
えん

という大土地所有が

広がる原因ともなった❹。墾田永年私財法が出ると、力のある中央

貴族や寺院などは、きそって山野の開墾に乗り出した。これを初期

荘園とよぶ。初期荘園はのちの荘園とは異
こと

なり、律令国家の力を背

景とし、国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

の地方統治のしくみを利用してつくられたもの

で、郡司の力が弱まると衰えていった。

▶ p.55

墾田永年私財法が律令国家を崩壊さ
せたのだろうか。

Q

❹荘園（荘）とは、開墾した土地に
たてた別宅や倉庫などと、まわり
の墾田とをあわせたものをいう。

光仁・桓武天皇と皇統の交代
天智天皇の孫白

しら

壁
かべ

王
おう

は称徳天皇の死後、光仁天皇として擁
よう

立
りつ

された。皇后には井
い の え

上内
ない

親
しん

王
のう

（聖武天皇皇
こう

女
じょ

）、皇
こう

太
たい

子
し

に
はその子他

おさ

戸
べ

親王が立ったが、のち廃された。藤原氏の支援
もあり、高

たか

野
のの

新
にい

笠
がさ

のうんだ山
やま

部
べ

親王がかわって皇太子とな
り、称徳天皇までの天武系の皇

こう

統
とう

から天智系へと移った。

Topic

■⓾
三
世
一
身
法

　太だ
い

政じ
ょ
う

官か
ん

奏そ
う

●❶
す
ら
く
、「
頃こ
の
ご
ろ者
百
姓
漸
よ
う
や

く
多お
お
く
し
て
、
田
池
窄さ
く

狭き
ょ
う

●❷
な
り
。
望
み

請こ

ふ
ら
く
は
、
天
下
に
勧す
す

め
課お
お

せ
て
、
田で
ん

疇ち
ゅ
うを
開ひ

闢ら

か
し
め
ん
。
其そ

の
新
た
に
溝こ
う

池ち

を
造
り
、
開
墾
を
営
む
者
有
ら
ば
、
多
少

を
限
ら
ず
、
給
ひ
て
三
世
●❸
に
伝
へ
し
め

ん
。
若も

し
旧ふ
る

き
溝
池
を
逐お

は
ば
●❹
、
其
の

一
身
に
給
せ
ん
」と
。 

 

（『
続
日
本
紀
』）

●❶
太
政
官
が
天
皇
に
上
じ
ょ
う

申し
ん

す
る
書
。
●❷
せ
ま
い
。

●❸
本
人
・
子
・
孫
の
三

代
。
子
・
孫
・
曽そ
う

孫そ
ん

の
三

代
と
す
る
説
も
あ
る
。
●❹

既
設
の
溝
や
池
を
利
用
し

て
開
墾
し
た
場
合
に
は
。

QRコード

現代語訳

■�
墾
田
永
年
私
財
法

　詔
み
こ
と
の
りし
て
曰い
わ

く
、「
聞
く
な
ら
く
、
墾
田

は
養
老
七
年
の
格
き
ゃ
く

●❶
に
依よ

り
て
、
限げ
ん

満み

つ

る
後
、
例
に
依
り
て
収
授
す
。
是こ
れ

に
由よ

り

て
農
夫
怠た
い

倦け
ん

し
て
、
開
け
る
地
復ま

た
荒

る
、
と
。
今
よ
り
以
後
、
任ま
ま

に
●❷
私
財
と

為な

し
、
三
世
一
身
を
論
ず
る
こ
と
無
く
、

咸み
な

悉こ
と
ご
とく
に
永
年
取
る
莫な
か
れ
。
…
…
」と
。

 
（『
続
日
本
紀
』）

●❶
三
世
一
身
法
を
さ
す
。

●❷
意
の
ま
ま
に
。

QRコード

現代語訳

721 1 長屋王、右大臣となる
729 2 長屋王の変
 8 光明子、皇后となる
734 1 藤原武

む

智
ち

麻
ま

呂
ろ

、右大臣となる
737 疫病流行、武智麻呂ら 4 兄弟死去
738 1 橘諸兄、右大臣となる
740 9 藤原広嗣の乱
 12 恭仁京に遷

せん

都
と

745 5 平城京へもどる
752 4 東大寺大仏開眼会
757 7 橘奈

な

良
ら

麻
ま

呂
ろ

の変
760 1 藤原仲麻呂、大

だい

師
し

（太政大臣）となる
761 僧道鏡、孝謙太上天皇を治療
764 9 恵美押勝（藤原仲麻呂）の乱
765　閏10 道鏡、太政大臣禅

ぜん

師
じ

となる
769 9 宇

う

佐
さ

八
はち

幡
まん

神
しん

託
たく

事件
770 8 道鏡を下

しも

野
つけ

に追放
 10 光仁天皇即位

■98世紀の政情（月は陰暦）

720 8 藤原不
ふ

比
ひ

等
と

、死去
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72 第6章  武家政権の成立
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5

源平の争乱
1180（治

じ

承
しょう

4 ）年、後
ご

白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

の皇
み

子
こ

以
もち

仁
ひと

王
おう

と畿
き

内
ない

に基盤をもつ源
げん

氏
じ

♳の源頼
より

政
まさ

は平
へい

氏
し

打
だ

倒
とう

の兵をあげ、

挙
きょ

兵
へい

をよびかける以仁王の命令が諸国の武士に伝えられた。この挙

兵は失敗に終わったが、これをきっかけに、伊
い

豆
ず

の源頼朝5、木
き

曽
そ

の源義
よし

仲
なか

ら各地の武士団が蜂
ほう

起
き

し❶、 5 年におよぶ源
げん

平
ぺい

の争乱♴が

始まった。

　平氏は、 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

の死に続いて西
さい

国
ごく

一帯に広がった大飢
き

饉
きん

で打撃

をうけ、1183（寿
じゅ

永
えい

2 ）年、義仲の軍に敗北して西国へ逃
のが

れた。後白

河法皇とむすんだ源頼朝は、こののち法皇から東
とう

海
かい

道
どう

・東
とう

山
さん

道の東
とう

国
ごく

支配権を手に入れると、弟の義
よし

経
つね

らを都へむかわせて義仲を討っ

た。ついで義経らは平氏と戦い、摂
せっ

津
つ

の一
いち

の谷
たに

、讃
さ ぬ き

岐の屋
や

島
しま

の合
かっ

戦
せん

をへて、1185（文
ぶん

治
じ

元）年、長
なが

門
と

の壇
だん

の浦
うら

で平氏をほろぼした。

　平氏の滅亡後、後白河法皇は義経に頼朝追
つい

討
とう

の命令をくだしたが

失敗した。この機会をとらえて頼朝は法皇にせまって、逆に義経追

鎌倉幕府の成立と展開1

1151～80

1104～80

1147～99

1154～84

1159～89

武家政権の成立
12世紀末の争乱のなか、 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

は武
ぶ

士
し

の力を集めて、最初の本格的な武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

である
鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を打ちたてた。幕府は全国的な政権に成長していくが、武家政権の成立・成長に
よって、政治や社会における武士の地位や立場はどのように変化したのだろうか。

第  6 章

❶このとき、平氏は都を大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

に近い摂津の福
ふく

原
はら

（現在の神
戸市）に移したが、貴

き

族
ぞく

や寺院が
この遷

せん

都
と

に反対したため、半年
で都を京都にもどす結果となっ
た。

♴源氏・平氏の勢力関
係図　1183（寿 永 2 ）年、

源義仲は北陸から畿内へ
進出し、 源頼朝は東海道
などをおさえ、 平氏は南

なん

海
かい

・西
さい

海
かい

地方を中心に支
配下においた。争乱の動
きのなかで、 3 者がたが
いに対立する形へとすす
んでいった。

平泉

木曽

粟津

推定進路
頼朝

（鎌倉入り）

義仲
義経

壇の浦

屋島
宇治

一の谷

俱利伽羅峠

福原・大輪田泊

京都
石橋山

鎌倉

伊豆
富士川

奥
州
藤
原
氏

源  

頼
朝

源  

義
仲

平
氏

日本海

1183年頃の勢力範囲
源頼朝
源義仲
平氏
奥州藤原氏

く り か ら

●

●

●

●

● ●

0 200km

■♳
清
和
源
氏
略
系
図
⑵▲

p.57

数字は将軍就任の順

1

23

4

5

（2）

清
和
源
氏
略
系
図女

よ
し
と
も

の
り
よ
り

よ
し
や
す

か
ね
ざ
ね

よ
し
つ
ね み

ち
い
え

よ
り
つ
ね

よ
り
つ
ぐ

よ
り
い
え

い
ち
ま
ん

さ
ね
と
も

く 

ぎ
ょ
う

↓
P.71

藤
原
能
保

藤
原
兼
実

義
朝

頼
朝

範
頼

義
経

良
経

道
家

頼
経

（
藤
原
将
軍
）

（
一
条
）

（
九
条
）

（
同
上
）

頼
嗣

頼
家

実
朝

女（
大
姫
）

一
幡

公
暁

女

女
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1 鎌倉幕府の成立と展開 73

5

10

15

鎌倉幕府の勢力はどのようにして全
国に広がっていったのだろうか。

Q

討の命令を得た。さらに頼朝は、義

経をかくまっていた奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏を

ほろぼそうと、 朝
ちょう

廷
てい

に追討の命令

をくだすよう要求した。しかし、法

皇がこれに応じなかったため、1189

（文
ぶん

治
じ

5 ）年、頼朝は朝廷の命令を待

たずに、みずから大軍をひきいて奥

州藤原氏をほろぼした。ここに頼朝

は全国を平定し、後白河法皇没後の

1192（建
けん

久
きゅう

3 ）年に、征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられた。

幕府の誕生
源頼朝は、東国に武家政権を打ちたてるため相

さ が み

模の

鎌倉3 4に本拠地をかまえ、平氏と戦いながら、

侍
さむらい

所
どころ

・公
く

文
もん

所
じょ

（のち政
まん

所
どころ

と改称）・問
もん

注
ちゅう

所
じょ

など、支配のしくみ6

をととのえていった❷。1185（文治元）年に平氏が滅亡した後には、

逃亡中の義経をさがし出すことを口実に、朝廷から諸国に守
しゅ

護
ご

・地
じ

頭
とう

を任命する権限を得た。この守護・地頭は、幕府が地方支配をす

すめるうえで大きな役割を果たした。

　守護は国ごとにおかれたが、その職務は京都大
おお

番
ばん

役
やく

❸を御
ご

家
け

人
にん

に

つとめさせること（大番催促）と謀
む

叛
ほん

人
にん

・殺
さつ

害
がい

人の逮
たい

捕
ほ

で、これを大
だい

▶p.58

❷侍所の長官（別当）には東国御
家人の和

わ

田
だ

義
よし

盛
もり

が任じられたが、
公文所の長官は大

おお

江
えの

広
ひろ

元
もと

、問注
所の長官は三

み

善
よしの

康
やす

信
のぶ

で、ともに
貴族出身であった。

❸御家人の義務で、数カ月間上京
して天

てん

皇
のう

や院
いん

の御
ご

所
しょ

の警備を担
当した。

5伝源頼朝像　貴族の正
せい

装
そう

であ
る束

そく

帯
たい

姿の人物像。源頼朝像と伝え
られ、似

にせ

絵
え

（▶p.84）の代表作。（京都
府、神

じん
護
ご
寺
じ
蔵）

武家の都、鎌倉
鎌倉と平安京（▶p.42■3）とを比べ、共通点と違いを説明してみよう。

■3鎌倉要図　鎌倉は源頼
より

義
よし

以来、源氏とゆかりが深い地で、三方を
山に囲まれ、通行は切

きり

通
どおし

で制御された。南は海にのぞむ要
よう

害
がい

の地で
あった。和

わ

賀
か

江
え

島
じま

は港
こう

湾
わん

施設としてつくられた人工島。

将軍

〈
鎌
倉
〉

御家人の
統制、軍
事・警察

京都守護〈京都〉 守護〈諸国〉

地頭・
御家人

訴訟・裁判

問注所
一般政務、
はじめは
公文所

政所侍所

荘園
公領〈 〉

6鎌倉幕府初期の機構

■4空からみた鎌倉　 鶴
つるが

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

から海にのびる道（若
わか

宮
みや

大
おお

路
じ

）が中
ちゅう

軸
じく

となっている。（鎌倉市）

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

幕府所在地
1185～1225年
1225～1236年

白線は当時の道路

鎌倉五山
（1386年設定）
当時の海岸線稲村ヶ崎

由比ヶ浜

浄妙寺

建長寺
浄智寺

寿福寺

円覚寺

瑞泉寺

大仏（高徳院）

長谷寺

光明寺

極楽寺

鶴岡八幡宮

天台山

鷲峰山
明月院

化粧坂

極楽寺坂

巨福呂
坂

和賀江島

切

朝比

奈

大
仏
切

通

切
越
名

通

通へ
亀
谷
坂

二 階 堂

犬懸ガ谷
比企ガ谷長 谷

材 木 座

山　 之　 内

1236～1333年

滑川

扇 ガ　谷
若
宮

　大
路

●❶
●❷
●❸

ご ざん

ゆ　い

いなむら

えんがく じ

じょう ち じ

じゅ ふく じ じょうみょうじ

けんちょうじ

ずいせん じ

こうとく

じゅ ぶ せん

てんだいさん

めいげついん

ごくらく じ

つるがおか はちまん ぐう

は せ でら

け わい か
め
が
や
つ

な
ご
え

あさ

ひ
な

こ
ぶく
ろ に かい どう

いぬかけ

ひ き

だい

ぶつ

な
め
り

こうみょうじ

●❶

●❷
●❸

おうぎ が　　 やつ

わ
か

　みや

　
　
　
　おお

　じ

0 1000m

鶴岡八幡宮

読
み

 

　と
き

QRコード
鎌倉街道と

切通

くわしく
みてみよう
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高
校
日
本
史

興味・関心を高めるための、豊富な史資料
高校日本史

2次元コードから、現代語訳・動画・拡大画像が参照できるようになりました。生徒の学習
意欲を高めます。

文字史料に付した2次元コードから、現代語訳を参照することができます。
史料に苦手意識を持つ生徒の理解を助け、自発的な学習を促します。

史資料をもとに、解釈したり、説明したり、論述したりする力をつけられるよう、
発展的な問いとして「読みとき」を設けました。
（解答例は、教師用指導書・準拠ノートで扱っています）

大仏造立の詔
　（聖武天皇は）詔(みことのり)の中でつぎのよう
に述べられた。「……天平15年10月15日をもって、
人びとを救済しようという仏弟子としての願いを
おこして、盧舎那仏(るしゃなぶつ)の金銅像1体
をつくることにした。……天下の富をもつ者は私
であり、天下の勢いをもつ者も私である。この富
と勢いをもって仏の尊像をつくる。……」
（『続日本紀』）

本文の内容に関連する動画や、細部を確認す
るための拡大画像などを参照できる2次元
コードで、生徒の興味・関心を高めます。

現代語訳

Topic

生徒の興味をひきだすため、本文では取り上げなかった人物や事件などのエピソー
ドを紹介する75点の「Topic」を設けました。
（例　「正倉院宝物の国際性」「お茶の効用を認めた源実朝」「漂流民の国際交流」「ペリーのプレゼント」など）

本文を読む際の着眼点となる「Ｑ
（問い）」を設けました。
学習の要点を捉えやすくすると
ともに、考察を促します。
（解答例は、教師用指導書で扱っています）

Ⓠ問い

読みとき

動画・拡大画像

50 51
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　日
にっ

清
しん

戦争前後には、人間の感情面を重んじるロマン主義がさかん

になり、北
きた

村
むら

透
とう

谷
こく

の評論、 明
みょう

星
じょう

派
は

の与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

の情熱的な短歌6、 

森
もり

鷗
おう

外
がい

⓾や樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

の叙
じょ

情
じょう

味
み

あふれる小説7などが発表された。ま

た、正
まさ

岡
おか

子
し

規
き

は俳
はい

句
く

の革
かく

新
しん

と万
まん

葉
よう

調
ちょう

の和歌の復興につとめ、伝統

文学の革新として注目された。

　日
にち

露
ろ

戦争前後になると、フランス・ロシアの自然主義文学の影響

により、社会の暗い現実をえぐり出そうとする自然主義が流行し、

国
くに

木
き

田
だ

独
どっ

歩
ぽ

・島
しま

崎
ざき

藤
とう

村
そん

8らが出た。石
いし

川
かわ

啄
たく

木
ぼく

9も、社会主義思想を盛

り込んだ生活詩をうたい上げている。しかし明治末期には、自然主

義とは異
こと

なって、知識人の内面生活を国家・社会との関係で見つめ

ようとする夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

�らの作品もあらわれた。このような反自然主

義の作品は、大
たい

正
しょう

時代にかけてさまざまな形であらわれていった。

明治の芸術
美術・芸能では、伝統芸術と新しく導入された西洋

芸術が、たがいに影響しあいながらならびたち、近

代化・大衆化の動きとなっていった。

　美術では、文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

の風
ふう

潮
ちょう

のなかで、伝統的な日本画や木
もく

彫
ちょう

な

どが一時かえりみられなくなったが、

ヨーロッパで日本画が高い評価をう

け、また、1880年代に国
こく

粋
すい

主義が勢

いを得ると、伝統美術を復興する動

きがおこった。とくにアメリカ人の

フェノロサや岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

の活動はめざ

ましく、 天心は東
とう

京
きょう

美
び

術
じゅつ

学校（現

在の東京芸術大学美術学部）の設立

1868～94 1878～1942

1862～1922 1872～96

1867～1902

1871～1908 1872～1943

1867～1916

▶p.226

1853～1908 1862～1913

⓾森鷗外　 津
つ

和
わ

野
の

藩 出
身。軍医のかたわら、多彩
な作家活動を続けた。 （国
立国会図書館蔵）

9『一
いち

握
あく

の砂
すな

』　石川
啄木の最初の歌集。病
と貧困のなかでよんだ
短歌を収録。（日本近代
文学館蔵）

8『若
わか

菜
な

集
しゅう

』　島崎藤
村の最初の詩集。「初
恋」などを収録。（日本
近代文学館蔵）

6『みだれ髪』　自由
な恋愛の感情を情熱的
にうたった与謝野晶子
の短歌を収録。（日本近
代文学館蔵）

7『たけくらべ』　樋
口一葉が東京下町に育
つ少年少女のあわい恋
愛をえがいた。（日本近
代文学館蔵）

夏目漱石の文明観
漱石は「現代日本の開化」という講演で、
西洋の開化は内発的だが、明治日本の開
化は外発的であらざるをえなかった、と
指摘している。日本の開化を「皮

ひ

相
そう

上
うわ

滑
すべ

りの開化」と批判するものの、 列
れっ

強
きょう

か
ら国を守るためには、よくないとわかっ
ていてもこのまま上滑りに滑っていくし
かない、と悲

ひ

愴
そう

な決意を述べている。

Topic

�夏目漱石 （日本近代文学館蔵）
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5

につとめ、日本画を復興した。岡倉天心はその後、日本美術院をつ

くり、新しい日本画の創造につとめた�～�。

　西洋画は、まず明治初期に工
こう

部
ぶ

美術学校で外国人教師が教えてい

たが�、明治中期に、フランスに留
りゅう

学
がく

し印
いん

象
しょう

派
は

の画風をもたらし

た黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

�らの活動によってさかんとなった�。彫
ちょう

刻
こく

の分野では、
1866～1924

�黒き猫（菱
ひし

田
だ

春
しゅん

草
そう

筆）　 柏
かしわ

の

幹にすわり、何かに緊張している
黒猫をえがく。（部分、永

えい
青
せい

文庫蔵）

�悲
ひ

母
ぼ

観
かん

音
のん

（狩
か

野
のう

芳
ほう

崖
がい

筆）　狩野派
の伝統技法に西洋画の技法を取り入
れた作品。フェノロサや岡倉天心か
ら期待された芳崖の代表作。（縦
195.8㎝、横86.1㎝。東京藝術大学蔵）

�海の幸
さち

（青
あお

木
き

繁
しげる

筆）　1904（明治37）年白馬会に出品。房
ぼう

州
しゅう

布
め

良
ら

で得たモチーフで、大
たい

漁
りょう

の獲
え

物
もの

を
かつぐ漁師の群れをリズミカルな構図、力強いデッサンと褐色の色調でえがく。（縦70.2㎝、横182.0㎝。
石
いし

橋
ばし

財団アーティゾン美術館蔵）

�鮭
さけ

（高
たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

筆）　幕
ばく

末
まつ

から洋
画を学んで西洋画の開

かい

拓
たく

者
しゃ

とな
った由一は、工部美術学校教師
として来日した外国人と交流し
て腕を磨

みが

いた。（縦140.0㎝、横46.5
㎝。東京藝術大学蔵）

�湖
こ

畔
はん

（黒田清輝筆）　1897（明治30）年第 2回白
はく

馬
ば

会
かい

に出品。清輝はパリに学び、明るい色調で「外
がい

光
こう

派
は

」
の指導者となった。モデルは清輝の夫人。（縦69.0㎝、

横84.7㎝。東京国立博物館蔵）

�『竜
りゅう

虎
こ

図』（橋
はし

本
もと

雅
が

邦
ほう

筆）　1895（明治28）年の内
ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博
はく

覧
らん

会
かい

に出品した雅邦の代表的な 屛
びょう

風
ぶ

絵
え

。竜にむかって眼を
怒
いか

らして吼
ほ

える虎をえがいた部分。六 曲
きょく

一双
そう

。（左隻、部分、

静
せい

嘉
か
堂
どう

文庫美術館蔵）
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5

10

15

られ、幕
ばく

臣
しん

の大
おお

田
た

南
なん

畝
ぽ

（蜀
しょく

山
さん

人
じん

）らが活躍した。演劇では、18

世紀後半から、人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

にかわって、江戸を中心に歌
か

舞
ぶ

伎
き

が人気を集めた。

　絵画では、18世紀なかばに鈴
すず

木
き

春
はる

信
のぶ

�が錦
にしき

絵
え

とよばれる多
た

色
しょく

刷
ずり

の版
はん

画
が

を完成させ、浮
うき

世
よ

絵
え

の黄金時代をむかえた。題材

は美人・役者・相
す も う

撲・花
か

鳥
ちょう

などさまざまで、寛
かん

政
せい

期（1789～

1801年）には美人画の喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

�や、大
おお

首
くび

絵
え

の手
しゅ

法
ほう

をもちい

て役者絵をえがいた東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく

�らが、すぐれた作品を生み

出した。

　伝統的な絵画では、円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

�が写
しゃ

実
じつ

を重んじ、近代日本画

の源流となった。また、明
みん

・清
しん

の南
なん

画
が

から影響をうけた文
ぶん

人
じん

画
が

❼ �が、 池
いけの

大
たい

雅
が

・与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

らによっ

て大成され、知識人に好まれた。写

生画や文人画には西洋画の技法が取

りこまれ、司
し

馬
ば

江
こう

漢
かん

が平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

�に学

んで銅
どう

版
ばん

画
が

を始めた。

1749～1823

▶p.144

1725? ～70

1753? ～1806

生没年不詳

1733～95

1723～76

1747～1818 ▶p.150

❼専門の画家ではない文人・学
者がえがいた絵をいう。

�雨
あま

夜
よ

の宮
みや

詣
もうで

（鈴木春信筆）　風雨
の夜、破れ傘

かさ

をさし、小
お

田
だ

原
わら

提
ちょう

灯
ちん

を
もって 社

やしろ

へ急ぐ娘の姿をえがく。（東
京国立博物館蔵）

�十
じゅう

便
べん

十
じゅう

宜
ぎ

図
ず

「 釣
ちょう

便
べん

図
ず

」（池大雅筆）　池
大雅・与謝蕪村の合作になる画集の 1 枚。

（縦・横各17.7㎝。川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

記念会蔵）

�西洋婦人図（平賀源内筆）　
日本の西洋画の先

せん

駆
く

的作品。
長崎に渡

と

来
らい

した絵を、 油
あぶら

絵
えの

具
ぐ

を工
く

夫
ふう

して模写したもの。
（縦41.4㎝、 横30.5㎝。神戸市立博

物館蔵）

�三代目大
おお

谷
たに

鬼
おに

次
じ

の 奴
やっこ

江
え

戸
ど

兵
べ

衛
え

（東洲斎写楽筆）　
歌舞伎「恋

こい

女
にょう

房
ぼう

染
そめ

分
わけ

手
た

綱
づな

」
のひとこま。金をうばおう
と挑

いど

みかかる奴（武
ぶ

家
け

奉
ほう

公
こう

人
にん

）の 形
ぎょう

相
そう

をえがく。（東京
国立博物館蔵）

�ポッピンを吹く女（喜多川歌
麿筆）　ガラス製の笛（ポッピン）
を吹く、町

まち

屋
や

の娘をえがく。『婦
ふ

女
じょ

人
にん

相
そう

十
じっ

品
ぴん

』の 1 枚。（東京国立博
物館蔵）

新しい様式の写生画
伝統的な写生画・風景画とくらべて、どのようなところ

が異なるか説明してみよう。

■�『雪
ゆき

松
まつ

図
ず

屛風』（円山応挙筆）（右
う

隻
せき

、六 曲
きょく

一双
そう

、各縦155.5㎝、横362.0㎝。三井

記念美術館蔵）

読
み

 

　と
き
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寛政の改革
天
てん

明
めい

の打ちこわしの直後、11代将軍徳川家
いえ

斉
なり

の補佐

として老
ろう

中
じゅう

になったのは、白
しら

河
かわ

藩
はん

主
しゅ

松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

1で

ある❶。定信は田
た

沼
ぬま

時代の政治を改め、吉宗の政治を理想として幕
ばく

政
せい

改革にとりくんだ。これを寛政の改革とよぶ。

　定信の施策の第 1 は農村を復興させることで、江戸に出
で

稼
かせ

ぎなど

で一時的に居住する者には帰
き

農
のう

をすすめた（旧
きゅう

里
り

帰農令）。さらに、

百
ひゃく

姓
しょう

らに荒れた耕地を耕作できる田地にもどすための資金を貸し

た。また、飢
き

饉
きん

にそなえて各地に社
しゃ

倉
そう

・義
ぎ

倉
そう

をつくらせて、米穀を

たくわえさせた（囲
かこい

米
まい

）。

　第 2 は都市対策で、まず物価の引下げに乗り出し、倹
けん

約
やく

令
れい

を出し

て支出をおさえた。旗
はた

本
もと

・御
ご

家
け

人
にん

を救済するためには、 6 年以上前

の借金を 帳
ちょう

消
け

しにするという棄
き

捐
えん

令
れい

を出して、金融業者である札
ふだ

差
さし

に貸
かし

金
きん

を放棄させた。住居をもたない無
む

宿
しゅく

人
にん

対策としては、石
いし

川
かわ

島
じま

に人
にん

足
そく

寄
よせ

場
ば

2を設けて、収容した者に技術を身につけさせ職業

につかせようとした。また、江戸の町人たちに町費を節約させ、節

約分の 7 割を積立てさせ（七
しち

分
ぶ

積
つみ

金
きん

）、それを基金として運用し、飢

饉や災害時の貧民を救済するために米穀をたくわえさせた。

　一方、定信は思想をきびしくとりしまり、湯
ゆ

島
しま

聖
せい

堂
どう

の幕府学問所

では朱
しゅ

子
し

学
がく

以外の講義・研究を禁じて（寛政異
い

学
がく

の禁）、朱子学を幕

府の官学と定めた。また、林
はやし

子
し

平
へい

が『海
かい

国
こく

兵
へい

談
だん

』3などで海
かい

防
ぼう

の必要

江戸幕府の衰退2
▶p.149 1773～1841

1758～1829

▶p.142

1738～93

❶定信は、 8 代将軍徳川吉
よし

宗
むね
（▲

p.147）の次男である田
た

安
やす

宗
むね

武
たけ

の子
で、白河藩へ養子に出されていた。

寛政の改革は、どのような課題に対
して、どのような政策がおこなわれ
たのだろうか。

Q

2人足寄場　役人のつめる役所や番
ばん

所
しょ

があるほかに、男女の無宿人の
生活する場所（風

ふ

呂
ろ

など）が設けられていた。無宿人たちは炭
た ど ん

団・ 蛤
はまぐり

粉
こ

（石
いし

灰
ばい

）の製造や 油
あぶら

絞
しぼ

りのほか、紙
かみ

漉
すき

・鍛
か

冶
じ

・大
だい

工
く

・左
さ

官
かん

・髪
かみ

結
ゆい

などの
手
て

業
わざ

を身につけた。（『大日本近世史料　市中取締類集27』より作成）

あ
げ
ば

あ
げ
ば

こめつきば

めしたき

み はり

こめつきば

み はり

■3
海
防
論

　当と
う

世せ
い

の
俗ぞ
く

習し
ゅ
う

●❶
に
て
、
異
国
船
の
入に
ゅ
う

津し
ん

●❷
ハ
長

崎
に
限か
ぎ
り

た
る
事
に
て
、
別
の
浦う
ら

え
船
を
寄よ
す

ル
事
ハ

決
し
て
成
ら
ざ
る
事
ト
思お
も
え

リ
。
…
…
当
時
●❸
長
崎

に
厳
重
に
石い
し

火び

矢や

●❹
の
備そ
な
え

有あ
り

て
、
却か
え
っ

て
安あ

房わ

・

相さ
が
み

模
の
海
港
に
其そ
の

備
な
し
。
此こ
の

事
甚
は
な
は
だ

不い
ぶ

審か
し
。
細こ
ま

カ
に
思
へ
ば
江
戸
の
日
本
橋
よ
り
唐か
ら

●❺
、
阿お

蘭ら
ん

陀だ

迄ま
で

境
な
し
の
水
路
也な
り
。
然し
か
ル
を
此こ
こ
に
備
へ
ず
し
て
長
崎

の
ミ
備そ
な
う
ル
は
何
ぞ
や
。 
（『
海
国
兵
談
』）

●❶
世
間
一
般
の
習
慣
。
●❷
入
港
。
●❸
現

在
。
●❹
大
砲
の
こ
と
。
●❺
中
国
の
こ
と

で
、
当
時
は
清し
ん
国
。

QRコード

現代語訳

1松平定信　29歳ころの
自画像。（三重県、鎮

ちん
国
こく

守
しゅ

国
こく

神社蔵）
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高
校
日
本
史

約720点の豊富な図版を掲載しました。
さらに、判型を大きくしたことで（A5→B5判）、図版も見やすくなりました。

視覚的なイメージを持てる豊富な図版
高校日本史

文化史は、特集ページとせずに、
本文と関連付けてレイアウトしま
した。
代表的な文化財の写真を大きく、
豊富に掲載し、解説を付しました。

図版を比較したり、情報を読みとったりしな
がら、思考力を高める基礎を身につけます。
共通テスト対策にも、役立ちます。
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　地域を歩き、興味深い資料をみつけたら、その特徴などを記録する資料調

書を作成しよう。その際、博物館に行って資料調査の方法を学
がく

芸
げい

員
いん

の方に相

談してみよう。

　私たちが博物館や美術館を訪れるのは、展覧会などを見学する時が多いだ

ろう。しかし、博物館の活動には、日頃から資料の収集や保管、調査研究な

どがあり、その活動をふまえたうえに展覧会がある。こうした活動を担
にな

う学

芸員は、文
ぶん

化
か

財
ざい

となる資料を取り扱う専門家である。

　博物館に収蔵されるさまざまなものが博物館資料となるためには、ものに

対して学術的な調査研究を行い、価値を見極めることが必要である。学芸員

が作成する資料調書に記入する項目は、対象となる資料によって異なるが、

すべての項目が簡単に記入できるとは限らない。調書にはわかる範囲で資料

名や計測した寸法や重量、素材や製作者、製作年代などを記入し、さらに写

真を撮影し、図をつくって、特徴的な事項を記入する。

　こうしてひと通り資料の概要を調査し資料調書の作成がすんだら、さらに

その資料の歴史的・社会的位置などを詳細に調査することになる。その際、

わからないことを少しでも明らかにしていく作業こそが、歴史研究や学芸員

の仕事なのである。それを体験することは、私たち自身が他人まかせでな

く、歴史の語り手になることでもあ

る。調査にあたっては、論文や参考図

書、インターネットなどにふれる必要

があるので、図書館やメディアの利用

方法もよく学んでおこう。

　これまで歴史を学んできた経験をふ

まえ、私たちはどのように歴史資料と

むきあうことができるだろうか。

　歴史を学ぶことは過去と対話するこ

とだといわれるが、誰も過去をふたた

び体験することはできない。しかし、

私たちのまわりには、過去の事物が資

料や記憶として残っている場合があ

る。こうした資料や記憶と主体的にむ

きあい、人類共有の財産である文化財

を守り、次世代に伝えていくことが、

歴史を語る当事者になることにもつな

がるだろう。

学
芸
員
体
験
で

歴
史
を
語
る
当
事
者
に
な
ろ
う

身
近
な
文
化
財
を
ま
も
り
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と 

❹

調書の例

資料調書
記入日（調査日） 年  　　月　  　日 曜日

記入者名

資料名

よみがな

形状・品質

寸法・重量
（長さ・重さなど）

付属品の有無

作成者・発行者等

所蔵者

伝来・来歴
（どうして今そこにあ
るのか、説明する）

図・写真・スケッチ
（特徴的なことは文
字で記入する、ス
ペースが小さけれ
ば別紙でも構わな
い）

備考
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岸川雅範『江戸天下祭の研究』より作成

　これまでの学習をふまえ、私たちが直面する諸課題をみつけ、資料を活用して探究しよう。ここ

では、Ⅰ「伝統や文化の継
けい

承
しょう

と創造」、Ⅱ「社会や集団と個人」、Ⅲ「世界のなかの日本」について、

身のまわりの具体的な例を取り上げ、主題を設定し、さまざまな資料（書籍・辞典、新聞・雑誌、

インターネット、博物館、インタビューなど）を使って考察してみよう。

❶ 資料をもとに仮説をたててみよう

　神社の祭
さい

礼
れい

といえば、氏
うじ

子
こ

たちが神を乗せた

神
み こ し

輿をかついでまわる渡
と

御
ぎょ

を多く目にする。

　資料1は、江
え

戸
ど

時代における江戸のおもな神社

の祭礼の形態をまとめた表である。これをみると、

江戸幕
ばく

府
ふ

公認の天
てん

下
か

祭
まつり

とよばれた、日
ひ

枝
え

神社の

山
さん

王
のう

祭と神
かん

田
だ

明
みょう

神
じん

の神田祭をはじめ、多くの祭

礼で神輿とともに氏子 町
ちょう

々
ちょう

による山
だ

車
し

（飾り物

をしたり大
おお

太
だい

鼓
こ

を積んだりして人や牛が引く車）

と、附
つ

け 祭
まつり

（練
ねり

物
もの

とも。はなやかな踊り舞
ぶ

台
たい

や曳
ひ

き物などの 行
ぎょう

列
れつ

）が多く出されていることがわか

る。つまり、現在のような神輿を中心とする祭礼

とは、やや異
こと

なる形式で祭礼が展開されていた。

このことから、「地域の祭礼は、社会の変化や時

代の要請に応じて変容しながら継承されているの

ではないか」という仮説をたてることができる。

❷ 仮説を検証してみよう

　ここでは、神田神社（神田明神）の神田祭を取り

上げ、神社祭礼の変容をとらえたい。

　現在の神田祭では、 5 月に神社の所有する 3 基

の鳳
ほう

輦
れん

・神輿と、途中で加わる附け祭をあわせて、

約300ｍ、約2000人もの祭礼行列が氏子区域を 1

日がかりで 巡
じゅん

行
こう

する神
しん

幸
こう

祭
さい

がおこなわれ、その

翌日に各氏子 町
ちょう

会
かい

の所有する神輿（町神輿）が自

分たちの町々を渡御し、神社へ宮
みや

入
い

りをおこなう。

つまり、神輿かつぎが中心となっている。

① 天下祭としての神田祭

　神田神社は、江戸時代まで「神田明神」を正式名

称とし、大
おお

己
なむ

貴
ちの

命
みこと

と 平
たいらの

将
まさ

門
かど

を祭
さい

神
じん

として、豊
と

島
しま

郡芝
しば

崎
ざき

村（現在の東京都千代田区大
おお

手
て

町
まち

付近）に

現代日本の課題の探究
地域社会や身のまわりから考えよう

　東京の祭礼──伝統や文化の継承と創造Ⅰ

神社名（現社名） 祭礼月日 番組数
（山車） 町数 享

きょう

保
ほう

20（1735）年、天
てん

保
ぽう

期（1830～44年）の執
しっ

行
こう

状況

浅草三
さん

社
じゃ

権
ごん

現
げん

（浅草神社） 毎年 3 月18日 20 31
（享保20年）神輿渡御、山車練物あり
（天保期）神輿・山車練物あり

永
なが

田
た

馬
ば

場
ば

日吉山王権現社（日枝神社） 隔年 6 月15日 45 165 （天保期）神輿、山車、練物、御
お

雇
やとい

祭
まつり

あり
亀戸天満宮（亀戸天神社） 隔年 8 月24日 23 39 （享保20年）山車練物あり
神田明神（神田神社） 隔年 9 月15日 36 45 （天保期）神輿、山車、練物、御雇祭あり

小石川白山権現（白山神社） 隔年 9 月21日 27 39
（享保20年）山車練物あり
（天保期）安

あん

永
えい

3 年祭礼後、山車練物中絶。神輿渡御あり

■1江戸のおもな神社の祭礼
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あった。近世以前の神田祭について記した『落
おち

穂
ぼ

集
しゅう

』には、農村の秋の 収
しゅう

穫
かく

祭に近い祭礼がおこ

なわれていたことが記されており、祭礼行列など

はみあたらない。

　江戸幕府が開かれると、神田明神は幕府の保護

をうけるようになった。1616（元
げん

和
な

2 ）年に江戸城

の 表
おもて

鬼
き

門
もん

にあたる現在の湯
ゆ

島
しま

へ移され、江戸の

総鎮
ちん

守
じゅ

として、江戸の庶
しょ

民
みん

からも崇
すう

敬
けい

された。

　江戸時代初期の神田祭について、1793（寛
かん

政
せい

5 ）

年に記された資料2をみてみると、神輿を船に乗

せる船祭りが毎年おこなわれていたことがわかる。

　その後、船祭りはなくなり、1681（天
てん

和
な

元）年以

降は町々の祭礼の負担が大きいことから、日枝神

社の山王祭と交互で隔年の開催となった。

　1688（元
げん

禄
ろく

元）年には祭礼行列がはじめて江戸城

内に入ることとなった。神輿をはじめ、資料3の

ような氏子町々より出された山車や、資料4のよ

うな附け祭、幕府が一部費用を負担した出し物行

列や余
よ

興
きょう

など、大規模な祭礼行列を、 将
しょう

軍
ぐん

から

奥
おく

女
じょ

中
ちゅう

までが 上
じょう

覧
らん

所
しょ

から見
けん

物
ぶつ

した。

　以後180年ものあいだ、三大改革による倹
けん

約
やく

を

目的とした行列の規制、幕府や町々の財政状況な

どにより、姿をかえながら、ほぼ 2 年に 1 度、定

期的におこなわれてきた。1867（慶
けい

応
おう

3 ）年は神輿

のみの行列で、翌年に幕府は滅亡し、天下祭とし

ての神田祭は終わった。

② 神田祭の近代化

　明
めい

治
じ

時代を迎え、神田祭は東京の氏
うじ

神
がみ

祭礼へと

変化していくことになる。まず、1868（明治元）年、

神田明神は神田神社に社名を改めた。そして、か

つて 朝
ちょう

敵
てき

だった平将門を祭神からはずすべきで

あるという議論がおこり、将門は別殿に移される

3氏子町々の山車のようす（歌
うた

川
がわ

芳
よし

員
かず
「神田祭出しづくし」、1859〈安

あん
政
せい

6 〉年、江戸東京博物館蔵）

4附け祭（曳
ひ
き物）　大

おお

江
え

山
やま

凱
がい

陣
じん

の鬼の首。（『神田明神祭礼図巻』、部分、江戸時代後期、神田神社蔵）

2
近
世
初
期
の
神
田
祭

　祭
礼
は
徳
川
家
康
が
関
東
に
入
府
さ
れ
た
こ
ろ
ま

で
は
、
毎
年
船
祭
り
で
あ
っ
た
。
竹
橋
か
ら
船
に
神
輿

を
乗
せ
て
、
小
船
町
の
神
田
屋
庄
右
衛
門
と
い
う
者
の

家
の
前
か
ら
神
輿
が
陸
に
上
り
、
練ね

り
歩
い
た
。

 

（
大お
お
田た

南な
ん
畝ぽ「
異
本
武ぶ

江こ
う
披ひ

砂し
ゃ
」『
神
田
神
社
御
由
緒
書
』、
一
部
要
約
）
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58 周辺地域を学ぶ

　ヤマト政
せい

権
けん

の支配がおよばない東北地方の人びとは、 中央の政権から

「蝦
え み し

夷」とよばれ、異民族のようにあつかわれることもあった。

　 7 世紀なかば以降、中央政府はたびたび東北地方に軍を送り、根拠地とし

て城
じょう

柵
さく

を設け、支配を浸透させていった。城柵は、政庁を中心に外
がい

郭
かく

のな

かに役所群・倉庫群をおくもので、 8 世紀には、陸
む

奥
つ

国の国
こく

府
ふ

としてつくら

れた多
た

賀
が

城
じょう

のもとで、各地域の行政の拠点となった。政府は帰
き

順
じゅん

する蝦夷

を「俘
ふ

囚
しゅう

」とよんで優遇し、その一部を諸国に移して組織する一方、反抗す

る蝦夷は武力でおさえつけたので、しばしば戦いがおこった。桓
かん

武
む

天皇の時

代には、北
きた

上
かみ

川
がわ

中流域の族長阿
あ

弖
て

流
る

為
い

が政府軍を大敗させる事件がおこった

が、 坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

の活躍もあり、中央政府による東北地方の支配はしだい

にすすんだ。

　11世紀末、東北地方に独自の支配権をもって勢力をのばしたのが藤
ふじ

原
わらの

清
きよ

衡
ひら

であった。後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

後、陸
む

奥
つ

・出
で

羽
わ

の「俘囚の長」の地位を継
けい

承
しょう

した清

衡は、金や馬などの奥
おう

州
しゅう

の特産品や北
ほっ

方
ぽう

との交
こう

易
えき

によってえた経済力を背

景に、朝廷や摂
せっ

関
かん

家
け

と良好な関係を結び、その地位を認めさせた。

　清衡は白
しら

河
かわの

関
せき

から津
つ

軽
がる

外
そと

ヶ
が

浜
はま

までを支配下におき、その中間にあたる平
ひら

泉
いずみ

に居館をかまえ、壮
そう

大
だい

な中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

をたてた。平泉には仏教美術や建築など

の都
みやこ

の文化がもたらされ、中国産のすぐれた陶
とう

磁
じ

器
き

や経
きょう

典
てん

、東海地方産の

やきものなども集まってきた。中尊寺金
こん

色
じき

堂
どう

内
ない

陣
じん

の螺
ら

鈿
でん

の装
そう

飾
しょく

には、南
なん

島
とう

産の夜
や

光
こう

貝
がい

がふんだんに使われている。

　藤原清衡によって確立された奥州藤原氏の政治権力は、清衡の子基
もと

衡
ひら

、孫

の秀
ひで

衡
ひら

と 3 代100年にわたって継承されたが、12世紀末、 4 代目泰
やす

衡
ひら

のとき、

源頼
より

朝
とも

に攻めほろぼされた。

▲  

p.42

▲  

p.61

? ～1157?

1122? ～87 1155～89

▲  

p.73

奥州藤原氏の勢力圏

中尊寺金色堂内陣（岩手県）

周辺地域を学ぶ
❷

古
代
の
東
北
と
奥
州
藤
原
氏

平泉

奥大道

外ヶ浜

白河関

蝦夷ヶ島

鎌倉

陸
出 奥
羽

勢力圏

白水の阿弥陀堂
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高
校
日
本
史

生徒の興味や関心を引きだす特集ページを設け、主体的に学習に取り組めるよう工夫してい
ます。

日本史探究のまとめでおこなう「現代日本の課題の探究」の例として、生徒にとっ
て身近な例を主題に取り上げ、「伝統や文化の継承と創造」などの課題を扱います。

様々な観点を提供する特集ページ 現代日本の課題の探究
高校日本史 高校日本史

「身近な文化財をまもり未
来につなげること」では、
文化財について、様々な
観点から、文化財保護へ
の理解を深めます。

「周辺地域を学ぶ」では、「古代の
南九州―隼人―」「古代の東北と奥
州藤原氏」「琉球王国」「アイヌと和
人」の特色ある4地域を取り上げ、
列島の多様性に目を向けます。

文化財

周辺地域
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予習・授業 テスト対策・復習

高
校
日
本
史

トータルサポート
高校日本史

2023年春までに刊行予定の『高校日本史』関連教材です。
授業準備からテスト・評価まで、豊富な教材で日本史探究を
トータルサポートいたします。

Webの社会科準備室
山川＆二宮ICT
ライブラリ

約10,000点の地歴コンテンツを配信
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1　恐慌の時代　　　229228　　　第15章　恐慌と第二次世界大戦

板書例

金融恐慌

　金融恐慌　
学習の目標
　昭和初頭の日本の経済恐慌の原因や状況を理
解し、それがその後の日本の政治や経済、社会
に及ぼした影響を、多角的に考察する。

 解説 　Ａ第一次世界大戦後の日本経済
　大戦後、不況に陥っていたにもかかわらず表面
的な投資熱が続き、株は上昇を続けていたがその
株価も暴落し、戦後恐慌となった。また、この時
アメリカでも恐慌がおきて生糸の輸出も激減して
いた。そのような中関東大震災がおこり、日本経
済へさらなる打撃を与えた。この時に銀行に残さ
れたのが震災手形である。手形とは、為替手形や
約束手形など一定の時期までに手形を発行した者
が額面の金額を支払う義務を持つもので、手形を
受け取った者はそれを銀行へ持ち込み、銀行は支
払期日までに利子に相当する金額を引いた金額を
支払って、その手形を買い取った。しかし、震災
で手形を発行した会社がなくなり、現金化できな
い手形が銀行に残され不良債権化したため、銀行
の経営を圧迫した。

Ｑの解答例❶　戦後恐慌、震災恐慌により大量
の不良債権をかかえた銀行の経営不安に時の蔵
相の失言も相まって取付け騒ぎが頻発し、金融
恐慌がおこった。若槻内閣は倒れ、新たに発足
した田中内閣のもと ３週間のモラトリアムと日
銀非常貸出しによって混乱を収束させた。

読みときの解答例 　明るさや影の短さから白昼
であることが推測され、警官が出動し、隙間の
ない大行列が銀行を取り囲んでいることからも
預金者の切迫感が伝わってくる。

 解説 　Ｂ金融恐慌の発生
　憲政会の第 １次若槻内閣の片岡直温蔵相は、震
災手形処理法案を審議している衆議院予算委員会
で、野党政友会からの執拗な攻撃に、東京渡辺銀
行の経営行詰りを失言し、中小銀行の経営不安を
明らかにしてしまった。この結果、預金者は自分
の銀行預金を守るために払戻しを求めて各銀行へ
殺到し、多くの銀行が休業に追い込まれた。恐慌
への対応に苦慮する若槻内閣は、戦後恐慌によっ
て倒産した鈴木商店へ大量に融資していた台湾銀
行を救済する緊急勅令案を提出したが、枢密院は
了承しなかった。これは憲政会内閣の協調外交に
対して枢密顧問官の伊東巳

み

代
よ

治
じ

などが反発してい
たからである。万策尽きた若槻内閣は総辞職した。
 解説 　Ｃ金融恐慌への対応
　若槻内閣にかわって、立憲政友会の田中義一内
閣が成立した。田中は陸軍・長州閥の重鎮であっ
たが、原内閣で陸相をつとめた経験から高橋是清
に続く政友会総裁に就任した。高橋はこの内閣で
蔵相をつとめ、全国の銀行でモラトリアムを実施
し、 ４月22・2３両日、銀行を自主休業させ、2１億

1 恐慌の時代

9000万円の特別融資をおこなった。この時に日銀
は大量の紙幣を印刷したが、両面印刷が間に合わ
ず、裏が白い紙幣が流通することとなった。これ
によって金融恐慌は一気に収束を迎えた。なぜ裏
の白い紙幣が発行されたのかを考察させ、金融恐
慌の混乱ぶりを理解させたい。

　内外政策の転換　
学習の目標
　社会主義勢力の活動とそれへの弾圧政策、ま
た中国大陸における外交政策の転換を多角的に
考察する。

 解説 　Ａ第 １回普通選挙と政府の対応
　第 １回普通選挙で、無産政党はあわせて約４.7
％の得票だったが、無産政党が分裂し競合したた
め、当選者は全体の約１.7％の ８名しか出せなか
った。しかし、政府は当選者を出したこと自体に
衝撃をうけ、非合法の共産党員が労働農民党の候
補者として活動していたことが明らかになると、
共産党の活動を制限する必要を感じ、この年の ３
月１5日に共産党員大量検挙をおこなった。また、
政治犯・思想犯を取り締まるために特別高等警察
を各道府県に設置した。翌年の共産党員の大量検
挙（四・一六事件）によって共産党は壊滅的打撃を
うけた。
 解説 　Ｂ治安維持法改正
　政友会の田中内閣は、政友本党と憲政会が合同
して立憲民政党が成立したこともあり、少数与党
であったため、総選挙によってこの状況を打開し
ようとした。結果はわずかながら第 １党になった
ものの、少数与党であることは変わらず、治安維
持法の罰則を強化する案も廃案となっていた。そ
のため、田中内閣は議会の承認を経ない緊急勅令
として通過させ、強引に成立させた。これにより、
治安維持法における最高刑は死刑となり、本人の
意思に関係なく共産党に協力したとしても 2年以
上の刑に処せられる可能性が出てきた。

読みときの解答例 　広州から北上した国民革命
軍の進路には列強の権益があり、山東半島やそ
の北の満洲には日本の権益があったため、日本
は軍閥を支援することで既得権益を守ろうとし
た。

 解説 　Ｃ積極外交
　幣原外相による協調外交への枢密院の不満から
第 １次若槻内閣が退陣した後、田中内閣では田中
が首相と外相を兼任し、外務政務次官に森恪

かく

、満
鉄社長に山本条太郎を起用した。この 2人はとも
に政友会と関係の深い三井物産の出身で、中国で
ビジネスの経験もある対中強硬派であった。田中
内閣は国民革命軍が山東へ接近したことをうけ、
１927（昭和 2）年 5月に居留民保護のために山東出
兵を決定した。 ６～ 7月にかけては東方会議を東
京で開催し、満蒙の権益を日本自らの力で守るこ
とが確認された。中止されていた北伐が再開され
ると、１92８（昭和 ３）年 ４月、第 2次山東出兵が行
われ、 5月には済南で両軍が衝突した（済南事件）。
 図版 　3張作霖爆殺事件
　国民革命軍との戦いに敗れた張作霖をみた関東
軍は、軍閥による満州の間接支配よりも、日本の
直接支配を志向するようになった。これにより、
関東軍の一部によって張作霖は奉天郊外の満鉄線

恐慌と第二次世界大戦

第15章

金融恐慌
⑴背景　第一次世界大戦後の日本経済　Ａ
　　　1920年　戦後恐慌
　　　1923年　関東大震災→震災恐慌→震災手形の不良債権化
⑵金融恐慌の発生　Ｂ
　きっかけ：片岡蔵相（憲政会・第 1次若槻内閣）の失言
　経過：銀行への取付け騒ぎ発生→銀行の休業相次ぐ（金融恐慌）
　　　　第 1次若槻内閣：台湾銀行救済案
　　　　→枢密院：これを認めず→内閣総辞職
⑶恐慌への対応と鎮静化　Ｃ
　①田中義一内閣（立憲政友会）の成立
　　高橋是清蔵相：モラトリアム（支払猶予令）の実施
　　　　　　　　　日本銀行の非常貸出
　②恐慌後の経済
　　　 ５大銀行の台頭…財閥の中心

内外政策の転換
⑴普通選挙と政府の対応　Ａ
　1928年　第 1回普通選挙　　日本共産党活動公然化
　1929年　三・一五事件…共産党員大量検挙
　　　　　→治安維持法改正…最高刑を死刑へ　Ｂ
⑵積極外交の展開　Ｃ
　中国：北伐の開始（蔣介石）→1927年　国民政府樹立（南京）
　日本：田中義一内閣…東方会議の開催
　　　　北方軍閥の張作霖支援
　　　　山東出兵…日本人居留民の保護
　　　　1928年　張作霖爆殺事件…関東軍による陰謀
　　　　→田中内閣総辞職

Ｑの解答例❶
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かぶなど、華やかな晴の儀式が描かれている。
　また、『年中行事絵巻』には、祇園祭や稲荷祭、今宮祭などの都を
疫病からまもるための御霊会の祭礼が多く描かれいる。図Bは、稲
荷祭の図である。稲荷祭は 4月におこなわれ、伏見稲荷の神輿行列
が鴨川を渡り、下京に住む人々が東寺近くの御旅所に迎えておこな

　図Aは、行幸先の鴨川東の法住寺御所の図である。法住寺御所は
三十三間堂の近くにあった後白河法皇の御所で、その南

なん

庭
てい

で舞がお
こなわれ、姿は描かれないが、殿舎の中では二条天皇と法皇が向か
いあって座り、廊や庭に多くの公卿が列座し、池には龍頭の船が浮

ねらい
　中世の絵巻や屛風などの絵画資料は、社会のあり方を隅々まで
表現している。絵巻は右から左へとめくるうちに時間が流れ、物
事が変化していくという特性をもち、屛風はある時期の社会の全
体像を描く特性をもっており、絵巻や屛風に描かれている人や物
をみてゆくと、社会のリアルな姿がみえてくるのである。
　ここでは中世の京都を描いた ３点の作品を取り上げた。道をゆ
くのはどんな人でどんな姿で何をしているのか、建物はどんな構
造で、人はどんな住まい方をし、庭はどう使われているのか、そ
れらが時代とともにいかに変化したのかをみてゆこう。山や川な
どの自然環境や動植物の描かれ方にも注目したい。目をこらし想
像力をはたらかせて、絵師が何を描こうとしたのか考えたい。

 解説 　1『年中行事絵巻』（巻 1、「朝覲行幸の図」）
Q 行列のゆく都の大路、それをみつめる町中の人びとの視線、住
んでいる家のようすにも注目しよう。そのうえで、上皇がどうして
この場面をえがかせたのかを考えたい。『年中行事絵巻』には、ほか
にどのような場面が描かれたのだろうか。
　『年中行事絵巻』は保元・平治の乱などの戦乱をへて、世の中がよ
く治まっていることを示すために描かれた。そのため多くの人々に
みせていた。
　教科書68ページ図1の天皇が上皇のもとにむかう行幸の場面でも、
人々が行儀よく並んで行列をみている。身なりも整っており、女性
や子ども、老人も入り交じり、平和で楽しそうな様子が表情からも
伺えるだろう。
　古代には京都の大路の両側に貴族や寺院の塀があったが、この時
期には塀が壊され、塀の前に進出して家が建てられた。その町屋は
板葺切妻造の屋根で、正面に半

は

蔀
じとみ

の高窓を開き、板戸を立てて戸口
にし、正面の腰壁は網代張で、長屋風に軒が連なり、家の戸口には
新年を祝う門松が立てられている。巷

こう

所
しょ

といって田畑にされている
ところもあった。
　『年中行事絵巻』のほかの場面もみてみよう。

った祭礼で、その行列の神輿が鴨川にさしかる中、飛
つぶて

礫遊びに興じ
る人々がおり、行列をみつめる町家の人々がいる。
　図Cには、蹴

け

鞠
まり

に興じる貴族の姿がみられる。蹴鞠は鞠を四方の
懸木（ここでは松と桜の成木に桜の若木二本）の下枝より高く蹴上げ
地に落とさないようにする遊戯で、寝殿の一角の壺庭に設けられた
鞠庭に 6人の鞠足が立って興じる様子が描かれている。白鞠が高く
松と桜の成木の間に上がり、鞠足が見上げており、左手には蹴鞠を
見物する人、立って審査する人がいて、壺庭を囲む寝殿には、直衣
姿の男が階に座っている。
 解説 　2『一遍上人絵伝』（巻 7、四条釈迦堂の図）
Q 踊念仏がおこなわれるのはどのような場所で、どのような人び
とがどのようなようすで集まっているのか注目しよう。えがかれて
いる建物が何であるか、通りをゆくのはどのような人か、念仏が踊
りとして舞台でおこなわれた理由についても考えてみよう。さらに
この場面の前後には何がえがかれているかを調べてみよう。
　『一遍上人絵伝』は、鎌倉後期に念仏を人々にすすめるために描か
れ、『年中行事絵巻』とは違い、詞書というストーリーが記され、そ
れに絵が付けられているので、詞書に沿って絵をみてゆこう。
　教科書69ページ図2では、人々の熱狂ぶりはどう表現されている
のであろうか。この場面の詞書には、一遍が四条の釈迦堂に入ると、
「貴賤上下群をなして、人はかへり見る事あたはず、車はめぐらす
ことをえざりき」（上から下まで群集し、人は周りを見渡せず、車は
身動きできない）とあり、絵は釈迦堂での一遍への熱狂的な歓迎ぶ
りを描く。鴨川にかかる四条橋を渡り祇園社（八坂神社）の大鳥居を
過ぎると、見世棚で魚が売られ、釈迦堂の築地の間に物見櫓があり、
上には屋形をつくり楯も備えられている。釈迦堂はあげ土塀で囲ま
れ、正面三間の入母屋造の本堂があり、堂の前に板葺の踊屋が構え
られ、時衆が踊るが、その周りを輿と群衆がぐるりと何重にも囲み、
一遍はその中で肩車され、踊る時衆の顔だけが覗く。境内には板葺
切妻造の小屋がいくつもあって、右手の小屋は塀のくぐり戸から人
が出入りし、左の小屋では屋根から見物する人もいる。
　釈迦堂の前の四条大路は大賑わい、牛車や馬で駆け付けた者、歩
いてきた者など大勢の僧俗男女が門に殺到し、釈迦堂の西隅の見世
棚では草履などが売られている。西からは武士の一行が釈迦堂にむ
かって進み、それと直交する道の中央には溝が流れ、道の彼方に洛
中の家並みがある。

発問例 　物見櫓はなぜあるのだろうか。
解答例 　物見櫓は、都の治安を守るため辻々に置かれた篝

かがり

屋
や

で、
辻では喧嘩が絶えず、篝火があるのは夜を明るくするためでもあ
り、警護にあたったのは六波羅探題に仕える武士で、西からくる
武士の一行はそれであったろう。

発問例 　見世棚が常設になっていて多くの商品が置かれている
ことに着目し、商品が何であるかを探してみよう。さらに、釈迦
堂の西隅の見世棚の前の人々が踊り念仏をみずに、南の方を扇を
かざしてみているのはなぜか、理由を考えてみよう。
解答例 　二次元コードから拡大図をみてみよう。商品として、
西瓜・瓜・草履などが吊り下げられている。
　また、見世棚の前の人々が南方をみているのは、これより前の
詞書に「踊念仏をするたびに往生した人の印として紫雲がたなび
いた」と記されており、紫雲をみているためと考えられる。

　つぎに、 ２次元コードを利用して、四条釈迦堂に続く「市屋道場」
の場面をみてみよう（教科書83ページ図8にも掲載）。踊念仏の風景
を北から描き、画面の上の道は七条大路で、道場はその南に描かれ、
方二町の東市の跡に大きな板葺舞台が立ち、高い床を安定させるた
め束柱の間に筋

すじ

違
かい

が入り、子らがその束柱を上り下りして遊ぶ。
　舞台では中央の一遍が真っ直ぐ前をみて、時衆は法悦の表情で、
足を高く板を踏み鳴らす。観衆が見上げ、輿の中や周りに設営され
た桟

さ

敷
じき

からもみる。桟敷は板葺や草葺、遣
やり

戸
ど

・板扉・蔀・戸板を置
き、屋根はなく大笠をさすものがあり、正面に御

み

簾
す

を垂らし、幔
まん

幕
まく

図A　「法住寺御所の図」（『年中行事絵巻』巻 1）

図B　「稲荷祭の図」（『年中行事絵巻』巻12）

図C　「蹴鞠に興じる貴族」（『年中行事絵巻』巻 3）
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B5判・300頁（予定）・2色刷・付属データ集DVD-ROM付
『高校日本史』を使った授業実践にご活用いただける材料を盛り込みました。

教師用指導書 授業実践編
高校日本史

日探706準拠

※紙面は制作中のものです。

＊�歴史資料と各時代の展望のページは、充実した解説を付し、生徒が資料を活用した考察・表現をし
やすい授業が展開できるよう工夫しました。
❼ねらい　取り上げた資料を扱う「ねらい」を示しました。
❽�問いの解答例・解説　資料を詳しく解説し、問いの解答例や、考察・表現のアプローチを示してい
ます。その他にも、適宜、発問例と解答例をプラスしています。

1

2

4

4

5

6

3

7

8

❶�学習の目標　小見出しごとに、学習の柱となるポイントをまとめて示しました。
❷�解説　特におさえておきたい重要な記述を解説しています。板書例・本文との対応は英字で示して
います。
❸�史料・図版　教科書に掲載の史料・図版について、授業に役立つ解説しています。
❹�問いの解答例　教科書の「読みとき」「Ｑ」「章のまとめ」の問いの解答例を示しています。その他にも、
適宜、発問例と解答例をプラスしています。
❺�板書例　流れを簡潔にまとめた板書例を示しました。授業プリントの作成などにもご活用いただけます。
❻�教科書画像　教科書を縮小して入れました。赤い英数字で解説や問いの解答例、板書例との対応も
示しました。

＊教師用指導書研究編（日本史探究教科書共通）もあわせてご検討ください ➡p.31
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問 1．レポート内の  X  ・  Y  に入る文章の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 
【思考・判断・表現】 
ア 読み取り内容だけでなく、銅鐸が存在したということは水稲耕作にともなう戦いの準備につながり、

人々にとって安定した定住生活が実現していたことも推測できる。 
イ 読み取り内容だけでなく、銅鐸が存在したということは収穫を祈願し、収穫に感謝する際の祭りの

道具が当時存在したこともうかがえる。 
ウ 日本列島の広範囲において水田跡や関連施設の遺跡が見つかっていることから、食料採集文化から

食料生産文化への移行がうかがえる。 
エ 紫雲出山遺跡や唐古・鍵遺跡のような水田跡の遺跡が見つかっているが、北海道や南西諸島では遺

跡が見つかっておらず、水稲耕作が受容されていなかったといえる。 
2  X－ア  Y－ウ  ② X－ア  Y－エ  ③ X－イ  Y－ウ  ④ X－イ  Y－エ 
 
問 2．レポートも参考にして、資料 X・Y に関連する社会変化の説明文として正しいものをそれぞれ選
びなさい。【知識・技能】 

 
① 墓制の変化は集団の中に身分がうまれ、各地に有力者が存在したことを示す。 
② 墓制に変化があらわれたことから集団内の身分差がない社会が継続されたことを示す。 
③ 集落を異国の外敵からまもるために海に面した集落が増えていった。 
④ 生産活動の広まりから集落間における対立抗争がうまれた。 
  日日本本史史探探究究__ルルーーブブリリッックク案案（（準準拠拠テテスストト例例））  

 

例例））第第１１章章  日日本本文文化化ののああけけぼぼのの  

 AA（（十十分分満満足足））  BB（（おおおおむむねね満満足足））  CC（（不不足足ししてていいるる））  
知識・技能 旧石器文化から縄文文化へ

の変化、弥生文化の成立か
ら日本列島の歴史的環境と
その文化や原始社会の特色
の歴史的特質を十分に理解
している。 
原始・古代の歴史的特質を
示す複数の資料から情報を
読み取ったりまとめたりす
る技能を身に付けている。 

旧石器文化から縄文文化へ
の変化、弥生文化の成立の
歴史的特質を理解してい
る。 
原始・古代の歴史的特質を
示す資料から情報を読み取
る技能を身に付けている。 

旧石器文化から縄文文化へ
の変化、弥生文化の成立の
歴史的特質に関する理解が
不足している。 
原始・古代の歴史的特質を
示す資料から情報を読み取
る技能が十分に身に付いて
いない。 

思考力・ 
判断力・ 
表現力 

日本列島の変化や原始社会
の変化、中国王朝との関係
等の諸事象について背景や
原因、結果や影響、事象相互
の関連などに着目し、主題
（問い）を設定し、複数の資
料を比較したり関連付けた
りして読み解き、原始・古代
の特色について多面的・多
角的に考察し、表現してい
る。 

日本列島の変化や原始社会
の変化、中国王朝との関係
等の諸事象について主題
（問い）を設定して、資料を
読み解き原始・古代の特色
について考察し、表現して
いる。 

日本列島の変化や原始社会
の変化、中国王朝との関係
等の諸事象について、主題
（問い）の設定や資料の読
み解きが不十分で、適切な
考察にもとづき表現できて
いない。 

主体的に学
習に取り組
む態度 

原始・古代の日本と東アジ
アについて自ら関心をもっ
て積極的に学習に取り組ん
でいる。振り返りから課題
意識を高め、一層学習を深
めようとしている。 

原始・古代の日本と東アジ
アについて自ら関心をもっ
て学習に取り組んでいる。
振り返りから課題意識を高
めている。 

原始・古代の日本と東アジ
アについて自ら関心をもっ
て学習に取り組まず、問い
に対する考察をしていな
い。 

 

高
校
日
本
史

『教師用指導書 授業実践編』にはデータ集DVD-ROMが付属します。
授業準備やテスト問題の作成に、ぜひご活用ください。

⚫教科書の節ごとに構成されています。１スライド１メッセージを意識し、
　要点を理解しやすく工夫しています。
⚫授業スタイルにあわせてアレンジが可能です。
⚫スライドに対応したワークシート（Word）もご用意しています。

⚫教科書の節ごとに構成されています。
⚫小問ごとに観点別評価を明記しています。
⚫さまざまなパターンの出題形式を用意しています。

⚫�準拠テスト例に対応した「ルーブリック（評
価規準表）」を収録しました。

　A・B・Cの具体的な規準を例示しています。

教師用指導書 授業実践編　付属データ集
高校日本史

日探706準拠

付属データ集DVD-ROM　収録予定コンテンツ一覧

⑥授業用スライド（PowerPoint）

⑧準拠テスト例（Word）　
　〈１節ごとにA4約５枚収録予定〉

22 下下剋剋上上のの社社会会

11 室室町町幕幕府府のの成成立立

33 室室町町文文化化

第第７７章章 武武家家社社会会のの成成長長

44 戦戦国国のの動動乱乱

なぜ惣村は自治的な運営を維持することができたのだろうか。

（解答例）
惣村は寄合の取り決めで運営され、惣掟を定めてルールを明確にした。
また、祭礼や農業での共同作業、戦乱にそなえた自衛などを通して村民の
結束を強化したことで、自治・自立を維持した。

1 幕府の動揺

4代将軍足利義持の治世
は比較的安定していたが、
1428年に義持が亡くな
ると、後継者問題や疫病
の流行、飢饉なども重
なって社会不安が高まっ
た。

2 下剋上の社会

武家社会の成長第７章

※画像は制作中のものです。

教科書
データ

①教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ
②教科書本文・史料テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ
③教科書掲載地図・図表 JPEG カラー・モノクロ2種の画像データ
④指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ
⑤年間指導計画・評価規準例 Excel カリキュラムにあわせて加工が可能

教科書
準拠教材

⑥授業用スライド PowerPoint 教科書の節ごとに構成
問いの解答例も収録

⑦授業用スライド対応プリント Word スライドに対応したワークシート

⑧準拠テスト例 Word 小問ごとに観点別評価を明記
テストに対応したルーブリック（評価規準表）付き

⑨準拠ノート Word、PDF 『高校日本史ノート』の紙面データ
⑩白地図集 JPEG プリント用、黒板用2種の画像データ

※画像は制作中のものです。

問題ごとに【知識・技
能】【思考・判断・表
現】【主体的に学習に
取り組む態度】のいず
れに相当するのかを
示しています。

関
連
教
材
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B5判・160頁（予定）・2色刷

4　　第 ８ 章　近世の幕開け 1　天下人の登場　　5

近世の幕開け

ａ 　16世紀なかば、ヨーロッパ人は、アジアの交易ルートに参入して、日
本に（　 ① 　）や（　 ② 　）を伝え、増産された日本の銀を求めた。

ａ 　税の銀納化がすすんだ中国の明に、（　 ③ 　）などの日本産の銀が大
量に流れこみ、日本には中国産の（　 ④ 　）などがもたらされた。

ｂ 　ポルトガルやスペイン、カトリック教会などヨーロッパを中心に、世
界の諸地域が広く交流する（　 ⑤ 　）が始まった。

ｃ 　1543年、ポルトガル人が種
たね

子
が

島
しま

に 漂
ひょう

着
ちゃく

し、彼らがもたらした
（　 ① 　）は堺

さかい

などで製造が始まり、戦国大名に急速に広まった。

ａ 　1549年、イエズス会の宣
せん

教
きょう

師
し

（　 ⑥ 　）が、鹿児島に来航し、
（　 ② 　）を伝えた。

ｂ 　（　 ⑦ 　）貿易の利益を得るため、（　 ② 　）に入信する（　 ⑧ 　）
大名があらわれ、家

か

臣
しん

や領民にも（　 ② 　）が広まった。

ａ 　（　 ⑨ 　）と（　 ⑩ 　）の政権をあわせて織
しょく

豊
ほう

政権とよぶ。
ｂ 　（　 ⑨ 　）は、1560年の桶

おけ

狭
はざ

間
ま

の戦いで今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

を破ると、徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

と同盟を結び、足
あし

利
かが

義
よし

昭
あき

とともに京都にのぼり、幕府を再興させた。
ｃ 　領国内の関

せき

所
しょ

で通行料の徴収を禁じ、商業都市堺の支配に乗り出した。
ｄ 　1571年、比

ひ

叡
えい

山
ざん

延
えん

暦
りゃく

寺
じ

を焼
やき

討
う

ちし、1573年には足利義昭を京都から
追放して、1575年、長

なが

篠
しの

の戦いで（　 ① 　）を多用し武
たけ

田
だ

氏を破った。
ｅ 　1576年、近江の琵

び

琶
わ

湖
こ

畔
はん

に（　 ⑪ 　）を築き始め、その城
じょう

下
か

町
まち

を楽
らく

市
いち

として商業税を免除し、普
ふ

請
しん

や伝
てん

馬
ま

の負担も免除して繁栄をはかった。
ｆ 　1582年、重

じゅう

臣
しん

の明
あけ

智
ち

光
みつ

秀
ひで

にそむかれて本
ほん

能
のう

寺
じ

の変でほろびた。

ａ 　1582年、（　 ⑩ 　）は光秀を討ち、柴
しば

田
た

勝
かつ

家
いえ

も破って、1583年、本
ほん

願
がん

寺
じ

の跡地に（　 ⑫ 　）を築き始めた。
ｂ 　1587年、九州を支配下におき、1590年、関東の北

ほう

条
じょう

氏を攻めほろぼ
し、東北の大名を服属させ、全国の領主を支配下におさめた。

ｃ 　（　 ⑬ 　）につき、（　 ⑭ 　）の姓を与えた後
ご

陽
よう

成
ぜい

天
てん

皇
のう

を聚
じゅ

楽
らく

第
てい

へ招
いて諸大名に政権への忠誠を誓わせるなど、天皇の権威を利用した。

近世への転換

銀の交易と鉄砲伝来

キリスト教と南蛮貿易

織田信長の政権

豊臣秀吉の全国統一

第 8 章

① 鉄
てっ

砲
ぽう

② キリスト教

 

③ 石見銀山

④ 生
き

糸
いと

⑤ 大
だい

航
こう

海
かい

時代

⑥ フランシスコ＝ザビエル

⑦ 南蛮

⑧ キリシタン

⑨ 織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

⑩ 豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

（羽
は

柴
しば

秀吉）

⑪ 安
あ

土
づち

城
じょう

⑫ 大坂城

⑬ 関白

⑭ 豊臣

戦国大名と天下人の印章
戦国時代には大名が印

いん

章
しょう

をもちいるようになった。①の虎の印
いん

判
ぱん

状は「領民の財産と生命を守ってゆ
く」という意味。②はイエズス会を示す IHS と洗

せん

礼
れい

名
めい

フランシスコからとったとされる。③は有名な織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の「天
てん

下
か

布
ふ

武
ぶ

」の印。この場合の「天下」は京都周辺をさす。④⑤は秀吉と家康が外交に使ったが、
④は「豊臣」と大きく ₂ 文字だけ、⑤は「源家康 忠

ちゅう

恕
じょ

」とある。「忠恕」は真心・思いやりを意味する。
それぞれの印文から、彼らのどのような政治姿勢を読みとることができるだろうか。考えたり、話しあ
ったりしてみよう。（印章は実寸の ₃ 分の 1 ）

　　　

　　　

・その他の大名の印章も調べてみよう。

①小
お

田
だ

原
わら

北条氏
（禄
ろく

寿
じゅ

応
おう

穏
おん

）

②大
おお

友
とも

宗
そう

麟
りん

（IHS FRCO）
③織田信長

（天下布武） ④豊臣秀吉（豊臣） ⑤徳川家康（源家康忠恕）

 

（解答例） 

①関東に確固とした領国を築いて民政を重視する姿勢、②海外に目を向けキリスト教を積極的に受け入れ

たこと、③足利義昭を奉じて京都を制圧する意志、とそれぞれの戦国大名の政治姿勢や志向をうかがうこ

とができる。④と⑤は自らの姓名を刻んでいるが、④天皇から与えられた姓を大きく刻み海外へも勢力を

誇示した秀吉と、⑤海外と友好的な関係を結ぶ姿勢を掲げた家康とは対照的にみえる。 
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使いやすい見開き構成
⚫�左ページは、重要語句の穴埋めです。教科書本文にそって、歴史の流れと基本的な事項を
習得できます。→❶
⚫�右ページは、教科書に掲載されている「読みとき」や、資料を用いた問いに取り組みます。
→❷

❶教科書にそって、
内容をわかりやす
くまとめています。
Check欄に重要語
句を記入すること
で、基礎用語の定
着をはかります。

高校日本史ノート
高校日本史　

日探706準拠

※紙面は制作中のものです。

自由に使えるノート欄
を設けています。

重要語句は、穴埋
めと赤字の2段階で
整理しているので、
視覚的にも重要度
を確認できます。

❷左ページで習得
した知識をもとに、
資料を用いた問い
に取り組みます。
思考力・表現力が
身につきます。

ノートをご採用いただきますと、解答入りの
Word・PDFデータをサービスでご提供いたします。

W PDF
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年間指導計画・評価規準例 （※３単位、年間105時間）

高校日本史

科目全体の評価の観点（指導要領の目標）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身につけるように
する。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意
義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに
議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を
追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に
立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平
和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な
公民としての資質・能力を育成することを目指す。

教科書：『高校日本史』
副教材：『高校日本史ノート』
　　　　『山川ビジュアル版日本史図録』

学習の到達目標 使用教科書・副教材

節 章 節

配当時

学習内容とねらい

評価の規準

月 授業
時数

授業
時

知識・技能
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価

思考・判断・表現
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価／発表・レポート提出

主体的に学習に取り組む態度
【評価の方法】

提出課題／授業態度／発表・レポート提出

第
Ⅰ
部　
原
始
・
古
代

第1章
日本文化のあけぼの

１　文化の始ま
り

4月

4

1
2

①氷河期にアジア大陸から現在の日本列島に人類が渡ってきて、その後渡来した人びとな
どと混血をくり返し日本人が形成されたことを考察する。
②遺跡・遺物など考古学上の知見から、旧石器文化から縄文文化の時代の人びとの暮らし
を考察する。

日本列島における旧石器文化・縄文文化の成立と
変化を、自然環境の変化や大陸からの影響に着目
して理解している。

遺物や遺構など考古学上の知見から、旧石器文
化・縄文文化の社会について考察し、表現してい
る。

黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成につ
いて考察することを通じて、旧石器文化・縄文文
化の特色を明らかにしようとしている。

２　農耕の開始 3
4

①中国大陸から農耕とそれを支える文化要素が渡来し、日本に本格的な農耕文化が形成さ
れたことを考察する。
②農耕の発展によって私有財産と身分の差が生まれ、集落間の対立抗争からより広域を支
配する権力が形成されたことを、遺跡・遺物の発掘や中国の文献から考察する。
③狩猟社会から農耕社会への変化に着目して、時代を通観する問いを表現する。

水稲耕作や金属器の伝来が日本列島の社会に与え
た影響を理解し、発掘調査成果から得られる情報
を収集して読み取る技能を身につけている。

「クニ」の形成から邪馬台国などの小国の連合につ
いて、遺跡・遺物や「魏志」倭人伝などの文献資料
から多角的に考察した結果を、根拠を示して表現
している。

日本列島における農耕社会の特色とともに、国家
形成につながる社会の変化について考察すること
を通じて、弥生文化の特色を明らかにしようとし
ている。

歴史資料と
原始・古代の展望

①古代社会と海
外との交流

2

5
①中国の歴史書の記事を通して読み取れる情報をもとに、日本列島の倭の小国やヤマト政
権（倭国）と中国・朝鮮半島諸国との交流について、多面的・多角的に考察する。
②古代社会の東アジアとの交流は、ヤマト政権や律令国家の展開に向けてどのように変化
していったか、仮説を表現して展望する。

中国の歴史書の記事をもとに、資料から歴史に関
わる情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。

中国の歴史書の特性を踏まえ、資料を通して読み
取れる情報から、原始・古代の特色について多面
的・多角的に考察し、仮説を表現している。

日本列島における小国およびヤマト政権と中国・
朝鮮半島などとの交流について考察することを通
じて、古代の対外交流の実態を明らかにしようと
している。

②木簡から古代
国家を探る 6

①遺跡から出土した木簡の記載内容をもとに、文書主義を基本とする律令制下での中央・
地方と関係や役所の動きについて、多面的・多角的に考察する。
②古代の中央・地方をめぐる租税の物流や地方における漢字文化の広がりについて、仮説
を表現して展望する。

木簡の記録をもとに、資料から歴史に関わる情報
を収集して読み取る技能を身につけ、歴史資料や
遺構の保存・保全の努力が図られていることを理
解している。

木簡の特性を踏まえ、資料を通して読み取れる情
報から、古代の特色について多面的・多角的に考
察し、仮説を表現している。

木簡を資料として活用し、律令国家における漢字
文化の広がりについて主体的に考察しようとして
いる。

第2章
古墳とヤマト政権

１　古墳文化の
展開

４

7
8

①ヤマト政権の成立と発展、中国大陸・朝鮮半島との関係について、各種金石文や文献か
ら考察する。
②古墳文化の特徴を前期・中期・後期のそれぞれについて考察するとともに、その時代の
様子を古墳文化の様々な要素から考察する。
③古墳時代の人びとの生活や信仰、渡来人のもたらした文化について考察する。

中国大陸・朝鮮半島との関係に着目し、渡来人の
もたらしたものが現在の日本文化の基層にあるこ
とを理解している。

諸資料を収集して分析し、ヤマト政権の発展や古
墳文化の特色について、多面的・多角的に考察し、
表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、小
国の形成と連合について考察することを通じ、古
墳文化の展開とのつながりを見出そうとしている。

２　飛鳥の朝廷

5月

9
10

①ヤマト政権の権力争いや大陸文化との関係の変化に着目し、推古朝の政治や外交につい
て考察する。
②飛鳥文化には中国大陸・朝鮮半島との交流の影響がみられることを理解する。

推古朝の政治や飛鳥文化の特色について、中国大
陸・朝鮮半島との関係などに着目して理解してい
る。

仏教の受容や遣隋使・遣唐使の派遣などの大陸と
の交流について、諸資料をもとに考察した結果を、
根拠を示して表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、推
古朝の政治や飛鳥文化の展開についての課題を主
体的に追究しようとしている。

第3章
律令国家の形成

１　律令国家へ
の道

6

11
12

①大化の改新や律令国家が成立するまでの政治過程について、東アジアの変動を踏まえて
考察する。
②律令国家の仕組みや、律令制が日本の歴史に与えた影響について理解する。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響や、
律令制の形成を中心に大化の改新以降の政治過程
を理解している。

律令体制について、政治や地方の動向なども踏ま
えて多角的に考察し、表現している。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響など
に着目して、律令体制の成立過程とのつながりを
明らかにしようとしている。

２　平城京の時
代

13
14

①日本と東アジアとの関係について、使節や留学生・僧の往来に着目して考察する。
②奈良時代の政治の流れを理解し、その背景について考察する。

平城京における律令体制の整備について、遣唐使
の派遣や地方社会との関わりなどに着目して理解
している。

文献資料をもとに、諸勢力の対立と土地制度の変
容を関連づけて考察し、根拠を示して表現してい
る。

平城京における政治史の流れに着目して、律令体
制の展開に関する課題を主体的に追究しようとし
ている。

３　律令国家の
文化 15

①律令国家の成立期に当たる白鳳文化の形成過程について考察する。
②律令国家の繁栄を背景に成立した天平文化について、国家鎮護を目的とした国家仏教や
唐の影響を強くうけた美術や絵画の特色に着目して考察する。

隋・唐など中国王朝との関係と文化への影響など
に着目して、律令体制の形成と密接に関連する仏
教文化の特色を理解している。

盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や仏教
美術の展開、仏教の興隆による鎮護国家の思想の
誕生などについて考察し、表現している。

隋・唐などの中国王朝から受容した文化を考察し、
政治や社会の動きとのつながりを見出そうとして
いる。

４　律令国家の
変容 16

①桓武・嵯峨天皇による律令制度の建て直しと、その後の政治制度の変質について考察する。
②密教の広まりや、神仏習合などの仏教の日本化が進んだこと、さらに弘仁・貞観文化の
特色について考察する。

平安初期の政治とその後の律令体制の変容につい
て、蝦夷や東アジア世界との関係の変化を踏まえ
て理解している。

桓武天皇や嵯峨天皇の政策に着目して、律令制の
変容について考察し、表現している。

東アジアとの関係の変化や社会の変化を考察する
ことを通じて、文化とのつながりを主体的に追究
しようとしている。

第4章
貴族政治の展開

１　摂関政治

4

17
①９～10世紀にかけての藤原北家の勢力拡大や、律令制支配の衰退と地方支配の仕組みの
変質が中世的な世界を生み出していくことについて考察する。
②東アジアの変動が、日本の対外関係に与えた影響を考察する。

藤原北家の発展過程や地方支配の変化を資料から
読み取り、律令体制の変容の観点から摂関政治を
理解している。

地方支配の変化に着目し、奈良時代の政治や平安
初期の政治改革とも比較しながら、摂関政治の特
質とその後の展開について考察し、根拠を示して
表現している。

唐の衰退による東アジア情勢の変化が日本社会に
与えた影響を考察することを通じて、摂関政治期
の社会の特色を明らかにしようとしている。

２　国風文化 18
①国風文化の成立について、東アジア社会の変動と関連させて考察するとともに、国風文
化が日本の伝統文化に与えた影響について考察する。
②浄土信仰という仏教の新しい動きについて、その社会的な背景とともに考察する。

それまで吸収してきた中国文化をふまえて国風文
化が形成されたことを理解する。浄土信仰が広
まった背景について、諸資料から当時の人々の心
のありようを読み取る技能を身につけている。

国風文化の形成について、国際関係の変化や遣唐
使の廃止などを踏まえて考察し、かなの成立など
が、後の日本文化におよぼした影響について考察
し、表現している。

摂関時代の政治の在り方と文化との関係を考察す
ることを通じて、そのつながりを見出そうとして
いる。

３　荘園の発達
と武士団の成長

6月

19
20

①寄進地系荘園の成立など土地制度が変化したことについて考察する。
②棟梁を中心とした大武士団が成立していく過程や、次第に政治的な力を持つようになっ
たことについて考察する。

武士団の仕組みや武士の反乱、成長などに着目し
て、律令体制や地方社会の変容を理解している。

土地制度の変化について、史料を読み取りながら
考察し、根拠を示して表現している。

国司や地方支配の在り方の変化、武士の出現など、
地方の諸勢力の成長が政治・社会に与えた影響を
明らかにしようとしている。

第
Ⅱ
部　
中
世

第5章
院政と武士の躍進

１　院政の始ま
り

3

21
①外戚関係や人材登用など、後三条天皇が摂関家に遠慮せず改革を進めた背景を考察する。
②院政がどのように成立し、展開したのか、古代から中世への歴史の転換と関連づけて考
察する。

貴族政治や土地支配の変容などをもとに、諸資料
から得られる情報を適切かつ効果的に調べてまと
め、古代から中世の国家・社会の変容を理解して
いる。

武士が台頭する契機や、この時期の土地制度の仕
組みなどを考察し、古代から中世への時代の転換
について根拠を示して表現している。

中世社会の特色について多面的・多角的に考察す
ることを通じて、時代を通観する問いを表現し、
追究しようとしている。

２　院政と平氏
政権

22
23

①院の信任を得て台頭した平氏が、保元・平治の乱を通じて勢力を拡大し、政権を獲得し
た過程を考察し、また、その政権基盤や特色などについて考察する。
②院政期に、どのような文化が形成され、広まったかについて考察する。
③古代から中世への変化について考察し、時代を通観する問いを表現する。

院政期における武士の影響力の拡大や平氏政権の
展開、文化が庶民や地方に広まったことなどにつ
いて、諸資料から様々な情報を読み取り、武家政
権の成立について理解している。

武家政権の権力基盤となる武士の土地所有に至る
変化を考察し、歴史における土地の支配や所有が
もつ意味について多面的・多角的に考察し、表現
している。

古代との比較などを通して、中世では同じ時期に
政治的な力をもつ勢力が複数存在していたことな
ど、中世の特色を探究しようとしている。

歴史資料と
中世の展望

絵画から中世社
会をさぐる 2 24

25
①政治や文化の中心であった中世の京都を描いた絵画作品から、情報を収集して読み取る
技能を身につける。
②資料から適切に読み取った情報をもとに、中世の特色についての仮説を表現して展望する。

3つの絵画を比較して、様々な情報を適切かつ効
果的に調べてまとめ、歴史資料の保存・保全の努
力が図られていることを理解している。

複数の絵画資料に描かれている中世の都大路の様
子を比較した結果について、時代を通観する問い
を踏まえて考察し、仮説を表現している。

中世の京都を描いた絵画資料から得られる情報を
もとに、中世社会の特色について主体的に課題を
見出そうとしている。

※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。ダウンロードしてご利用ください。

高
校
日
本
史
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検索 用語を入力して掲載ページを検索・
移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リ

ンク貼り付けなどが使用できます。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更でき
ます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込

みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。ス
タンプは初期登録の素材の他、画像デー
タを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替えや、紙面上の
クリックポイントの表示などの設定
ができます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元
に戻す／やり直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の2次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コン
テンツへとリンクします。※オンライン環境が必要です。

指導者用デジタル教科書（教材）
日本史探究

日探705準拠 日探706準拠

⚫基本的な機能は、「学習者用」と共通です。

おもな機能

指導者用デジタル教科書（教材）　供給媒体
〔インストール版〕（学校内Webサーバーまたはスタンドアロン）
DVD-ROM媒体にて納品いたします。収録されているデジタル教科書のデータを学校・教育
委員会等に設置されているWebサーバーにアップロードして各利用者端末からアクセスして
ご利用いただくか、各利用者端末に直接インストールしてご利用ください。端末インストー
ル（スタンドアロン）はWindows PCのみ対応しています。

【同一の学校建物内の指導者用端末に限りインストール数の制限なし】

〔クラウド版〕
オンライン環境にて、各利用者端末から当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利用
ください。各端末での個別のインストール作業は不要です。

【校内フリーライセンス】

指導者用デジタル教科書（教材）の独自機能

◦地図・グラフアプリ
アプリアイコン がついている地図・グラフは、凡例

（領域・矢印など）やデータ系列ごとに表示／非表示の切
替えができます。必要に応じて、特に説明したい要素だけ
を表示することができます。

◦めくり紙アプリ

◦Q&Aアプリ
紙面の発問をクリックすることで、問いかけに対する
解答例を表示することができます。

（解答例の表示／非表示の切替が可能です）

⚫�電子黒板やプロジェクターでご利用いただく、指導者用のデジタル教科書（教材）です。
学習者用と共通の専用ビューアは直感的に使いやすく、授業に便利な機能も充実しています。

⚫�学習者用の基本機能に加え、「地図・グラフアプリ」「めくり紙アプリ」「Q&Aアプリ」な
ど指導者用独自の、授業に便利な機能が付加されます。

※画像は『詳説日本史』のサンプルです。制作中のため、変更の可能性があります。

図版の特定の文字を隠す「めくり紙」が設定されているアプリです。
めくり紙の部分をクリック／タッチすると隠れている文字が表示さ
れます。

「全表示」ボタンで、すべてのめくり紙を同時に外すことができます。
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学習者用デジタル教科書
日本史探究

日探705準拠 日探706準拠

⚫基本的な機能は、「指導者用」と共通です。

おもな機能

学習者用デジタル教科書（教材）　供給媒体
〔インストール版〕（学校内Webサーバーまたはスタンドアロン）
DVD-ROM媒体にて納品いたします。収録されているデジタル教科書のデータを学校・教育
委員会等に設置されているWebサーバーにアップロードし、各利用者端末からアクセスして
ご利用いただくか、各利用者端末に直接インストールしてご利用ください。端末インストー
ル(スタンドアロン)はWindows PCのみ対応しています。

【インストール可能数＝ユーザー数（教科書を利用する生徒数）】

〔クラウド版〕
オンライン環境にて、各利用者端末から当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利用
ください。各端末での個別のインストール作業は不要です。

【１ユーザー１ライセンス】

指導者用／学習者用デジタル教科書　商品概要
指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

ライセンス形態

学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導
者用端末で何台でもご利用が可能で
す。ライセンス有効期間は4年間とな
ります。

1ユーザー1ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入い
ただき、学習者用端末でご利用くださ
い。紙の教科書のご利用期間中はライ
センスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境
◦iPad OS※　ブラウザ：Safari
◦Chrome OS※　ブラウザ：Google Chrome
◦Windows 8.1/10/11　ブラウザ：Microsoft Edge･Google Chrome
※�iPad OS・Chrome OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。インストール版
（DVD版）の端末インストールはご利用いただけません。

基盤システム
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクー
ルプラットフォーム」（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft Edge、Google Chrome等のブラウザで動作します。

※�紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入い
ただくことが可能です。

※本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。

Microsoft、Windows、Word、Excel、PowerPointならびにすべてのMicrosoftの商標ロゴは、米国およびその他の国におけるMicrosoft Corporationおよ
びその関連会社の登録商標または商標です。

⚫�指導者用と共通の専用ビューアは直感的に使いやすく、学習に便利な機能も充実しています。
⚫�教科書紙面掲載の2次元コードコンテンツは外部リンク機能として利用でき、関連するコ

ンテンツが閲覧できます。（※オンライン環境が必要です）
⚫文具機能も充実しています。書き込んだ情報は、ユーザーごとに保存ができます。

※画像は『詳説日本史』のサンプルです。制作中のため、変更の可能性があります。

検索 用語を入力して掲載ページを検索・
移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リ

ンク貼り付けなどが使用できます。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更でき
ます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込

みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。ス
タンプは初期登録の素材の他、画像デー
タを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替えや、紙面上の
クリックポイントの表示などの設定
ができます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元
に戻す／やり直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の2次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コン
テンツへとリンクします。※オンライン環境が必要です。
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詳
説
日
本
史

高
校
日
本
史

日本史探究　著作者一覧
（2022年３月現在・五十音順）

高埜　利彦（たかのとしひこ）
学習院大学名誉教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

沼尻　晃伸（ぬまじりあきのぶ）
立教大学教授
日本近代・現代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

村　和明（むらかずあき）
東京大学准教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

高橋　典幸（たかはしのりゆき）
東京大学教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

野﨑　雅秀（のざきまさひで）
東京大学教育学部附属中等教育学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・歴史総合707

山口　輝臣（やまぐちてるおみ）
東京大学教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

多田　万里子（ただまりこ）
埼玉県立熊谷西高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

牧原　成征（まきはらしげゆき）
東京大学准教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

湯川　文彦（ゆかわふみひこ）
お茶の水女子大学准教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

豊田　基裕（とよだもとひろ）
東京都立大江戸高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

三枝　暁子（みえだあきこ）
東京大学准教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

吉田　伸之（よしだのぶゆき）
東京大学名誉教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

中家　健（なかいえたけし）
東京都立小石川中等教育学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・歴史総合707

三谷　芳幸（みたによしゆき）
筑波大学准教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

渡邉　宏明（わたなべひろあき）
海城中学高等学校教諭
日本史教育、日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合709
・・中学歴史

會田　康範（あいだやすのり）
学習院高等科教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・高校日本史

大津　透（おおつとおる）
東京大学教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

桜井　英治（さくらいえいじ）
東京大学教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・中学歴史

老川　慶喜（おいかわよしのぶ）
立教大学名誉教授
日本近代・現代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

五味　文彦（ごみふみひこ）
東京大学名誉教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

佐藤　信（さとうまこと）
東京大学名誉教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

大熊　俊之（おおくまとしゆき）
埼玉県立不動岡高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

早乙女　雅博（さおとめまさひろ）
東京大学名誉教授
考古学
・・詳説日本史
・・高校日本史

設楽　博己（したらひろみ）
東京大学名誉教授
考古学
・・詳説日本史
・・高校日本史

太田尾　智之（おおたおともゆき）
東京都立国立高等学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史

坂上　康俊（さかうえやすとし）
九州大学名誉教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

鈴木　淳（すずきじゅん）
東京大学教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

詳しい内容と豊富な史資料
信頼の教科書

詳説日本史

★�各時代・各分野をバランスよく記述、
充実した内容。
★�探究活動に取り組みやすい大きな図
版、豊富な史資料。
★�時代の特色をつかむ多様な問いかけ。

豊富な材料で楽しく学べる
生徒が読んでわかる教科書

高校日本史

★�要点をおさえた、わかりやすい教科書。
★�興味・関心を高める工夫と、豊富な史
資料。

日探705 日探706
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詳しい内容と豊富な史資料
信頼の教科書

豊富な材料で楽しく学べる
生徒が読んでわかる教科書

詳説日本史

高校日本史

⚫ 各時代・各分野をバランスよく記述、充実した内容。
⚫ 探究活動に取り組みやすい大きな図版、豊富な史資料。
⚫ 時代の特色をつかむ多様な問いかけ。

⚫ 要点をおさえた、わかりやすい教科書。
⚫ 興味・関心を高める工夫と、豊富な史資料。

⚫図版（写真）� 363点
⚫文字史料� 87点

⚫地図� 46点
⚫二次元コード� 23点

⚫グラフ・図� 147点
　� （グラフ45+系図18+図50+表34）

⚫図版（写真）� 519点
⚫文字史料� 74点

⚫地図� 63点
⚫二次元コード� 69点

⚫グラフ・図� 144点
　� （グラフ39+系図14+図63+表28）

B5変型版（230mm×174mm）　398頁

B5判（257mm×182mm）　302頁

日探705

日探706

〒101-0047　東京都千代田区内神田1-13-13
TEL 03-3293-8131　FAX 03-3292-6469 https://www.yamakawa.co.jp/

小社ホームページでもご案内いたしております。
日本史探究教科書の紹介動画もございますので、
ぜひご覧ください。

山
川
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山川HP
日本史探究
特設サイト
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